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　　その一　ニューライフ・サーヴィス






「んっ……んぎ……り、リーチぃ……も、もうムリ……もうムリぃぃ……」

　リリーが喘あえぐ。

「我慢しろ」

「ん、んもうだめ……これ以上は……わたし……死んじゃうぅ……」

「安心しろ、こんなこといくらやったって死にはしない。あんまり無駄口ばっかり叩たたいてるともっと強くするぞ？」

「ま、まって……それはほんとにムリよぉ……今でもギリギリなんだからぁ……」

「じゃあ静かにしてろ。あと十秒で終わりだから」

「じゅ、十秒ね……きゅうぅ……はちぃ……ななぁ……」

「……なんだか締しまりのねえカウントダウンだな」

「そ、そんなこと言ったってぇ……よん……さん……にぃ……いちぃ、ぜ、ぜろぉ」

　俺おれはリリーの背中に当てていた腕の力を抜いた。長座体前屈の姿勢から弾はじかれるように起き上がり、そのまま仰向けに寝転がるリリー。丸々一分間のストレッチ。リリーはすっかり頰ほおを上気させ、苦しそうに息を切らせている。

　週しゆう中なか水曜日の夜、十時。リリーはいつものように俺の部屋で日課の柔軟体操に励んでいた。

「ねえ、リーチ、ほんとに、こんなことして、意味あるの？」額に手を当て、ぼんやりと天井を眺めながら、リリーがそんなことを聞いてきた。

「なんか毎回聞いてねえか、その質問。これも、この田舎いなかで生きていくためには結構大事なことなんだぜ？」俺は答えた。「下手すりゃ大おお怪け我がするような危険が渦を巻いているような場所だ、ここは。死にたくなけりゃ、それなりの備えってもんをしておかねえと」

「でもぉ……」

「俺だって未いまだに毎晩欠かさずやってる。もう三年だ、ガキの頃ころは鋼みたいにカッチカチだったが、今じゃ随ずい分ぶん柔らかくなった。ほら、ちょっとやってみせるから見てろ」

　俺はそう言って床に座り、足を真まっ直すぐに投げ出した。そのまま、腰を伸ばし、上体を前に倒す。手で足を摑つかめるくらいまで体を倒しても、俺にはまだ余裕があった。

「ほんとだ、柔らかい」リリーは感心したように言った。

「だがな、これでもまだ充分じゃない。まだ胸を膝ひざにつけられないんだ。なんとなくだが、そのくらい柔らかくなってやっと充分だと思うんだよ。そのくらいになれば、急に打ち上げ花火とかが飛んできても体を捻ひねって避よけられるんじゃないかって」

「……それにはまた別の能力が必要な気がするわよ」リリーは言った。「反射神経とか、動体視力とか、サイコキネシスとか」

「じゃあ、そういう能力も鍛きたえないといけないな」俺おれはそう返して、体を起こそうと背筋に力を入れた。瞬しゆん間かん、背中に覚えた僅わずかな抵抗感。Ｔシャツ越しに感じる、二つの手の感触。俺はその感触で、リリーが先ほどの反はん撃げきに出たのだと知った。

「……やるならもうちょっと力を入れてくれ」わざとらしくため息を吐つきながら、俺は言った。「そんなんじゃ、文庫本でも背中に載せた方がまだ意味あるぜ」

「ふーん、じゃあ、これならどう？」

　リリーはそう言うと、俺の背中に手を当てたままピョンピョン跳ね始める。「よっ」とか「やっ」とか言いながら。

　しかしいくら足を浮かそうと、腕に移る重量などたかが知れている。それにそもそも、リリーは体重が軽かった。足が着地したときの、トン、という小さな振動が、リリーの努力の無意味さを如実に物語っている。つまり、全く重くも痛くもなかった。

「アクビが出るぜ、全く」

「なんかっ、悔しいっ、わねっ！」リリーは尚なおも跳ねながらそう言った。「もうっ、それじゃあ、こうしてやるっ！」

　背中にあった手の感触が、突然消える。そして次の瞬間、何か尖とがったものが俺の背中の上に落ちてきた。肩甲骨の下あたりをグリグリ刺してくるこれは──リリーの尻しりだ。

「へへーん、これならちゃんと重いでしょ！」

　リリーは言いながら、俺の背中の上で尻を動かす。確かにこれなら多少重い。しかし重さはともかくとして、もの凄すごく痛い。筋が伸びて痛いのではない、リリーの尻が刺さって痛いのだ。肉付きのよくないリリーの尻は、座骨の感触を俺の背中へダイレクトに伝えてきた。

「このヤロウ、いい加減にしねえと簀す巻まきにして兄アニさんの家の前に転がすぞ」

「別にいいわよー。魔ま法ほう使つかいさんとは友達だもん」リリーは楽しそうにケラケラと笑いながらそう返した。「そんなことしたら、魔法でリーチを真っ黒こげにしてあげるわよ」

「じゃあ伯はく爵しやくに頼たのんで、その尖ったケツを百叩たたきにしてもらおうか？　乗馬用の鞭むちでそのくらい叩けば少しは柔らかくなるだろ、どうだ？」

「あー……それは嫌かも」

「じゃあさっさと退け」

「えー、でもさっきリーチに散々いじめられたしー」

「ええい、それじゃあこうだ！」

　俺は背筋に力を込め、リリーを振り落とさんと強引に体を引き起こす。しかし直前にその気配を察したらしいリリーは一足早く俺の背中から逃げ、俺は勢い余って床に頭をぶつけた。俺が痛む頭を押さえて立ち上がると、リリーは笑いながら身軽にヒョイと俺のベッドへ跳び乗り、布団に包くるまった。

　その布団は亀かめの甲こう羅らか何かか。しかし布団からはみ出たペディキュアつきの足先がモゾモゾ動いているのを見ていると、俺おれはすっかり毒気が抜かれたような気分になってしまった。

　俺はベッドを背もたれ代わりに腰を下ろして、後ろの布団に話しかけた。

「……なあリリー、ここの生活には慣れたか？」

「何よリーチ、改まって」

　布団の隙すき間まから、リリーの顔がひょっこり出てくる。真っ白ではないけど光が透き通るような肌。青くはないけど綺き麗れいな瞳ひとみ。そして相変わらず青い髪と眉まゆ毛げ。

「こっちに戻ってきてから、二週間くらいになるだろ？　どんな感じかなーって思って」

「なんだか曖あい昧まいな質問ね」リリーは言った。「慣れたかどうか、自分でもよくわかんないわ。なんていうか、ここって底なし沼みたいなものじゃない？　まるっきり底が見えなくて、どこまでここの事を知れば充分なのか、全然見当がつかないんだもん」

「不安か？」俺は尋ねた。

「んーん、全然」リリーは答えた。「多分ね、ここの事を全すべて知るなんて、そんなことそもそも人間にも《精せい霊れい種族》にも不可能なのよ。だから、何が起こっても驚おどろかないようになんてなれない。でも、だからこそ、この場所じゃ、驚く準備さえできていればそれでいいんじゃないかなって思うのよ。素直に驚く準備さえできていれば、それでね」

「驚く準備か。面白いことを言うな」俺は言った。「じゃあ、ちょっと聞いてみたいんだが、ここに来てから一番驚いたことって、一体なんだ？」

「『ここに来てから』って、最初にここに来たときからってこと？　それとも二週間前から？」

「二週間前から」

「うーん、そっちかぁ……」リリーは眉を寄せて考え込むような素振りを見せる。「初めてここに来たときからなら、一つに絞るのも簡単なんだけど……」

「へえ、ちなみにその一つってなんなんだ？」俺は尋ねた。

「あんたが魔ま法ほう使つかいさんと一緒にわたしの学校に来たこと」リリーは即座にそう答えた。「あれは驚いたわよ。だって授業中の教室に乗り込んできたんだもの。それに、もう一度会えるとは思ってなかったし。あんな風に、わたしのところに来てくれるだなんて……」

　言いながら、リリーは頰ほおをちょっと赤くした。

「ま、まあこっちはどうでもいいわよね！　リーチが聞きたいのは二週間前からの方よね！」

「どちらかといえばな」

「うーん、色々あるけど……学校の名めい簿ぼがあの名前のままだったことなんて衝しよう撃げき的てきだったわね」

「あー、あれか。あれには俺も驚いたな」

　リリーがこの田舎いなかに越してきて間もなく、七号児遊館からは『児遊館』の看板が外され、長らくグランプリの景品として使われていたあの小さな家は新たにブルーグラス家の住居となった。そして七号児遊館が一中校区に位置していたことから、リリーは正式に第一中学校の転入生となった。

　正式な転校ということで、今回は面倒な事務手続きが幾つか必要になった。そこでそういう方面に明るい横よこ山やま家の令れい嬢じよう、予言者こと横山美み月つきさんにその手続きをお願いしたところ、出しゆつ席せき簿ぼ、座席表等々何もかもがあろうことか『リリネット・ブルーグラス』の名前で登録されてしまうという珍事が起きたのである。リリーの本名その他をキチンと伝えていたにもかかわらず、だ。そしてこの予言者の遊び心をきっかけとして更なるちょっとした事件が発生し、以来リリー自身もこの土地では万事ブルーグラスの名前で通すようになっていた。

　一中生となったリリーは当初、学校では遠えん慮りよして自分の本名を使おうとしていた。学校で自分の名前を筆記する機会といえば、まず挙げられるのがテストの答案だ。その最初の機会は、西にし松まつ先生が隔週で行う数学の小テストとして訪れた。

　リリーは真ま面じ目めに自分の名前を書いて答案用紙を提出した。しかし採点を終えて返却された答案の名前欄らんには、赤ペンで『リリネット・ブルーグラス』と書き足されていたのである。

　横の席でそれを見た俺おれと玲れい子こがどれだけ笑ったことか。

　恐らく西松先生はリリーの本名を知らなかったのだろう。そして一枚だけ紛れ込んだ見覚えのない名前の答案がリリーのものだと気づいた先生は、メモ書きの意味で名前欄にそんな書き足しをしたのだ。しかし赤色の文字のせいで俺たちには名前を訂正されているようにしか見えなくて、リリーはそれ以来どこでもこの《精せい霊れい種族》の名前を使うようになった。

「まあわたしもそっちの方がよかったから、好都合だったんだけどね」リリーはニヤニヤ笑いを浮かべながら言った。

　リリーが一中生にどれほど歓迎されたかは今更言及するほどのことでもないだろう。しかしマイペースが売りの一中生は俺たちを困らせるほど騒さわぎ立てもせず、リリーは比較的落ち着いた日常を過ごしていた。交友関係も次し第だいに広がり、昼休みには女子連中を率いてＴＲＰＧと称した謎なぞの寸劇を繰くり広げたり、黒板にヘタクソな漫画を描いたりしていた。

「あとはそうね……これはつい最近だけど、羽の生えた自転車に轢ひかれそうになったのは驚おどろいたわ。ほんとに、道を歩いているだけで死にかけるのね、ここって」

「自転車ってあの、兄アニさんの飛行機か」俺は言った。

　それは一昨日のことである。その日の放課後は田舎いなか中に爆ばく音おんが響ひびき渡っていた。バリバリと空気を引き裂くようなもの凄すごい音で、うるさすぎてどこから発生しているのかすら見当がつかないほどだった。そしてうんざりしながらその轟ごう音おんの中をリリーと一緒に歩いていると、あるとき突如としてその音が三倍になった。

　驚いて周囲を見回した俺の目に飛び込んできたのは、一台の自転車。音の発生源が、俺たちの背後に迫っていたのである。

　なんとも奇妙な自転車だった。今になって考えると、どうしてあのときすぐに自転車だと理解できたのかわからなくなるほどの、変な自転車だった。

　まず、車体の両側から翼つばさが生えていた。左右合わせて七メートルくらいになる、大きな翼だ。それから、真っ赤に光るトロンボーンのような鉄の管が二セット、これまた車体の両側についていた。そして、そのトロンボーンはどちらも炎と爆ばく音おんを噴ふいていた。鉄管が光っていたのは、炎の高温のせいだった。最後に、その自転車は地上から三十センチくらいの高さを飛んでいた。飛行していた。必死の形相を浮かべる長身の男子高校生を乗せて。

「退けェェェェェェエエエエエエ！」

　俺おれは咄とつ嗟さにリリーを抱き締しめて、その場に倒れた。俺たちをスレスレで飛び越していく自転車。リリーは悲鳴を上げ、吹き荒れる熱風が俺の腕を撫なでる。自転車はそのまま五十メートルほど飛行を続けると、バキッと不気味な音を立てて無残に墜つい落らくした。

　七号児遊館の元の主、通称『炎ほのおの魔ま法ほう使つかい』は何を思ったか、自転車にパルス・ジェットエンジンと翼を足して飛行機を仕立て上げようとしていたのであった。

「……やっぱりああいうことがあるから、柔軟体操だって大切なんだぜ？」

「はいはい」耳にたこができましたと言わんばかりの表情で返事をするリリー。「全く、リーチは心配性なんだから。確かにあれにはビックリしたけどさ」

「お前なあ……」

　リリーの言葉を聞いてもう少しちゃんと説教してやろうという気になった俺は、首だけでなく体ごとベッドの方に向き直った。そしてあぐらをかいて座ったところで、薄うす手での羽毛布団が上から降ってきた。突如塞ふさがれる俺の視界。どうやらリリーが布団から抜け出して、自分が包くるまっていたそれを投と網あみのごとく放ったらしい。リリーの体温ですっかり温まっている。

　俺はすぐにそれを払い退けようとした。しかしその前に《精せい霊れい種族》の尖とがったケツが俺のあぐらの上に落ちてきて、布団は取れなくなった。

　俺の体に体重を預け、小さな頭を布団越しに押しつけてくるリリー。今の俺には背もたれにできるものがない。しかしリリーの体はそんなことも問題にならないほど軽かった。俺は後ろに手をついて、自分の上半身とリリーの体を支えた。

「大丈夫よ、何かあったらまたあんたに助けてもらうから、リーチ」織おり戸ど利り一いちというソファの上でくつろぎながら、リリーはそんな甘えたことを言った。

「……過度に頼たよられても困るぜ、俺は頼り甲が斐いのある人間じゃねえからな」俺はとりあえずそんな風に返した。

　これは本心といえば本心である。なぜなら俺はまだ、ビギナーの域を脱してはいないのだ。

　この田舎いなかの住人としても、リリーの友達としても。




　この田舎には奇妙なものがたくさんある。空飛ぶ自転車とかダンボール沈没船とか馬に乗る小学生とか、挙げ始めればキリがない。しかしその中で最も奇妙なものは何かといえば、断言しよう、それは間違いなく今の俺とリリーの関係である。

　七月半ば、平日の夜十時。十時といえばこの田舎いなかでは既に真夜中、ほとんどの人間は既に眠っている。そんな時間に、俺おれはリリー専用の一人がけソファになっていた。そしてこれは、この二週間のいつもとさして変わらない、日常の一コマであった。

　俺とリリーは、活動時間の八割以上を共有していた。一緒にいる時間よりも、一人の時間を列挙する方が容易なほどだ。トイレの間、風ふ呂ろの時間、夕食時、寝ている間、そのくらいである。それ以外の時間、俺たちは昼でも夜でも一緒にいた。

　予言者の計らいで、学校の席は今でも隣となり同士。昼飯を別れて食う理由などどこにもない。放課後は玲れい子こや達たつ彌みと一緒になって遊び、それが終わったら俺の部屋でゲームをしたり宿題をしたりする。夕飯時になるとリリーは一度家に帰るが、食事と風呂を済ませたリリーはまた俺の家に現れてダラダラと時間を潰つぶす。そして十一時を迎えたら一緒に就寝前の散歩へと出かけ、帰ってきたところでようやく別れる。が、寝て起きれば新たな一日の始まり。登校はもちろん一緒だ。これが、俺たちの新たな日常であった。

　そしてこれだけ毎日長い間一緒にいても、俺たちの関係は『友達』以外のなにものでもなかった。

　俺たちは友達であった。たとえ俺の両親とリリーの母と達彌と玲子と兄アニさんと伯はく爵しやくと横よこ山やまさん以外が俺たち二人を指して『婚約者』と呼ぶとしても、俺たちは友達同士であった。婚約者という関係は、噓うそである。俺の吐ついた質たちの悪い噓である。ちなみにリリーは周りから婚約者とか夫ふう婦ふとか呼ばれても、単に俺との親交を茶化した冗談だと解釈しているようで、未いまだに皆に本気でそう思われているということを知らない。

　さて、俺たちはなぜ（達彌曰いわく）四六時中ベタベタ一緒にいる友達という奇妙な関係に落ち着いてしまったのか、原因はいくつか考えられた。

　まず、お互いが近くにいることに慣れすぎてしまったことだ。

　俺たちは二日も鎖くさりで繫つながれ、二晩寄り添って寝て、無数の死線を共にくぐった。一緒にいることに対して、今更なんの躊躇ためらいを持てばよいのだろうか。それどころか俺は、リリーが常に手の届く範はん囲いにいることに、ある種の安心感さえ覚えていた。リリーもきっと同じように感じていることだろう。俺たちは一緒にいることにすっかり慣れてしまっていた。

　次に、リリーを一週間ほど俺の家に泊めたことによって、現在の生活の原型がすっかり出来上がってしまったことだ。

　リリーをこの田舎に取り戻してから新居の準備が整うまでの間、宿のないリリーは俺の家に暮らしていた。これは例の噓に真実味を持たせるための工作の一部でもあった。

　発案したのは、噓と同様、横山さん。俺はそもそも玲子の家にでも泊まらせようと考えていたのだが、そのことを伝えると横山さんにも玲子にも即座にＮＧを出された。またどういうわけか俺との同居に少しも不満を持たなかったリリーは、特に詮せん索さくすることもなく、大人しく俺の家に一週間ほど寝泊まりしていた。当然、その間は朝起きてから夜寝るまでずっと一緒。そしてこの生活が現状の基き盤ばんとなってしまったのである。

　そして最後に挙げられるのが、リリーの性格である。二週間も一緒にいれば、リリーの人となりもそれなりに深く理解できるようになる。リリーは、人付き合いが苦手な方だった。

　心に一枚壁かべを作るタイプとでも言えばいいだろうか。リリーは親しい相手以外に自分の心の内を明かそうとしない。良く言えば、リリーはごく限られた友達との付き合いを特別大切にするタイプなのだろう。恐らく、かつてはその相手がたった一人の親友に限られていた。魔ま法ほう少女、マリーである。そして現在そのポジションに収まっているのが、他ほかの誰だれでもない、俺おれなのだ。

　つまるところ、今の俺は魔女っ子マリーの代わりにすぎないのである。俺は、仲のいい女の子同士の親密な友情に近いものを、俺とリリーの関係にうっすら感じているのであった。

　もっとも、これらは全すべて俺の推測にすぎない。しかしまるっきり的外れということもないだろう。荒れ狂うような紆う余よ曲折を経て、俺たち二人は、ぬるま湯のような関係に落ち着いてしまったのだ。

　そして、断言しよう、このぬるま湯のような関係は、ぬるま湯のように居心地がよかった。俺は、折角落ち着いたこの関係が壊こわれてしまうことを恐れて、進むことも戻ることもできなくなっていた。俺は、キチンと説明すべきはずの『婚約者の噓うそ』さえそのままに、のんびりとしたリリーとの時間をただただ享受していた。

　簡単に言えば、俺はまたヘタれていたのである。

　危機感はあった。何もしないでいることが俺たちの関係維持に最適とも限らない。しかし一月前のようなモチベーションを失った今、俺は全てを壊してでも前進しようとするエネルギーを持てないでいるのであった。俺は、また何か事件が起きて強引に俺を変えてくれないだろうか、などと甘えたことを考えていた。そういう意味で、俺は全くのヘタレであった。




　俺は布団をずらして、顔を外に出した。リリーは俺を背もたれに半分寝そうになっている。

「……なあリリー、そろそろ散歩に出かけないか？」俺は体を揺すりながらそう言った。

「んん……まだ十時半にもなってないわよ？　早すぎない？」リリーは言いながら目をこする。「そうだ、ゲームでもしましょ」

「ゲームはなあ……お前とやってもさっぱり勝てないから面白くねえんだよ」

「えー、手加減するからさぁ」

「手加減されて負けたら余計に滅め入いるぜ。ほら立てよ。今日はちょっと遠くまで歩きたい気分なんだ。役場まで行って塔でも眺めよう」

「んー、まあいいけどさ……」

　リリーは渋々といった表情で立ち上がる。俺は携けい帯たい電話を拾い上げ、それから薄うす手での上着を一枚、リリーに渡した。リリーの青髪に映はえる、黄緑色の上着。俺も背の高い方ではないが、小柄なリリーが着ればブカブカだ。

「リーチ、いいわよ、行きましょ」更に靴下を穿はき、いつも肌身離はなさず持ち歩いている例の設定ノートが入った小さなリュックサックを背負って、リリーが言った。

「どうせなら池まで行きたいわね。夜の水面みなもって、なんだか神秘的な感じがしない？」

「なんとなくわかるぜ。綺き麗れいだろうな。だが貯水池は遠すぎだ。日付が変わっちまう」俺おれは笑ってそう返した。そしてリリーを背後に従えて、自分の部屋の扉を開け──

　俺は肝を潰つぶしかけた。

　一中の制服を身につけた女子生徒が一人、その扉の向こうに立っていた。














　　その二　甘美ナル朝食会






　艶つやのある黒髪を後頭部の高いところで結い上げた、凛りんとした佇たたずまいの上級生。一中の生徒会長であり、グランプリの実行委員でもある有あり坂さか栖すみか先せん輩ぱいは、姿勢よく直立しながら中途半端に右腕を伸ばしていた。有坂先輩は驚おどろく俺とリリーを順に見つめたあと、落ち着き払った様子で右手をスクールバッグの取っ手に戻し、こう言った。

「よいタイミングでしたね、織おり戸どさん。外出ですか？」

　透き通るような、独特の声音。形の整った口をほんの少し動かすだけなのに、その声は確実に相手の耳まで届いて脳みそを揺らす。

「はあ、まあ……」

「緊きん急きゆうの要件ですか？」

「あ、いや、ただ散歩に行こうとしていただけですが……」俺は答えた。「俺に用事ですか？」

「ええ、お二人に連絡したいことがありまして」有坂先輩は言った。「今から少々お時間を頂ちよう戴だいできますか？　それほど長くは要しません」

「連絡、ですか。別に構いませんが……それじゃあ、ともかく中に入ってください」俺はそう答えて、体を横に退かす。「失礼します」という言葉に会え釈しやくを添え、優雅な足取りで俺おれの部屋を渡る有あり坂さか先せん輩ぱい。先輩は一言断ってから座布団に腰を下ろすと、俺たちにも座るよう促した。

　いつの間にか、リリーが俺の服を指先で摘つまんでいた。少々不安げな表情。しかし俺はかけるべき言葉を持っていなかった。突然の訪問者に、俺も少なからず動揺していた。

　足をピッタリと閉じ、背筋をピンと伸ばして行ぎよう儀ぎよく正座する有坂先輩は、しっとりとした瞳ひとみを俺に向けている。直視すればそのまま自我が吸い込まれてしまいそうな、毒々しいまでの美しさだ。俺はなるべく有坂先輩と視線を合わせないように努めた。ふと横を見ると、リリーの目は既に有坂先輩に釘くぎづけになっていた。

　引き締しまった伸びやかな肢体に、小さな顔。非の打ち所のない、八頭身のプロポーション。そして顔には、たとえ単体で抜き出しても芸術的価値がありそうなパーツが、完かん璧ぺきなバランスで配置されている。花も恥じらうどころか、花が自分の醜みにくさを嘆いて投身自殺を図りそうなほどの美しさ。有坂先輩は、この田舎いなかで最高の美人と目されている人物だった。

「それで一体、連絡というのは……」

「二点あります。手短に済ませましょう。先に、ブルーグラスさんのグランプリ・ポイントが確定した件についてお伝えします」相変わらず風鈴のような声で、先輩は言った。「実を言いますと、つい先刻まで実行委員会の会合が行われていました。議題は、ブルーグラスさんの現在の得点をどのように調節するか、でした」

「わたしの得点？」

「はい」と、小さく顎あごを引いて答える先輩。「そしてブルーグラスさん、おめでとうございます。貴方あなたに、特別な加点がなされることが決定しました」

「加点、ですか……」

「ブルーグラスさん、貴方はこれまでに行われた七つの競技の内、六つに参加されていません。ですが、競技への不参加は貴方が選択したことではないのです。そこで私は、グランプリの精神に則のつとり、委員会にブルーグラスさんへの特別加点を提案しました。先のバンガー・レースの活かつ躍やくを踏ふまえ、貴方が競技に参加していれば獲かく得とくできたであろう点数を推定し持ち点に加える、という補ほ償しよう案あんを立てたのです」

『グランプリの精神に則り』とは妙な表現だな、と俺は思った。そんな精神、聞いたことがない。それにもしそんなものが存在するとしても、それは『馬ば鹿か騒さわぎして皆みんな仲良く』とかその程度のものだろう。

　つまり、この人の言葉はまやかしだ。それに気づいた俺は、反応を待つ先輩にこう言った。

「それは、一中の得点を増やすためですか？」

　グランプリでは、個人の勝敗の他ほかに学校の勝敗も競っていた。そして学校の勝敗は単純に生徒の得点を合計して決定するので、リリーに高い点数を与えることがそのまま一中、有坂先輩が生徒会長を務める我らが第一中学校の利益にもなるのであった。

　自分の得意分野を活かしてやりたい放題やるという面では、有あり坂さか先せん輩ぱいも立派にこの田舎いなかの人間であった。そしてその人柄もまた、先輩が美しいとされる所以ゆえんの一つなのであった。

　有坂先輩は、しかし、俺おれの言葉など予測の範はん疇ちゆうといった様子で、穏おだやかな表情でこう発した。

「結果的には、そうなりますね」

「……よくやりますね。反対意見も多かったでしょう」

「いえ、それほどでもありませんでした」先輩は答えた。「皆さん、グランプリで接戦を繰くり広げるブルーグラスさんの姿を見たいのですよ。もう何年も『炎ほのおの魔ま術じゆつ師し一強時代』が続いていますから」

「はあ……それで、結局どのくらい追加されることになったんですか？」

　俺は尋ねた。すると有坂先輩はスクールバッグから一枚のプリントを取り出し、テーブルの上に優しく置いた。

「こちらを参照してください」

　そのプリントには、六戦それぞれに対して推定されたポイントとその根拠らしきものが細々書き込まれていた。そして右下に小さく印字された合計得点を見て、俺は驚おどろいた。その数字は、俺の想像よりもずっと大きなものだった。

「待ってください、こんなに加点したら四位か五位くらいになりませんか？」

「その通りです。これで、ブルーグラスさんはドクターと同率四位になります」有坂先輩は答えた。どこまでも平静なその声に、俺は恐ろしささえ感じた。

　ちなみにリリーは俺の横でポカンと口を開けて資料を眺めている。どうやらまだ話を飲み込めていないらしい。そんな混乱を知ってか知らずか、有坂先輩は声を高くしてリリーにこう言った。

「それでは期待していますよ、ブルーグラスさん。そのポイントは、私たちの仲間に加わることとなった貴方あなたへのお祝いとして、どうぞお受け取りください。本当に、期待しています」

「ぇ、あ、はい……あ、ありがとう、ございます？」すっかり困惑した様子でおずおずと返事をするリリー。しかし先輩は満足気な、あるいはこんなことに時間を取られたくはないとでも言いた気な表情で、形のいい眉まゆを少しだけ動かした。

「どういたしまして。さて、これで一点目は終わりです。早速二点目に移りましょう」有坂先輩は言った。「どちらかといえば──今日はこちらが本題ですから」

　先輩は再びスクールバッグを開く。そこから取り出されたのは、小さな封書を一通だけ収めた革製のドキュメントフォルダー。先輩はその封書を骨こつ董とう品ひんでも触るかのように優しく撫なでてから、両手で恭うやうやしく俺に差し出す──嫌な予感がした。

「あの人から、こちらを貴方に渡すよう依い頼らいされました」有坂先輩は言った。

『あの人』。

　有坂先輩のこの言葉を聞くと、俺はいつでも心臓を素手で握られるような奇妙な居心地の悪さを感じる。今回の俺おれも例に漏れず、この部屋から今すぐ逃げ出したいような思いに駆られた。ここが自分の部屋であるにもかかわらず、だ。

　この田舎いなかの子供が『あの人』というと、一般にそれは兄アニさんのことを指す。ここの社会を代表する人物に対する、畏い敬けいの念を込めた愛称のようなものだ。しかし有あり坂さか先せん輩ぱいの場合、この言葉が指す人物と意味が少々異なっていた。僅わずかにため息が混ざり艶つやっぽく響ひびくその言葉が指しているのは、もう一人の代表的人物、黒馬を駆る小学生保安官、伯はく爵しやくだった。

　そう、有坂先輩が手にしているものは、他ほかでもない、伯爵からの手紙であった。

　俺がいつまで経たっても手紙を取らずにいると、有坂先輩は不機嫌そうな表情を覗のぞかせた。

「どうか、いたしましたか？」

「あ、いえ、なんでもありません。伯爵からですね？」

　先輩が醸かもし出す威圧感に負けて、俺は仕方なく手紙を受け取る。糊のり付けされていない封筒。その中には便びん箋せんが一枚。便箋には、万年筆で次のように走り書きされていた。




　織おり戸ど利り一いち殿

　明日の木曜会に参加されたし（午前六時より開催）

　ブルーグラス殿の同伴を望む




　横から手紙を覗いていたリリーが、小さく息を吞のんだ。

「忘れることのないよう、お気をつけください。連絡は以上です。夜分遅くに失礼しました。それでは、明日の朝食会で会いましょう」

　有坂先輩はそう告げると、質問する機会すら与えずに立ち上がる。そして入ってきたときと同様の有無を言わさぬ気品溢あふれる足取りで、さっさと俺の部屋から出ていってしまった。

「ね、ねえリーチ、どうするの？　木曜会って何？」狼ろう狽ばいした様子で、リリーが言った。

「……行くしかないだろうな。木曜会ってのは伯爵が毎週やってる朝食会のことで、仲間内で集まって朝飯をつつきながらなんだかワイワイ話し合ってるんだ」

「そんなのに、ほ、ほんとに行くの？　一体なんの用事でわたしたちを呼び出すのよ？」

　俺は、招待状のような召喚状のような手紙にもう一度視線を落とす。それから口を開いた。

「なんの用事、か……これは俺の推測でしかないが、何か俺たちにお願いしたいことでもあるんだろう」

「お願い？」

「ああ。内容はなんだかわからんが、頼たのみごとをしたいんだろう。別に俺たちをとっ捕まえて牢ろう屋やに放り込みたいってわけじゃなさそうだ」俺は続けた。「なんといっても、やることが丁てい寧ねいすぎる。ああやって先輩を使いに立てて直筆の手紙を送ってくるだなんて、これほど下した手てに出てくる伯爵は片手で数えるほどしか見たことがない」

「下した手てにって、アレで？」驚おどろいているのか、不服なのか、髪を揺らしながらリリーは言った。

「寝込みを襲おそうよりはよっぽど丁てい寧ねいだろ？」俺おれは言った。「まあそういうわけで、今回のこれはそこまで心配しなくてもいいのかもしれない。多少の面倒は覚悟しておかなきゃならないだろうが、アイツに貸しを作れると思えばそこまで悪い話でもないだろう」

「貸しって……あの子に貸しなんて作ってなんの役に立つのよ？」

「いろいろと。アイツはこの田舎いなかの最重要人物だからな。この田舎に唯一欠かせない人間を一人選ぶとすれば、俺は伯はく爵しやくを選ぶ。なんたって伯爵は……」

　不満げなリリーの顔を見つめながら、俺は話をこう締しめた。

「この土地の平和を守ってるんだから」

　既に十一時を過ぎていた。明朝の用事を考えれば散歩などしている時間はないということで、取りやめにしてリリーを七号まで送り、俺はそそくさと床に就いた。そして翌朝五時半、俺は寝ぼけ眼のリリーと共に駅近くの伯爵の自宅まで歩いた。




「伯爵がやってる平和維持活動ってのはいろいろある。代表的なものでいえばまず、ヨソモノの監かん視しだ。伯爵はここの秘密を守るために、うっかり入り込んじまった連中を率先して監視したり誘導したりしてるんだ」

　伯爵宅への道すがら、俺はリリーに伯爵のことを語って聞かせる。リリーは例のノートが入ったリュックサックを背負い、気だるそうにしながら俺の横をついてくる。

「それはわかるわよ。わたしも当事者だったことがあるからね。でも、それ以外に何かやってることなんてあるの？」

「ああ、もちろん」俺は言った。「主なものを挙げるとすると、例えばゴミの片づけだな。ここの連中は散らかすことばかり得意で、あと片づけをしたがらない。でもそれじゃあ一面壊こわれたオートバイやら花火の残ざん骸がいやらで埋め尽くされちまうから、伯爵が定期的にその片づけをしてるんだ」

「えー、それってなんだか想像できないわ。ゴミ拾いしてる伯爵くんなんて」

「その内お前も見ることがあるだろう。もっとも、伯爵は音頭を取るのがメインで実際に手を動かすのは他ほかの連中だったりするわけだが。俺も何度か手伝ったことがある。俺みたいな人間にとっては暇ひま潰つぶしに丁度いい。見返りに菓子と激甘ココアをご馳ち走そうしてもらった」

「リーチはわかるけど、お菓子なんかで働いてくれる人が他にいるの？」

「ただの菓子じゃないからな。有あり坂さか先せん輩ぱいの手作りだ。それなりの価値がある」俺は言いながら、また少し胃がむかつくような感覚を覚えた。

「……あの生徒会長も物好きね」

「なんというかまあ、先輩のことは置いておくとして、だ」俺は話を続けた。「伯爵の活動には他にも貯水池の水質調査とか、遺失物の捜索とか、誰だれかが人知れず怪け我がして転がってないか見回りしたりとかいろいろある。この田舎いなかがどうにか持続可能、つまりゴミ溜だめの廃村にならずにいられるのも、多くは伯はく爵しやくと伯爵の賛同者のおかげなんだ」

「じゃあ何？　ここって小学生に守ってもらってるってわけ？」

「今はそう言ってもいいだろうな。まあ歳としなんて関係ないのさ。精神年ねん齢れいは誰だれも彼も似たようなもんだから」

「変な世界ね。成立しちゃってるのが不思議だわ」リリーは言った。「でも、反発があったりしないの？」

「反発？」

「だって、伯爵くんはそれが趣しゆ味みだからいいとしても、他ほかの小学生はそうとも限らないでしょ？　強制されて文句は言わないの？」リリーは少し眉まゆを顰ひそめる。

「そこらへん、お前はちょっと誤解してる」俺おれは言った。「アイツの周りにいる連中は、自分がそうしたいから一緒にいるだけだ。伯爵にはキッチリとした集団を作る気なんてさらさらないし、自分から仲間を募ったこともない。来る者拒まず、去る者追わず。嫌になったら簡単に抜けられるし、また協力する気になればすぐに戻れる」

「『自分がそうしたいから』って、伯爵くんに協力して何かメリットはあるの？」

「馬に乗って偉そうな面ができる。ガキには魅み力りよく的てきだ。それに、伯爵は顔がいい」

　そう、この田舎で一番の美女が有あり坂さか先せん輩ぱいだとすれば、一番の美男と噂うわさされているのは伯爵なのであった。

「兄アニさんに憧あこがれるヤツもいれば、伯爵に憧れるヤツもいる。それだけの話さ」

「なんだか、やっぱり不思議だわ」リリーはまた、そんな風に呟つぶやいた。




　さて、話が終わるのとほとんど同時に、俺たちは伯爵の屋や敷しきへと辿たどり着いた。伯爵の家には広い応接間があり、木曜会はいつもそこで開かれている。玄関ホールから真まっ直すぐ応接間まで進んでいくと、途中でエプロン姿の有坂先輩に出くわした。手作りらしいマフィンをお盆に満まん載さいした先輩は、俺たちに気づくと満足そうに微笑ほほえみ、中で伯爵を探すように告げた。

　テーブルとソファが点在する、三十畳ほどの応接間。その雰囲気は、どことなくホテルのロビーに近い。既にほとんどのソファが埋まっており、数人単位でガヤガヤと騒さわがしく雑談している。手元には湯気を立てるココアのカップとケーキの類たぐい。この、一種独特の空間に圧倒されてか、リリーは部屋に入るなりため息を吐ついていた。

『伯爵の仲間』が自由参加であるのと同様に、この朝食会も基本的に自由参加制であった。つまり誰でも自由に上がり込んで有坂先輩の手作り菓子を摘つまむことができるのだ。また逆に言えば、仲間を自負する人間にも出席義務はなかった。

　だからこそ、今回のこれは特殊なケースと言えた。俺は招待状を持っていたし、応接間にはいつもの倍くらいの人がいた。加えて、部屋の一角にあるキャスター付きのホワイトボードには仰々しくも白布がかけられていた。

　俺おれは部屋を見回して、奥の方に物思いに耽ふける伯はく爵しやくの姿を見つけた。その向かいも横も空席になっている。俺たちは有あり坂さか先せん輩ぱいの指示通り、伯爵の前に腰を落ち着ける。するとマフィンを配り終えたらしい先輩も現れて、伯爵の隣となりにふわりと座った。

「すまないな、有坂殿」ココアに口をつける有坂先輩を一いち瞥べつして、伯爵が言った。

「……少し、冷めてしまいましたね」先輩は言った。「やはり飲み物は最後に用意すべきでした」

「それでは時間がかかって大変だろう。今日は殊更人が多い。私も手伝うべきだったな」

「いいえ、いけません。これは貴方あなたのすべき仕事ではありません。私の仕事です」

「それは、君が女だからか？」伯爵は手元の虚空を見つめながら言う。

「男女差別とは、貴方らしくありませんね」先輩は言った。「私は女だから務めるのではありません。私は私だから務めるのです」

　俺はまた、背筋にゾクゾクするものを感じた。

「それで君がよいのであれば、よいのだが……いずれにせよ、君には感謝し切れないな」

「……私に感謝することもまた、貴方のすべき仕事ではないということを、どうか心に留めておいていただきたいものです」有坂先輩は呟つぶやく。俺にも聞こえたわけだから、当然伯爵の耳にも届いていただろう。しかし伯爵は曖あい昧まいに首を傾かしげるだけで、何も返事はしなかった。

　伯爵が有坂先輩の感情に気づいているのかいないのか、俺にはわからない。だがどちらかといえば後者ではないかと思っていた。いくら尊大に振ふる舞まっていても、伯爵は男子小学生、興味の対象もそれなりに小学生らしいところがある。ふと横を見ると、リリーはなんだかもどかしそうな表情をしていた。

「……さて、織おり戸ど殿、ブルーグラス殿」伯爵が顔を上げて言った。「ご足労痛み入る。朝早くに呼び出してすまなかったな。自由に食べてくれ」

　テーブルに並んでいるのは、朝食というより三時のおやつのような品々。これらは全すべて甘党の伯爵の趣しゆ味みに合わせたものである。見た目からして甘いのに、食べてみるとその見た目の倍くらい甘い。俺は今ひとつ甘いものが得意ではなかったので手をつけなかったが、女子中学生の例に漏れず甘いもの好きなリリーは一番甘そうなケーキを取って早速口に運び、大きく目を見開いた。どうやらリリーの口には合ったらしい。

「それで、伯爵、俺たちになんの用事なんだ？」ケーキに夢中のリリーを横目に、俺はそう尋ねた。俺たちに食べ物を勧めてから、伯爵はまた思案モードに入っていた。

「あー……君たちに一つ、頼たのみたいことがあってな」伯爵は言った。『頼みたいこと』の言葉に反応してリリーが顔を上げる。「ただ、もう少しだけ待っていてほしい。先に皆みなに話さなければならないことがある。非常に大切な話だ。君たちもこの話を聞いてからの方が理解が早いだろう。さて……」

　伯はく爵しやくは咳せき払ばらいして立ち上がる。と同時に、有あり坂さか先せん輩ぱいが手元にあったベルを鳴らす。奏でられた高音が話し声の上を渡り、出席者全員が口を閉じる。

　聴ちよう衆しゆうの前に歩み出る伯爵。そして、木曜会恒例のスピーチが始まった。




「朝早くから集まってくれてありがとう。今日のような特別な日にこうして大勢が参加してくれたこと、私は非常に嬉うれしく思っている。今日、私は皆みなに重大な発表をする。我々の今後の活動に関する、重大な発表だ」

　伯爵は後ろ手を組み、ソファの間を縫ぬうように歩き始める。

「さて、諸君も知っての通り、私は絶えず我々の世界の持続可能性について考えている。我々が未来永えい劫ごう、今のような自由と共に生きるためには、今何をすべきなのか、私は常にそれを考えている。そして実際に、我々はこの土地の秘匿や環境の保全に努めてきた。際限のない自由こそが我々の文化であると主張する者もいる。しかし私は、我々の未来に残すべきものまで破壊し尽くしてしまうことを自由とは呼びたくない」

　いつしか伯爵は俺おれたちの側まで来ていた。自然と俺たちの周りに集まる、皆の視線。

「さて、我々の持つ資源の内で最大のものといえば、一体なんだろうか？　これは皆もすぐに思いつくだろう、横よこ山やま家の所有地にある、あの池だ。しかしこのところ、あの池は重大な危機に瀕ひんしている。重大な、汚染の危機だ」

　伯爵は俺の側そばを離れて、ホワイトボードの方に足を向ける。

「我々はあの池を汚しすぎている。車を沈め、船を沈め、油を流し、ペンキを流してきた。そして悪いことに、最近その汚染が加速している。原因はどこかの馬ば鹿かが横山殿を使って設置させたジャンプ台と、池の中央に沈んでいる一隻の船だ」

　『どこかの馬鹿』とは兄アニさんのことだろう。伯爵は険しい顔をして、話を続けた。

「あのジャンプ台のせいでどれほどのゴミが投棄されたことか。しかし残念ながら、撤去はできない。そこまでするのは自由の侵害であると私も理解している。だが一方で、かの沈没船はどうだろうか？　あれは紛れもなく廃棄物である。処分しても問題はないはずだ。我々があれを池から引き揚げたとして、誰だれに文句を言われる筋合いもない。そして、そう、その残ざん骸がいを我々がどう使おうと、全くの自由だ。それは我々が愛すべき、自由なのだ」

　伯爵はホワイトボードの前で足を止める。話が本題に入ろうとしていることを察してか、一層静まり返る聴衆。最早身み動じろぎの音を立てるものさえいない。

　そして伯爵は、ホワイトボードを覆う白布に手をかけた。

「私は一挙両得の解決策を思いついた。二つの汚染源に対処でき、今後の貯水池の保護にも役立つ解決策だ。そして何よりも──これは諸君にとって最も重要な要素かもしれないが──何よりも、夢がある。それでは……ご覧いただこう！」

　伯爵は勢いよく手を引いた。バサリと空を払う音を立てながら、大きな白布が宙を舞まう。
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　そしてホワイトボードの一面が、衆目に晒さらされる。

　息を吞のむ音が、全すべての席から上がった。俺おれからも、リリーからも。

　そこに掲げられていたのは、一枚のデザインスケッチ。

　白く美しい一隻の船が描かれた、一枚の大きな絵だった。

「我々は船を造る」

　伯はく爵しやくは言った。あくまで落ち着いた声音。そして穏おだやかなクレッシェンドに乗せながら、伯爵は演説のクライマックスを一息に語った。

「我々は船を造る。かの船に残された竜骨を用い、新たな設計で新たな船を造る。我々はこの美しい船、ヴァイスハイト号を建造し、我々の未来を創造する。工期は約四週間。最初の作業は明後日あさつて、〝紅あかき青春の血ち汐しお〟号の引き揚げ作業を行う。話は以上だ。ご清せい聴ちようありがとう」

　『ありがとう』と口から発しながら、伯爵は堂々と胸を張る。そんな伯爵に向かって、部屋のガラスが全部割れてしまうんじゃないかと思うほどの猛烈な拍手が送られた。一番熱心に手を叩たたいていたのは、当然のように我らが生徒会長、有あり坂さか先せん輩ぱい。先輩は俺が呆ぼう然ぜんと座っているのを見て、人間性を疑うような冷たい視線を送ってきた。

　拍手の音は次第に話し声へと変わっていく。伯爵は各テーブルをゆっくり回りながら、二、三ずつ質問に答えていた。俺も言うべき言葉を用意して、伯爵が戻ってくるのを待った。伯爵は他ほかの全すべてのテーブルを回ってから、有坂先輩の隣となり、俺たちの向かいに戻ってきた。

「お疲れ様です。素晴らしい演説でした」

「陰ながら練習していた甲か斐いがあった」伯はく爵しやくが小さく言った。

　疲れた喉のどを癒いやすためか、伯爵は残りのココアを少しずつ口に含む。俺おれは伯爵のカップが空になるのを待ってから、言葉をぶつけた。

　船の絵を見た瞬しゆん間かんから感じていた、一つの疑問を。




「アレは──船というより軍ぐん艦かんだ」




「……軍艦も船の一つだろう」怪け訝げんそうな顔をして、伯爵は言った。「まあ、言いたいことはわかる。装備が気になるのなら、警備船とでも呼んでくれたまえ」

　俺は改めて船のデザインスケッチに目を遣やった。船体を真横から描く、丁てい寧ねいなスケッチ。この構図のおかげで、甲板上のどこに何があるのかが一目でわかる。

　船尾にはクレーンのアームらしきものが装備されている。これは池底の掃除にでも使うものだろう。池の底に沈んでいる自転車やら何やらを引き上げるために使うと言われれば納得できる。また、船の後端から四分の一程度のところには操そう舵だ席のようなものがある。屋根はないが、四方を装甲板に覆おおわれている。そしてその操舵席を囲むように──機銃とロケットポッドが配置されていた。

　まあ、機銃程度なら驚おどろくこともないし、『警備船』という呼び方も納得できる。しかし武装はそれだけに留まらなかった。船の先端から四分の一ほどの位置、そこにはどう見ても艦砲らしきものが設置されていた。砲塔に、長い砲身。友好的な使い方は期待できそうにない。こんな重武装を施すのであれば、正しい呼称はもっと別のものになるのではないだろうか。

　コルベットとか、フリゲートとか、デストロイヤーとか。

「いずれにせよ、呼び方などどうでもよかろう」ソファに深く座り直し、伯爵は言った。「君の本当の関心事ではあるまい。よければ本題に入りたいのだが、構わないかな？」

「本題？」と、リリーの声。

「君たちへの頼たのみごとについて、そろそろ話したい」

「……構わないぜ」俺は答えた。「でも先に言っておく。あんまり面倒なお願いは嫌だからな」

「君がどのような基準で物事を面倒と判断するのか、私は理解していない。であるからして、ともかくまずは聞きたまえ」伯爵は言った。

「私は──君たちにもこの船造りを手伝ってもらいたいのだ」

　リリーの髪が、視界の隅で揺れた。

「船、造り……？」

「ああそうだ。君たちに、船造りを。どうだね、織おり戸ど殿？　引き受けてはくれないかね？」

　──実を言うと、俺は船のスケッチを見た瞬しゆん間かんから伯爵のこの言葉を予見していた。だから内心覚悟していたはずなのだが、実際に伯はく爵しやくの口から言われてみると、そこには少なからず俺おれの心を動揺させる響きがあった。

「……なんで、なんでまた俺たちに？」俺は尋ねた。「こういうことをやるのなら、俺たちじゃなくてドクターにでも頼むべきだろ。俺たちじゃそれほど力になれないぜ？」

「もちろん彼女には最初から助力をもらっている」伯爵は言った。「船を設計するのは彼女だ。加えて装備の製造も彼女に依い頼らいした。そして私は君たちに、彼女を、ドクターを支援してもらいたいのだ」

「ドクターを？」

　俺は思わず大きな声を出した。有あり坂さか先せん輩ぱいが非難めいた視線を送ってくる。

　ドクターの手伝い──今度は俺にとっても、全く予想外の言葉であった。

「ああ、彼女を」伯爵は少し苦い顔をして言った。「人手が足りないらしくてな。誰だれか人を送ってくれないと私の依頼は受けつけられないと言ってきたのだ。しかし私の方も人の手が不足している。他ほかの仕事を全すべて放り出すわけにもいかない。そこで、君たちだ。ドクターは君たちのことを高く評価している。元々織おり戸ど家のファンであるし、ブルーグラス殿とはグランプリで接戦を演じた仲だ。君たちを送れば、彼女は喜ぶ」

「ドクターが喜ぶ、か……」

　正直に言って、全く身勝手なお願いだと思った。

「そんなことして、俺たちに何か利があるのか？」

「利か……ふーむ」伯爵は腕を組んで、しばらく考え込むような素振りを見せる。「よい退屈しのぎになるだろう。何かを作るというのはいいものだ。あるいは、それで満足できないようであれば、私は君にこれを贈おくろうと思っている」

　伯爵はそう言うと、有坂先輩に何やら耳打ちした。先輩は小さく顎あごを引いて返答し、それから自分のバッグを漁あさり始める。そして出てきたのは、伯爵からの封書を保管していた、あのドキュメントフォルダー。

「……見合ったものを寄越せよ、金ならいらねえぜ」

「心配するな。私の財布は既にすっからかんだ。君にやれる金などない」伯爵は答えた。「当然もっと面白いものだ。私が君に渡したいのはな」

　先輩は革製のフォルダーを開く。出てきたのは、たった一枚の紙きれ。伯爵は受け取った紙としばらく睨にらめっこして、ウンと大きく頷うなずいてからテーブルの上に置いた。

　俺は標題と思おぼしき一行にサッと目を通した。同時に、リリーがその一行をボソボソと読み上げる。そこには『ヴァイスハイト号利用権利書（二十四時間）』と表記されていた。

「完成したら、丸一日、君の好きなときに船を貸与しよう。いつでも、好きなときに」伯爵は得意げに口角を上げて言った。「美しい船であの美しい場所を巡るのは、恐らく何にも増して気持ちのよいことであろう。どうだね？　織戸殿、嫁と水入らずで一緒にクルージングというのは」

　伯はく爵しやくは『嫁』という言葉を使いながらリリーに視線を送った。それで意味を理解したらしいリリーは熟したリンゴみたいに真っ赤になる。

「あるいはこの書面を取引に用いてもよい。端はした金がねに換えてしまうのは面白くないが、他ほかにもいろいろと使い道はあるだろう」

「……少し、考えさせてくれ」

　俺おれはそう言って、ソファの背もたれに体を預けた。自然とリリーの背中が視界に入る。伯爵の言葉ですっかりいづらくなったのか、モジモジと体を動かすリリー。そのたびに背中で揺れる、青い髪。頻ひん繁ぱんに根本を染め直すので、髪には悪いのだろうがいつでも綺き麗れいに輝かがやいている。それから俺は首を捻ひねって船のスケッチをもう一度見た。純白の軍ぐん艦かん。もしあのデザインスケッチ通りのものが完成すれば、青い髪の《精せい霊れい種族》にはさぞかし似合うことだろう。

　俺は、自分の心がゆっくりと片側に傾いていくのを感じていた。

「……労働時間の融ゆう通ずうは利くのか？」

「それは彼女次第だが、彼女は人を使うのに慣れているから問題ないだろう」

「…………他にも誰だれか連れていっていいか？」

「労働力が増えればそれだけドクターも喜ぶことだろう。君たちも楽になる。しかし権利書をばら撒まくつもりはないので、できれば船造りだけで満足する者を選んでくれたまえ」

「………………この権利書、二十四時間って括弧書きしてあるが、バラバラに使ってもいいものなのか？　例えば、三日に分けて八時間ずつとか、六日に分けて四時間ずつとか」

「ふーむ、考えていなかったな。だがまあ、いいだろう、認めよう。三十分単位で区切って使ってもらって構わない。季節が移れば貯水池の景色も変わるから、それぞれ楽しむといい」

「……………………なあ、リリー」

　俺は顔を横に向けた。リリーはまだ頰ほおを赤くしたまま、複雑な表情で俺を見上げていた。

「な、何よ？　もしかしてリーチ、引き受けるつもりなの？」

「あ、いや、お前が嫌だっていうんなら、俺はやらない。ただ……」俺は言った。「ただ、もしもお前も興味があるのなら、俺は、俺は……」

「ブルーグラス殿」伯爵が声を上げた。「君も楽しめるだろう。どうだね？　二人きり、船の上でなら、この男の少し違った一面も見られるかもしれないぞ？」

「そ、そんなの別に……」リリーは言う。しかしまるまる一分黙だまり込んだあと、リリーは顔を伏せてポツリとこう呟つぶやいた。

「で、でもリーチがやりたいって言うんなら、わたしは……」

「契約、成立だな」

　満面に笑みを広げて、伯爵が言った。

「よろしく頼たのむぞ、織おり戸ど殿、ブルーグラス殿」

「…………ああ」

　そして俺おれは、伯はく爵しやくが突き出した右手を取った。万力のようなその手は、まるで契約の証あかしとでもいうように俺の右手を握り潰つぶした。




　──なぜ俺が伯爵の依い頼らいを引き受けようと思ったのか。

　伯爵の言うように、完成した船でリリーとクルージングするのが楽しそうだと思ったのも確かである。リリーは純白の船に間違いなく似合う。しかし俺は心のどこかで、それが一番の理由ではないことを理解していた。

　では一番の理由とはなんなのか。

　きっと、俺は期待していたのだろう。ドクターの手伝いで船を造るという建設的な活動が俺とリリーの関係も建設的に変えてくれるのではないかと。口を開けて待っていたら、餌えさが向こうから飛び込んできたというわけだ。俺は内心ほくそ笑んでいたのではないだろうか。

　ただ、このときの俺はドクターの性格をすっかり失念していた。あまりにも前衛的なドクターの創造論を、だ。













　　その三　ドクター・コープ






　よく晴れた、気持ちのいい日。夏も盛りに近づいているのだが、標高の高いこの土地は外界の灼しやく熱ねつとはすっかり無む縁えんである。風は冷たく、地面からの照り返しもない。厳しい冬とは対照的に、この土地の夏の暮らしやすさには感動を覚えるほどだ。

　ただ、そういう風に感じるのは俺おれやリリーのようなヨソモノだけであるらしく、生まれたときからこの気候の中にいる連中は、多少の暑さに対してもさんざん不平を鳴らすのであった。

　例えば、俺の左ひだり隣どなりにいる玲れい子こがそうだ。

「──それで結局この暑さなんだから堪たまったものじゃないよ。こうやって暑い日ばかり続いたら骨まで溶けてスライムになってしまう。ああほら、二の腕なんてもう半分溶けてるじゃないか。見ておくれよ、ほら。プルプルだ。絶望的だ。なんだか頭ず蓋がい骨こつも柔らかくなってきた気がする。あとね、私は人間の体温調節機能にも文句を言いたい。こんな風に塩分過多の液体を皮ひ膚ふから滲にじませたって涼しくなるわけがないじゃないか。むしろ不快度が増すだけだよ。うわ、そろそろ服が透けてきそうだ。見ておくれよ、利り一いち。それにね──」

　俺とリリーを挟んで反対側にいる達たつ彌みも大体同じような感じだ。ちなみに現在の気温は二十六度。俺がかつて通っていた外界の小学校では、冷房の設定温度が二十八度であった。

　ただ、二人の口数の多さは興奮の表れと見ることもできた。木曜朝の始業前、俺が伯はく爵しやくの依い頼らいの件で玲子と達彌に協力を要よう請せいすると、二人はまるで突然訪ねてきた親しん戚せきのオジサンに小遣いを貰もらった子供のように喜んでいたのであった。

　俺は「伯爵の船造りに協力することにした。それでしばらくドクターの手伝いをすることになったから、お前らも力を貸せ」という節のことを言ったまでである。追々交渉のネタにしようと思ったので、報酬、つまり権利書のことはひとまず伏せておいた。しかし二人は仕事の内容すらまともに聞かぬ内から勝手に盛り上がり、挙句「早速今日から行こう」なんて言い出したんだから、俺はなんだか感心したような気持ちにさえなった。

　そういうわけで俺たち四人はドクターの本拠地へ向かう道中にいた。放課後、日はまだ高い。

「……ねえリーチ」達彌の愚ぐ痴ちを聞き飽きたのか、リリーがその顔を俺の方に向ける。「ドクターちゃんってさ、ラジコン飛行機でわたしたちを攻こう撃げきしてきた女の子だよね？　あの、ピッグテールの」

「ああ、ソイツだ」俺は答えた。「レースにも参加してたんだが、覚えてるか？」

「うん。あの子も小学生なのよね？　何年生なの？」

「あー……確か五年生だったはずだ。伯爵の一つ下だな」

「一つ下……」リリーは呟つぶやく。「わたし、もう少し開きがあると思ってたわ」

「あはは、伯はく爵しやくを基準に考えちゃ駄目だよ、リリネットちゃん。あれは特別大人びて見えるからね」玲れい子こが横から言った。「まあドクターも、年ねん齢れいより幼く見える方だけど……」

　言いながら、玲子はリリーを見る。まあ、特別悪意はないのだろう。

「それで、わたしたちってそのドクターちゃんがいるところに向かってるのよね？」年齢よりも幼く見えてかつ小柄なリリーが言った。「それって、どこなの？」

「かつて第二小学校と呼ばれていた場所だ」俺おれは答えた。「そして今、俺たちはまさにその入口に立っている。平たく言えば、到着だ」

　俺は目の前にあった校門のレリーフを指差した。縦書きで刻まれた、小学校の名。その右みぎ隣どなりには白地の板が貼はりつけられ、そこにはもう一つ別の名前があった。『十二号児遊館』。

　十二号児遊館は貯水池のほど近くにあった。統一小学校ができた折に、築年数の少なかった東側の小学校が児遊館として残された、なんていう経けい緯いのある場所で、児遊館としては最大を誇る。簡単に言えば、廃校がそのまま遊び場として俺たちに提供されたわけだ。

　……いや、『俺たちに』という言葉は適切でないかもしれない。現在、この児遊館は一人の少女に支配されていて、俺たちは彼女の許可なしに建物へ立ち入ることさえできない。幼少の頃ころから比類なき才覚を発揮し、この土地のカオスを何十倍にも増幅させてきた、一人の少女に。

　リリーが、レリーフの左隣に掲げられた三つ目の名前を読み上げた。

「どくたー、こーぽれーしょん……？」

　と、そのときだ。一人門の向こうに目を向けていた達たつ彌みが鋭するどく叫んだ。

「来るぞ！」

『来るぞ』。漢字でも平仮名でもたった三文字のこの言葉。しかし俺と玲子はその意味と重大さをよく理解していた。俺たち三人は反射的に門柱の陰へ身を隠す。残されたのは、新人、ただ一人。リリーは未いまだ校門の正面に立って、吞のん気きに看板を見つめている──

　開け放たれていた校門から、二頭の巨大な犬が飛び出してきた。小振りの馬くらいはありそうな、巨大なハスキー犬。片方は黒に近く、片方は白に近い、まだらな灰色の体毛。そしていつかのリリーを思い起こさせる、透き通るようなブルーの瞳ひとみ。

　ただし顔つきはどことなくアホっぽい。

「──ああ、マズい」

　そして、惨劇は起きた。

　校門から飛び出してきた二頭のハスキー犬は、そのまま目の前にいたリリーに飛びかかった。

「わぷっ！」という、どこから出てきたのかわからないリリーの声。自分の体よりも大きな犬に押し倒され、リリーは仰向けに転がる。そして片方、白い方のハスキー犬がリリーの体に覆おおい被かぶさった。リリーの顔面に向けられた、犬の鼻先。半分開けられた口からは、象でも殺せそうな白い歯が覗のぞく。それから、何か別の生き物のような長い舌。大量の唾だ液えき。

　犬の涎よだれがリリーの顔に落ちる。次の瞬しゆん間かん、白のハスキー犬はその巨大な舌でリリーの顔をベロリと拭ぬぐった。

「リ、リリー！」

　ピンと硬直する、リリーの手足。声にならない悲鳴──しかしそんな悲鳴も、長くは続かない。犬はそのまま、その舌を縦横無尽に動かしてリリーの顔を舐なめ始めたのだ。それこそ、顔面を削そぎ落としてしまいそうなほどの、猛烈な勢いで。

「利り一いち、利一！　リリネットちゃんを助けないと！」玲れい子こが俺おれの耳元で囁ささやいた。

「あ、ああ、わかってる！　だが、どうやって？」

　言いながら、俺は二頭目の犬に目を遣やった。白っぽい体毛の一頭にリリーを独占され、不満げな唸うなり声を上げながらリリーの周りをグルグルと歩き回っている、もう一頭のハスキー犬に。

　リリーを助けたい気持ちは、もちろん十二分にある。しかし今俺が飛び出していけば──残念ながら、あの犬の体たい軀くは俺よりも数段立派だ。

「……よし、よし！　一つ作戦がある！」俺は言った。「玲子、お前が囮おとりになるんだ！」

「……なんだって？」

「囮になるんだ。お前があの犬を引きつけている間に俺がリリーを助ける。俺が囮になっても、お前じゃあの馬ば鹿かデカい犬をリリーから引き剝はがせやしない。いいな玲子、囮になるんだ」

「絶対に嫌だよ！」玲子が叫んだ。と同時に、黒のハスキー犬がその青い目をこちらに向ける。俺と玲子は揃そろって壁かべに背中を押し当て、なるべく壁に見えるよう努めた。

「チクショウ、どうにかしねえと……」

　リリーに覆おおい被かぶさっている白っぽい方の一頭は、顔を舐めるのに飽きたらしく、そのエイリアンのような舌をリリーの首や鎖さ骨こつ、胸元のあたりといった肌が露ろ出しゆつした他ほかの部分へ動かしている。セーラー服の襟えり元もとから中に侵入していく、長い舌。口が自由になったからだろう、リリーが弱々しく言った。

「んぁ……たす、けて……リーチぃ……」

　そしてその声に、もう一頭が気づいた。

　黒のハスキー犬はリリーの方へ鼻先を向け、自分の舌を突っ込む余地が生まれたことを知る。犬はすぐさまリリーに近寄り、ブンブンと尻尾しつぽを振りながらリリーの顔を舐め始める──

「クソッ……達たつ彌み、達彌！」俺は反対側の門柱の陰に隠れていた達彌に声をかけた。「今からリリーを助ける、協力しろ！」

　達彌は壁にへばりつきながら、首を何度か縦に動かした。

「いいか、三二一で行くぞ」俺は言った。それから、リリーの方に向き直る。「三、二、一！」

　俺と達彌は同時に壁から離はなれた。俺は黒の、達彌は白の犬に向かってそれぞれ駆け出す。こっちへ尻しりを向けている間に、後ろから羽交い締じめにして引き剝がそうという算段だ。しかし二頭のハスキー犬はすぐさま俺たちの接近に気づいた。顔を上げ、素早く体の向きを変える二頭の犬。敵を前にしたときの、鋭するどい目つき。俺たちは思わず足を止めた。二頭と二人の間で張り詰める、緊きん張ちよう。俺おれは今の内にリリーが逃げ出してくれることを祈った。しかしリリーはグッタリと地面に倒れたまま動きそうになかった。

　さて、どうするか。俺は最善策を探し、焦しよう燥そうする頭で必死にシミュレーションを繰くり返した。しかしどのようなアイデアも、今ひとつ成功する気がしなかった。俺たちの力は、二人でようやく一頭と釣り合うかどうかなのだ。玲れい子こにはあんな提案をしたが、実際のところ一人が囮おとりになっても瞬しゆん殺さつされるだけだろう。犬がリリーに向けているのは興味だが、俺たちに向けているのはどう見ても敵意。喉のどの奥から鳴っている、地鳴りのような唸うなり声。俺はいつしかシミュレーションをやめ、この事態を収拾できる唯一の人物の登場を願うだけになっていた──

　すると、まるで俺のその願いを聞き届けたかのように、その人物は現れた。

「──まーったく、リードをつける前に飛び出していっちゃうんだから。おバカさんたちね」

　校門から新たに現れた少女が言った。明るい色の髪を短い二つ結いにして、首から大きなゴーグルを下げた、小さな女の子。片手にリードの束を持ち、反対の腕に大きなスケートボードを抱えたドクターは、ほんのちょっと眉まゆを寄せて、鋭するどくこう言った。

「ミッドナイト、ヤングスター、おすわり！」

　二頭のハスキー犬は、耳を真まっ直すぐ立ててその場にしゃがみ込んだ。

『ミッドナイト』『ヤングスター』というのは犬の名前だ。ドクターは二頭の愛犬に歩み寄り、その首輪にリードを繫つなぐ。それからその小さい手で、ワシワシと犬の頭を撫なでた。嬉うれしそうに左右に動く、毛の豊かな二本の尻尾しつぽ。そこには、自分よりも小さな飼い主に向ける、巨大なハスキー犬たちの忠誠心が垣かい間ま見みえた。
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「ごめんね、オリドっち、タッちゃん、レーコちゃん」犬の首の皮を両手で弄もてあそびながら、ドクターは言った。「それに、よーせーさんも。モニターによーせーさんが映ったら興奮しちゃってさ。よーせーさんのことを見たことがなかったからかなぁ。困った気分屋さんたちだから、あたしにもよくわかんないんだけど」

　玲れい子こが俺おれの背中を叩たたいた。俺はそれで我に返り、急いでリリーに駆け寄った。

　リリーの手を取り、立ち上がらせる。今のリリーは見るも無残な姿だ。顔中どころか上半身のほとんどが犬の涎よだれでベトベト、象徴的な青髪も泥を絡め取って真っ茶色に汚れている。制服にもクリーニングが必要だろう。涙目というか、ひとしきり涙を流した跡のようなものがリリーの目元に見て取れた。

「すまなかった、ここに来るのなら犬のこともちゃんと教えておくべきだった」俺は自分のハンカチでリリーの顔を拭ぬぐいながら言った。リリーはそのハンカチでそのまま鼻をかむ。リリーの小振りな鼻から出てきたドロッとしたものには、恐らく鼻水以外のものも含まれている。それも、大量に。よく窒息しなかったものだと思った。

「ほんとーにごめんね、よーせーさん。あとでうちにある服を貸してあげるからさ」いつの間にか俺の横に立っていたドクターが言った。ドクターは飼い犬のリードを二本まとめて握り締しめ、片足を地面に転がしてあったスケートボードに乗せている。スノーボードみたいに大きな板に、オフロード用らしき大径ホイールが装備された、奇妙なスケートボード。今は見えないが、裏面には『DL-704』という型番表記もあった。

「そうだ、よーせーさん、後ろに乗りなよ！　超特急でシャワー室まで連れていってあげる！」

　ドクターはそう言って、リリーの方に手を伸ばす。しかしリリーは俺のシャツを摘つまんで、フルフルと首を横に振った。

「ありり、すっかり嫌われちゃったみたいだね」ちょっとおどけた調子で、ドクターは言った。「それじゃあ、オリドっち、あたしは先に行って着替えの準備をしておくから、真まっ直すぐシャワー室まで連れてきてくれる？　保健室の隣となりにあるからさ。じゃ、任せたよ！」

　言うやいなや、首にかけていたゴーグルを装着するドクター。そして飼い犬の名をそれぞれ呼ぶと、ドクターは「ゴー！」と鋭するどく叫んだ。

　巨大な体たい軀くのハスキー犬二頭は、飼い主の合図とともに猛然と駆け出す。鞭むちのように宙を舞まう、革製の丈夫なリード。瞬しゆん間かん、ドクターはその体を思い切り後方に傾けた。リードはすぐにピンと張り、ドクターの手が直接犬の脚力を受け止める──しかし器用にバランスを取る小さな体は、ボードから振り落とされることもなく、犬の力を全すべて足下のスケートボードに届けた。砂さ塵じんを巻き上げながら、地面を滑り始める特製スケートボード。素早く、それこそ兄アニさんのオンボロバイクより素早く加速し、ドクターの姿はあっという間に校舎に向かって消えていってしまった。

「……なんだかまた、とんでもないところに来ちゃったみたいね」少し弱々しい声で、リリーが言った。俺おれはそんなリリーにもう一度謝罪して、その手を引きながらドクターの後を追った。




　旧第二小学校、現十二号児遊館及びドクターの活動拠点は主に三つの建物で構成されている。一中とほぼ同じ造りの三階建ての校舎、グラウンド脇わきに新たに建てられたガレージ、そしてバスケットコート三面分の広さを誇る、体育館。

　俺は校舎の脇に立つ体育館を見上げた。壁かべの高いところに、一文字あたり一・五メートルほどの大きさで『DOCTOR CORPORATION』とペイントされている。校門にもあったこれは、ドクターが自分の活動につけた名前だ。この田舎いなかの混こん沌とんを請うけ負う、営利組織の名前。

　俺たちは昇降口でスリッパに履はき替え、廊下を奥に向かって進んだ。更衣室と保健室に挟まれた教員用のシャワー室。その前に、白いシーツのようなものとタオルを抱えたドクターがいた。犬は繫つないできたのだろう、今は側そばにいない。

　リリーをシャワー室の前まで連れて行くと、ドクターがリリーの手を半ば強引に摑つかんでシャワー室の中へ引き込んだ。廊下に響ひびく、鍵かぎをかける音。ドクターはリリーのシャワーと着替えが終わるまで中にいるつもりなのだろう。俺はシャワー室の正面の壁に寄りかかって二人を待つことにした。

　じっとしているのが嫌いな達たつ彌みはすぐにフラフラとどこかへ行ってしまう。玲れい子こは俺の周りをウロウロしたり、保健室を覗のぞいたり、シャワー室のドアノブをガチャガチャやったりしてから、俺に向かって唐突にこう言った。

「番犬みたいだ。そんなにこのドアを睨にらみつけて、穴でも空けるつもりかい？」

「うるさいぞ」

「それとも、向こうにある絵を見たくないだけなのかな？」

　俺は返答に窮きゆうした。

　廊下を保健室とは反対方向に行くと、職員室と校長室がある。そして廊下の突き当たりの壁に、その壁一面を占領する巨大な油絵がかけられていた。とある人物の肖像画。実際の倍くらい格好よく描かれているんじゃないかと疑いたくなる、壮年期の男性。柔らかい笑みに優しさと力強さを同時に感じるような、男前の顔。

　つまり絵の人物は俺の祖父、偉大なる『英雄』、織おり戸ど英ひで雄おであった。

「ドクターも熱心なファンだからねぇ。お手伝いに君を指名したのも、もしかしたらそれが理由なのかな」

「まあそんなところだろう」俺は言った。「いずれにせよ俺の能力を買ったわけじゃないだろう。俺は不器用だからな。あんまり工作やものづくりに向いてるとも思えん」

「そうかな？　利り一いちは慎重派だから、案外上手にできるかもしれないよ」玲子は言った。俺はまた返答に困り、シャワー室の扉に視軸を固定したまま鼻を鳴らして誤ご魔ま化かした。

　それからしばらく経たって、達たつ彌みが俺おれたちのところへ戻ってくるのと同時にシャワー室の錠じようが解かれた。中から出てきたリリーは、どういうわけか白衣に身を包んでいた。白衣といってもナースの着る白衣ではなく、化学者が着るような丈の長いものだ。

「じゃじゃーん、どうよオリドっち、作業着以外はこれしかなかったんだけどさ、結構イケてると思わない？」リリーの後ろからヒョッコリ顔を出し、ドクターが言った。

　確かに、白衣の清せい楚そな雰囲気はリリーによく似合っていた。ただしリリーはどんな服装でも大概似合ってしまうので、これが特別とも思わなかった。それで返事をしなかった俺と、恐らくシャワーのためだと思うが頰ほっぺたをちょっと紅あかく染めたリリーを見比べて、何を曲解したのかドクターは顔中にニヤニヤ笑いを浮かべた。

「喜んでくれて何より何より。それじゃ、あたしの部屋に行こっか」

　ドクターは言った。そしてたびたびバレリーナのようにクルクルと回ってみたり、俺たちの方を向いて後ろ歩きしてみたりと忙せわしないドクターを先頭に、俺たちは廊下を油絵の方向に移動した。俺は絵を見たくなかったので、最後尾、リリーの後ろをついていく。そして、あることに気づいた。

　リリーは片手にビニール袋を下げている。半透明なので中身が透けて見え、それがさっきまで着ていた制服であることがわかった。上下、一ひと揃そろいの制服だ。さて、ドクターはなんと言っていたか。『服はこれしかなかった』。つまりあの白衣の下には……

　俺はこれ以上考えないことにした。そういうのは多分俺のキャラじゃない。

　さて、ドクターの部屋というのはかつての校長室のことである。ドクターは扉に『ＣＥＯ室』と打たれたプレートを掲げ、十二号児遊館でも最も上等なこの一室を自分専用のオフィスルームとして使っていた。重厚な木製机、背もたれの高い革張りの椅い子す、真紅のソファといった調度品はここがまだ学校だった頃ころに使われていたもので、かつて盾やトロフィーなどが並べられていたガラス戸つきの棚にはドクターが開発した製品の数々が飾られ、その上にかけられていた歴代校長の肖像画は全すべて俺の爺じいさんのものに差し替えられていた。

　ドクターは自分の椅子によじ登るようにして座る。俺たち四人も来客用のソファに腰を下ろして、ドクターの言葉を待った。ドクターはしばらくの間ニコニコと嬉うれしそうな表情をしながら、並んで座る俺とリリーの顔を眺めていた。

「……伯はく爵しやくもわかってるね。何をしたらあたしが喜ぶかをさ」ドクターは言った。「それで、オリドっちによーせーさん、しばらくあたしを手伝ってくれるんだね？」

「ああ。あと達彌と玲れい子こも連れてきた。多い方がいいだろうと思って」俺は答えた。

「おおー！　なかなか気が回るね、オリドっち。それじゃ、二人もよろしくね！」

「任せとけって」調子よく答える達彌。「それで、俺たちは何をすればいいんだ？　利り一いちに聞いてもイマイチわからなくてさ。戦せん艦かんでも造るんだっけ？」

　イマイチわからなかったのならなんでノリノリで引き受けたのか、なんてことを俺おれは思ったが、ドクターは特に何の疑問も感じてはいない様子で簡単にこう説明した。

「戦せん艦かんってほど立派じゃないけど、軍艦だね。伯はく爵しやくの注文で、ちょっと大きいやつを一隻造るんだ。タッちゃんたちには、主砲とか対空装備とかの製造を手伝ってもらおっかなーって思ってるんだけど」

「あれはやっぱり軍艦なのか？」ドクターの言葉にちょっと驚おどろいて、俺は尋ねた。「伯爵は否定してたぞ。アレは警備艇だとかなんだとか言ってたはずだ」

「警備艇？　うーん、そのあたりの言葉の定義はよく知らないけど……」ドクターは言いながら、デスクの引き出しを探り始める。「あんなにたくさん武器を載せたら軍艦って呼び方のほうが似合うと思うなー……お、あったあった。ほら、これ」

　そして出てきたのは、一枚の紙切れ。真っ先に達たつ彌みが立ち上がり、その紙を受け取る。達彌はそのままドクターのデスクに寄りかかって、書かれていたものを読み上げた。

「どれどれ……整理番号〇〇七、主要装備一覧、カッコ仮決定……六・八センチ連装真空砲、カッコ主砲、一門……九センチ三連装長射程ロケット砲一門……七センチ二十五連短射程ロケット砲二門……六ミリ機銃四門……」

「ちょ、ちょっと待って！　機銃とかロケット砲とか、ほ、ほんとにそんなもの作るつもりなの？　大丈夫なの？　いくらここでも、ほ、法律は……」

　リリーが言った。頭に疑問符を浮かべた三人の視線がリリーに集まる。そして真っ先にリリーの言葉の意味を理解したらしいドクターが、プッ、と吹き出した。

「あはは、心配しなくても大丈夫だよ、よーせーさん。機銃はエアガンだし、ロケット砲はペットボトルロケットだから。真空砲は……まあ、あれはちょっと危ないけど」

「しかし伯爵のヤツ、なんでそんなに兵器を……」

「『なんでそんなに』？　面白いことを言うね、オリドっち。男の子が軍艦を造るのに、理由なんていると思う？」ドクターはそう言って、ケラケラと声を上げて笑った。「あの見た目に騙だまされちゃいけないよー。伯爵もあれでちゃんと子供なんだねー」

「ま、戦艦でも軍艦でもなんでもいいか、呼び方なんてよ」仕様書をドクターに返して、達彌が言った。「船を造る、か。面白そうだ。俺はどんなことでも手伝うぜ、ドクター」

「うん、よろしくね、タッちゃん」ドクターは達彌が差し出した手を取る。固い握手を交わす二人。まるで達彌が四人の代表だ。これだけでも俺は達彌を連れてきてよかったと思った。

　しかしドクターは達彌との握手だけでは満足せず、椅い子すから立って残った三人にも握手を求めて回った。玲れい子こ、おどおどするリリー、そしてなぜか俺の手だけ両手で大事そうに握りながら、ドクターは言った。

「よろしくね、オリドっち。あたしは嬉うれしいよ、オリドっちが来てくれてさ。あはは、こうやって近くで見てみると、やっぱりお爺じいさんにそっくりだ」

　ドクターは、一番端、自分の椅い子すに一番近い肖像画にチラリと目を向けた。この部屋にあるものの中では、最も若い頃ころの姿を描いた一枚だ。

「……一緒に頑張ろうね、オリドっち」

「それで、ドクター、今日は一体何をするんだい？」斜はす向むかいに座っていた玲れい子こが、少し声を高くして背中を向けるドクターに問いかけた。

「今日？」ドクターは片手だけ離はなして玲子の方を向く。「今日はなんにもやらないよ。実はまだ材料が届いてないんだよね。明日には来ると思うから、作業を始められるのは土曜日からかな。それに今日みんなが来るとは思ってなかったし。だから今日やることを強しいて挙げるとすれば、アイスブレイクかな。今後の作業のためにね」

「アイスブレイクといっても、私たちに砕かなきゃならない氷なんて残っているのかな？」玲子が言った。この問いかけに、ドクターは素早く答えた。

「残ってるよー。一人と一人の間にね。あたしと、よーせーさん」ドクターはようやく俺おれの手を離はなした。そして自分の腰に両手を当て、リリーの方を向いた。「実はお互いにちゃんと自己紹介もしてないんだもん。ね、よーせーさん？」

「ふぇっ？　自己紹介？」

「あはは、その『ふぇっ？』っていうの、かわいいね」ドクターは言った。「あたしの名前は伊い座ざ並なみ八や千ち代よ。でもみんなには『ドクター』か『社長』って呼ばれてるから、よーせーさんにもそう呼んで欲しいかな。伯はく爵しやくの一つ下で、五年生。好きなものは科学技術と動物、嫌いなものは安っぽい工具と学校の授業。趣しゆ味みと特技は工作で、ここでいろんなものを作るサービスをしてます。戦車とか、飛行機とか。Ｄで始まる二、三文字のアルファベットと三桁けたの数字が並べて書いてあったらそれはここで作ったものだから、覚えておいてね。尊敬する人は織おり戸ど英ひで雄お、オリドっちとレーコちゃんのお爺じいちゃん。よろしくね！　それで、よーせーさんは？」

「わ、わたし？」

「うん、よーせーさん。オリドっちのことも、タッちゃんのことも、レーコちゃんのことも、あたしはよーく知ってるからね。ほら、よーせーさん、ほらほら。あ、何を期待してるかはわかってるよね？　ほらほらほらほら」

「期待って、あの、あぅ……」

　で、チラッと俺の顔を見たあと、リリーはお決まりの文句を言う。

「ぁわ、わたしはリリネット・ブルーグラス、歳としは五億四千二百万とんで三千二百十五、人間の寿命に揃そろえると、あの、だいたい十四歳くらいなんだけど……」

「うんうん、それでそれで？」ドクターはズイと顔を近づける。「好きなものとか嫌いなものとか趣味とか特技とか家族構成とか座右の銘とか体を洗うときにどこから洗うかとかは？」

「う……」ドクターから逃げるように、リリーは体をソファの背もたれに押しつける。俺はドクターを止めようと思って、反対に体を起こした。しかし俺が何か言う前に、リリーはおどおどと自己紹介の続きを話し始めた。

「ぇと、好きなものは友達のマリーが作るアップルパイで、嫌いなものは意地悪なカブトムシ。趣しゆ味みはお散歩、特技は空を飛ぶことで、あの、三人姉妹の末っ子で、好きな言葉は『カミユ・シェル・フラート』」小さな声で「だったかな？」と入る。「『目に見えるものも見えないものと同じくらい信用してはならない』っていう意味なんだけど……あと、体を洗うときは、腕から洗う、かな？」

　ドクターは目をパチクリさせる。そして数秒後、文字通り腹を抱えて笑い始めた。

「あっはっは、全部答えられちゃった。よく覚えてたねよーせーさん。魔ま法ほうみたい」

　リリーは曖あい昧まいに微笑ほほえんで返答の代わりにする。実を言うと、これはちょっとした偶然のおかげであった。リリーのノート、今日も相変わらず肌身離はなさず持っているあの設定ノートに、ドクターの質問とほとんど同じ順番でリリーの設定が並んでいるのだ。

　ちなみに設定ではない本当のリリーは俺おれの知る限りこんな感じだ。好きなものは甘いもの全般と乳製品、嫌いなものは宿題、趣味は妄想とテレビゲーム、特技もゲーム、一人っ子、座右の銘は『休日も朝はちゃんと起きる』、体を洗うときは……これはさすがに俺も知らない。

「うんうん、さすがよーせーさんだ」丸めた人差し指で目め尻じりを拭ぬぐいながら、ドクターは言った。「これであたしたちも友達だね。改めまして、よろしくね！」

「よろ、しく……」リリーの返事はぎこちない。ドクターの軽い調子に置いてきぼりを喰くらっている様子だ。しかしドクターはそんなことをまるで意に介さない。

「よーし、オリドっちに、タッちゃんに、レーコちゃんに、よーせーさん。みんな仲良しになったから、明後日から一致団結、協力して働きましょう！　さあ、手を出して！」

　ドクターはそう言って、広げた右手を宙に突き出した。そこへ真っ先に手を重ねるのは達たつ彌み。続いて玲れい子こが立ち上がり、達彌の手の上に自分の手を置いた。

「ほら利り一いち、早く」と急せかしてくるのはなぜか玲子。俺も立ち上がって手を重ねた。一番上に、リリーがポンと自分の手を乗せる。

「よーし！　それじゃあみんな、声を合わせて！　えい、えい、おー！」

　ドクターのかけ声に合わせて、俺たちは重ねた手を振り上げた。

　こうして、三週間半もの一大プロジェクト、軍ぐん艦かん造りは始まった。














　　その三・五　わたしのともだち






　不思議なくらい明るい月が、大っきい雲を照らしてる、そんな夜。横ではリーチがわたしの歩幅に合わせてゆっくり足を動かしてる。伯はく爵しやくくんのお家に行ったり廃校で犬に襲おそわれたり、ばたばたした一日だったけど、日課のお散歩が二日もなくなるのはなんだか嫌な気がして、わたしとリーチはいつもよりちょっと短いお散歩に出かけてた。

　お散歩。リーチは自分のつまんない趣しゆ味みにわたしを付き合わせてるなんて思ってるみたいだけど、わたしはリーチとこうやっててくてく歩く時間を結構楽しみにしてる。だからノートの内容も書き換えたし、ドクターちゃんにもここだけは本当のことを言ったつもり。

　わたしの世界は、リーチにすっかり書き換えられちゃった。新しい世界はありえないほど騒さわがしくて、痛い思いをすることもたびたびある。でも、誰だれかを苦しめようとしてる人は一人もいないから、わたしはこの世界が好き。それでわたしは、この新しい世界にわたしを連れてきてくれたリーチに、自分でもびっくりするくらい感謝の気持ちを感じてる。

　リーチは、つまんない世界からわたしを救い出してくれた。たぶんリーチに出会ってなかったら、わたしはまだ暗い世界の底に沈んでるか、ぜんぶを諦あきらめて終わりにしてたと思う。わたしはリーチに命だって救われた。それに今も、わたしがここで生活できるようにいろんなことをしてくれるし、わたしのせいでからかわれても嫌な顔一つしないで、わたしのことをいっつも心配してくれてる。

　例えば、ちょうど、こんな風に。

「なあリリー」ちょっと目を伏せて、リーチが言った。「すまなかったな、今日は」

「すまなかったって、何が？」

「何がって、そりゃ、あの犬のこととか……」

「別に、あれくらい大丈夫よ」わたしは言った。「そりゃ、確かにちょっと怖かったけど、あれくらいここじゃよくあることでしょ？」

「まあ、そうかもしれないがなあ……」人差し指でぽりぽり自分の頰ほっぺたを搔かくリーチ。「なんだか、俺おればかり盛り上がってたな。伯爵の頼たのみごとのことも。よくねえや。なあリリー、嫌になったら言ってくれよ。伯爵にあの権利書、突っ返してくるからさ」

「何よ。あんた、あの船造り、手伝ってみたかったんじゃなかったの？」

「……正直を言えば、そうだ。やってみたい」

「あんたも男の子ってわけね、リーチ」わたしがそう言うと、リーチはばつの悪そうな顔をしてちょっと笑った。

「大丈夫よ。わたしもちょっと面白そうかなって思ったもん。やめる必要なんてないわ」

「本当か？」

「ほんとよ」

「もし俺おれに合わせて言ってるのなら……」

「ああもう、しつこいわね！」わたしはそう言って、リーチの背中をばしっと叩たたく。やっとわたしの方を見るリーチ。わたしはリーチの年寄りじみた顔に向かって、はっきり言った。

「言ったでしょ？　リーチがやりたいって言うのなら、わたしも協力する。わがままなことなんて、わたしは言わないもん。だからリーチも変なこと言わないで、一緒に頑張りましょ？」

　月明かりを浴びたリーチの顔が、ちょっと綻ほころぶ。それを見てわたしも、なんだかすごく嬉うれしい気持ちになった。




　リーチとの時間は、マリーとの時間にやっぱりどこか似てる。どっちも、わたしのありのままを受け入れてくれるから、わたしは自分の普通じゃないところを隠さずにいられる。

　でも一つ違うのは、リーチはわたしのそういう普通じゃないところを特別扱いしないってとこ。リーチは、お伽とぎ話ばなしの登場人物が魔ま法ほうとかユニコーンとかに驚おどろかないみたいに、わたしの変なところも全部、なんでもないことのように扱ってくれる。人とは違うところを自分たちの証あかしみたいに思ってたあの頃ころのわたしやマリーとは、そこだけが決定的に違ってた。

　どっちがいいかなんて、わたしにはわからない。でも、少なくともこれだけは言える。リーチはマリーの代わりじゃないし、マリーもリーチの代わりにはなれない。それにリーチは男の子だから、わたしはそのこともちょっと意識してるつもり。

　リーチはわたしのことをどう思ってるんだろう。って、最近よく考えてる。わたしたちの関係は、たぶん友達。わがままなわたしのせいで四六時中一緒にいるけど、わたしたちはまだそれ以上のなんでもない。でもああやって魔法使いさんと一緒にわたしのところまで来てくれたんだから、ちょっとは期待してもいいんだよね？　みんなに「婚約者」なんてからかわれるたびに、リーチもわたしみたいな気持ちになってたら、嬉しいんだけどなぁ。














　　その四　偶像崇拝






　第二会議室、と名前が改められた六年生の教室。土曜の朝十時、俺おれたち四人はこの第二会議室に集められ、ドクターの特別講義を受けていた。黒板と手元のハンドアウトには『安全講習会』の文字。そして太書きされた、三つの項目。

「──とにかく、覚えておいてほしいのはこの三つだから。『機械を使うときは服装規定を守る』『機械の動作部分には触らない』『作業をしている人からは一メートル以上離はなれる』。いいね？　他ほかのことは忘れちゃっても、この三つだけは絶対、ぜっったいに忘れないでね。よし、じゃああたしに続いて復唱！　機械を使うときは服装規定を守る！」

　俺とリリー、達たつ彌み、玲れい子この四人が大体同時にドクターの言葉を繰くり返す。あくまで大体なので、聞こえるのは結局ただの雑音。ドクターはそれでも全員の口元に目を向けてキチンと確認しながら、残りの二つについても同じように復唱させた。

「はい、よくできました！」ドクターは一人手を叩たたく。なんだか小学生にでもなった気分だ。俺はいつも通り釣られて拍手しそうになっていたリリーを制した。

「でもみんな、ほんとに気をつけてね？」拍手をピタリと止め、手を合掌の形にしたままドクターが言った。「あんまり危ないお仕事は頼たのまないつもりだけどさ、万一指とか腕とか取れちゃっても、あたしも責任取れないし」

「ゆ、指が取れるってどういうこと？」横の席に座っていたリリーが俺の方を向いて言う。俺は自分の人差し指のつけ根をチョップして見せた。サッ、と音でも聞こえてきそうな勢いで、リリーの顔から血の気が引いた。

「少しでもわからないことがあったら、手の空いてる人かあたしに聞いてちゃんと確認してから作業してね。万一誰だれも捕まらなかったら、もう休んでていいからさ。一に安全、二に安全。納期を気にするのはあたしの仕事であってみんなの仕事ではありません。はい、じゃあ復唱！　一に安全、二に安全、三、四も安全、五も安全！」

「一に安全、二に安全……」再び復唱。リリーの声だけ妙に弱々しい。

「よーく頭の中に入れておいてね。安全講習会は以上です。それじゃ、次はこの十二号の中を案内しようと思います。ほら、立った立った。さっき配った作業着を着て、あたしの後についてきてね。善は急げ、だよ」

　何が善なのかはさっぱりわからないが、ドクターはそう言って俺たちを急せかすと、教きよう壇だんから飛び降りて足早に廊下へ出ていってしまった。俺たちは急いで荷物をまとめ、講習会の前に受け取った紺色の上着に袖そでを通しながらドクターの後を追った。

　旧第二小学校、現十二号児遊館は、ドクターの手により多少の改修が施されている。簡単なものを挙げれば、廊下に引かれた白線や曲がり角に設置されたミラーなどなど。そして教室の中には様々な工作機械や製図道具などが整然と並んでいる。特に一階、旧職員室は全面コンクリートに敷しき替えられ、巨大な機械たちが威圧感を纏まといながら鎮ちん座ざしていた。

　人の体よりも巨大なそれらの機械は、ドクターの友人である数人の小学生女子たちに操作され、轟ごう音おんを立てながら金属片を加工している。回転する刃、飛び散る火花。なるほど、指くらいなら簡単に飛んでいってしまいそうだ。俺おれは手に力が入らなくなるような感覚に襲おそわれ、何度か指を開いたり閉じたりした。ふと横を見ると、まだ少し青い顔をしたリリーが同じように手をワキワキと動かしていた。

　ドクターはそれから、急ぎ足で俺たちを更衣室へと案内した。慌てた、というわけではないが忙しそうな様子を見るに、何らかの予定が控えているように感じられる。ドクターは更衣室の前で俺たちにロッカーの鍵かぎを配り、荷物を置いていくように指示した。

「工作室には極力私物を置いてほしくないからね。じゃ、急いだ急いだ」

　更衣室には特に変わった点もない。俺と達たつ彌みは鍵の番号を見ながら自分たちのロッカーを探し、その中に財布と携けい帯たい以外の荷物を放り込む。そして更衣室を出て少し待つと、リリーと玲れい子こも女子更衣室から出てきた。

　玲子は俺たちと同じように手ぶら。しかしリリーは、なんというか俺にとっては予想通りだが、愛用のリュックサックを背負ったままだった。首を傾かしげるドクター。俺は、ドクターの口が動く前にその肩を叩たたき、早く出発するよう促した。

　ドクターは続いて、俺たちを外へ連れ出した。飛行場のようにたくさんの白線が引かれたグラウンドへ降り、一角に建てられた大きなガレージのシャッターを開ける。日の光が差し込むと同時に、点灯する照明。闇やみの中で眠っていた『製品』たちが、光を浴びて磨みがき上げられたその姿を現す。息を吞のむ音が、俺の隣となりから聞こえた。

「なにこれ、すごい……」

「ここに来てもらったからにはさ、どーしてもここを見てもらわないとね」

　得意気に胸を張るドクター。ドクターが十二号児遊館を占領してから建てられたこのガレージには、ドクター・コープが開発した数々の製品がところ狭しと並べられていた。ＳＦ映画にでも出てきそうな無数の武器、兵器、人の体よりも大きなラジコン飛行機、大砲の飛び出た自動車、それから、最早言葉で説明することもできないような不思議なガジェット類。丁てい寧ねいに塗装されて埃ほこりを払われた品々には芸術性さえ感じられ、この光景を目にするのが初めてではない俺でもため息を吐つかずにはいられない。

「なんだか、また一段と増えたな。この半年で倍くらいになってやがる」ガレージに足を踏ふみ入れ、展示物をキョロキョロと見回しながら達彌が言った。

「そりゃーあたしも毎日お仕事してますからね」ドクターは答える。「さーて、何から紹介しようかな……うん、今日のために充電もしておいたし、定番のこの二つにしよっか」

「こいる……がん？　れーるがん？」

　ドクターが指し示した、なんとも形容しがたい奇妙な装置。その前に立てられたネームプレートに目を向けながら、リリーは首を傾かしげる。そんなリリーの様子を見て、ドクターは得意げな顔をしながら装置の一部を手に取り、解説を始めた。

「この子たちはね、電磁投射砲っていって、電気の力で弾丸を発射できるんだ。特にあたしのお気に入りなのが、こっちの長い方。レールガン。この二本のレールの間に導体を仕込んで千ボルトくらいの電圧差を作ると、ローレンツ力でバーンと発射できちゃうんだよ」

　ポカンと口を開け、頭にクエスチョンマークを浮かべたリリーが俺おれの顔を見る。俺は首を横に振り、自分も何一つ理解できなかったという事実を伝えた。

「まーとにかく、一発撃うってみるから見ててよ。百聞は一見にしかずってね」

　ドクターは言った。そして側そばに置いてあったゴム手袋を着用し、台車にレールガンの銃身や三脚、トリガーユニットを載せ、ジュースの缶のようなものが大量に載せられた別の一台と共にガレージの外へと出す。それからドクターは手慣れた様子で装置を組み立て、銃身の向けられた先に、今度は本物のジュースの缶を置いた。

「それじゃーみなさん、充分離はなれて、ご覧あれ！」ドクターはそう叫ぶと、トリガーユニットから伸びるレバーを素早く動かした。

　耳をつんざくような、一いつ瞬しゆんの轟ごう音おん。銃口から噴ふき出す、大量の火花。と同時に、的として置かれた炭酸飲料が、まるで内部から爆ばく発はつしたかのように内容物をまき散らした。呆あつ気けにとられる俺とリリー。歓声を上げる達たつ彌みと玲れい子こ。腰に手を当て、したり顔を俺たちに向けるドクター。レールガンの銃身には、黒い焦げ跡が増えていた。

「も、もしかして、こんなものを皆に売ってるの？」リリーが心配そうに言った。「い、いくらなんでも危なすぎない？　こんなの、本物の鉄砲と何も変わらないじゃない……」

「あはは、さすがにこれは非売品だよ」銃身を拾い上げ、ドクターは言った。「人に向けて使われたら大変だからね。あたしが販売してるのは、もうちょっと安全なやつ。いろいろあるんだけど、とりあえずアレでも見てもらおうかな」

　ドクターはレールガンを簡単に分解して台車に積み直し、それと交換するかのようにガレージからまた一つ製品を取り出してきた。今度の武器はエアタンクを備え、まるで大型の水鉄砲のような形をしている。ただし全体が金属でできていて、塗装面が鈍く輝かがやいていた。

「エグゾーストキャノン、っていうんだけどさ、これも、言葉で説明するよりは体験してもらった方が早いかな？」

　そう言うと、ドクターは特別躊躇ためらいもせずに手の中の武器をリリーへ向けた。俺は心臓が口から飛び出そうになるほど驚おどろいて、思わず叫んだ。

「リリー、伏せろ！」

　深夜の特訓のおかげだろう、リリーは反射的に頭を抱えてしゃがみ込む。直後、ドクターはエグゾーストキャノンの引き金を引いた。再び響ひびき渡る爆ばく音おん。撃うち出された何かは、リリーの奥に立っていた玲れい子この髪を後方へブワッとなびかせた。

「……私には警告はなしかい、利り一いち」片目を瞑り、髪に手て櫛ぐしを入れながら玲子が言った。「しかしなんだいこれは、空気砲かい？」

「そゆこと」ドクターはニンマリ笑顔を作って言う。「ダンボールに穴を空けただけとは違う、本物の空気砲。どう？　なかなかの風圧だったでしょ？」

「へー、面おも白しれぇもんだな。そんで、コイツを船に積むのか？」エグゾーストキャノンをまじまじ見つめながら、達たつ彌みが言う。しかしドクターはこれにも首を横に振って答えた。

「これもあたしのオススメだったんだけど、伯はく爵しやくはもっと派手な武装をご所望でね。タッちゃんも一昨日見たでしょ？　あの兵装リストをさ。伯爵が要求してるのはデッカい真空砲。それも、二連装のヤツ」

「しんくう、ほう？」

「よーせーさんはまだ見たことないかな？　あたしの商品としてはかなりメジャーな方なんだけど。なんといっても迫力があるからね。じゃ、そっちも見てもらおうかな。これからみんなで作ることになるわけだし」

　ドクターはそう言って、パタパタとガレージへ駆け戻る。それから一分も経たたぬ内に、車のエンジン音が周囲に轟とどろいた。ドクターは例の大砲が飛び出た車の運転席に収まり、大きく開かれたシャッターからゆっくりと出てきた。

「さーて、よーせーさんにはこれがなんの車かわかるかな？」窓から顔を出し、ドクターは言う。リリーは目をパチクリさせて数秒その車を見つめ、それから「あっ！」と声を上げた。

「あの、レースで使ってた……」

「せーかい！　よーせーさん、十ポイント！」ドクターは嬉うれしそうに親指を立てた。

　言われてみれば確かに、この車は例のバンガー・レースでドクターのチームが使用していたものに間違いなかった。窓ガラスのない、純白の車。しかし助手席側をリアウィンドウからフロントウィンドウまで貫通するように搭載された長大な砲身が、同じ車であると気づくのを難しくしていた。

「あのときは時間がなくてあんまり凝こったことができなかったんだよね。だからどうしても悔しくてさ、この車、貰もらってきて改造しちゃった」

　俺おれは改めて車の姿に目を向けた。車内を貫通する大きなパイプ。両端に装着された蓋ふた。特に後端の蓋は重厚な作りとなっていて、リンクを介して運転席近くの開閉レバーらしきものと繫つながっている。運転席には他ほかにもバルブやらスイッチやらが足されており、車内は映画に出てくる戦車の内装のようにさえ見えた。

「これが、その、真空砲ってやつなの？」リリーが言った。「これって、撃てるの？」

「もっちろん。撃てないものなんてつけないよ」ドクターはそう言ってケラケラと笑う。「あーあ、これがあったらよーせーさんにも負けなかったんだけどなー。悔しいねー。ま、とにかく見てもらいましょーか」

　ドクターは言うと、ハンドルに装着された赤色のボタンを押した。カシャッという機械音と共に折り畳まれていた照準装置がヘッドレストから伸び、ドクターの右目を覆おおうように止まる。慌てて車から離はなれる俺おれたちを一いち瞥べつし、ドクターは後端部の蓋ふたに繫つながるレバーを両手で握り、体重をかけて思い切り引いた。

　後端の開放と共に響ひびく、空気のこすれ合うような激しい音。直後、内側から砲弾に叩たたかれ、先端部の蓋が開く。飛び出した砲弾は、砲身に向けていた俺の視界を一いつ瞬しゆんで過ぎ去り、グラウンドを横断して向かい側のフェンスに激突する。フェンスの金網には、その威力を物語るかのように、大きな波紋が広がった。

「すごい……」口元に手を当て、リリーが呟つぶやく。ドクターはそれを地獄耳で聞き取り、運転席の窓から身を乗り出すようにしてリリーに言った。

「簡単な仕組みの装置なんだけどさ、なかなかの迫力でしょ？」

「これを、これからわたしたちが作るの？」リリーが言う。ドクターは大きく頷うなずいて答えた。

「そゆこと。しかも伯はく爵しやくがご所望なのは、もっと大きくて、砲身が二つもあるやつ。甲板を大分占拠しちゃうけど、絶対凄すごいのができると思うんだよね。よーせーさん、それに、オリドっちも、どう？　興味が湧わいてきたんじゃない？」

　そしてドクターは車を降り、俺とリリーの手を取って、更にこう言った。

「こういうのを作るのって、やっぱり大変だったりもするけどさ、二人ならきっと楽しめるんじゃないかな。なんたって、あたしをコテンパンにした二人組だからね」

「確かに、その真空砲ってやつは格好いいな」俺は言った。「役に立てる自信があるかどうかといえば微妙なところだが、とにかく頑張るよ」

「にひひ、いい言葉だね。期待してるよ！」ドクターはそう言って、俺とリリーまとめて抱きついた。「本当に、いろいろ苦労もあるかもしれないけど、一緒に頑張ろうね」

　ドクターはそのまま、俺たちにグリグリと額を押しつける。くすぐったそうに身を捩よじるリリー。達たつ彌みが「俺のことは無視かよ！」と不平の声を上げるが、ドクターは愉快そうに肩を揺らしただけで俺たちの体に回した腕の力を緩ゆるめようとはしない。結局、ドクターは玲れい子こが「馬の蹄ひづめの音が聞こえる」と告げるまで、俺たちに抱きついていた。

　音の主は、グラウンドの門を通ってすぐに俺たちの側までやってきた。二頭の馬と、その馬に引かれた天蓋つきの車両。箱馬車の御者台に座った石いし田だ君は、少し慌てた様子で言った。

「ドクター、乗ってくれ。もうすぐ引き揚げが始まる」

「あーあ、楽しい時間はあっという間に過ぎちゃうもんだね」俺たちから離れて、ドクターは言う。「さてと、あたしはこれから池まで行くんだけど、みんなはどうする？　一緒に来る？」

「貯水池になんて、なんの用があるんだ？」達彌が言った。

「それはまあ、行ってみてのお楽しみにしようかな。オリドっちとよーせーさんはもう知ってるのかもしれないけど」

　ドクターに言われて、俺おれは記き憶おくを掘り返す。そして一昨日、伯はく爵しやくが演説の中で土曜日の作業について言及していたのを思い出した。

「まあなんでもいいや、俺は行くぜ」達たつ彌みは言った。「あ、でも馬車には四人しか乗れねぇか。誰だれか一人は残らなきゃダメか？」

「あはは、大丈夫。みんなが行くなら、あたしは別のこーつー手段を使うからさ」ドクターはそう言うと、校舎の方へ駆けていってしまった。残された俺たちは、ドクターの消えていった先を不満げに見つめる石いし田だ君に若干の遠えん慮りよを感じつつ、馬車へ乗り込む。そして数分待つと、ドクターは例の犬スケートボードでグラウンドに現れた。

「それじゃ、現地で会いましょー！」ドクターはそう叫びながら、リードを手た綱づなのように振るう。まるで弾はじかれたかのように駆け出す二頭のハスキー犬。石田君はすぐに馬車を発進させるが、俺たちが充分加速する前に、ドクターの姿はすっかり見えなくなってしまった。

「相変わらずデタラメだ」激しく揺れる車内、そんな風に呟つぶやく石田君の声が微かすかに聞こえた。




　ドクターに釣られた石田君は馬車を飛ばしに飛ばし、俺たちはほんの数分で目的地に辿たどり着いた。酷ひどい揺れのせいでクラクラしながら馬車を降りると、最初に目に入ったのは大きな人だかり。大体は小学生。だがよく見れば俺たちのクラスメイトも大勢混じっている。そして皆みな一様に、貯水池の畔ほとりに立って沈没船を眺めていた。

「なんだか凄すごいことになってるね」玲れい子こはそう言うと、人混みの向こうを見るためだろう、爪先立ちになって首を伸ばす。「やや、船の周りに何か見えるよ。あれは……ボート、かな？」

「とりあえずもっと近づいてみようぜ」達彌が言った。

　俺たちは人混みを搔かき分け、ボートがハッキリ見えるくらいまで池に近づいた。沈没船の側に停泊する、数隻のゴムボート。その上にいるのは伯爵の仲間らしき小学生。加えて周囲の水面にはシュノーケルを身につけた頭部がいくつか浮いていた。

　視界の隅で、新たなボートが一隻、岸を離はなれた。水しぶきを上げながらボートの集団へ向かっていく、船外機つきの一隻。乗せているのは、ピッグテールの小柄な少女──ドクターが沈没船まで到達すると、周囲の動きがにわかに慌ただしくなった。

「なるほど、何をしようとしているかなんとなくわかったよ」玲子が言った。「利り一いち、知っていたのなら教えてくれればよかったのに。しかしこんな大人数が本当に必要なのかな？」

「さあね。まあ水に沈んでいるくらいだから相当重いんだろう」俺は答えた。「あるいは、誰かが集めたというよりも勝手に集まっちまったと考えるべきだな、いつも通り」

「あはは、かもしれないね」玲子は言った。「それでも一中生ばかり大勢いるのもなんだか妙な感じだよ。地理的には二中の方が近いから」

　俺おれは今一度、貯水池の畔ほとりを見回した。俺たちがいるのは、小学生の集団の真ん中あたり。この集団の隣となり、池に向かって右側にはまた別のグループがあり、そちらは中学生が中心となっている。一中生と二中生の割合は三対一ほど。確かに、一中生が多い。

「この田舎いなかで『地理的に近い』なんてものが問題になるのかどうか知らないが、何か原因があるとすれば一つ心当たりがあるぜ」

　俺はその『心当たり』を探して中学生の集団に目を凝こらす。しかし目的の人物は全く逆の方向から現れて、俺たちが気づくよりも早く向こうから声をかけてきた。

「──いらしていたのですね、織おり戸どさん、ブルーグラスさん。それに雨あまヶが瀬せさんと岩いわ科しなさんも」有あり坂さか先せん輩ぱいは喧けん騒そうの中でも一切声量を変えず、いつも通りの自然な口調で言った。「皆みなさんには面倒をおかけしてしまいましたね。彼女の、ドクターのお手伝いはどうですか？」

「先輩……それが、実はまだ作業を始めていないので、なんとも言えません」俺は答えた。「週末から始められるようなことを言っていたんですが、結局今日もまだ安全講習会なんてものをやったきりでして」

「そうですか。いえ、構いません」有坂先輩は言った。「それでは、お手伝いが本格的に始まってから一度様子見に伺いましょう。丁度彼女にも用がありますし」

「連絡役ですか。大変ですね」ちょっと茶化すような口調で、達たつ彌みが言った。有坂先輩の、鈍い輝かがやきを放つ双そう眸ぼうが達彌の方を向く。背筋を撫なでる、一いつ瞬しゆんの緊きん張ちよう。

「いえ、そういうわけではありません」先輩は声のトーンを少し落として言った。「私自身の用事です。今していることと無関係でもありませんが」

「きっと、大いに関係あるんでしょうね」

「とにかく！」俺は二人の間へ割って入るために大きな声を出した。「俺たちのところに来てくれるんですね？　待ってますから」

「……くれぐれも、安全には気をつけてください」先輩の目が、再び俺の顔に戻った。「お怪け我がをなさいませんように。それでは、失礼します」

　有坂先輩はそう言うと、中学生の集団の方へ滑るように去っていってしまった。

「……全く、ウチの生徒会長も、あのガキンチョのどこがそんなにいいんだか」先輩の背中を見つめながら、達彌がそう呟つぶやいた。

「ねえ、タツミくんはあの先輩のことが好きなの？」唐突に、リリーがそんなことを言った。しかも当の達彌に向けてだ。俺は驚おどろいてリリーの方へ振り返る。しかしそんな俺とは対照的に、達彌は落ち着いた様子で静かにこう答えた。

「アレはアイドルの一種だ。嫌いなヤツなんていねぇよ。だが、あの栖すみかさんを本気で好きになったとしたら狂気の沙さ汰ただ。なんせあの人自身が狂気の塊みたいなもんなんだから」

　リリーは首を傾かしげる。達彌のこの言葉は、俺の耳にも新しん鮮せんな響ひびきを持っていた。達彌は視線を有坂先輩の方に向けたまま、更にこう続けた。

「しっかし、面白いのは伯はく爵しやくだ。栖すみかさんのソレが、今はほとんどあのガキ大将に向いてるんだからな。伯爵の本心を知ってか知らずかね」

「やや、何か始まるみたいだよ」達たつ彌みと並んで先せん輩ぱいを眺めていた玲れい子こが言った。「栖さん、皆みんなのところに行ったわけではないみたいだ。ほらあそこ」

　そして、玲子は小学生と中学生の丁度境目あたりを指差す。俺おれとリリーもその方向に目を向けると、有あり坂さか先輩が人だかりに体を向けて水際に立っていた。スーッと息を吸う、有坂先輩。次の瞬しゆん間かん、まるで別の次元を渡ってきたかのような音が、俺の鼓膜を揺らした。

「皆みなさん、ロープを持ってください」

　貯水池の畔ほとりに集まった全員が、各おの々おの興奮の表れを声に出す。と同時に、我先にと足元へ手を伸ばした。見れば太めのロープが数本、池ち畔はんの砂に混じって横たわっている。周囲の小学生たちはロープを摑つかむと、そのまま力の限り引っ張り始めた。

　池に沈んでいたロープの一部が、水面を割るように飛び上がる。一直線に伸びたロープ、その先端に繫つながれていたのは、貯水池から突き出た沈没船の舳へ先さき。幾重にも攻こう撃げきを浴びて七色に染まったその舳先は、数十人の力を受けてゆっくりと水面へ落ちていく。そして巻き起こった大きな波が、船を取り巻いていたゴムボートを激しく揺らした。

　俺はそれらのボートの一つに、伯爵の姿を認めた。伯爵はウェットスーツに身を包み、濡ぬれた髪を搔かき上げながら、岸へ向かって動き出した〝紅あかき青春の血ち汐しお〟号を見つめている。そしてその伯爵の側で、ドクターがボートの縁ふちから身を乗り出し、熱心に携けい帯たい電話で写真を撮とっていた。そう、伯爵はドクターのボートにいたのだ。

　船が浅あさ瀬せまで辿たどり着くと、潜せん水すい具ぐを外したダイバーたちがゴムボートから降りた。そしてダイバーたちはその手で船を持ち上げ、陸へ向かって運び始めた。まるで巨大な獲え物ものを運ぶ働きアリだ。そしてその働きアリたちは、全長二十メートルもある船体を遂ついに陸の上まで引き揚げてしまった。

　歓声が上がった。そしてロープを引いていたほぼ全員が、まるで打ち上げられたクジラのように横たわる船の周囲へと押し寄せていった。また一方で、逆に船から離はなれていく姿もあった。その顔に疲れの色を見せる伯爵は、人だかりを抜けて有坂先輩の方へと歩いていった。

　伯爵は有坂先輩と二言三言交わして水のペットボトルを受け取ると、半分を飲み、残り半分を頭から被かぶり、それから先輩を伴って俺たちのところにやってきた。

「なんだか随分と疲れた様子だね、伯爵」玲子が言った。

「このところ、毎日こんなことをしていてな」伯爵は手の平で髪の毛の水分を絞りながら言った。「好きでやっていることとはいえ、疲れるものは疲れる」

「ところで伯爵、あの船はこれからどうするんだい？」

「ここで解体し、再利用できそうな部品を探す」伯爵は言った。「ほとんどはゴミになるだろうが、ドクターの見立てではあの船のキールを使うことができそうなのだ。巨大な木造構造体、あれを再利用できるとなれば随分費用を節約できる。なんといっても彼女に船の設計などという大仕事を依い頼らいしたのでな、節約できるところは節約せねば、私も破産してしまう」

　伯はく爵しやくは目を細め、船を取り巻く人だかりに向けた。ドクターは恐らくその中心で船の調査をしているのだろう、ここからはその姿が見えない。

「ともかく、ご苦労であった、織おり戸ど殿、ブルーグラス殿。それに岩いわ科しな殿と雨あまヶが瀬せ殿も」船体の方を向いたまま、伯爵は言った。「これが最初の一日だ。一ヶ月が長いか短いかは私にもわからん。だがこうして始めたからには、必ず終わらせてみせよう」

　伯爵が突然、口角をニッと持ち上げて不器用な笑顔を作った。もう一度その視線の先を見てみると、そこでは人だかりから抜け出たドクターが、頭の上に両腕で大きな丸を作っていた。

「さて、昼食にしようか」伯爵が言った。「屋外で、しかもこのような人数なのでバーベキューしか用意できなかったが、まあ、この天気だ。そう悪くはないだろう」

「お、ご馳ち走そうしてくれるのか？　節約が必要なんじゃなかったのかよ？」達たつ彌みがそう言うと、伯爵はいつもの調子で声を上げて笑った。

「何、高級料理を振ふる舞まおうというわけではない。それにドクターへの依頼料と比べれば、ほんの些さ細さいな出費だ。有あり坂さか殿の好意にも甘えられたしな」

　この伯爵の言葉を受けて有坂先せん輩ぱいがどんな顔をしたのかは、今更取り上げるようなことでもないだろう。

　そして昼食を終えた俺おれたちは船の解体作業を行い、キールの他ほかにもいくつかの部品を回収して、それらを全すべてドクター・コープの『工こう場じよう』、旧第二小学校体育館へと運んだ。














　　その五　クラフティング一〇一






　天井から伸びる無数の鎖くさり。壁かべの間に張り巡らされたワイヤー。床からも砂袋のおもりをつけたロープを回され、広々とした体育館の中央、地上五十センチの空中に固定されている、かつての〝紅あかき青春の血ち汐しお〟号のキール。その腐食箇所を、二人一組になった十人ほどの小学生が脚立に登ったり床に寝転がったりしながら計測している。そしてキールと彼らを取り巻くように、残りの数十人が体育館に散らばり、分厚い資料を見ながら船体の材料であるダンボールと格かく闘とうしていた。肉厚の、この辺りでよく野菜の出荷に使われている耐水ダンボールだ。ものによってはレタスの絵なんかが描かれている。

　明くる日曜の、ちょっとした昼休み、俺おれはステージの上にあぐらをかいて、体育館をチョコマカと動き回る黄色いヘルメットたちを眺めていた。

「……なあ伯はく爵しやく」俺は、設計図らしきものを広げてブツブツと独り言を唱え続けている伯爵に声をかけた。

「なんだね」

「……あと三週間以上もかかるんだよな？」

「なんだ、もう弱音を吐いているのかね。君たちが作業を始めたのは今日の朝だろう。まだたった二、三時間ではないか」

「いや、俺はまだ大丈夫だし、達たつ彌みと玲れい子こはむしろイキイキしてるんだがな、その……」

「そういえば……」伯爵は設計図から顔を上げ、仰のけ反って俺の向こうに目を遣やった。「嫁の姿がないではないか。いつもは少しどうかと思うくらい四六時中くっついているのに。最近は婚約者というのが噓うそか真まことか私にもわからなくなってきたくらいだぞ」

「……婚約者ってのは噓だよ。今でもちゃんと」俺は言った。そして言いながら、俺はこの日の午前中に起きたことを思い返していた──




「──みんなにはしばらく一番簡単なお仕事を任せることにしたからね」俺たち四人を二階の第二工作室へと集めたドクターは、アルミ色の板を団扇うちわ代わりに扇あおぎながらそう言った。厚さ三ミリほどの合板。少しもしならないので団扇にはあまり向いていないように思える。

「みんなに使ってもらうのは、電動糸いと鋸のこと卓上ボール盤ばん。どっちもそんなに危ない機械じゃないんだけど、服装だけは注意してね。まず、必ず保護メガネをかけること。万一刃が折れて目に飛んできたりしたら、プスッと刺さって失明しちゃうかもしれないから」

　ドクターは目を人差し指で突き刺すような手振りをしてみせる。同時に誰だれかが俺の作業着の裾すそをキュッと摘つまむ。

「次に、作業着のボタンをちゃんと全部留めること。袖そでとか裾すそとかがヒラヒラしてて万一機械に巻き込まれちゃったら、こんな小さい機械でも結構酷ひどい怪け我がになっちゃうからね」

　今度はその人差し指をポンと手首に当てるドクター。服を引っ張る力が強くなる。

「あと、絶対に軍手をつけたまま作業しないこと。糸がほつれて機械に巻き込まれちゃったら、よくて骨折、悪ければ……」

　そしてドクターが使ったジェスチャーは、昨日俺おれがリリーにしてみせたのと全く同じもの。俺の服を摘つまんだ誰だれかが「ひぅっ」と小さく悲鳴を上げる。

「おい、どうしたんだリリー、大丈夫か？」ピッタリとくっついていたリリーに、俺はそう尋ねた。リリーは首をカクカク動かして「だいじょうぶ、だいじょうぶ……」なんて呟つぶやく。なんだか、質問の答えというよりは自分に言い聞かせているかのような響ひびきだ。

「とにかく、メガネをかけて、ボタンを留めて、手袋を取る。この三つと、昨日話したことを守りさえすれば、そんなに危ないことはないからさ。それじゃ、糸いと鋸のこもボール盤ばんも人数分あるから、一回やってみようか。使う材料はこれね」

　ドクターは団扇うちわ代わりにしていた薄うす板いたを俺たちに向けた。

「アルミと樹脂の複合材。軽くて丈夫で加工しやすいから、今回みたいなお仕事には丁度いいんだよね。昨日の空いた時間にケガキ……下書きのことね、しておいたからさ。はい、それじゃあみんな、メガネをかけて、ボタンを留めて！」

　俺は指示通りに服装を整えた。達たつ彌み、玲れい子この二人もそれに続く。冷房を効かせているとはいえ、厚手の作業着をキッチリ着込むと熱気が篭こもって少し暑い。

「ほらほら、よーせーさんも早く！」ドクターが言った。振り向いて見てみると、青い顔をしながら震ふるえる指先でノロノロとボタンを留めようとしているリリーの姿があった。どうやら指に力が入っていないらしい。利き手側のボタンを留められないでいる。

　俺はリリーの手を取って、そのボタンを嵌はめてやった。「あ、ありがと……」と、蚊の鳴くようなリリーの声。向き直ると、ドクターが顎あごに手を当てて「うーん……さすがだねぇ」なんて呟いていた。

　……何を言いたいのかはわかる。まあ、「さすがイイナズケだねぇ」なんて言われなかっただけよかったのだろう。

「はい、じゃあ最初はあたしがやるのを見ててね。もちろん、一メートル以上離はなれて」ドクターは言った。そして側にあった一台の糸鋸盤のスイッチを入れ、あれやこれやと説明しながらあっという間に部品の一つを切り出した。凸の字をした手の平サイズのパーツ。ドクターは機械を止め、切り出したパーツから塵ちりを払うと、振り返って言った。

「ね、簡単でしょ？　次はみんなにやってもらうからね。レーコちゃん、作業台に置いてある複合板を配ってもらってもいい？」

「心得た」玲子はそう返事して、ドクターが使った材料と同じものを俺たちに配った。曇くもった銀色の板。よく見てみると傷のような下書き線が引かれている。

　ドクターの指示で、俺おれたちは四人それぞれ機械の前に立った。電動糸いと鋸のこは比較的小さな機械だ。それでもスイッチを入れるとくぐもった唸うなり声を上げるので少しばかり恐怖を感じる。俺は袖そでのボタンを改めて確認してから、材料の板を電動糸鋸のテーブル、真ん中に刃の通る穴が空けられた台の上に置き、高速で上下する細い刃に恐る恐る当てた。

　痺しびれるような振動。飛散する、細かな塵ちり。糸鋸の刃はアルミと樹脂の複合板をたやすく切り裂く──俺はドクターの説明通り、ケガキ線のほんの少し外側に刃が当たるよう材料を動かした。当然、ドクターのように素早くはできない。額に汗が滲にじんでくるのを感じながら、俺は手元に集中力を注ぎ続けた。

　運転ほど慌ただしくないのでまだマシだが、やはり不器用な俺にはあまり向いた仕事ではないように感じる。俺が四分の三ほど加工を終えたところで、他の糸鋸の音が止やんだ。俺以外の皆みんなはもう終えたということだろう。俺は焦る心を抑えて、あくまで慎重に作業を進めた。いつの間にか、ドクターが俺の作業を覗のぞいていた。

　最後の一辺を切り終えて機械を止めると、ドクターが切り出したパーツを見せるように言ってきた。俺はあまり乗り気になれなかったが、ともかく切りくずを払ってドクターに手渡した。するとドクターは既に手にしていた二つのパーツと見比べ、俺の予想に反した言葉を発した。

「うーん……さっすがオリドっち、一番綺き麗れいにできてるね！」

「一番、綺麗？」

「うん！」と、ドクターは大きく頷うなずく。「タッちゃんとレーコちゃんはもうちょっと丁てい寧ねいにやってもいいかな？　これでも一応問題はないんだけど、オリドっちみたいにゆっくりやっても悪いことなんてないからさ。はい、これ」

　俺はドクターが返してきた部品を受け取って、改めて、というか初めてちゃんと自分のした仕事を見てみた。ケガキ線の外側を〇・五ミリほど残して切り抜かれた、単純な形状の部品。

　俺にこれを評価する目はない。しかしドクターにはそれがある。俺の頭に反はん響きようする、ドクターの褒ほめ言葉。視線を上げ、ドクターの顔を見てみると、そこにはいつもの向日葵ひまわり笑顔があった。俺は、うっすらと達成感が湧わき上がってくるのを感じた。

「よーし、じゃあこれで──あとはよーせーさんだけだね」ドクターが言った。

　俺は隣となりに視線を向けた。そこには、リリーが、未いまだ完全な四角形をしている材料を胸元に抱えて泣きそうな顔をしながら立っていた。

　四台の電動糸鋸は一直線に並んで設置されている。俺たち四人は、黒板に近い方から玲れい子こ、達たつ彌み、リリー、俺の順で機械に着いていた。自分の機械を動かしている間に横から聞こえていた音は、玲子と達彌の二人のものだったらしい。

　リリーが向けてくる、助けを求めるような視線──俺は少々困惑した。

「どうしたんだい、リリネットちゃん。やり方がわからないのかい？」玲れい子こがそう尋ねる。当然、リリーは首を横に振って答える。

「……リリー、とりあえずやってみろ。難しいことは何もないから」俺おれは言った。

「で、でも……」

「大丈夫だから」俺は少し語気を強めた。何がどう大丈夫なのか、論理的には説明できないためだ。リリーは俺の言葉を信じてか、あるいは俺の助けすら得られないことを知ってか、オドオドとした様子で電動糸いと鋸のこに向かう。なんだか、詐欺師にでもなったような気分だ。

　リリーは、機械の電源スイッチをこれでもかというくらいゆっくり時間をかけて押した。しかし押し方がどうであれ、電気を得た機械の動きに違いはない。糸鋸の刃は元気に上下運動を始める。それこそ、指くらい簡単に切り落としてしまいそうなほどに。

　リリーは不安そうに周囲を見回す。が、その瞬しゆん間かん「ほら集中！」というドクターの声が飛んだ。リリーはビクッと肩を震ふるわせ、油の切れたブリキ人形のようなぎこちなさで再び糸鋸と向き合う。相変わらず乱暴に動きまわるワイヤーのような刃。リリーはテーブルの上に板を乗せ、血の気の引いた白い手で押さえながら刃に向かわせた。二センチ、一センチと間隔が縮まっていき、糸鋸の刃が材料に触れた瞬間──

「ひゃぁぁぁああああああ！」

　──リリーは悲鳴を上げた。

　もちろん刃に触ってしまったとか、ほつれた服が機械に巻き込まれたとか、そういうわけじゃない。ただ単に糸鋸の刃が材料に当たっただけだ。つまり起こるべきことが起きただけ。しかしリリーは鼓膜を突き刺すようなハイトーンの叫び声を上げ、機械のスイッチも切らずにその場にしゃがみ込んでしまった。

　俺は咄とつ嗟さに糸鋸を止めてやろうと手を伸ばした。するとドクターがその手をピシャリと叩たたき、少々厳しい口調でリリーにこう言った。

「よーせーさん、機械を止めて。今すぐ、自分で」

　リリーは力のない腕をヨロヨロと伸ばし、機械のスイッチを切った。作動音が止やみ、リリーのすすり泣きの音だけが聞こえるようになる。

「全く、どうしたのさ、よーせーさん」腕を組み、ちょっと怒ったような表情でリリーを見下ろしながらドクターが言った。「わけがわからないよ」

「本当に、どうしたんだ？」俺はリリーの側に腰を落としてそう声をかけた。するとリリーは、恐らく俺にだけ聞こえるようにするためだろう、声を絞ってこう答えた。

「あの板がもし自分の指だったらって、考えたら怖くなっちゃって、それで……」

「ありゃただの板切れだ。お前の指じゃない。そうだろ？」

「そんなことわかってるわよ、でも……」

「なんだかオマエらしくないぜ。とりあえず、ほら、立て」

　俺おれはリリーの手を取って立ち上がらせた。当然、他ほか三人の視線は揃そろってリリーに向けられている。恥ずかしく思ったのだろう、リリーは半歩横に移動して俺の後ろに隠れる。

「うーん、とりあえず、もう片方の機械を使ってみよっか」ドクターはそう言いながら、チラリと時計に目を遣やった。あまり俺たちばかりに構ってもいられないのだろう。

　ドクターは自分が切り出した部品をリリーに持たせると、二つ目の機械、卓上ボール盤ばんと呼ばれる穴空け用の電動工具の使い方を説明した。スイッチを入れればドリルが回転し、横のレバーを引けばドリルが降りる。それだけといえばそれだけだ。ドクターは材料の切れ端で一度実演してみせ、それから先ほどと同じように俺たちに一台ずつ機械を割り当てた。

「それじゃ、サクッとお願いね」

　ボール盤の作業は、電動糸いと鋸のこよりもよほど簡単だった。ゆっくりと一定の力をかけてレバーを下げてやれば、高速で回転するドリルの刃が板に綺き麗れいな穴を空けてくれる。機械を止め、窓から差し込む太陽の光を当ててその真円の穴を眺めてみると、俺の心はまた満足感に包まれた。

　そしてリリーもまた、糸鋸のときと同じように悲鳴を上げた。




「なんていうかさ、予想外だよ」ドクターはそう言って、口をへの字に曲げる。責めるような視線は俺、というか俺の後ろに隠れているリリーに向けられている。「全く、どうしちゃったのさ。レースのときのよーせーさんはどこに行っちゃったの？」

「まあまあドクター、落ち着いて」玲れい子こがドクターの肩をさすりながら言った。「誰だれにでも苦手なものはあるじゃないか。私だってなんでも大丈夫なように見られがちだけど、実は狭いところが苦手でね。閉じ込められるような気がしてどうにも駄目なんだ」

「でもよーせーさんの場合は納得しがたいよ」ドクターは言った。「何をそんなに怖がってるのかわかんないけどさ、崖がけから車でダイブするよりはよっぽど安全だと思うんだよねー。あれはほんとーに危なかったよ。首がポロッと取れちゃってもおかしくなかったんだから」

　俺の後ろでまた小さな悲鳴が上がった。リリーが服ごと俺の脇わき腹ばらを摘つまむので少々痛い。

「まあ、テンションの違いとかもあると思うんだけどさ。とにかく想定外だよ。よーせーさんにこういう仕事を任せられないとなったら、予定をちょっと変更しなきゃならないんだよね」

　ドクターは腕を組んで、フンと小さく鼻を鳴らす。そして丸々一分ほど考え込むような素振りを見せてから、こう続けた。

「よーせーさん、今日はこれ以上みんなの世話をする時間がないからさ、どうしてもこういう機械を使った作業がダメなら他の仕事を任せようと思うんだけど、どうする？」

「わたし、あ、あの、その、あぅ……」

　俺は何か言わなければと思い口を開ける。しかし言葉を発するよりも早く、ドクターに「オリドっちは黙だまってて」と制された。

「よーせーさん、正直に答えて。できるか、できないか」

「わ、わたし……」リリーは俺おれの脇わき腹ばらを摑つかんだまま、か細い小さな声で言った。「……ごめん、やっぱり、怖い……」

「リリー……」

「それじゃ、よーせーさんはあたしについてきて。他ほかのみんなには同じ作業をしていてもらってもいいかな？　材料はまだまだたくさんあるけど、急がず慌てず丁てい寧ねいにお願い。じゃ、安全第一で頑張って」

　ドクターは言った。そして口を挟む隙すきすら与えず俺の後ろに隠れていたリリーの腕をムンズと摑むと、半ば引きずるようにして部屋から出ていってしまった。

「……なんだか、ああいうときのドクターはちょっと怖こえぇな」ドクターが消えていった扉を見つめながら、達たつ彌みが言った。

「しかし私にとっても意外だったよ、リリネットちゃんにあんな弱点があっただなんて。利り一いちは知っていたのかい？」玲れい子こが言った。

「いいや、俺も驚おどろいてる」俺は答えた。「まさか、あのリリーが。一体どういうことだ？」

「リリネットちゃんって、こういう機械は触ったことがないのか？」達彌が言った。

「そりゃ、もちろんないだろう。こんな機械どころか、カッターナイフだってロクに使ったことがないんじゃないか？」

「カッターナイフ？」

「ああ」俺は言った。「俺が昔住んでいたところじゃ基本的には禁止されてたからな。子供には危ないからって理由で」

「そりゃ、妙な話だな」達彌は真剣な顔をして言った。「それじゃあなんにもできねぇじゃねぇか。紙とかビニール紐ひもとか切るときはどうするんだ？　封筒を開けたいときとか、鉛筆を削りたいときとかは？」

「紙や紐を切るときはハサミを使えばいいし、封筒を開けたいときはペーパーナイフを使えばいい。鉛筆には鉛筆削りがある」

「そりゃそうかもしれねぇが、ナイフなら一本で済むんだからよっぽど便利だ。そりゃ、ガキの頃ころはちょっとばかし指を切っちまうこともあるさ。でもそうやって使い方を学んでいくもんだろう？　ちゃんとした使い方を覚えれば、アレは危ない道具なんかじゃないぜ」

「ヨソの人間はそういう風に考えないんだよ。ここの連中みたいに危険に寛容じゃないからな。だから……そうか、だからリリーみたいなヤツは、こういう道具とどう向き合えばいいのかわからないのかもしれないな」俺はそう言って、側そばにあった糸いと鋸のこに手を置いた。

「なるほどねぇ」玲子が言った。「それで、だ。利一はこれからどうするつもりなんだい？」

「どうするって？」

「バラバラの場所で作業してても大丈夫なのか、ってこと」玲子は意味深な視線を俺に向ける。

「何が言いたい？」

「いやね、あの一件以来二人が別々の場所にいるところをほとんど見なかったから、私はてっきりいっつも一緒にいないと死んじゃう病気にでもかかっているのかと思っていたんだよ」玲れい子こは言った。「ああでもこれは、利り一いちの問題というよりリリネットちゃんの問題なのかもしれないね。利一、知っているかい？　何かの用事で利一が側そばを離はなれるとね、リリネットちゃんは今でもちょーっと不安そうにするんだよ」

「あー、確かに。なんとなくわかるぜ、それ」達たつ彌みが言った。「落ち着きがなくなるというか、ソワソワするというか、そんな感じだよな、リリネットちゃん」

「利一、一緒にいてあげなくていいのかい？　あんまり認めたくないけど、リリネットちゃんが本当に頼たよりにしているのは利一だけだ。それに……」

「俺おれもアイツのことは心配だ。できれば今すぐにでも様子を見にいきたい。だが、ドクターにああやって指示された以上、自分の仕事をほっぽり出してリリーのところに行くってのはどうなんだ？」俺は言った。

「……まあ、得策じゃねぇだろうな」難しい顔をしながら達彌は言った。「そんなことをしてドクターの機嫌を損ねるよりは、サッサと自分たちの仕事を片づけちまった方がいいだろう。少なくとも俺は賛成しないぜ」

「……まあ、確かにね」玲子は表情に不満そうな陰を残しつつも、納得した様子でそう言った。

　俺は糸いと鋸のこの横に置いてあった複合板の残りを手に取った。既に切り抜いた凸型のパーツ以外に、五つほど部品が下書きされている。形はどれも異なり、中には多少複雑なものもある。

「簡単には済みそうにねぇな」達彌が言った。俺が手に取ったもののほか、作業台の上には未加工の材料が何十枚と重なっていた。

　俺たちは機械のスイッチを入れ、作業を再開した。二回目となると、最初のような恐怖心は感じない。俺はその慣れとリリーのことが不注意を招かぬように気をつけながら、あくまで慎重に材料の板を動かし続けた。勢いよく上下する糸鋸の刃はザクザクと複合板を切り裂き、正方形の板を様々な形状の部品へと変えていく。そしてそのまま手を止めずに三枚目、四枚目と作業を続けると、非常にゆっくりとではあるが、作業台の上には加工済みのパーツの山ができ始めた。

　一方俺の横では「あっ！」とか「うわっ……」なんていう嫌な声が数え切れないくらい上がった。なるほど、ドクターの言ったように、玲子と達彌は慎重な作業というものには向かないらしい。二人は幾度となく下書き線の内側にまで刃を入れていた。

「やれやれ、こういうのはあまり私の性に合わないらしい」しばらくぶりに機械を止め、一部が深くえぐれてしまったパーツを見つめながら玲子が言った。「ドクターに怒られなければいいんだけど。しかし利一は上手だね。あれだけ自信のないようなことを言っていたのに、一体どういうことだい」

「さあな、俺にもわからん」俺はそう返して、今しがた切り出したばかりの部品から塵ちりを払った。「もしかすると、こうやって落ち着いてできるものは俺おれの性に合ってるのかもしれん」

「あはは、新たな才能の発見だね、利り一いち。ちょっと地味だけど」

「地味は余計だぞ」

「いいじゃないか、ちょっとした嫉しつ妬とだよ。ほら、私のこれを見ておくれよ」玲れい子こはそう言って、手に持った不良品を俺に向けた。「まあでも、こういう難しさも工作の楽しさの一つなのかもしれないね」

「玲子、お前は好きか？　こういう作業をするのってさ」俺はそう尋ねた。

「もちろん、好きだよ。嫌いなわけないだろう。利一は違うのかい？」玲子は答えた。

「俺は……どうだろうな、まだ判断できるような段階じゃない気がしてる」俺は言った。「考えてみれば、俺には『何かを作る』っていう経験もほとんどないからな。俺が住んでいたあの街じゃ店でなんでも買えたし、自分の手で何かを作ろうって思い至ったこともなかった。今日のコレが初めてってわけでもないが、まあ、似たようなもんさ」

「じゃあ、この『初めてみたいな経験』は利一にとってどうだったんだい？」玲子は、まるで俺の答えを確信しているかのように微笑ほほえみながら言った。

「……なんていうか、そうだな、上う手まくできたときの達成感っていいよな」俺は答えた。「なんていうか、こう、目に見える形で残って……駄目だ、上手く説明できねえや。でもとにかく、悪くない」

「なるほど」玲子は言った。「なんだか、楽しそうだね、利一」

「そう見えるか？」

「ああ、見えるよ。これで君に『工作は嫌いだ』なんて言われても、私は信じないだろうね。君の本心が、君の顔に書いてあるんだから」玲子はそう言って小さく肩を揺らす。「さてと、仕事を再開するかな。上手くいこうがいくまいが、この板はあと一つだけだ。利一、君のも同じだね？　これを終えたら、一緒にリリネットちゃんを探しにいこうじゃないか」

「そうだな」俺はそう返して、小さくなった板の残りを作業台から拾い上げた。

　──と、そのとき、一人作業に熱中していた達たつ彌みが機械の電源を落とした。騒そう音おんを立てていた電動糸いと鋸のこが停止し、部屋に静寂が戻る。耳に詰まっていたものがポロリと取れたかのような、ちょっと不思議な感覚。思えば、三人の機械が同時に停止するのは最初の一枚を終えたとき以来、およそ一時間ぶりのことだった。

　そして俺の耳は、突如訪れたこの静寂の中で、何か異常なものを捉とらえた。

「玲子、待て！」俺は強く叫んで、機械のスイッチを入れようとしていた玲子を制した。

「おい利一、どうしたんだ？」怪け訝げんそうな顔をする達彌。俺はそんな達彌にも手の平を向けて黙だまらせる。それから、音の出どころを探して首を振り、俺は窓に駆け寄った。

　窓際に並ぶ、腰の高いワークテーブル。俺はそのテーブルによじ登って、埃ほこりで汚れた窓をこじ開けた。首をそこから突き出すと、音はハッキリとした声となって俺の耳に届いた。

「助けて！　誰だれかー！」

　そして──

「リーチー！」

「行ってくる！」

　俺おれはワークテーブルから飛び降り、呆あつ気けにとられる玲れい子こと達たつ彌みにそう告げた。そして保護メガネをかなぐり捨て、廊下へ駆け出した。

「あ、利り一いち、私も！」後ろから聞こえた、玲子の声。それから足音が二人分。俺は二人を連れて廊下を全力疾走し、階段を三段抜かしで駆け下りて中庭を目指した。

　中庭、あるいは裏庭と呼ばれるその場所は、中心に大きな木が植えられた三十メートル四方の芝しば生ふの庭で、職員室の隣となりにある用務員室からアクセスすることができた。そして旧第二小学校がドクターに占拠された現在、その場所は、校長室の窓から目が届くという理由で例のハスキー犬の遊び場に使われていた。

　俺は体当たりするように中庭へ通じるドアを開けた。声の主は、やはりそこにいた。中央に木が植えられた芝生の中庭の、中央に。

「リーチぃ……」

　リリーは、木の幹に縛しばりつけられていた。

　細い革製の、犬のリードで。

　そして二頭のハスキー犬が、短くなったリードの先でもどかしそうに身を捩よじっていた。

「リリー！」俺おれはリリーに駆け寄った。犬は自分のことで精一杯なのだろう、俺に飛びかかってきたりはしなかった。
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「どうした、なんでこんなことに！」

「犬が……最初は大人しかったんだけど、蝶々が飛んできて、それで……」リリーは狼ろう狽ばいした様子で言った。「は、早く、解いて……」

「待ってろ、今すぐに！」俺はそう言って、リリーの体にキツく巻きついているリードを目で辿たどった。リードは二本、片方の端はもちろんそれぞれの犬の首輪に繫つながれている。そして反対側の端は、木に一周巻かれてナスカンで留められていた。

　リリーの言葉とこのリードを見て、俺はリリーの身に何が起こったのかを理解した。

　恐らくこういうことだろう。経けい緯いは知らないが、リリーはドクターに飼い犬の世話を任された。この二頭の気分屋、今回は特別リリーに興味を示さず、そのせいで油断したリリーは犬のリードが繫がれたこの木に近づいた。山ほど葉を茂らせたこの木の下なら、真上から照りつける夏の日差しを避けられる。するとそこへ一匹の蝶々が飛んできた。二頭にとって、既に顔中を舐なめ尽くしてしまった《精せい霊れい種族》よりも魅み力りよく的てきな、一匹の蝶々が。

　二頭のハスキー犬は、その強きよう靭じんな脚力をもって駆け出した。リリーには逃げる暇などなかったことだろう。蝶々を追って木の周りを走り回ったミッドナイトとヤングスターは、そのリードでリリーの体を縛り上げた。しなやかなリードで、キチキチに。そして結局は自分たちの首すらも締しめてしまうような結果になってしまったというわけだ。

「達たつ彌み、玲れい子こ、犬が逃げないようにリードを握っていてくれ！」俺は言った。そして二人が首輪の近くでリードを摑つかんだことを確認してから、二つのナスカンを外した。

　拘束が解け、スッと深く息を吸い込むリリー。俺がリードを取り払うと、リリーはその場にへたり込んだ。

「た、助かった……」

「利り一いち、早く繫ぎ直してくれ！」達彌の声が聞こえた。見ると、走り出そうとする二頭の犬を全体重で抑える達彌と玲子の姿があった。俺は慌てて一本目のリードを巻き直し、ナスカンを留めた。そして二本目に取りかかろうとしたとき、ヤングスターを抑えていた玲子が力尽きた。

　俺は咄とつ嗟さにリードの先端を握り締めた。俺の足元でとぐろを巻いていたリードが、あっという間に繰くり出される。俺の手を襲おそう、とてつもない力。俺の体は、冗談でもなんでもなく、一メートルほど宙を舞まった。

　誰だれかが俺の名前を叫んだ。しかし声の主を認識する前に、俺の体は地面に叩たたきつけられた。全身に駆け巡る、電でん撃げきのような痺しびれ。衝しよう撃げきで肺から押し出された空気が喉のどのあたりで変な音を立てる。そして次の瞬しゆん間かん、俺の体は芝しば生ふを引きずられ始めた。

「クソッ！」自分の口から、無意識に悪態が飛び出る。ヤングスターがどこに向かって走っているのか、俺おれには見当もつかない。真まっ直すぐ走ったかと思えば急転回し、曲がったかと思えばまた真っ直ぐ走り始め、そのたびに俺の体はゴロゴロと地面を転がった。

　もしもこれが中庭の外を目指しているのであれば問題だった。周囲よりも少し高くなっている中庭、その境界にあるのは固い石段。そこに叩たたきつけられるのだけは勘弁だ。俺は無理矢理体を捻ひねり、うつ伏せの体勢を作って犬の進行方向に目を向けた。

　幸いなことに、犬は石段とは逆方向に向かっていた。しかし俺の意識は、すぐに、その吉報よりも別なものに奪われた。ヤングスターの進む先に、まるでその進路を塞ふさぐように、両腕を広げたリリーが立っていた。

「リリー！　避よけろ！」俺は叫んだ。だがどう考えてももう遅い。ヤングスターはその脚力で既に跳ちよう躍やくを開始していた。

　ヤングスターの前足が、リリーの胸をドンと突く。仰向けに倒れるリリーの体。足を止めるヤングスター。そしていつかと同じように、この灰色のハスキー犬は不気味な舌を伸ばしてリリーの顔を舐なめ始めた。

「このヤロウ！」俺はヨロヨロの体に鞭むち打うって立ち上がり、リードを放ってヤングスターの横腹に摑つかみかかった。全身から上がる悲鳴、それを無視して全体重をかけ、トラのように巨大なハスキー犬を横倒しにする。犬は狂ったような唸うなり声を上げ、俺の体の上でジタバタと暴れた。

「クソッ、この！」

「利り一いち！　リードを繫つないだ！　もう離はなしても大丈夫だ！」と聞こえたのは玲れい子この声。俺は同時にヤングスターの体を放す。跳ねるように素早く立ち上がったヤングスターは明後日あさつての方向へ走り出し、リードをピンと張って甲高い鳴き声を上げた。

「アホ犬め……」

「利一、大したもんだぜ！　よくリードを放さなかったな！」俺の側そばに駆け寄ってきて、達たつ彌みが言った。「どうだ、立てるか？」

「わからん、だがいずれにせよ、しばらく立ちたくはないな。動きたくない」首だけ持ち上げて、俺は答えた。「リリー、お前は無事か？」

「……たぶん、リーチよりはね」ベタベタになった顔を持ち上げて、リリーは言った。そこに玲子がやってきて、ハンカチでリリーの顔を拭ぬぐった。

「うえぇ、ちょっと口に入ったわ」そう言って眉まゆを寄せながら、ピンク色の舌ベロを突き出すリリー。と、なぜかその舌ベロまで拭い始める玲子。

　俺はそんな二人を眺めながら、自分の言うべき言葉について考えていた。

　言うべきこと、あるいは成すべき決断について。

　俺はこのとき初めて、自分があの機械弄いじりを心から楽しんでいたということを知った。

「……なあリリー」

　俺は頭を地面に戻して、雲一つない青空を見上げながら言った。

「コイツらの世話と、工作機械、どっちがいい？」

「それは……ごめん、正直どっちとも言えないわ」リリーは答えた。「わたし、わたし……」

「よし、じゃあ、決めた」俺おれは言った。そして立ち上がれるかどうか試してみて、結局その場にすっ転んだので寝転がったまま続けた。「ドクターと話をしよう」

「あたしと？　なんの話？」

　うつ伏せに変わった俺の頭の上に、ドクターの声が降ってきた。

「ていうか、うわっ、オリドっち、大丈夫？　なんか凄すごいことになってるよ？　なんか芝しば生ふで泥遊びしたみたいな……」

「ドクター」俺は言った。「俺とリリーに、何か別の仕事をくれないか？　糸いと鋸のこでも犬の世話でもなく、何か別の、もうちょっとのんびりしたヤツをさ。そうじゃなければ……」

「そうじゃなければ？」言いながら、ドクターは俺の脇わきに手を突っ込んで体をひっくり返す。

「……俺は、この話を降りるよ」俺は告げた。

　動揺の色を纏まとった「えっ……」という声が、玲れい子この膝ひざに頭を乗せたリリーから上がった。

「……それってつまり、あたしのお手伝いをやめるってこと？」

「そうだ。悪いとは、思うんだが」

「よーせーさんのために？」ドクターは言った。「オリドっちはそれでいいの？　作業してるときのオリドっち、結構楽しそうに見えたんだけどなー。ねぇ、よーせーさん、よーせーさんはそれでいいの？　アリスちゃんもさ、この仕事を引き受けたときのオリドっち──」

「嫌な言い方はするなよ」俺はドクターの話を遮って言った。「リリーのせいじゃない。俺の問題だ。一人でやってたって、楽しくない」

「リーチ……」

「うーん、それじゃあ、仕方がないか。オリドっち、オリドっちとよーせーさんには……」真剣な顔で真上から俺を見下ろしながら、ドクターは言った。「……他ほかのお仕事をあげるね」

「……すまないな」

「オリドっちみたいに真ま面じ目めに働いてくれる人を、今は失いたくないからね」ドクターは言った。「それに元々、明日はまた別の作業を覚えてもらうつもりだったし。オリドっちとよーせーさん、タッちゃんとレーコちゃんで分担して働いてもらうのも、そんなに悪くはないかな」

「それじゃあ、その新しい仕事ってヤツを教えてくれるか？」

「うん。今丁度手が空いてるから、ササッとやっちゃおうか。そんな複雑なものでもないし。でもオリドっち、立てるの？」

「もう一度試してみる」俺はそう言って、今一度全身から力を振り絞った。ほんの数分でも癒いえるものはあるのだろう、生まれたての子こ鹿じかよりも酷ひどい有様だったが、ともかく立ち上がることはできた。立ち上がることだけは。

「あはは、ヨロヨロだね」ドクターは言った。「オリドっちにはしばらく休きゆう憩けいしててもらおうかな。その間によーせーさんに新しいお仕事を教えておくからさ、回復したらよーせーさんから教わってね。じゃ、タッちゃん、オリドっちに肩を貸してあげて」

「いいぜ」達たつ彌みが立ち上がって、俺おれの右みぎ脇わきに肩を入れた。「それで、どこに連れて行けばいい？」

「保健室にベッドがあるから、そこに」ドクターは答えた。「それじゃあオリドっち、回復するまでちゃんと休んでてね。それまで工作室に来ちゃいけません。危ないから。絶対だよ？」

「わかった、休ませてもらうよ」俺は言った。そして達彌に支えられながら、ノロノロと中庭を去った。

　脇を通り抜けるときにリリーの口から発せられた謝罪の言葉と、曇くもった表情が、まるで焼きつけられたかのようにいつまでも俺の頭を離はなれなかった。

　俺は言いつけ通りに保健室のベッドへ横になった。しかし十分も一人でそうしていると妙に落ち着かなくなって、俺は保健室を抜け出した。そして十二号を彷徨さまよい続けた果てに旧体育館へと辿たどり着き、一人設計図と睨にらめっこしていた伯はく爵しやくの横へ腰を下ろしたのであった──




　物思いに耽ふけっていた俺の顔をしばらく見つめたあと、伯爵は手元の設計図に視線を戻し、こう言った。

「まあ、君がそれで満足しているのであれば、私が言うことは特にないがな。いずれにせよ、私の願いはわかっているだろう？　ドクターを支援し、船を完成させる。既に報酬は渡したのだ、約束くらい守ってもらわねば」

「……なんとかするよ」俺は言った。しかし伯爵は、俺の頼たよりない返事なんかまるっきり無視して、自分の話を少々熱っぽく続けた。

「しかし君たちがそう心配する必要もないだろう。なんといっても、君たちは彼女とともにいるのだからな。ドクターは非常に賢かしこい人間だ。彼女はいつだって、客が頭に描いているもの、最も欲しているものそのものを創つくり上げる。たとえ我々がそれを説明できなかったとしても。今回君たちは彼女の客ではないが、きっと彼女は君たちが必要としているものを提供してくれるはずだ。君や私の理解力など超越してな」

「……まさか、伯爵がそこまでドクターのことを買っているとは思わなかったな」俺は率直な感想を述べた。

「買っているとも。そうでなければあれほどの大金など払わん」伯爵は言った。「ともかく、何があったのかは知らないが君もブルーグラス殿ももう少し辛抱したまえ。そうすれば自分が何をすべきか、あるいは何をしたいのか、理解させられるときがくるだろう」

「ドクターのおかげで、か？」俺は言った。

「全すべてが終わってみれば、私の言葉の意味も自然とわかる」伯爵はそうとだけ答えた。「さて、噂うわさをすれば影かげが射さす、とはよく言ったものだな。織おり戸ど殿、迎えが来たぞ」

　俺は黄色いヘルメットから目を離はなして、大きく開け放たれた工場の出入口に向けた。口をへの字に曲げたドクターが、そこに立っていた。

「オリドっち！　ちゃんと休んでなきゃダメじゃない！」

「織おり戸ど殿を怒らないでやってくれ！　私が連れ出したのだ！」俺おれの横で、伯はく爵しやくがそう応じた。

「……また何かあったら私のところへ来たまえ、織戸殿。説教くらいならいつでもしてやろう」

「まあ、ちょくちょく顔を出すよ。アンタは俺の雇い主だからな」俺がそう言うと、伯爵はどこか愉快そうにフンと鼻を鳴らした。

　俺はドクターに連れられて、第二工作室へと戻った。そこではリリーが、俺たちが切り出したパーツにヤスリをかけていた。万力で挟んだパーツの断面に金ヤスリを当てるだけの仕事だ。俺はリリーから作業手順を簡単に教わって、その仕事を始めた。

　リリーは真剣な顔をして黙もく々もくと作業をしていた。ただひたすら、黙々と。ようやく四人が同じ部屋で作業できるようになったというのに、空気はなんだか重苦しかった。そして、正直に言って、新しい仕事はあまり面白いものではなかった。

　それでも夕方まで作業に励むと、作業台に積まれた未加工の複合板が半分くらいにまで減った。俺たちは残りを片付けるため、月曜からも同じ作業に勤いそしんだ。しかし平日は放課後しか時間を取れず、加えてドクターがたびたび新しく下書きした材料を持ってくるので、結局この仕事は木曜までかかってしまった。














　　その五・五　わたしのきもち






「玲れい子こー、いくよー！」

　後ろから聞こえる、そんな声。

「来たまえ。今度こそ華か麗れいにきめてやろう」

　それから、箒ほうきが濡ぬれ雑ぞう巾きんを打つ音。空振りの音。床に落ちる、雑巾の音。笑い声。

「ヘッタクソだな玲子、そろそろ代われよ」

「待ってくれ、もう一回、もう一回だけ！」

　振り向けば、箒を脇わきに挟んで手を合わせるレーコちゃんの姿。掃除の時間。教室掃除を割り当てられたみんなは、仕事を全部ロボット掃除機に任せて、バドミントンのような羽根つきのような遊びに興じてる。

「まったく。もう一回だけだよ、玲子」

「ああわかってる。今度こそ、今度こそ！」

　そう言って、手の中でくるくる箒を回すレーコちゃん。慣れた手つき。でも飛んできた雑巾に当たったのは、箒の柄。

「あっ！」って言う、レーコちゃんの声。宙を舞まって、わたしの上に落ちてくる、濡ぬれ雑ぞう巾きん。

　べちゃり。

「あーあ。何やってんのさ、玲れい子こ」

「ごめんごめん、リリネットちゃん、大丈夫かい？」駆け寄ってきたレーコちゃんは、そう言って雑巾を摘つまんで、レースの入ったハンカチでちょんちょんとわたしの頭を拭ふく。

「なんだか今日は調子が悪いよ。まあ昨日もそんなによくはなかったけど。そうだリリネットちゃん、次、どうだい？」

　わたしは首を横に振る。いつもなら混ぜてもらうところだけど、今日はわたしも、調子がわるい。

　レーコちゃんは適当に雑巾を放ると、わたしの横に立って、黒板の粉受けに腰を預けた。

「……なんだか、元気がないね、リリネットちゃん」レーコちゃんは言う。

「そ、そんなこと……」

　ないとは言えない、わたしの口。

「全く、私の従弟いとこは何をやってるのかな」

「……職員室の、お掃除」

「そうだけど、そういう意味で言ったんじゃないよ」レーコちゃんはそう言ってため息を吐つく。

「別に、リーチのせいってわけじゃ……」

「おや、それじゃあ、一体誰だれのせいだというのかな？」

「そ、それは……」

　強しいて言うなら、わたしのせい。

　でもレーコちゃんはそういう答えを求めてないってわかってたから、結局わたしは言葉を続けられないまま、黒板消しを動かし続ける。レーコちゃんは粉受けを指でなぞって、わたしの頰ほっぺたにぺたっと当ててきた。

「リリネットちゃん、あの機械、そんなに駄目なのかい？」レーコちゃんはそう問いかけてくる。こくりと顎あごを引くわたし。

「なんでかは、わかんないんだけど……」

「まあ、そういうものは得てして説明できるものではないだろうね」レーコちゃんは言う。

「かくいう私も、ヤモリが苦手でね。なんでかは説明できないけど、あればっかりはどうにも駄目だ。例えば朝起きてアレが天井にくっついていたりするともう……うわ、想像しただけで鳥肌が立ってきたぞ。全く、どうしてくれるんだいリリネットちゃん」

「ぇ、あ、ごめん」

「……今の、謝るところじゃないんだけどなあ」

「ぅ……ご、ごめんなさい」

「……本当に、どうしちゃったんだい、リリネットちゃん」

　わたしに向けられた、レーコちゃんの瞳ひとみ。わたしはそれを、直視できない。

「リリネットちゃん、機械を触るのが恐いのなら、いっそのことドクターの手伝いなんてやめてしまったらどうだい？　なんだったら利り一いちにも一緒にやめるよう言ってみたらいい。リリネットちゃんの頼たのみなら、利一も無下には扱わないさ」

「ち、違うのレーコちゃん。やめたいなんて、わたしはこれっぽっちも思ってないわ」わたしは慌てて言った。「だって、だって、わたしがやめるなんて言ったら、リーチもきっとやめるって言い出しちゃうと思うから……」

　首を傾かしげるレーコちゃん。わたしも、話が嚙かみ合ってないのはわかってる……いや、嚙み合ってないのは話じゃなくて、考え方かも。ここの人たちは、よくも悪くも、自己中心的──

「それじゃあ、特に問題はないじゃないか。それともあれかい？　まさかとは思うけど、リリネットちゃんは実のところ利一と一緒にいるのが嫌なのかい？」

「レーコちゃん……」

「おっと、じょ、冗談、冗談だから。だからそんな失望したとでも言いたげな目を向けるのはやめておくれ」レーコちゃんは言う。「まあともかく私が言いたいのは、我慢はよくないということだけだ。やりたいことはやる。やりたくないことはやらない。ね、簡単でしょ？」

「うん……」わたしはとりあえず頷うなずく。レーコちゃんがわたしのことを本気で心配してくれてるって、わかってたから。でも心の中じゃ、首をぶんぶん横に振ってた。

　だって、なんにも、簡単じゃない。

　なんで、こんなことになっちゃったんだろ。

　リーチと一緒にドクターちゃんのお手伝いを頑張って、船ができたら一緒にクルージングに行く。たったそれだけのはずだったのに。

　リーチはなんでもないことのような顔をしてる。でもリーチが本当は何をしたがっているかくらい、わたしはちゃんとわかってる。わかってるけど、わたしにはどうしたらいいのかわからない。わたしが楽しそうに取り繕つくろっても、わたしがリーチのそういう噓うそを見破れるように、リーチもすぐに見抜いちゃう。だって、リーチは他ほかの誰だれよりもわたしのことを理解してるから。

　気づけばリーチは、たぶん無意識なんだろうけど、大おお騒さわぎしながら機械と格かく闘とうしてるレーコちゃんとタツミくんをぼんやり見つめてて、わたしはそのたびすごい不安に駆られる。

　それでそういう不安がまたわたしをおかしくして、リーチにまたいらない気を遣わせてる。

　はぁーあ。

　なんでこんなことになっちゃったんだろ。

　わたしはただ、リーチを喜ばせたいって、リーチのために何かしてあげたいって思ってるだけなのに。頑張ろうって言ったのは、わたしなのに。

　ねぇ、たすけてよ、リーチ。

　……って、わたしはまたリーチを頼たよってる。だめだな、わたし。














　　その六　カノジョの思惑






　このところ、リリーの口数が妙に多い。

「──それでね、《精せい霊れい種族》の世界だと、この世界でいう時間みたいなものが一つ多いの。人間の世界にはないエネルギーのうねりがあって、世界がそのうねりの上に乗ってるってわけ。マリーが言うには、こっちの世界はその一つの断面でしかなくて──」

　焦ったような、少し落ち着きの欠けた口調で、壊こわれた蛇口みたいにＡ５ノートの妄想を垂れ流しにするリリー。俺おれは、相あい槌づちの打ち方さえよくわからなくなって、黙だまってその話を聞いていた。無力感が、俺の体を足先からジワジワと侵食していた。

　俺たちは元々、会話がなくとも平気なタイプだった。昼飯や散歩、部屋にいるとき、俺とリリーは多くの時間を黙って過ごしていた。一日中一緒にいるわけで、わざわざ話さなきゃならない話題なんて特になく、加えて、俺はその静かな時間に居心地のよさを感じてさえいた。

　それが、今はどうだろうか。

　リリーは返事をしない俺を見て、また少し口調を早める。日常の話題はとうの昔に尽きているから、リリーの口から出てくるのはもっぱら《精霊種族》の設定のことばかりだ。

「──それで、あのね、ずっと昔の《精霊種族》にはその次元を移動して人間の世界に干渉する能力があったんだけど、【精霊】に背いてからはそういう強い力を使えなくなっちゃって、今では観測することが精一杯なの。あ、でももし偶然が重なって──」

　いつもなら、俺はこの話を聞くことが何よりも好きだった。だが、いや、だからこそ、こういう風に《精霊種族》の話を浪費されることは嫌だった。いつもの調子で自然な会話の流れの中から出てくるリリーのファンタジーは、俺に幸福感さえ与えてくれた。まるで、リリーの言葉がこの田舎いなかの空気に溶け込んでいくような、不思議な快感があったのだ。しかし今の言葉には、それがなかった。

　俺はリリーの話を止めたいと思った。リリーが何よりも大切にしているはずのもの、そして俺さえも大切に思っているものを、こんな風に浪費してほしくはなかった。しかしなんといって止めればいいのか、俺には皆目見当がつかなかった。俺は口を半開きにしては閉じ、また半開きにしては閉じを繰くり返していた。散歩でも通学路でも、いつでもどこでも。

　リリーは明らかに、俺の機嫌を取ろうとしていた。そして俺は、そんなことなど少しも望んではいなかった──




「よーし、終わったわ！」

　そう言って、額の汗を拭ぬぐうリリー。金ヤスリを置くと、リリーは綺き麗れいに整えられた部品を万力から外す。俺おれたちに割り当てられた、最後のパーツ。俺と達たつ彌み、玲れい子この三人は、先に自分の作業を終えて手を休めていた。

「お疲れ、リリネットちゃん」達彌が言った。「さーて、どうするか。次の仕事を貰もらいにドクターのところへ行くとするか」

「俺が行って、呼んでこよう。何も全員で行くことはないだろう。一度ここに来てもらって、作ったものを見てもらわなきゃならないんだから」俺は言った。

「あ、わたしも行くわ」と、リリーが振り向く。そんなリリーに、俺は手の平を向けて答えた。

「お前はここで休んでろ」

　達彌と玲子が、揃そろって驚おどろいたような顔を見せる。リリーは目を見開き、次の瞬しゆん間かん、加工を終えたパーツがその手から滑り落ちた。板張りの床にぶつかって響ひびく、カランという音。俺は慌てて一言つけ加えた。

「便所のついでだ」

　これは別に噓うそでもなんでもなかった。リリーを遠ざけようとする気持ちなど、俺にはこれっぽっちもない。それにこういう具合でリリーから離はなれることは、日常的にままあることだ。

　しかし玲子と達彌は懐かい疑ぎ的てきな目を俺に向け、リリーの瞳ひとみは次し第だいに潤うるみを帯び始める。俺は妙なばつの悪さを感じ、半ば逃げるように第二工作室から出ていった。

「はあ、なんでこんなことになっちまったんだか……」

　俺は無意識にボリボリと自分の頭を搔かき毟むしっていた。

　なんでこんなことになっちまったのか。

　どう考えても、原因は俺だ。

　俺はリリーと二人で少しでも楽しめればと思ってこの仕事を引き受けた。しかしどうだろうか、楽しんでいたのは俺ばかりで、リリーにはすっかり辛つらい思いをさせてしまっている。そして俺すらも、そんなリリーを見てこの手伝いを少しも楽しめなくなっているのだ。

　リリーと比べれば、船や伯はく爵しやくのことなど取るに足らない。俺は本気でそう思っている。しかしだからといってドクターの手伝いを放ってしまえば片づく話かといえば、どうやらそうではないらしい。俺が正当に自分を責める一方で、どうやらリリーは俺がつまらなそうにしている原因が自分にあると思っているらしいのだ。だから今更俺が「もうやめよう」なんて言えばリリーがどう感じるか、そんなことは明白である。

　こうなると最早八方塞ふさがりだ。手伝いをやめるわけにもいかず、かといってこのまま地味な仕事を続けていても俺もリリーもジワジワ傷を増やしていくだけ。そしてその先に待っているものは恐らく、俺にとって最悪の結末。

　俺は自分の手に視線を落とした。指に絡みついた髪の毛が、いつもより少し多い気がした。

「なんでこんなことになっちまったんだか……」

　気づけば俺は、トイレのことなどすっかり忘れてＣＥＯ室に辿たどり着いていた。例の絵がかけられた廊下の最奥にある、かつての校長室。横の職員室からは、巨大な機械が立てる低い騒そう音おんが幾重にも重なって聞こえていた。

　俺おれはＣＥＯ室の扉をノックしようと腕を上げ、拳こぶしがぶつかる寸前で止めた。誰だれかの声が、突然に俺の耳に届いたのだ。誰かの声、いや、誰の声であるかは明白だ。機械の騒音の中を透き通ってくる、独特の声音。部屋の中にいるのは、麗うるわしき我らが生徒会長──

「とにかく、お願いいたします。成否は全すべて貴方あなたにかかっていると言っても、過言ではありません…………ええ、もちろん仰おつしやる通りです。詳細は、また後日こうして場を設けてお話しいたします。本日は差し当たって──」

　そういえば、と俺は記き憶おくを掘り返した。確か土曜日、有あり坂さか先せん輩ぱいは様子見に来るようなことを言っていたっけ。ドクターにも用があると言っていたから、つまりこれがそうなのだろう。

　俺は再び手首を振り、よく響ひびくよう三回ほどノックしてからドアを開けた。真っ先に目に入るのは、手前のソファに背筋を伸ばして座る有坂先輩。奥のデスクには、顔を上げてこちらを見るドクターの姿。

　少し、違和感のある光景だった。有坂先輩は、ドクターの方ではなく、向かいのソファに顔を向けていた。

「あれ、オリドっち、もしかしてお仕事終わった？」ドクターが言った。俺は肯定の返事をしながら恐る恐る部屋へ足を踏ふみ入れ、死角となっていた奥側のソファへ目を向けた。

　そしてそこに座っていた瘦そう身しんで爬は虫ちゆう類るい顔の男を見て、俺は思わず声を上げそうになった。

「──ヨウ、古い顔オールド・フエイス。ガキの手伝いとは、結構なことだ」蛇のように大きく裂けた口で不気味な笑みを作り、炎ほのおの魔ま法ほう使つかいは言った。

「兄アニさん、どうしてここに……」

「オイオイ、客はあのガキだけじゃねぇんだぜ？　俺がココにいたって、おかしくはねぇだろ」兄さんは眉まゆを顰ひそめる。「オレからすりゃあ、オマエがココにいることの方がよっぽど変だぜ。なんつーかよ、妖よう精せいさんに会ってから、オマエも変わったよな。そういやぁ……」

　そう言って兄さんは上半身を傾け、俺の後ろに目を遣やった。

「妖精さんがいねぇじゃねぇか。珍しいな。いつもはまだ鎖くさりで繫つながってんのかって思うほどオマエにくっついてるのによ」

「まあ、ドクターを呼びにきただけなんで」俺は答えた。

　兄さんはフンと鼻を鳴らし、「まぁ、なんでもいいけどよ」とぶっきらぼうに言いながら体をソファへ戻した。

「オリドっち、しばらく待っててもらってもいいかな？　こっちの用事が終わるまでさ」ドクターは言った。「これが終わったら、すぐにみんなのところへ行くから」

「こっちの用事って、あとはオレの方の支払いと納品だけだったよな？　じゃあサッサと終わらせようぜ」兄さんがそう言って、ズボンのポケットに手を突っ込んだ。出てきたのは、丸めて輪ゴムで留められた札束。兄アニさんはそれをドクターのデスクへ放った。

「古い顔オールド・フエイス、ちょっとそこで待ってろ。オマエにもオレの新兵器を見せてやる」

「まったく、乱暴だなぁ」と言いながら、ドクターは札束を解く。そして慣れた手つきで枚数を数え、兄さんにニコッと笑顔を向けた。

「毎度毎度、ありがとね」

　それからドクターは立ち上がり、校長室から書庫へと繫つながる扉を開けた。

　書庫は、三畳ほどの小さな部屋。校長室へ繫がる扉以外には、小さな窓が一つ。壁かべには木製の書架が並び、分厚いバインダーを収納している。しかしなんといっても目を引くのは、その真ん中に置かれているビニールプールである。子供用の、ピンク色をした小さなビニールプールは、水の代わりに、もっと別の、あまり似つかわしくないものを蓄えていた。

　ドクターは、兄さんから受け取った札束をビニールプールに加えた。プールに浅く溜たまった他ほかの紙し幣へいに混じり、どれが今追加したものなのかは、すぐにわからなくなった。

「このクソ田舎いなかの金という金をポンプで吸い上げてるみてぇだな」書庫を覗のぞきながら、兄さんが言った。「どうだ、そろそろ研究所くらい建てられるんじゃないか？」

「一日一歩、だよ」ドクターはそう答えて、書庫の扉を閉めた。「じゃ、ついてきて」

　ドクターは俺おれたちをグラウンドの隅に案内した。そこには青いビニールシートを被かぶった巨大なものが置かれていて、兄さんはそれを見るなり愉快そうにこう言った。

「なんか、ますますデカくなったな」

「フレームを伸ばして、尾び翼よくも大きくしたからね」ドクターは言った。そして二人はそれぞれビニールシートの端を持ち、大きくめくるようにしてシートをはぐった。

　ビニールシートの下から現れたのは、奇妙な形をした自転車だった。全幅七メートルを超えるような翼つばさを備え、延長された車体後部の両側には大きなパイプ状の装置が二つ。その上には綺き麗れいな塗装が施された垂直尾翼と水平尾翼──俺の脳みそがこの奇き天て烈れつな乗り物を自転車だとカテゴライズしたのは、以前にもこの乗り物を見たことがあるからだろう。しかし俺とリリーを轢ひき殺しかけたあのときよりも、その姿は飛行機に近づいていた。

「オ、エンジンまで変わってるじゃねぇか」兄さんは嬉うれしそうに言った。「なんつーか、スマートになったな」

「カッコいいでしょ。前のはなんだか楽器みたいだったからね。運良くネットで設計図を見つけたから、作ってみたんだ」ドクターは言った。「しかもね、前より静かになってるんだよ。そうだ、早速試してみる？　ね？　ね？」

「ああ、乗ってみてぇな。だが、ココの広さじゃ離り陸りくできたとしても着陸できねぇだろ」

「大丈夫、引っ張ってあげるから。ちょっと待ってて」

　ドクターはそう言うと、校舎へ向かって駆け出した。数分後、グラウンドに戻ってきたドクターは、例のごとくスケートボードに乗って犬に引かれていた。

「さてと、オリドっちとアリスちゃんにも手伝ってもらおうかな」ドクターはそう言って、犬のリードを兄アニさんに押しつけた。そして自転車飛行機の側そばに置かれていたエアーコンプレッサーに二又に分かれたホースをはめ、その先端についていたエアダスターガンをそれぞれ俺おれと有あり坂さか先せん輩ぱいに持たせた。

「合図があったらさ、パルス・ジェットエンジン……あの筒のことなんだけど、あの前の方に穴が空いてるから、そこに空気を吹き込んで欲しいんだ。そしたらエンジンが起動するから。あとこれ、耳あてね。静かになったっていっても、至近距きよ離りで聞いたらうるさいから。よーし、それじゃあ、早速やっちゃいましょうか！」

　なんというか、ドクターは兄さん以上にワクワクしている様子だ。俺はなんとなく機械加工をしているときの気分を思い出した。ドクターはそれから、腰のあたりに巻きつけていた三本目のリードを自転車飛行機に括くくりつけた。

　ピンク色の耳あてを身につけた兄さんが、犬のリードをドクターへ返し、腕まくりしてサドルに跨またがる。ハンドルに追加されたレバーを操作すると、水平尾び翼よくが上下に動く。兄さんは他ほかの操作系も一通り動かしてから、エンジンの前にしゃがむ俺と有坂先輩、スケートボードに乗り、両腕で犬とマシンを繫つなぐドクターを確認し、フレームについていたバルブを捻ひねった。

「いいぜ、準備完了だ！　エンジンかけろッ！」

　俺は少し戸惑いながら、有坂先輩に続いてエアツールの引き金を引いた。瞬しゆん間かん、エンジン後端から火柱が上がり、続いて耳あてを貫通するような連れん鎖さ的てきな爆ばく音おんが轟とどろき始めた。

「よーし！　バッチリ全開だ！　いくぜドクター！」

「よしきた！　堕おちても恨まないでよね！」

　ドクターが叫んだ。咄とつ嗟さに、俺と有坂先輩はエンジンの側を離はなれる。と、ほぼ同時に、自転車飛行機は前進を始めた。

　二基のジェットエンジンと二頭の巨大なハスキー犬の力を受け、飛行機は猛烈な勢いで加速していく。砂を巻き上げた熱風が吹き荒れ、俺は思わず目を瞑りそうになる。が、それでも必死に薄うす目めを開けていると、片一方のリードを放して横へ逸それていくドクターの姿が見えた。兄さんを乗せた飛行機は今、翼つばさをしならせながら独力で加速を続けている。そして間もなく、四つのタイヤが地面を離れ、エンジン音よりも大きな兄さんの叫び声とともに──

　改造自転車は宙に浮いた。

「ッしゃァァァァァァァァアアアアアアアア！」

　広々とした田舎いなかのグラウンドを、更に対角線方向に、大きく翼を広げた飛行機が飛んでいく。高度は僅わずか一メートル。だが、間違いなくそれは飛んでいた。この世の音という音を残らず圧し殺してしまうような轟ごう音おんを立てながら、百メートルほどの距離を、まるで本物の旅客機のように悠々と飛行していた。俺はその光景から、目を離すことができなかった。

　機体が地上に戻ると、恐らく燃料を供給するバルブを閉じたのだろう、パルス・ジェットエンジンの騒そう音おんが唐突に止やんだ。飛行機は急激に速度を落とし、追走していたドクターが追いつく。そして停止した機体から兄アニさんが降りると、ドクターはピョンピョン跳ねながら何言か叫んで、最終的に兄さんへ飛びついた。飛行のせいか少しフラフラしていた兄さんは、抱きついてきたドクターと一緒に地面に倒れた。それでも次の瞬しゆん間かん、破裂するような大音量で、兄さんの笑い声がグラウンドに響ひびいた。

「……おめでとうございます」

　兄さんの笑い声の上を渡って、そんなことを言う有あり坂さか先せん輩ぱいの声が聞こえた。俺おれは耳あてを取って、先輩の方を向いた。先輩は遠くの二人を見つめながら、静かに手を叩たたいていた。

　気づけば、今は先輩と二人きりだ。

　俺は兄さんとドクターの偉業に対する感動を少し頭の隅に押しやった。そして、ＣＥＯ室に入ったときから抱いていた疑問を先輩にぶつけた。

「──有坂先輩、ドクターの部屋で、兄さんと何を話していたんですか？」

「ちょっとした、世間話ですよ」

　有坂先輩は、俺の方も見ずにそうとだけ答えた。

「……ところで、私の方からも貴方あなたに質問があります。織おり戸どさん、ブルーグラスさんとの間に何かありましたね？」

　有坂先輩は言った。その声は、鼓膜を通り抜けて俺の心臓にまで響いた。

「よければ……」先輩は初めて、俺の方に顔を向ける。それも、体ごと。「……いえ、たとえ貴方にとって都合が悪くとも、何があったのか、教えていただけませんか？」

「……何があったか、ですか」

「もっとも、事態の概要は既に彼女から聞いています。ですが私は、貴方の口から聞きたいのです。何が起こって、それに対して貴方がどう感じているのかを。それに……」

　俺を見る先輩の表情には、キリッとした冷たさが滲にじんでいた。

「織戸さん、貴方は今、助けを必要としているのではありませんか？　よければ、私がその助けになりましょう。何もかも、仰おつしやってください」

「そんな……」

　俺は先輩から顔を背けた。しかし先輩はなお俺のことを見つめ続ける。困惑する俺。そして俺の頭に反はん響きようする、有坂先輩の言葉。助けを必要としているのではありませんか。

「誰だれかに打ち明けるだけでも、何か変わるかもしれませんよ。黙だまって悩んでいるだけで解決することなど、この世にはないのですから」先輩は続けて言った。まるで俺の心の機微を感じ取ったかのように、穏おだやかな声音で。

「それは……」そして俺は、言ってしまった。「……確かに、そうかもしれませんね」

　俺が助けを求めている、それは純然たる事実だった。

　俺はもう一度兄さんとドクターに目を遣やった。兄さんは未いまだ馬ば鹿か笑いを続けている。俺は舌先で唇を湿らせて、初めて工作機械を使ったときの自分のこと、リリーのこと、その後の俺おれたち二人のことを、有あり坂さか先せん輩ぱいに話した。

　話し始めるまでは、キチンとわかりやすい言葉にできるかどうか不安だった。しかし一度話し始めてしまうと、俺の口はもう止まらずに、ことの顚てん末まつを余さず吐き出してしまった。

「──俺は、アイツに遠えん慮りよなんてしてほしくないんです。でも、多分アイツも俺に対して同じように考えてるんです。いや、アイツの方がそういう気持ちが強いかもしれません。それで結局俺たちは、どっちも望んでいないような、中途半端なところにはまり込んでいるんです。なんだか、馬ば鹿かみたいですよね。俺は、確かにこうやってドクターの手伝いをしてモノを作るのが好きです。でもリリーがそれを楽しめないのなら、別にやめたっていいんです。でももし俺が急に『もうやめる』なんて言ったら、アイツはそれこそ余計に気に病むでしょうから、俺にはどうすることもできないように思えるんです」

　言い終えると、俺はなんだか酷ひどく惨めな気分に陥った。先輩はそんな俺に向かって静かな長いため息を吐つくと、まるでトドメを刺すかのように、たった一言、こう言った。

「……確かに、馬鹿みたいですね」

　俺は、胃のあたりが落ち込むような感覚を味わった。

「ええ、本当に。返す言葉もありませんよ」俺は言った。「俺がもっとアイツのことを考えていれば、こんなことにはならなかったはずなのに、それなのに俺は……」

「いえ、それでは馬鹿を重ねるだけですよ。織おり戸どさん──貴方あなたにはそれがわかりませんか？」

　俺は先輩を見上げた。先輩は、相変わらず、その蠱こ惑わく的てきな視線を真まっ直すぐ俺に向けていた。

「それではまるで、以前の貴方のようではないですか」

「以前の、俺……？」

「ええ、ブルーグラスさんとの伝説を作る前の貴方のようです」先輩は言った。「私は貴方ではありませんから正確にはわかりませんが、ブルーグラスさんを取り戻そうと決断したとき、貴方は彼女の望みをあれこれ憶おく測そくするよりも、自分の望みを優先したのではありませんか？」

「それは……」俺は答えた。「その通り、だと思います」

「私は貴方の変化に驚おどろいたものです。どちらがよいというわけではありませんが、自分の望みに従うのは私好みの生き方です。織戸さん、遠慮などしたところで、結局は誰だれのためにもなりません。貴方はそのことをよく理解しているはずです。さすれば、彼女にばかり『遠慮するな』と要求するのではなくて、貴方自身がそれをなさったらいかがですか？　つまり──」

　有坂先輩は俺に一歩近づく。人を幻惑させるような不思議な力を持った瞳ひとみに捕らわれて、俺は指先まで硬直した。

「──貴方は何を求めていますか？　貴方にとって最良の状態とは、どのようなものですか？　それを私に聞かせてください」

　瞬しゆん間かん、俺の口は、まるで自白剤でも飲まされたかのように、勝手に開いた。

「……俺おれは、やっぱり、アイツと一緒にこの手伝いを楽しめたらなって思います。アイツが、アイツが機械を怖がらなくなって、二人でいろいろなことができるようになれば、それはアイツにとっても楽しいことだと思うんです。それで完成したものを一緒に眺めたら、どれだけ嬉うれしいだろうって思います。勝手な願いだとは思うんですけど」

「では、貴方あなたが考えるべきは、どうすればその最良の状態に辿たどり着けるか、その一点のみなのです」先せん輩ぱいは言った。「そして、ようやく私にもアドバイスができます。ブルーグラスさんが抱えているのは、ある種の恐怖症と言えるでしょう。彼女は機械に対して非合理な恐怖心を抱いている様子です。さて織おり戸どさん、恐怖症の克服方法について、何かご存知ですか？」

　俺は首を横に振った。

「私も医師ではありません。ですから効果のほどは保証いたしかねますが、いくつか方法を存じています。例えば、恐怖を感じる状況とリラックスできる状況を紐ひも付づけて認識させる方法。例えば、恐怖心を抱く対象に段階的に近づいていく方法。詳細は後ほど文章にして貴方に送ります。とにかく、私が申し上げたいのはこういうことです。貴方もブルーグラスさんも、自分のわがままを隠すべきではないのです。それに貴方たちは、お互いを誰だれよりも深く理解していなければならないはずでしょう。貴方たちは、そう──婚約者なのですから」

「婚約者……」

「違いますか？」

「……いいえ、先輩の言う通りです」俺は答えた。不思議と、噓うそを言うような感覚はなかった。「ありがとうございます、有あり坂さか先輩。なんとかしてみようと思います。なんたって、俺はアイツの婚約者なんですから」

「お礼の言葉など、言っていただく必要はありません。そもそも私が巻き込んだことですから」先輩はそう言って、ようやく俺から視線を外した。「それに、そう、貴方たちには心からこの仕事を楽しんでいただかなければならないのです。この計画のために。あの人のために」

「計画？」

「織戸さん」先輩は声を高めた。「貴方には期待しています。ブルーグラスさんと同様に」

「有坂先輩、一体何を……？」

「ほら、来ますよ」先輩は言った。視線の先を見ると、満面の笑みを浮かべながら例のごとく犬を使って改造自転車を引っ張るドクターの姿があった。自転車の上には兄アニさんの姿もある。

「ねぇ、オリドっち、アリスちゃん、見てた見てた？　凄すごいでしょ、ちゃんと飛んでたでしょ？」

　ドクターは興奮した様子で叫ぶようにそう発し、スケートボードから降りるなり有坂先輩にひしっと抱きつく。先輩は褒ほめ言葉を呟つぶやきながらそんなドクターの頭を優しく撫なでた。

「なぁドクター、ところでよ、名前はもう決めてあるのか？」自転車のハンドルに頰ほお杖づえをつきながら、兄さんが言った。「まだだったら……」

「決めてあるよー」有あり坂さか先せん輩ぱいの胸に頰ほおを押しつけたまま、ドクターは答えた。「その子はね、『DA-503 EILEEN』っていうの」

「あれ、アイリーンって、前も使ってなかったか？」俺おれは反射的にそう尋ねた。「確か……あ、そうだ、あのラジコン飛行機」

「せーかい、オリドっち、十ポイント！」ドクターは言った。「だってその子の翼つばさ、元はオリドっちが墜おとしたアイリーンちゃんのヤツなんだもん。ちょっと延長してあるけどさ」

　俺は今一度自転車飛行機、新製アイリーン号をまじまじと見てみた。言われてみればどことなく、貯水池で襲おそいかかってきたあの飛行機、俺が撃げき墜ついしてリリーに踏ふみつけられたあのラジコン飛行機に似ているような気がした。

「あー……なんていうか、その、なんだ、まだちゃんと謝ってなかったな」俺は言った。「すまなかった、あのラジコン、ぶっ壊こわしちまって」

「んー？　別にいいよー。というか、あたしはむしろ感謝してるくらいだからねー」ドクターは答えた。「オリドっちが壊してくれたおかげで、こうしてまた新しいものを作れたんだから。破は壊かいなくして創造なし。なんだってそうだよ。壊す勇気がなければ使えないし、使わないのなら作ってもしょうがないでしょ。むしろ壊すために作るくらいじゃないと。さてと……」

　ドクターは有坂先輩から離はなれ、俺の方を向いた。

「長々待たせちゃったね。みんなのところへ行こっか」




　ドクターは二階の工作室で俺たちの努力の跡を確認すると、四人全員を連れて旧職員室へ移動した。旧職員室、現在の第一工作室では、普段からドクターの手伝いをしている数人の女の子が巨大な機械を巧みに操り、金属らしきものの加工に励んでいた。

「タッちゃんとレーコちゃんにはね、こっちのお仕事を覚えてもらおうと思うんだ。こっちの、もっと大きい工作機械を使ったお仕事をね」ドクターは言った。どういうわけか、俺とリリーの顔を交互に見ながら。「いろいろできた方が楽しいし、こっちも助かるからね。オリドっちとよーせーさんにはまたしばらく同じことをやっていてもらおうかな」

　俺は自分がどういう顔をしていたのか知らない。チラッと横を見ると、同じように俺の方へ顔を向けたリリーと目が合った。リリーはすぐに顔を背けた。俺からは、リリーが下唇を嚙かんでいるように見えた。俺はそれを、悔しくさえ思った。




　手伝いを終えて十二号児遊館から家に帰る途中、俺の携けい帯たい電話はやたらと長いメッセージを立て続けに三通受信した。ディスプレイに表示された有坂先輩の名前を見て、それがなんであるかはすぐにわかった。

　俺は家に着くなりトイレへ駆け込み、大急ぎでその長文に目を通した。そこにはいくつかのアドバイスが詳しく解説されていた。男子中学生たる俺には、正直に言って、細かな理論など何一つ理解できなかったが、読んでいる内にふと一つの作戦を思いついた。

　俺おれは夕飯の支し度たくに取りかかろうとしていた母を止め、階段を一段飛ばしで駆け上がった。そして俺の部屋で例の設定ノートになにやら書き込みをしていたリリーに向かって、こう言った。

「リリー、今から一緒に料理しようぜ」

　リリーは、息を切らせながらそんな発言をした俺に、怪け訝げんそうな表情を返してくれた。














　　その七　よーせーさんのお料理教室






　長い髪をゴムで束ねると、いつもは髪で隠れているうなじのあたりが露あらわになる。魚のイラストがプリントされたエプロンを身につけ、リリーは冷蔵庫を覗のぞきながらため息を吐ついた。

「それで、何を作ろうっていうの？」

「決めてない」俺は正直に答えた。「買い出しに行くのは面倒だからその中にあるもので済ませようと思うんだが……知っての通り俺には目玉焼きしか作れないからなあ」

　リリーはまた一つため息を吐く。ただ──これは俺の希望的観測に過ぎないのかもしれないが──怒っているとか、不機嫌になっているとか、そういう雰囲気は感じなかった。むしろ嬉うれしそうにも感じられて、俺はちょっと首を傾かしげた。

「全く、何がしたいのよあんたは」

「いいだろ？　なんていうかさ、久しぶりにお前の作った料理を食いたくなったんだ。俺も手伝うからさ、なんか作ってくれよ」

「……ま、まあ、いいけどね、たまには」リリーは言った。

　リリーは、女子らしく、という言い方は悪いかもしれないが、ともかく料理ができた。一緒に住んでいた頃ころには、泊めてもらっているお礼にと何度か夕飯を作ってくれたこともあった。腕前は中々のもので、大喜びした俺おれの母親は「本当に結婚してくれればいいのに」なんて際どい発言もしていた。

「うーん、挽ひき肉とタマネギがあるから、ハンバーグでも作る？　あんた好きでしょ？」

「お、いいなそれ」俺は言いながら、本日のメインアイテムである包丁とまな板を用意した。「よーし、タマネギを取ってくれ。俺が切ろう」

「お願いするわ」リリーはそう言って、俺にタマネギを一玉手渡した。「わたしタマネギ切るの苦手なのよね。なんでかわからないけど、凄すごく目にしみるのよ」

「きっと、目がデカいからだな」俺は軽口を叩たたきながら、その軽口とは真逆の重い気持ちで手に持った大きなタマネギを見つめた。

　今から俺がやろうとしていることは、全く、狂っているとしか表現のしようがない。

　俺はやたらと時間をかけてタマネギの皮を剝むいた。その横でリリーはテキパキと挽き肉やらパン粉やらの準備をする。俺がタマネギを半分に切ってまな板の上に置き、みじん切りを始めようとする頃には、リリーは他の用意をほとんど終えていた。

　タイミングはバッチリだ。俺は左手の指をピンと伸ばしてタマネギを押さえ、包丁を入れた。

　怖こええ。

　包丁がサクリとタマネギの端を切り落とした瞬しゆん間かん、同じことが自分の指先にも起こるんじゃないかという恐怖心が全身を駆け巡り、額から変な汗が滲にじみ始めた。リリーはフライパンを温めながら卵を溶いており、まだ俺のしていることに気づいていない。俺は勇気を奮い起こし、明日も左手に指先があることを祈りながら、なるべくぎこちなく包丁を動かし続けた。

　そしてタマネギを半分くらいまで切ったところで、ようやくリリーが俺の包丁捌さばきに気づいた。

「ちょ、ちょっと！　ストップ、ストップ！」目を丸くして、リリーが叫んだ。「リーチ！　一体どういう切り方してるの！」

「どういう切り方って、何かおかしいか？」俺はとぼけてそう言った。

「『何かおかしいか』じゃないわよ！」リリーは吠ほえた。「今すぐ！　包丁を！　置きなさい！」

　俺は言われた通り包丁を置く。するとリリーは俺の左手をムンズと摑つかんで、指先をまじまじと見つめた。

「……取れてないわね？」

「取れてたら吞のん気きにタマネギなんて切ってねえよ」

「全く、包丁もまともに使えないだなんて！」リリーはまだ憤ふん然ぜんとした様子だ。そして包丁を手に取って俺に言った。「そこをどきなさい。わたしがやってみせるから、見てなさい」

　リリーはまな板の前に立って、正しい手の置き方をレクチャーし始めた。

「いい、こうやって猫の手を作って──」

　もちろん、包丁の正しい使い方くらい俺おれだって知っている。俺は真剣そうな顔だけ作って、リリーの話を右から左に聞き流しながら、次に発すべき言葉を考えた。

「……なあリリー」

　リリーの説明を遮るように、俺はちょっと大きな声で呼びかけた。

「不思議だと思わないか？」

「……何がよ」リリーは手を止め、不機嫌そうな顔をこっちに向ける。俺はシンクの角に腰をもたれさせ、話を続けた。

「お前が使ってるその包丁、ソイツだって間違えれば指を切る可能性はある。でもリリー、お前は包丁を使うとき、いちいちそんな心配はしない。不思議じゃないか？」

　リリーの顔から、怒りの色がサッと消えた。そして代わりに、あの、不安そうな表情が覗のぞいてきた。恐らくリリーは、俺が何をしたかったのか、これから何を話すつもりなのかを理解してしまったのだろう。

「……不思議ってことはないでしょ、慣れてるし、危なくない使い方を知ってるんだから」リリーはボソボソと呟つぶやくように言った。

「そうだ、お前は安全な使い方を知ってる」俺は言った。「指を切らないで済む使い方を知ってる。使い方を知っていれば、ソイツは便利な道具だ。危なくなんかはない。もちろん危険がゼロってわけじゃないが、過度な心配をする必要なんてない。違うか？」

「……あんたは、あのノコギリも同じだって言いたいのね」リリーはそう言って、包丁を置いた。まな板の上には短冊のような切れ目を入れられたタマネギが残っている。

「端的に言えば、そういうことだ」俺は言った。「リリー、確かにあの機械には危険もある。下手すりゃ本当に指だって切っちまうだろう。でも、正しい使い方さえ守っていればそんなことは起こらない。リリー、その包丁と同じなんだ」

　リリーは包丁に視線を落としながら、しばらく黙だまっていた。俺はフライパンを温めていたコンロの火を止め、言葉を待った。

「……一体、どうすればいいのよ」リリーはポツリと言った。

「もう一回だけ、チャレンジしてみてくれないか」俺は答えた。「もう一回だけ。それでお前がやっぱり嫌だって言うんなら、俺はドクターの手伝いをすっかりやめちまおうと思ってる」

　リリーがポニーテールを大きく揺らしながら、俺の方を向いた。

「リーチ……」

「リリー、これから俺が聞くことに、正直に答えてくれ」俺は言った。「ドクターの手伝いは楽しいか？」

「ぅ、わ、わたし……」リリーはまた目を伏せ、唇を歪ゆがませながら黙りこくる。俺はもう一度「正直に言ってくれ」と言って急せかした。するとリリーは、弱々しく首を横に振った。

「よーし、そしたら俺も正直に言うぜ」リリーの頭頂部を真まっ直すぐ見つめたまま、俺は言った。

「触ってた時間はほんの僅わずかだったが、俺おれはあの機械を使うのが楽しかった。それに達たつ彌みや玲れい子こが使い始めたデカいやつも触ってみたいと思ってる。だから俺は、できることならドクターの手伝いを続けたい」

「……じゃあなんで、やめようと思ってるなんて言ったの？」リリーが言った。「その、わ、わたしのためなの？」

「違うな、自分のためだ」俺はハッキリ答えた。「ドクターの手伝いは『できるならやりたい』。だけどお前と離はなれて一人でやるだなんて、そんなつまんなそうなこと、俺には『できない』。俺にとってどっちが大事か、そんなのハッキリとしてる。俺は、お前がつまらなそうにしてるところも見たくない。だから、やめたって構わないんだ。だが、もちろんそれが最良ってわけじゃない。俺にとっての一番は、俺とお前が一緒にドクターの手伝いを楽しむことだ。一緒に楽しく作業して、船の完成を見て、一日クルージングをする。これが一番。だから、リリー、頼たのむ、俺にもう一回だけチャンスをくれ。この最良を摑つかむチャンスをさ」

「……勝手なのね」リリーは言った。

「ああ、勝手だ。当たり前だろ？　俺を誰だれだと思ってやがる。俺がお前を連れ戻すために一体どんなことをしたのか、まさか忘れたわけじゃあるまい」

　俺がそう言うと、リリーはクスリと小さく笑った。

「そうね、あんたは勝手なやつよ」リリーは言った。「でもわたし、自信ないわ……」

「大丈夫、ちゃんと秘策を用意してある。それに……」

　俺は自分の手元にまな板を引き寄せ、慣れた手つき……とまではいかないが、それなりの手際でタマネギをみじん切りにした。リリーが既に他の準備を終えていたので、あとは材料をこねてフライパンで焼けばハンバーグの出来上がりだ。俺はタマネギにしか手を出していないから、きっと美お味いしく仕上がることだろう。

「駄目なら駄目で、別のことをして遊ぼう。気負うことなんてねえよ。折角、なんでもできるところにいるんだから」俺は言った。「兄アニさんと一緒に空を飛んだりするのも楽しいだろう。お前に妙な我慢をさせながら一人遊びするよりは、よっぽどな。だって俺たちは……」

　俺は、俺とリリーの関係を的確に表す言葉を探して、頭の中を引ひっ搔かき回した。そして気づけば、あの言葉を使っていた。

「……婚約者ってやつなんだからな」

　リリーは驚おどろいたように顔を上げ、それからプッと吹き出した。

「あんたまでそんなこと言って」リリーは言った。「……料理、作っちゃいましょ。おなか空すいたわ。ご飯を食べたら、あんたの秘策ってやつをゆっくり聞かせてもらうから。リーチ、フライパン温め直してくれる？」

「……承った」俺は答えた。

　それからハンバーグを焼く仕事まで俺に回ってきた。おかげで少し焦がしてしまったが、リリーの味付けのおかげで、俺おれたちの夕食は期待通りの味だった。




　明くる金曜日の放課後、俺はリリーを工作室の外に長らく待たせ、部屋中にビニールテープで短い線をいくつも引いた。部屋の入口から電動糸いと鋸のこまで、段々間隔を短くしながら真まっ直すぐ並ぶ黒い線。俺は今一度クリップボードに留めたメモとテープの間隔を照らし合わせ、それから電動糸鋸のスイッチを入れた。低く唸うなるような音が工作室に木こ霊だまする──これで準備は完了だ。俺は部屋の外に出て、扉を閉めた。

　リリーはドアのすぐ側そばにしゃがみ、鬼気迫る表情で設定ノートと睨にらめっこしていた。加えて、どういうわけか、リリーは完全な《精せい霊れい種族》へと変へん貌ぼうしていた。つまり、肌に白い化粧を施し、髪と同じ色のカラーコンタクトレンズをつけていたのだ。服装以外は、初めて出会ったときと同じ格好。忘れもしない、あの三日間と同じ格好。ドキリとした。

「何してるんだ？　というか、その格好……」

「ちょっとしたおまじないよ、おまじない」リリーはなんでもないことのようにそう言って、設定ノートを勢いよく閉じた。「さて、やりましょ、リーチ。準備、できたんでしょ？」

「ああ」俺は答えた。「よし、それじゃあ始めるとするか」

　俺は紙を一枚めくり、たくさんの項目が箇条書きに並ぶページを表に出す。

「やることは、昨日説明した通りだ。お前には、段階的に恐怖の対象……つまり電動ノコギリに近づいてもらう」

　リリーはコクリと頷うなずく。

「……改めて言うが、俺はこういうことに詳しいわけじゃない。ド素人しろうと中のド素人だ。だから、やめたくなったら──」

「そういうの、いいから」リリーはキッパリとした口調で言った。「早く、最初の指示を頂ちよう戴だい」

「あ、ああ」俺は慌てて一番上の項目を確認した。「ええと、まずはこの扉の前に立ってくれ」

「立つだけでいいの？」

「ああ、立つだけで」

　リリーは俺の指示通り、第二工作室の扉の前に立った。

「どうだ？　その扉の向こうには例の機械があるわけだが、何か感じるか？」

「別に、何も」リリーは答えた。「音は聞こえるけど、今はまだ怖くもなんともないわ」

「よし、よし」俺は当該項目の横に書いたチェックボックスへレ点を入れた。これで第一ステップは完了だ。「そしたら、次はその扉を開けてくれ。開けるだけでいい」

「わかったわ」リリーはそう言って、取っ手に手をかけ、一息に開いた。遮るものがなくなって音は一層大きくなり、真まっ直すぐ前には目にも留まらぬ早さで動き続ける電動糸いと鋸のこが見える。

「どうだ？」

「まだ、なんにも。ほんとよ？」リリーは言った。言葉通り、リラックスした様子だ。「ところで、ビニールテープがいっぱい貼はってあるけど、これに従って近づいていけばいいわけ？」

「そういうことだ」俺おれは言いながら、レ点をまた一つ入れた。「だが次のステップは、部屋の中に一歩踏ふみ入れることだ。さて、問題がなければやってくれ」

　リリーは、ちょっと呆あきれた様子さえ見せつつ、部屋の中に足を踏み入れた。

「なんてことないわ、楽勝よ」

「じゃあ、そこから一番近いテープまで移動してくれ」

　最初の線は、機械から四メートルほどのところに引いてあった。リリーは髪を揺らしながらスタスタと歩き、その最初の線に爪先を揃そろえて止まった。

「どうだ、何か感じるか？」

「うーん、別にまだなんてこと……」言いながら、リリーは機械をじっと見つめる。上下するワイヤーのような刃。リリーの指先が、ピクリと動いた。「な、なんてことないわ！　ほんとよ！」

「それじゃあ……」俺はチェックボックスへマークをつけながら言った。「ここで一度服装を確認しよう。作業着のボタンはちゃんと全部留めてあるな？　髪は？」

「今縛しばるわ」リリーはそう言うと、ポケットからヘアゴムを取り出して長い髪を縛った。

「手袋はしてないな。メガネもよし、と……それじゃあ次の線まで移動してくれ」

　リリーはテープの間を移動し、俺はリリーのフィーリングを確認する。俺たちはこのステップを何度も繰くり返した。最初は一メートル間隔で引いてあったテープも、七十センチ間隔、五十センチ間隔と段々短くなり、リリーが機械に近づくスピードも遅くなる。こういった機械に恐怖心を抱かない人間にとっては酷ひどく退屈な作業だろう。しかしリリーは真剣な表情で一ステップずつ真ま面じ目めにこなした。いつしか機械との距きよ離りは一メートルを切り、リリーの指先は服を摘つまんだり捻ねじったりとモジモジ動くようになっていた。

「駄目だと思ったら、ちゃんと言ってくれよ」

「まだ大丈夫だわ」リリーは答えた。「強がりに聞こえるかもしれないけど、ほんとよ。前に比べれば、ぜんぜん」

「それじゃあ、また一つ進んでくれ」

　俺が言うと、リリーはコクリと頷うなずいて、三十センチほど前進する。次は二十センチ、その次は十五センチ、十センチ、最後の一つは、たった五センチメートル。遂ついにリリーは、電動糸いと鋸のこの前に立った。

　リリーは両手を重ねてギュッと胸元に押しつけている。やはり不安そうだ。しかし言葉通り、以前よりもずっと落ち着いていた。リリーは機械の前で一度、深呼吸した。

「次のステップだ、機械の電源を切ってくれ」俺は言った。

　リリーは手を伸ばし、スイッチを動かした。電流が遮断され、機械が停止する。同時に訪れる、静寂。リリーがポツリと呟つぶやいた。

「……船が完成したところ、早く見てみたいわね」

「見るだけじゃなくて、乗ることだってできるんだぜ」俺おれは言った。「伯はく爵しやくも言ってたが、ここの、特に春や秋の景色は本当に綺き麗れいだ。見てみようぜ、船の上から、一緒にさ」

「二人っきりで？　それとも、タツミくんやレーコちゃんも一緒に？」

「アイツらは景色とかそういうもんに興味がないからなあ。この土地しか知らないから、その価値がわかってねえんだよ。アイツらと一緒でも楽しいとは思うが、俺は、そうだな、お前と二人っきりで落ち着いて見てみたいかな。そんときはさ、弁当か何か作ってくれよ」

　リリーはクスリと笑った。

「いいわよ。またハンバーグでも作る？　そしたらリーチにも手伝ってもらえるし」

「悪くねえな。次は焦がさないように気をつけるよ。どう気をつければいいのかは知らないが」

「今度、ちゃんと教えてあげるわよ」リリーは言った。「……続き、やりましょ」

「ああ」

　俺はクリップボードの紙をまた一枚めくった。残る項目は、それほど多くない。俺はリリーに、機械の電源を入れ直すよう指示した。再び動き始める電動糸いと鋸のこ。騒そう音おん。リリーは上下する刃をじっと見つめた。

「いいか、包丁と同じだ」俺は機械の音に負けないよう、声を張った。「使い方を間違えなければ、そんなちっぽけな機械、危なくもなんともない。いいな？」

　リリーは頷うなずく。

「リリー、機械のテーブルの上に指を置いてくれ。端っこでも、どこでもいい」俺は言った。

　リリーは、もう一度頷く。そして僅わずかに震ふるえる指を持ち上げ、その先をテーブル、中央に刃の通る穴が空けられた、材料を載せる台の端に置いた。

「もう少し、刃に近づけてみてくれ」レ点を入れながら、俺は言った。

「もう少しって、どれくらい？」

「一センチでも、一ミリでもいい」

　リリーは、指先をつーっと滑らせ、二センチほど、テーブルの中央で乱暴に動き続ける刃に近づけた。白い指先。化粧のためか、あるいは血の気が引いたためか。

「リリー、大丈夫か？」

「……大丈夫よ、わたしは《精せい霊れい種族》、こんなの怖くもなんともない」リリーは、まるで自分に言い聞かせるかのようにそう言った。「わたしは《精霊種族》、怖くなんてない」

　俺はクリップボードのチェックマークを増やし、最後から二番目の項目に目を通した。

「リリー、横に材料の板があるだろ？」俺は言った。「真っ二つに、切ってくれ。できるな？」

「……もちろんよ」リリーは答えた。

　リリーは指を離はなし、手を何度か握ったり開いたりしてから、複合板を拾い上げた。そしてそれをテーブルの上に載せ、両手でしっかりと押さえた。

　額に薄うすく浮いた汗、真一文字に結んだ唇。潤うるみを帯びた、大きな青い瞳ひとみ。リリーは板を押し、少しずつ、ほんの少しずつ刃に近づけた。刃と材料の距きよ離りは、一ミリ、また一ミリと短くなり、最終的にゼロとなる。瞬しゆん間かん、リリーの肩がピクリと動いた。しかし、それだけだった。リリーは悲鳴を上げることもなく、切りくずを飛ばしながら、板を真まっ直すぐ断ち切った。

　俺おれは、駆け寄りたくなる衝しよう動どうをグッと堪えた。機械の電源を落としたリリーは、二つに分かれた複合板を持ち上げ、蛍光灯の光を当てて切断箇所を見つめる。最初は呆ぼう然ぜんとしていた表情が、まるで氷が溶けるかのように綻ほころんでいく。リリーは満面に笑顔を作り、板を俺に向けた。

「リーチ！　見て！　やったわ！　わたし、わたし……！」

「ああ、すげえよリリー」俺は言った。「お前はやっぱり……クソ、なんて言ったらいいかわかんねえな」

「こんなの、こんなの楽勝よ！　どうってことないわ！」リリーが、感情の堰せきが切れたかのように叫んだ。「だって、だってわたしは《精霊種族》なんだから！　こんなの、こんなの！」

「あはは、あたしも、よーせーさんならきっとできると思ってたよー」

　俺とリリーは、揃そろって部屋の入口へ顔を向けた。ドクターが、両りよう脇わきに大きな工作物をいくつも抱えて扉の前に立ち、いつものニコニコとした表情を俺たちに向けていた。

　ドクターは俺たちの側そばまで歩み寄り、呆あつ気けにとられる俺からクリップボードを引ったくった。そしてチェックマークのついたページに満足そうな顔で目を通し、まだレ点のついていない最後の項目を確認してニヤリと笑った。

「よーせーさん、新しいパーツを一つ、切り出してもらってもいいかな？」ドクターは言った。そしてクリップボードを俺の手に戻し、リリーに新たな複合板を渡した。「そのパーツがあれば、この子が完成するんだよね」

「ドクター、それは一体なんだ？」

「んー、完成してからのお楽しみ、かな？」ドクターは答えた。「よーせーさん、大丈夫だよね？」

「……わかったわ、やってみる」手に持った複合板に視線を落としながら、リリーは言った。表情に、真剣さが戻っていた。

　ドクターに腕を引かれ、俺はリリーから離はなれる。リリーは再び機械の電源を入れ、動き出した刃に材料の板を当てた。ゆっくりと、丁てい寧ねいに、リリーは薄うすく引かれたケガキ線に沿って板を切る。震ふるえのなくなったリリーの手は、驚おどろくような繊せん細さいさで板を巧みに動かし、達たつ彌みよりも早く、俺よりも綺き麗れいに加工した。切り出されたパーツを見て、ドクターさえもその目に驚きの色を見せていた。

「なんていうか、さすがよーせーさん、って感じかな？」ドクターは言った。「さてと、ちょっと待っててね。残りの加工をパパっとやっちゃうからさ」

　ドクターはリリーから受け取ったパーツにいくつか穴を空け、それから簡単にヤスリをかけた。大きくて、少し複雑な形のパーツ。ドクターはその部品を基点に、脇わきに抱えていた工作物を繫つなぎ合わせた。この工作物、このところ俺おれたちが加工していた部品がふんだんに使われている。そして出来上がったのは、なんとも奇妙な、ミサイルポッドのような兵器。

「じゃじゃーん。七センチ二十五連短射程ロケット砲、第一号の完成だよ！」ドクターは嬉うれしそうに言った。「どう、カッコイイでしょ？」

「かっこいいっていうか、これってなんなの？」リリーが言った。「あの船に載せるものなの？」

「もちろん！　大事な大事な、対空装備だよ！」ドクターは答えた。「そうだ、よーせーさん、使ってみる？　ねえ、使ってみる？　ねえねえ、ねえねえねえねえ、いいでしょ？　よーし、決まり！　やっぱり作ったものは使わないとね！　ついてきて！」

　ドクターはロケット砲とやらを抱きかかえると、跳ねるような足取りで部屋から出ていってしまった。リリーがあとを追ったので俺もついていくと、ドクターは外へ出てグラウンドに向かい、その端にロケット砲を置いた。それからドクターは近くの倉庫を開け、例のエアーコンプレッサーと、大量のペットボトルを取り出した。

「さーて、二人にはこのペットボトルに水を入れてきてもらおうかな」

　ドクターはペットボトルの入ったビニール袋をリリーに渡し、そう言った。俺たちは指示通りにペットボトルへ四分の一ほど水を汲くみ、それから特殊なキャップをはめてロケット砲のパイプに一本一本挿入した。それが終わると、ドクターがエアーコンプレッサーを使って全すべてのボトルに空気を充じゆう塡てんした。

「これで準備かんりょーだよ！　よーせーさん、早速試してみよっか！　実はね、よーせーさんのためにスペシャルな的まとを用意してあるんだ。それじゃ、張り切ってどーぞ！」

　ドクターは言った。すると、どこからともなく現れたのは、なんとも珍妙な格好をした我が従姉いとこ。玲れい子こはその頭に、ピンク色の風船をくっつけていた。

「じゃじゃーん！　……って、利り一いち、なんだいその顔は」

「いや、真っ当なリアクションだと思うが……」

「なんだいなんだい、折角私も二人のために一肌脱ごうと思ったのに」玲子は言った。「さあ、リリネットちゃん、私に向かってバーンと撃うってみちゃってくれ。思いっ切り頼たのむよ？」

「え、だ、大丈夫なの？」

「大丈夫、ちゃんと当たってみせるから！」

　そう叫ぶなり、グラウンドに向かって駆け出す玲子。俺は少し呆あきれながら、困惑するリリーの背中を押してロケット砲の後ろに立たせた。

「じゃ、よーせーさん、右側にあるハンドルをくるくるーって回せばいいからね」

　ドクターは言った。リリーは俺の顔をチラリと見ながら、恐る恐るハンドルに手を置く。俺はそんなリリーの小さな手に自分の手を重ね、リリーの腕の動きに合わせて、大きな円形のハンドルをゆっくりと回した。

　ギアの嚙かみ合う感触が、ハンドルを伝わって手に響ひびく。ハンドルを九十度回すたび、一発ずつ撃うち出される、透明なペットボトルのロケット。計二十五発、水の尾を引きながら空に舞まい上がるロケットは、空気の抵抗を受けて縦横無尽に飛び回り、役目を果たそうと駆け回る玲れい子こを翻ほん弄ろうした。結局、玲子はただの一発もその頭の風船に当てることができなかった。そしてしまいには頭からつんのめるように転び、風船の割れる虚むなしい音をあたりに響かせた。

「全く、何がしたいんだアイツは……」

　俺おれはリリーの横顔に目を向けた。頭によぎる、一抹の不安──しかしリリーは、完成したばかりの二十五連ロケット砲をその手で動かしたリリーは、そんな虚しさとは真逆の何かをこの瞬しゆん間かんから感じ取った様子で、滑らかに撃ち出されたロケットが残していった霧きりのような軌跡と、そこに現れた細い虹にじを、小さく口を開けてぼんやり見つめていた。

「……まあ、あのデキの悪い的のことは置いておくとして」ドクターが言った。「どう？　よーせーさん、すごいでしょ？　ね？　これ、よーせーさんたちが作ったんだよ？」

「……わたしたちが、作った？」

「そうだよ、みんなで一緒にね！　よーせーさん、どう？　こういうのってさ、楽しいと思わない？　何かを作るのってさ、楽しいと思わない？」

「楽しい……？」リリーはロケット砲に手を乗せ、撫なでるように動かす。口元に覗のぞく、小さな笑み。段々とそれが、顔全体に広がっていく。この表情が、リリーの答えの全すべてを物語っているのだろうと、俺は思った。俺はクリップボードを拾い上げ、最後の項目にチェックをつけた。

「……ねえ」リリーはドクターに呼びかけた。「あのさ、簡単なお手伝いは、もう飽きちゃったから、わたしたちにも、もっといろんなお仕事を任せてくれない？」

　ドクターは弾はじけるような笑顔をリリーに向け、それからリリーに飛びついた。

「期待してるよ、よーせーさん！」絞め殺さんばかりの勢いでリリーを強く抱き締しめたドクターは、リリーの耳元でそう叫んだ。

　そしてドクターは、リリーには見えない位置で密ひそかに親指を立て、何を言うこともなく俺に向けた。ピンと立った、小さな親指。ドクターのこの仕草を見た瞬間、俺は伯はく爵しやくの言葉の意味を悟った。

　一体俺たちは、いつからドクターの思惑の上にいたのだろうか。少なくとも、今日ドクターが完成間近のロケット砲を持って現れたことは、偶然じゃない。それに、有あり坂さか先せん輩ぱい。昨日先輩に出会ったこと、先輩から助言を貰もらったことも、きっと偶然じゃない。先輩は言っていた。『事態の概要は既に彼女から聞いています』と。ドクターは先輩がどんな助言をするのか、それを受けて俺がどんな行動に出るのか、わかっていたのだろうか。そしてその上で、ロケット砲を今日完成させるためにこれまでの仕事を割り振っていたというのだろうか。もっと言えば、犬の世話。リリーがあの犬に苦手意識を持っていることはドクターもわかっていたはずだ。それなのに世話を任せたのだから、これにもなんらかの意図があったのではないだろうか。あの騒そう動どうがなかったら、俺おれはこれまでの行動をちゃんと起こせていただろうか。

　──きっと彼女は君たちが必要としているものを提供してくれるはずだ。君や私の理解力など超越して──

　いや、考え過ぎだろう。俺は頭を振った。明らかに、考え過ぎだ。しかしリリーも工作機械が使えるようになったこの現状は、俺が最も強く望んでいたものに間違いなかった。

「それじゃあみんな、手を出して！」パッとリリーから離はなれ、手を突き出したドクターが言った。俺たちは意図を解して、そこに手を重ねた。

「みんなで力を合わせて、船の完成に向かって頑張りましょー！　改めまして……えい、えい、おー！」

　俺たちは大きく手を振り上げた。














　　その七・五　わたしのほんとう






　へんなひと。

　普通の人なんてここにはいないし、そもそも充分変わってるわたしが言うのも変な話だけど、一中の会長さんは、やっぱり変わってる。

　なんだろう、一見普通に見えるから、余計にそう思うのかな？

「……このくらいで、いいでしょう」ゴムベラを持った手を止めて、会長さんは言った。ボウルの中にはクリーム色の生地。それから会長さんはその生地をオーブンシートの上に広げて、ちょうど予熱の終わったオーブンの中に入れた。

　日曜日を挟んで、月曜日のお昼休み、会長さんに呼び出されたわたしは、三階の家庭科調理室の丸まる椅い子すに座って、会長さんのケーキ作りを眺めてた。

　この調理室、一中のみんなにはもっぱら『生徒会室』って呼ばれてる。理由は、生徒会長さんがいつでもここにいるから。お菓子作りが趣しゆ味みの会長さんは調理室を半分私物化してて、生徒会のお仕事も全部ここで済ましてる。一応本当の生徒会室も職員室の近くにあるんだけど、今はすっかりただの物置になってるって、リーチが教えてくれた。

「すっかり待たせてしまいましたね、ブルーグラスさん」会長さんが言った。「料理をするにはあまり時間がないものですから。退屈だったでしょう？」

「いえ、そんなことは……」

「お気を遣っていただかなくとも結構ですよ。ケーキができたら貴方あなたにも差し上げますから、それで埋め合わせとさせてください」

「はぁ……」

「それでは、焼き上がるまでの間、少しお話をさせていただきましょう」会長さんはそう言うと、エプロンを脱いで私の向かいに座った。

「まずは、昨日のグランプリ、お疲れ様でした。厳しい戦いではありましたが、私たち第一中学は団体二位という好成績を収めることができました。これも、貴方の活かつ躍やくのおかげでしょう。私の期待に応こたえていただけたこと、感謝しています」

　グランプリ。日曜日に開催された高校主催のグランプリは、スポンジ製の剣を片手に戦国時代の合戦みたいな大だい乱らん闘とうを繰くり広げる大雑把な競技で、名前は『スポーツチャンバラ・チームデスマッチ』。学校ごとに五十人のチームを作って一度に戦うんだけど、わたしたち一中チームは時間ギリギリまで逃げ回り、それから数の差で一気に畳みかけるっていうちょっと卑ひ怯きような作戦で準優勝を奪った。

「でも、わたし特別なことなんて何も……」

「何をおっしゃいますか。あの人を、倒していただいたではありませんか」

　あの人──言葉の響ひびきから察するに、たぶん伯はく爵しやくくんのこと。

「確かにルール上倒したのはわたしでしたけど、リーチとタツミくんと三人がかりでしたし」

「ルール上であれなんであれ、貴方が倒したことに変わりはありません。それにあの人も、久しぶりに熱の入った戦いができたと嬉うれしそうにしておりました。そういった意味でも、私は貴方に感謝の言葉を差し上げたいのです」

　まるで自分ごとのように微笑ほほえむ会長さん。なんだか背中がむず痒がゆい。

「……本当に、貴方には期待しています」会長さんは言った。「貴方のような人に仲間となっていただけたことを、私は心から嬉しく思っています。貴方なら本当に、私たちをこの停滞から救っていただけるのかもしれませんね」

「ていたい？」

「貴方のおかげで、私たちは二年ぶりにグランプリの最下位から脱出することができました。これは非常に喜ばしいことです。しかし、充分ではないのです。グランプリにおいては、競技の内容を考えることも重要な責務ですから」

　会長さんは言いながら、少し遠くへ目を遣やった。

「私たちの中学は、競技の成績以上に企画の評価がよくありません。生徒会長として、私はこの点も非常に憂ゆう慮りよしています。ですから今もいろいろと対策を考えてはいますし、次回の私たちが主催するグランプリに向けてそれなりの準備も進めてはいるのですが、私一人にはやはり荷が重いのです。ブルーグラスさん、私は貴方あなたにこの点でも活かつ躍やくしていただきたいと思っています。今すぐにとは言いませんが、いつかは貴方と織おり戸どさんに、この第一中学校を背負っていただきたいのです」

「わたしとリーチに、ですか……」

「ええ、貴方と織戸さんに」会長さんは言った。そして一拍置いて、こう続けた。「ですから、私はとても嬉うれしく思っています。貴方たちお二人にきちんと関係を修復していただけたことを。それでは、二つ目の話題に移りましょうか」

　会長さんはテーブルに肘ひじを乗せて、わたしに顔を寄せる。皆が口を揃そろえて「蠱こ惑わく的てきだ」と呼ぶ会長さんの目が真まっ直すぐわたしに向けられると、同性でもちょっとどきっとした。

「織戸さんとどのように仲直りを果たしたのか、詳しく伺わせていただけますか？　概要は既にドクターを通して聞き知っていますが、貴方に対するフォローの意味も含めて、私は貴方の口から直接聞きたいのです。織戸さんに助言を差し上げたのは私ですから」

「助言……？」

「ええ。といっても、至極簡単なものではありましたが。さて、お聞かせいただけますか？　織戸さんが何をしたのか、貴方がそれにどう応じたのかを」

「そんな、聞かせてって言われても……」

　言いながら、わたしはリーチがわたしにしてくれたことを自然と思い返してた。お料理とか、ビニールテープとか。それに対してわたしがどう感じてたかといえば、もちろんすごく、嬉しかった。

　でも改めて考えてみると、結局わたしはまたリーチに助けられたんだなって気づいて、ちょっと寂しくもあった。たぶん贅ぜい沢たくな不満なんだけど、寂しいものは、やっぱり寂しい。

　あーあ、恩返しって、難しいな。リーチには助けられてばっかりだ。

　……でも、どうしてリーチはわたしと一緒にやることにこだわったんだろう？　それってやっぱり、そ、そういうことなのかな？　ちょっとは期待してもいいってことなのかな？　リーチの言ってた『婚約者』って、どういう意味だったんだろ。

　き、気になる……

　で、わたしがそうやってぐるぐる考えてると、会長さんは怪け訝げんそうな目を向けてくる。だからわたしは慌てて、思いつくままに金曜日の夜と土曜日のことを話した。我ながらぐちゃぐちゃな話だったと思う。でも会長さんは全部理解したような顔をしてた。

「……一つだけ、確認させてください」わたしの話が終わったところで、会長さんが言った。

「貴方が無理をしている、無理に織戸さんに合わせているということは、ありませんね？」

　わたしは素直に首を振る。会長さんはそれを見て、またちょっと微笑ほほえんだ。

「よいことです。貴方たちには、そうであってもらわなければなりません。それに婚約者であるお二人の不仲を見るのは、気分のいいことではありませんから」

「会長さんまでそんなことを言って……」

「茶化そうという気持ちはありませんよ。貴方あなたたちは事実として婚約者同士なのですから、あるべき姿もまた、他の方々とは当然異なるでしょう」

　……あれ？

　なんだろう、意味のわからない言葉が、混ざってる？

「えと、それってつまり『わたしたちは婚約者みたいに仲良くしてなきゃ変』ってことですか？」

　わたしが言うと、会長さんは首を傾かしげた。

「いえ、言葉通りの意味ですよ。貴方たちは婚約者同士なのですから、仲なか睦むつまじくしていただけた方が見る方も気分がいいというだけの話です」

「え、あれ、ちょっと待ってください、わたしとリーチが、こ、婚約者？」

「何か間違っていますか？　貴方たちはそうなのでしょう？」

　眉まゆを顰ひそめる会長さん。まるでわたしの正気を疑うような表情。でもそんな顔をしたいのは、わたしの方だ。

「わ、わたしとリーチは別にそんな関係じゃ……だ、誰だれがそんなことを言ってたんですか？」

「それは、もちろん当事者のお一方です」

　会長さんは言った。こともなげに、平へい坦たんな口調で。

「織おり戸どさんが、そう仰おつしやっていたのですよ。皆みなさんの前で。貴方と織戸さんがそういう関係であると。ですから私たちは皆、あなたたちのことを本当の婚約者同士だと思っているのですが」

　──まるで、氷水を後ろから浴びせられたかのような衝しよう撃げき。一いつ瞬しゆんで真っ白になった頭の中を、『リーチ』と『婚約者』の二つの単語が超高速でぐるぐる回り始める。

　リーチが、言った？

　わたしとリーチが、ほ、本物の、婚約者だって？

　わたしと、リーチが、

　ほんものの──




　こんやくしゃ？




「ブ、ブルーグラスさん？　どうしたのですか？　そんなお顔をして……」会長さんが心配そうにわたしの顔を覗のぞく。わたしは何か返事をしようとぱくぱく口を動かしたけど、だ、だめ、声が出ない……

[image: ]

「……一体、どういうことでしょうか」会長さんは言った。「ブルーグラスさん、その反応を見るに、貴方は何も知らなかったのですね？　ご自分が織戸さんと婚約しているということさえ。こんなこと、あり得るのでしょうか？　まさか、ご両親がお決めになったことなのですか？」

　わたしは首をぶんぶん横に振った。お父さんとお母さんは何も関係ない。だって、お母さんはともかく、お父さんは一度しかリーチに会ったことがないはずだもん。

「ブルーグラスさん、改めて問います。貴方あなたは織おり戸どさんの婚約者なのですか？」

「わ、わたしは……」

　違う。そんなはずない──わたしはそう答えようとした。でもやっぱり声は出ない。しかも今度は、混乱だけじゃない。『違う』ってはっきり答えちゃうことがすごく惜しいような気持ちになって、わたしの喉のどはきゅーって締しまる。だけど会長さんは答えを求めてわたしの目を見つめてくるから、わたしはとにかく首だけもう一度横に振って答えた。

「それでは……織戸さんは私たちに噓うそを吐ついていた、ということになりますね」

「噓……？」

「ええ。貴方と織戸さんは本物の婚約者同士ではないのですから。ブルーグラスさん、その目的が何か、心当たりはありますか？」

　わたしはやっぱり首を振る。

「そうですか……しかし噓を吐いたということは、織戸さんには何か得られるものがあったということです。ブルーグラスさん、少し考えてみてください。貴方と婚約者だと思われることによって、何か得をすること、嬉うれしいこと、そういうものが織戸さんにありませんか？」

「そ、そんなこと言われても……」

　わたしは必死に頭を動かして考えようとしてみる。でも私の頭は壊こわれたコンピュータみたいに会長さんの質問とはまるで関係のない映像をぽんぽんと浮かべるだけで、まったく役割を果たそうとしない。

　……っていうか、リーチはわたしと婚約者だと思われて嬉うれしいのかな？

　あ、でも嬉しいことがあるからわざわざそんなことを言ったんだよね？

　リーチは、わたしと婚約者なら、嬉しい──

　あれ？　それってつまり……

「ブルーグラスさん？　ブルーグラスさん？」

「へ、ぁ、ひゃ、ひゃい！」

「しっかりしてください、ブルーグラスさん。ショックなのはわかりますが、ただ呆ぼう然ぜんとしていても状況は変わりません」会長さんは言う。「訂正をするのなら、可能な限り早く行動されることをお勧めしますよ」

「てーせー、てーせー……訂正？」

「つまり、貴方あなたが織おり戸どさんとそういう関係ではないと公言することです」

「そ、それは……」

「しかし皆みなさんの前で真実を話すのであれば尚なお更さら、織戸さんの目的について知っておかなければなりませんね」会長さんは言った。「織戸さんに直接問うてもはぐらかされるだけでしょうから、何方どなたか別の方に聞くのが得策かと思います。何方か、織戸さんに親しい人で、このことについてよくご存知の方はいらっしゃらないでしょうか、例えば──」

　突然、部屋に響ひびいた、戸車の音。わたしと会長さんは調理室の入口に目を向ける。そこにいたのは、栗くり色いろの髪の毛をふんわり揺らす、眠そうな目の女の子──

「……丁度よいところにいらっしゃいましたね、雨あまヶが瀬せさん」

「丁度いいところ？　なんのことだかわかりませんが、歓迎してくれるってことですね？」レーコちゃんはいつも通りにこにこ笑いながらそう言って、わたしたちの側そばまでやってくる。「いやー、お昼を食べたらすっかり暇になってしまいましてね。内緒話ってわけでもないのなら混ぜてもらおうかと思って来たんですが」

「レーコちゃん……」

「横、失礼するよ……っていうか、うわ、その顔はなんだい、リリネットちゃん？　一体、二人でどういう話をしていたんだい？　まさか猥わい談だんでもしてたんじゃないだろうね？」

「わ、わいだ……！」

「雨ヶ瀬さん、あまりそういう冗談は口にされない方がよろしいかと思います。品性を疑われてしまっては、貴方も面白くないでしょう」少し咳せき払ばらいをしてから、会長さんは言った。「それに、私たちは少々真剣な話をしていましたから」

「真剣な話、ですか。面白そうな響きですね。一体なんです？」

「織おり戸どさんの噓うそのことですよ」

「利り一いちの噓？　それって…………あっ！」

　一いつ瞬しゆんにして固まる、レーコちゃんの笑顔。

「……やはり何かご存知でしたか。益ます々ます都合がよいですね」射抜くような視線をレーコちゃんに向けて、会長さんは言った。「それでは……詳しい説明に時間を割くのは無駄でしょう。単刀直入に聞きます。織戸さんの目的を、教えてください。どうして織戸さんが私たちにご自分とブルーグラスさんが婚約者同士であるなどと紹介したのか、その理由、目的を」

「あー、えーと、な、なんの話でしょうか、私にはサッパリ……」ふらふら泳ぐ、レーコちゃんの瞳ひとみ。首筋には、冷や汗がたらり。

　……レーコちゃん、それで何も知らないっていうのは無理があるよ。

「雨あまヶが瀬せさん」

「わ、わかった、わかりましたから、そう怖い顔するのはやめてください」

「では、教えていただけますか」

「くそっ、利一め、こうなったら……」ほんの小さな声でそう漏らすレーコちゃん。それから、レーコちゃんは丸まる椅い子すの上で体を捻ひねって、わたしの方を向いた。顔には、レーコちゃんにはあんまり似合わない真剣な表情。レーコちゃんは両手をわたしの肩の上に置いて、徐々にわたしの耳元へ顔を近づける──

「リリネットちゃん」

「ふぇ？」

「何もね、難しい話ではないんだ。利一はね、リリネットちゃんのことが好きすぎてついそんなことを口走ったんだよ。愛が暴走した結果、みたいな感じ？　まあともかく私が言えるのは、利一はリリネットちゃんのことを心の底から愛してるってことさ」

　今度は、何か固いもので頭を叩たたかれたみたいな、そんな衝しよう撃げき──

「ぁ、ぁ、あ、あああ、あい、あい、あいし……！」

「いやー大変だねーリリネットちゃん。あんなメンヘラ男子に愛されちゃってさ。おっと、もうこんな時間か！　やれやれ、実はちょっと外せない用事があってね、失礼するよ！」

　すっくと立ち上がるレーコちゃん。そのまま、調理室の出口へ向かって足早に歩く。会長さんの「待ちなさい、雨ヶ瀬さん！」という声。その声ではっと我に返ったわたしは、慌ててレーコちゃんを追いかけた。

「レーコちゃん、待って！」

「それはできない相談だ！」

　猛然と駆け出すレーコちゃん。わたしが全力疾走しないと置いていかれるほどの、びっくりするような速さ。レーコちゃんは階段をたったの二歩で飛び降り、二階の廊下を駆け抜ける。その先にあるのは、わたしたち、二年の教室。レーコちゃんの体が、その中に消える──

　次の瞬しゆん間かん聞こえた、学校中に響ひびき渡るような声。

「利り一いち！　あとは任せたぞ！」

　それから、聞き慣れた男の子の声。

「おい！　なにしやがる玲れい子こ！」

　わたしは教室に飛び込んだ。そして目に入ったのは、わたしに向かって倒れこんでくるリーチと、その後ろで両手を前に突き出してるレーコちゃんの姿。

　動いているものは、急には止まれない──わたしは、リーチと一緒に床へ倒れ込む。でも、想像していたような痛みは感じなかった。なぜかといえば、リーチがわたしの体をぎゅっと抱きしめてたからだ。わたしの体はリーチの両腕をクッションにして、床に倒れていた。

「痛いてて、クソッ、リリー、大丈夫か？」

　腕を緩ゆるめて、少し体を持ち上げるリーチ。私の視界には、リーチの顔。ちょっと疲れたような、大人びた雰囲気の顔。いつもはわたしの心に安心感をくれる、優しそうな顔。

　その距きよ離り、僅わずか二十センチ。

　途端に、わたしの頭の中で何かが弾はじけた。

「ひゃぁぁぁぁぁああああああああああ！」

　わたしはリーチを突き飛ばして、その懐ふところから抜け出した。そして闇やみ雲くもに足を動かして、今しがた走ってきたばかりの廊下を、あてもなく駆け抜けた。

　リーチ。

　わたしの、婚約者。

　つまりわたしの、将来の……

「ああもう、ああもう、ああもう！」

　自分でもわかる。自分の顔が真っ赤になってるって。














　　その八　進しん捗ちよく大丈夫です






　さて、週末からたった一日の登校日を挟んで火曜日、この日からいよいよ俺おれたちは夏休みに突入した。この田舎いなかでは八月から夏休みが始まり、三十一日までキッチリ続く。理由は、夏休みの短縮が県で決まったときに「三十一日はお休みになるはずよ。じゃないといつ宿題をやればいいかわからないもの」なんて発言をした小学生がいたかららしい。ちなみに彼女は現在『予言者』の二ツ名で親しまれている。

　月曜から作業を再開した俺たちは、最初の週からは考えられないほどいろいろな種類の仕事を任された。今まで見たこともないような機械を使い、切ったり、削ったり、穴を空けたりと材料を加工する。その材料も、すっかり慣れ親しんだ複合板以外に樹脂やらゴムやらといろいろなものを使った。

　そしてこの作業の中で、リリーは完全に『機械恐怖症』を克服していた。最初こそ大きな機械を前に多少尻しり込ごみしていたが、それでもどうにか使っている内に『電動糸いと鋸のこと大して変わらないってことに気づいた』らしい。今までチャンスがなかっただけで、リリーは生来『何かを作る』ということが好きな質たちなのだろう。今では鼻頭を黒く汚しながら人一倍熱心に作業している。ともかくリリーもいよいよドクターの手伝いを楽しみ始めてくれた様子で、俺はホッとしていた。

　しかし何もかも全すべて元通りというわけでもなかった。特に玲れい子ことの謎なぞの追いかけっこの直後、リリーは俺に対して妙に余よ所そ余よ所そしい態度を取っていた。面と向かって話していても目を合わせようとせず、かと思えば度々ボンヤリと俺の顔を見つめていたりしたのだ。数日の内に収まっていったのでなるべく気にしないように努めたが、それでも俺はリリーとの関係の危うさというものを再認識させられた。

　いつまでもリリーに隠しごとをしているわけにはいかない。中途半端なままでは、また何か悪いことが起きる。俺は思った。だが一方で、リリーとの関係を壊こわしてしまうことに強い恐怖心を抱くようにもなっていた。それで結局、俺はその運命の瞬しゆん間かんをいつにするか中々決められずにいるのであった。

　ともかくこういう喜びやら悩みやらに後押しされるように、時間だけはどんどん過ぎていった。そして週末の金曜、俺たちはいよいよ最大かつ最重要装備である連装真空砲を完成させた。主砲の完成は、久々に純粋な嬉うれしさを俺たち全員にもたらしてくれた。




　腰の低い大きな三脚に載せられた、二本のパイプ。三メートル以上もある、非常に長いものだ。またパイプと三脚の連結部にはモーターが組みつけられており、本体右側のジョイスティックを操作すると上下左右に向きを変えることができる。純白の警備船、ヴァイスハイト号、その主力兵装である連装真空砲は、堂々たるその姿を日の光に晒さらしながら、兵器実験場と化したグラウンドの片隅に鎮ちん座ざしていた。

　そしてそんな真空砲の背後に立ち、今しがた的の上空を通り過ぎていった砲弾代わりのテニスボールを見つめながら、達たつ彌みが叫び声を上げた。

「だああー！　なんで当たらねぇんだチクショウ！」

　金曜の午後、完成したばかりの主砲をグラウンドへ引っ張り出した俺おれたちは、ノリノリの玲れい子こと達彌を先頭に、早速『性能テスト』に励んでいた。

「ダメだよー、もっとちゃんと狙ねらわないと。この子の実力はこんなもんじゃないはずだよ。全く、レーコちゃんもタッちゃんも大雑把なんだから」

「なあ、もう一回、もう一回だけ！」

「ダメダメ、二回も連続で失敗したのにそんなこと言って。次はオリドっちの番だよ。オリドっち、真空引きが終わるまでちょっと待っててね」ドクターはそう言って、主砲に組みつけられた真空ポンプの電源を入れ直した。

　真空砲の発射は少々厄介だ。まずパイプの後端から弾を挿入し、パイプ前後の蓋ふたを閉じて密封状態を作る。次にポンプのスイッチを入れ、銃身内から空気が吸い出されるのを待つ。銃身内が真空状態となれば準備完了、あとは発射レバーを動かして後端の蓋を開けば、そこから大気が吸い込まれて勢いよく弾を押し出す。二発分を一サイクルとして、発射準備には数分の時間を要した。

　俺はなんとなくソワソワしながら、ゆっくりと動き続けるダイヤルゲージを睨にらみ続けた。

　俺は、どういうわけか根拠のない自信を抱いていた。自分なら上う手まくやれるんじゃないか、自分ならあの的、銃身の先に置かれた幅一・五メートルのターゲットにテニスボールを叩たたき込むことができるんじゃないかと、そんなことをぼんやりと考えていたのである。

　……まあ、まるっきり根拠がないというわけでもない。これは自分に対する新たな発見なのだが、俺は時間に余裕を持ってできるものにならそれなりの能力を発揮できるらしい。車の運転のような慌ただしいものはからきしだが、電動工具を使うのはそれなりに上手い。まあそんな感じだ。

　だが今回のこの自信は、自分の作品とも言えるこの珍妙な兵器に抱き始めた愛着が故とも考えられるのであった。そう、俺はこの連装真空砲に自分でも驚おどろくほどの愛着を感じていた。自分に子供ができたらこんな風に思うのだろうか、なんて考えるほどの、ある種の愛おしさ。自分たちの手で作り上げたコイツとなら、俺にも普段できないことができるのかもしれない。そんな奇妙な思いが、確かに俺の頭の片隅にはあった。

　ともかく、体感では悠久とも思えるような時間が経たって、いよいよ真空引きが完了した。俺はリリーに一度目配せしてから、真空砲の操そう縦じゆう桿かんを握る。そしてその操縦桿を、まるで子猫を撫なでるかのように優しく動かし、達たつ彌みの倍くらい時間をかけて狙いを整えた。これで駄目なら、もう何をどうしたって駄目だろうというくらいに。

「オリドっち、勢いよく引いてね、勢いよく」ドクターが言った。

　俺おれは無言で頷うなずき、指示通り、かなり重さのある発射レバーを力いっぱい引いた。

　レバーに繫つながったリンクが動き、真空状態となった砲身の後端を開放する。瞬しゆん間かん、透明な砲身の中を稲妻のように駆け上る、テニスボールの砲弾。テニスボールはそのまま大気を突き抜けて菱ひし型がたのターゲット目がけて飛ひ翔しようし、その左端を直ちよく撃げきした。

　バァン、という、板をひしゃげるような音。合板製のターゲットは、その勢いでスタンドごと滅茶苦茶に回転し、地面へ突き刺さるように倒れた。

「おー、さっすがオリドっち！」ドクターが声を上げた。

　俺は心臓がバクバクと音を立てて鼓動するのを感じた。倒れたターゲット、その後ろに転がる黄緑色のテニスボール。振り向けば、頭を抱えて悔しがる達彌と、驚おどろいた様子で目を見開く玲れい子こ、ポカンと口を開けたリリーの姿があった。

　俺は改めて、連装真空砲に視線を落とした。自分が作ったパーツや、組み上げた箇所が、残りの部品と融とけ合うようにこの機械を形作っている。俺はそこに、美しささえ覚えた。そしてゆっくりと、充足感が心を満たしていくのを感じた。

　伯はく爵しやくにくれちまうのは、なんだか勿もつ体たいないな。俺はそんなことさえ思った。できることなら、自分の部屋に飾っておきたい。ガラスケースにでも入れて。

「じゃあ、最後はよーせーさんだね。誰だれか、的を直してきてくれない？」ドクターが言った。

　俺は達彌と一緒に倒れた的まで走り、二人で的を立て直した。近くで見てみると、弾が当たったあたりに凹みができていた。

「まさかお前にこういう才能があったなんてな」凹みを見ながら、達彌が言った。「驚きだぜ。お前はこういうもん、なんでもかんでも苦手だと思ってたからな」

「俺にも少しは得意なことくらいあるってことだ」

「だな。でも俺は、お前以上に上う手まいヤツが俺たちの中にいる気がするぜ」

「……リリーのことか」俺は言った。「それは……ありうるな」

「でもそれは、お前にとって悪いことじゃない、そうだろう？」達彌はそう言って俺の顔を覗のぞき込む。

「……どうだろうな」少し考えてから、俺は答えた。「なんでもかんでもアイツに負けるってのも、あんまり嬉うれしくないかもしれん。男としてな」

「男として、か」

「まあアイツが楽しんでくれれば、それでいいとも思うんだが」俺は言った。

　それから俺は、達彌の「この辺りで見ていようぜ」という言葉に賛成して的の側そばに並んで立ち、真空砲の発射を待った。真空砲の横に取りつき、熱心にジョイスティックを操作しているリリー。なんというか、リリーのこういう姿は見慣れているような気がする。ゲームのコントローラーを握ったときの、あの真剣さ。リリーはたびたびパチパチと瞬まばたきしながら照準を合わせ、それから引き金のレバーを握った──

　そして砲弾は、情けない音を立てて銃口からポンと飛び出し、僅わずか十メートルほどの距きよ離りを飛ひ翔しようしたあと、地面をボテボテと転がった。

「おい、なんだあれ……まさか、壊こわれたんじゃないよな？」俺おれは言った。

「まさか、ドクターが作ったものだぜ？　わざと壊してもいないのに壊れるなんて……」達たつ彌みは言う。「ともかく、行ってみよう」

　俺たちは急いでリリーたちのもとに駆け戻った。リリーは真空砲の後ろに立ったまま、苦い顔をして手を揺すっている。その側そばではドクターが、発射レバーを何度も前後に動かしていた。

「ドクター、どうしたんだ、何があった？　もしかして……」

「ん？」ドクターは顔を上げて、俺の方を向く。かち合う視線。すると突然、ドクターはプッと頰ほっぺたをふくらませた。

「ぷくく、なになにオリドっち、そんな心配そうな顔してどうしたのさ」ドクターは言った。

「オリドっち、すっかりこれが気に入っちゃったみたいだね。大丈夫だよ、大丈夫。よーせーさんにはちょっとレバーが固かったってだけだから」

「固かった？」

「あんたたち、よくこんなの動かせるわね」相変わらず手を振りながら、リリーが言った。

「あはは、まあコツを摑つかめば簡単なんだけどね。それじゃあよーせーさん、もう一回やってみようか。あたしも一回試してみたいし」

　ドクターはそう言うと、再び発射準備を始めた。弾を挿入し、砲身を密封してポンプを起動する。待ち時間、ドクターはメモ帳を取り出して何やらしきりに書き込んでいた。俺は気になってそのメモを覗のぞいてみたのだが、案の定何が何やらサッパリわからなかった。幾き何か学がく模様と数字、ほんのちょっとの注釈。何かの設計図のようにも見える。

「よしよし……準備はこれでかんりょーだね。それじゃあよーせーさん、もう一回」

「……ねえ、引き金引くの、手伝ってもらってもいい？」リリーが、俺に顔を向けてそう言った。「ちゃんと撃うてれば、当たる気がするのよ。なんでかはわからないけど……」

「別に構わないが」俺は答えた。

　そして俺は主砲の後ろに立ち、リリーが照準を合わせ終わるのを待った。リリーはジョイスティックをほんの少し動かすたびに、チラチラと俺の方を向く。同意を求めているというよりは、俺がちゃんと側にいるかどうか確認しているかのように見えた。

　リリーは狙ねらいを整えると、俺と真空砲の間に入り込んで、レバーを摑んだ。俺は一週間前と同じように、その上から自分の手を重ねる。手の中に感じる、ひんやりとしたリリーの小さな手。その手が強張るのを感じた瞬しゆん間かん、俺は力を込めて腕を引いた。

　俺おれや玲れい子こ、達たつ彌みのときと同じように、テニスボールは勢いよく発射された。肉眼では捉とらえられないような速さをもって。そして緩ゆるやかな弧を描くレーザービームのようなその一いち撃げきが捉えたのは、ターゲットの中心、ド真ん中──直ちよく撃げきを受けた菱ひし型がたの的は、砲弾のエネルギーを芯しんで受け止め、衝しよう撃げき音とともに、真っ二つに割れた。

　周りで見ていた三人から、大きな歓声が上がった。

「クリーンヒットだ！　へし折っちまった！」

　リリーは首を捻ひねって、顔をこちらに向ける。興奮した様子の、見開かれた目、少し赤くなった頰ほお。リリーはそれから、ちょっとぎこちなく笑った。

「……やっぱり、お前は凄すごいよ」リリーに向かって、俺は言った。「俺じゃ敵かなわんな」

「そんなことないわよ」リリーは言った。「あんたのおかげだもん。ほんとに、いろいろ」

　リリーの『いろいろ』という言葉がどの出来事までを指しているのか、確かなことはわからない。それが最近の、この連装砲を作るまでの過程に起こった出来事までを指しているのだとしたら、結局は自分の我わが儘ままを通してしまった俺にとって、どれだけの救いとなることだろうか。俺は思った。

「全く、どういうことだろうね。リリネットちゃんがたびたび見せる万能ぶりには、不公平ささえ感じるよ」と、言いながら、言葉とは裏腹の清すが々すがしい表情を見せる玲子。「こんなにちっちゃくて胸もないのに、一体何が詰まっているのやら。あ、悪くは取らないでおくれ。ちょっとした嫉しつ妬とだから」

「あはは。でもほんと、凄いよよーせーさん」ドクターが言った。「まさか真ん中に当てるなんて。これならアリスちゃんの期待も納得だよ。まさに『一中の救世主』だね」

　それからドクターは俺に意味深な視線を向け、更にこう言った。

「いやーでも、オリドっち、残念だったね。オリドっちもなかなかだったけど、よーせーさんの方がちょーっと上手だったかな？」

「残念ってことはねえよ」俺は達彌の言葉を思い返し、ちょっと自じ嘲ちよう気味に笑いながら答えた。

　そして俺はリリーにもう一度目を向けた。少し恥ずかしそうに照れ笑いするリリー。それを見ていると、俺の心にはムクムクと幸福感が湧わいてくる。俺は今更ながら、リリーが楽しそうにしているだけで相当幸せに感じられるということに気づいた。

「俺は素直に、嬉うれしいよ」

「あはは、オリドっちらしいや」ドクターは言った。




　こうして俺は、自分とリリーの苦悩と努力の結晶とも言えるこの奇妙な兵器、あるいは他の製作物にも、奇妙な強い思いをどんどんと募らせていった。執着心にも似た気持ち。それが俺のヘタレっぷりに根ざすものだとも気づかずに。




　だからこそ、週末明けの月曜、この連装砲がバラバラに解体され、半数以上の部品がゴミ箱に放り込まれているのを見たときのショックは、最早表現のしようがないほど強いものであった。




「──ともかくだ、ドクターと話をする必要がある」第二工作室の作業台の上に並べたパーツを前に、俺おれは言った。「なんでこんなことになったのか、いや、なんでこんなことをしたのか、ちゃんと理由を聞かないと」

　俺の服を摘つまみながら、リリーは頷うなずく。その横で、玲れい子こが少し難しい顔をしながら言った。

「まあ、ドクターにも考えがあってのことだと思うから、あんまり気を立ててはいけないよ」

「考えって、どんな？」

「そりゃドクターだけが知ることだけど、いろいろ可能性はあるだろ」達たつ彌みが言った。「壊こわれたとか、設計不良を見つけたとか、伯はく爵しやくが何か言ってきたとか」

「でも、だからって俺たちに話もなしに……」

「利り一いち、ショックなのはわかるけど、ドクターには私たちと相談をする必要なんてない。作ったものに責任を持たなきゃならないのは、ドクターだけだから」玲子が言った。

「それでも……クソ、とにかく俺は行ってくるぜ」俺は言った。「リリー、ここで待ってろ」

「待って、わたしも行くわ」リリーは俺の作業着を離はなさずにそう言った。それで結局、俺はリリーを伴って階段を駆け下り、ドクターがいるであろうＣＥＯ室へ飛び込んだ。

　しかし社長席にもソファにも、ドクターの姿はなかった。代わりに俺たちが見つけたのは、デスクに置かれた大きな船の模型だった。

　綺き麗れいな船だと、ひと目見た瞬しゆん間かんにそう思った。起伏を持ちながらも、すらりと前後に伸びた細長い船体。複雑なカーブを、舳へ先さきのシンプルな装飾でまとめた船首。フラットな甲板に並べられた、機銃やロケット砲。そして船の特等席とも言える場所に鎮ちん座ざする、巨大な三連装砲。

「リーチ、これって……」模型を見つめながら、リリーが言った。「伯爵くんの船、よね？」

「……みたいだな」俺は言った。しかし確信を持って答えたわけではなかった。船の模型は、二つの点で俺が知るヴァイスハイト号とは違っていた。

　一つ目の違いは、主砲の砲身の数だ。俺たちが作っていた主砲は連装真空砲、つまり砲身の数は二つである。それが模型では三つに増えていた。そして二つ目の違いが、船体の色であった。かの船の最大の特徴といえば、眩まばゆいばかりの純白の塗装である。それが模型では見事なまでに真っ黒に染まっていた。

　俺は模型の反対側も見てみようと思い、デスクの反対側へ回り込もうとした。そして船を見つめる俺の視界に書庫の扉が入ったとき、俺は思わず声を上げそうになった。

　不自然に半分だけ開かれた扉の先、暗がりの中、いつもと雰囲気の異なる笑みを浮かべたドクターの姿が、そこにはあったのだ。

「ノックくらいは、して欲しいかなー」ドクターが静かに言った。「オリドっち……よーせーさんでもいいや、ドア、もうちょっと開けてくれない？」

　近くにいたリリーが、恐る恐る書庫の扉を開ける。ドクターは扉の向こうで、例のビニールプールに浸かっていた。お札を浅く積もらせた、あのビニールプールに。リリーはその光景を目にして小さく悲鳴を漏らすと、後ずさるようにして俺おれの側そばまでやってきた。

「いやー、ちょっと考えごとをしててねー」リリーを目で追いながら、ドクターは言った。「驚おどろかせちゃったかな？　まあいいや。二人とも、その模型どう？　昨日頑張って作ったんだけどさ。結構よくできたと思わない？」

「……ああ、すげーよ。本当に、何でも作れるんだな」俺は言った。「しかし、なんで真っ黒なんだ？　もしかして伯はく爵しやくが……」

「んーん。それはあたしの趣しゆ味みだよー」ドクターは答えた。「やっぱりさー、軍ぐん艦かんなんだから黒とかグレーとかじゃないと。白だとあんまり強そうに見えないじゃん。そういうのって、結構大事なことだと思わない？」

「まあ、わからなくもないが、しかし……」

「安心して、オリドっち。注文は注文だから、ちゃんと真っ白なやつを作るよ。一応ね。一応、一応……」ドクターは言った。「……ねえオリドっち、何かあたしに言いたいことがあってここまで来たんじゃない？」

　ドクターの顔から、不意に笑みが消える。俺には馴な染じみのない、真剣な表情。変質した空気が、俺の背筋を撫なでる。冷たささえ感じるドクターの目は、異常性が渦巻くこの田舎いなかで二つ目の名前を持つということの意味を強烈に物語っていた。

「……ドクター、なんで折角作った主砲をバラバラにしちまったんだ？」俺はどうにか声を絞り出してそう言った。「なんの理由があって、あんなことを」

「理由？　その模型を見れば、わかると思うんだけど」ドクターは答えた。「やっぱりさ、三連装砲の方がカッコイイじゃん」

「カッコイイ？」

「そ。二連装だと、なんか物足りなかったんだもん」ドクターはサラリと言った。「それと、連射速度が遅すぎるような気がしてさ。真空砲は発射準備に時間がかかるから」

「だが、伯爵の注文は……」

「オリドっち」ドクターは声を少し高くして言った。「あたしは中途半端な仕事なんてしたくない。少しでも改良できるところがあるのなら、改良する。たとえ一からやり直すことになってもね。それにあたしは、伯爵が何を欲しがってるのか、ちゃんとわかってるつもりだよ。砲身が二つか三つかなんて、大した問題じゃない。大事なのは、心の奥で期待していた通りに使えるかどうか、でしょ？　来るべき瞬しゆん間かんに、さ」

　ドクターは立ち上がり、書庫から出て自分の椅い子すに座った。体に比べれば大きく、偉大さに比べれば小さな椅子。模型を見つめ、ドクターは言った。

「オリドっち、もう一回作ろ。壊こわして、作って、壊して、作って。今あるものに満足してちゃ、いいものなんて絶対に作れないんだから。なんだってそうだよ。なんだって。次は絶対にもっとよくなる。もっといいモノが作れるはずだもん。そしたらオリドっちも、もっと作ったモノのことを好きになると思うから」

「……時間はあるのか？」

「みんなのおかげで、たっぷりね」ドクターは答えた。「主砲を作り直したとしても余裕があるよ。だからそう、今週はちょっと他ほかのお仕事もしてもらうかもしれないんだけど、いいかな？」

「俺おれは別に、構わないが」

「ありがと、オリドっち」ドクターは静かに言った。

　それからドクターは、背もたれに体を預け、頭を後ろへ仰のけ反らせた。天井を仰ぐ、ドクターの目。疲れた様子。この小さな女の子を前にして、俺が抱いていた幼稚な感情はすっかり萎しぼんでしまった。

　ドクターは一度目を閉じ、しばらく眠ったようにじっとしていた。旧職員室の機械の音が、いつにも増してうるさく聞こえる。俺とリリーは二人立ち尽くしたまま、五分、十分と時間が過ぎていくのを待った。そして再び目を開いたドクターは、その顔にいつもの温かい笑みを満たして椅い子すから飛び降りた。

「みんなで伯はく爵しやくの様子を見にいこうか」ドクターはそう言って、俺たちの手を握った。




　俺たちは工作室に寄って達たつ彌みと玲れい子この二人にも声をかけ、体育館へと移動した。思い返してみれば、手伝いを始めてから体育館に入るのはこれが二度目であった。一度目はそう、犬に引きずられて死にかけたあのときだ。だから俺は、館内を占領するダンボール色の巨大な船を目にして、思わず感嘆の声を漏らした。色こそ違うが、ドクターの部屋にあったあの模型通りのものが、視界を埋め尽くすように鎮ちん座ざしていたのだ。

「あとは最後の塗装くらいかな？」ドクターが言った。「なかなか凄すごいでしょ。ビニールを挟みながらダンボールをたくさん重ねてあるんだ。しかもダンボールには一層ごとにコーティングをしてあるから、ほとんど何があっても沈まないよ。たとえひっくり返ってもね」

「ドクター！　織おり戸ど殿！　来ていたのか！」遠くから声がした。伯爵はダンボールの残ざん骸がいの間を縫ぬうように歩いて、俺たちの側そばまでやってきた。「どうだ、上々だろう。もうエンジンも操そう舵だ装置も積み込んである。この調子なら木曜までには塗装も仕上げられそうだ。そちらの進しん捗ちよくはどうだね？」

「主砲だけちょーっと遅れてるけど、他は問題ないよ」ドクターは答えた。「こっちは、金曜日までには全部できるかな？　塗装まで全部済ませておくからさ、土曜日に積んで、それで全部おしまい。完成だね」

「よろしい。やはり君に頼たのんで正解だったようだ」伯はく爵しやくはそう言って、船を見上げた。脚立に乗った小学生たちが、数人ずつ協力しながら半透明のビニールを貼はり付けている。「よい船ができるぞ。美しい船だ。池に浮かべてしまうのが少し勿もつ体たいないくらいかもしれないな」

「あはは。使わなかったら、それこそ勿体ないんじゃない？」ドクターはそう言って、いつものように笑った。伯爵もそれに応じて、声を上げて笑った。














　　その八・五　わたしのこんやくしゃ






　くいっ、くいっ。

　今日のお仕事は、いつもに比べるとちょっと簡単。

　ハンドプレスって名前の工具で、細長いアルミ板をコの字に曲げる。

　くいっ、くいっ。

「はぁーあ」

　……退屈ってわけじゃない。それは本当。たったこれだけの作業でも、一歩一歩完成に近づいてるんだなって実感が湧わいてくれば、なんだか楽しい気持ちになってくる。それは本当。

「はぁーあ……」

　わたしはコの字に曲がった部品を手に取って、見るともなしに、ぼんやりと目を向ける。視界の隅には、レーコちゃんとタツミくん。ヒートカッターを片手に発泡スチロールと戦ってる。白い切りくずが、あっちにも、こっちにも。レーコちゃんの頭にも、まるで寝ぐせみたいに。

　工作室にいるのは、この三人だけ。

　足りないのは、リーチの姿。




　船の建造も、いよいよ最後の週に突入した。ロケット砲とか操そう舵だ装置とか、必要なものをほとんど作り終えていたわたしたちは、ドクターちゃんがばらばらにしちゃった大砲を作り直しながら、船とは関係のない別のお仕事も手伝ってた。

　といっても、やることは同じ。ドクターちゃんの指示通りに部品を切ったり、削ったり、穴を空けたり、ネジで留めたり接着したり。違うのは、使ってる材料くらいかな？　発泡スチロールとか、なんだかわからない電気の部品とか。

　船造りに直接貢献できるわけじゃなかったけど、リーチは「これでドクターの友達が船の部品作りに集中できるのなら、そう気分の悪い話でもない」なんて言ってたし、わたしもリーチも、今はお手伝いそのものを楽しんでた。

　ただちょっと不思議なのは、部品を作るとすぐにドクターちゃんが別のどこかへ運んでいっちゃうこと。どこかはわからない。それにドクターちゃんの友達も他ほかのところで作業してるみたいで、最近はあまり工作室にはいなかった。

　リーチは「伯はく爵しやくの手伝いでもしてるんだろう」って言ってたから、わたしも一応それを信じてるんだけど、本当のところはどうなんだろ。リーチが気にしてないのなら、わたしも気にする必要なんてないと思うけど。

　……でも、リーチも最近、よくこの部屋からいなくなるんだよね。

　リーチは今、別のお部屋で、ドクターちゃんと二人っきり。




「──リリネットちゃん、リリネットちゃん」

　わたしの耳に届いた、レーコちゃんの声。

「どうしたんだい、ボンヤリして。もしかして利り一いちのことでも考えていたのかな？」

「ぇ、や、そ、そんなこと……！」

「相変わらずいい反応をするね、リリネットちゃん」レーコちゃんはくすくす笑う。「まあいいや。そっちはもう済んだのかい？」

「うん」わたしは手に持っていたものを机の上に置いた。側そばには同じような形をした部品がいくつか。「今日って、これだけなのかな？　いつもに比べるとすごく少ないんだけど」

「確かに、少ないね。こっちももう終わってしまうよ。いよいよ私たちの手伝いも終わりに近づいているということかな？」

「よーし、俺おれの分は終わったぜ、玲れい子こ」タツミくんが言った。「そっちはあと一枚か。さてどうするかな。暇してても仕方ねぇし、ドクターのところへ行って何か仕事はないか聞いてくるか」

「あ、じゃあわたしが行くわ」

「おや、やっぱりリーチのことが気になるみたいだね」すかさず、レーコちゃんが言う。

「ち、ちが……！」

「いやー、あの二人は密室で一体何をしてるんだろうね。絵のモデルになるとかなんとか言ってたけど、本当にそれだけなのかな？」

　──そう、リーチがたびたびドクターちゃんのところへ行くのは、ドクターちゃんが描いてる絵のモデルになるため。顔がお祖じ父いさんに似てるからって理由で抜ばつ擢てきされて、このところ一日二時間くらいドクターちゃんのお部屋にいる。

　ただ本当に何をしてるのかは、わたしたちも知らない。

「ドクターちゃんは小学生でしょ？　それはさすがに……」

「いや、わからないよー。利り一いちもあれでロリコンの気があるからねぇ」

「ロ、ロリコン？」

「利一のヤツがか？　それはねぇだろ」

「いやいやいや、だってほら……」

　なぜかわたしに向けられたレーコちゃんの視線。頭から足先まで、なぞるようにすすーっと動く。

「あー、なるほど」

「なるほど……ってそれどういう意味よ！」

「冗談、冗談。そう怒らないでおくれ、リリネットちゃん。大丈夫だよ、心配しなくても利一みたいな朴念仁はボーっと椅い子すに座って立派にモデルをやってるさ」レーコちゃんは楽しそうに肩を揺らす。

「それに利一はリリネットちゃんがちっちゃくて愛らしいから好きになったわけではないよ。利一はちゃんとリリネットちゃんのありのままを愛しているんだからね。それじゃ、リリネットちゃん、真っ赤になっているところ悪いけど、ドクターのところに行ってきてくれるかな」

「っ、もう！　レーコちゃんなんて知らない！」

　で、わたしは工作室を飛び出した。

　レーコちゃんの言葉はいろいろと当たってるから、ちょっと悔しい。

　このところわたしは……厳密にいうとリーチがみんなに吐ついた噓うそのことを知ってからなんだけど、リーチのことばかり考えてる。どうしてわたしのことを婚約者だなんて言ったのかとか、わたしとそう思われることをどう感じてるのかとか。結局、わたしはまだ本当の理由を確かめられてなかった。

　リーチに直接聞くのは、なんだかすごく恐い。でも今みたいに、口ではレーコちゃんに勝てない。それで一人悶もん々もんとしながら、レーコちゃんがわたしの耳元で囁ささやいたあの言葉を無意識の内に頭の中でリピート再生してる。我ながらばかだなって思うけど、わたしには他ほかにできることもなかった。

　……だからってドクターちゃんと一緒にいることを心配するのは本当にばかなことだと思うけど。ドクターちゃん、小学生だし。

　ああでも、リーチは結構ドクターちゃんのこと気に入ってるっぽいんだよね。なんだか尊敬してる節もあるし。ドクターちゃんの方も、リーチのことを憎からず思ってるのかな？　リーチにそっくりな人の肖像画をあれだけ飾ってるわけだし……

　って、わたし何考えてるんだろ。だめだ、本格的におかしくなっちゃってるよ、わたしの頭。ああもう、これも全部、リーチのせいだ。リーチのばか。だいっきらい……じゃないけど。じゃないっていうか、なんていうか……

　そんなことをぐるぐる考えてる内に、わたしの目の前にはドクターちゃんのお部屋。わたしはドアノブに手を伸ば──そうとして、途中で止めた。

　自分でもなんで躊躇ためらったのかはわからない。

　でもこの向こうにはリーチとドクターちゃんが二人っきりでいて、話し声が、薄うすいドア板を通じて廊下にまで聞こえてた。

『──ほらほら、動かないで、オリドっち』

　ごくりと、唾つばを飲む。扉に両手をついて、

　わたしはそっと、耳を近づけた。














　　その九　暗闇に沈む






「あーほらほら、動かないで、オリドっち」

　ドクターの声に、俺おれはまた体を竦すくませる。冷房の効いた部屋。俺は不自然な格好で椅い子すに腰かけ、全身を、好奇の色に取り憑つかれたようなドクターの瞳ひとみに映している。ドクターは俺を見つめながら、指先をそっと動かし、目の前のキャンバスにまた少し色を乗せた。

　木曜日、モデルの仕事を引き受けてから、今日で四日目。絵はまだ、色を乗せ始めたばかり。

「動くなって言われてもなあ。じっとしてると肩が凝こってきやがるんだよ」

「ガマンだよ、ガマン、オリドっち。変な絵になっちゃったらオリドっちも悲しいでしょ？」

「そりゃまあ、そうかもしれねえが……」

　モデルの仕事といっても、やることは椅子に座ってじっとしているだけ。一日二時間そうしてるだけでドクターが満足するならと思って安やす請うけ合いしたのだが、蓋ふたを開けてみれば、これが中々の重労働であった。

「それにしても、なんだか今日は静かだね、オリドっち。何かあったの？」筆を動かしながら、ドクターは言う。「いつもならいろいろお話しするところなのに」

「特に何も。強しいて言うなら、ネタ切れだ」俺おれは答えた。

　そう、じっとしているだけでも苦痛なこの仕事だが、もう一つ問題があった。黙だまって座っているだけだと、この二時間が二倍にも三倍にも感じられるのだ。そういうわけで俺は毎日必死に頭を捻ひねって話題を探し、唯一許された暇ひま潰つぶしであるお喋しやべりに励んでいたのだが、四日目ともなるといよいよ俺の頭も在庫切れを起こしていた。

「チクショウ、駄目だ。ドクター、何か話題をくれ」

「えー、話題？」眉まゆを寄せるドクター。「今更何かあるかなぁ……オリドっちに聞きたいことなら、まだいくつかあるんだけど」

「聞きたいこと？　まあ、暇が潰せるのならなんでもいいが……」

「それなら、折角だし質問させてもらおうかな」そう言うと、ドクターは一度絵筆を置く。「じゃ、一つ目。よーせーさんっていっつもリュックサック背負ってるじゃん、アレって何が入ってるの？　なんだかすごく大事にしてるみたいだけど」

「あー、あのリュックか。やっぱり気になるよな」俺は言った。「あれにはアイツの宝物が入ってる。Ａ５サイズの小さいノートなんだが、見たことあるか？」

「あの、よーせーさんがたまーに読んでるやつ？」

「ああ、そうだ」俺は頷うなずく。「アイツがリュックを工作室に持ち込むのは気に入らないだろうが、許してやってくれ。アイツにとっちゃ、命の次くらいに大切なものなんだ」

「へー、何が書いてあるの？」ドクターは好奇心に輝かがやく目を向けてくる。俺は少し躊躇ためらったが、リリーは別にノートのことを秘密にはしていなかったので、結局素直に答えた。

「簡単に言えば、アイツの設定だな。《精せい霊れい種族》のこととか魔ま法ほう使つかいのこととかが物語調にまとめてある。興味があったら読んでみるといい。いろいろあって、兄アニさんがあのノートのスキャンデータを持ってる」

「じゃあ明日貰もらおっと」ドクターは言った。「ついでに持ってきてもらうように頼たのんでおかないと」

「相変わらず、あの人の仕事は多いんだな」

「お得意様だからね。それに、今はちょっとしたプロジェクトを一緒にやってるから」

「プロジェクト？」

「その内、オリドっちにも教えてあげるよ」ドクターはそう言って、ちょっと不敵な笑みを見せる。「それじゃ、二つ目の質問に移ろうかな。これもまたよーせーさん絡みのことなんだけど、よーせーさんってさ、本当にオリドっちの婚約者なの？」

　心臓が、ドキリと鳴った。

「……そうだが？」

　俺はなるべく平静を装ってそう答えた。同種の質問は他ほかの連中にもたびたび聞かれたことがある。しかし相手がドクターだと、それらとはまた違った緊きん張ちよう感かんがあった。

「ふーん、すごいね、なんだかおとぎ話の世界みたい」ドクターは言った。「でも二人ともまだ中学生だよね？　それって大丈夫なの？」

「特別問題はない。婚約ってのは別に法的な契約ではないからな。だからドクターも誰だれかと指輪か何か交換すれば婚約者になれるぞ」

「へー。じゃあオリドっちはそういうことをやったんだね？　指輪をあげたり、ビーチでプロポーズしたり」

「あ、ああ」

「よーせーさんのお父さんにも『娘さんを僕にください！』とか言ったりしたのかな？」

「ま、まあな」俺おれは言った。リリーを連れ戻したとき似たようなことを言ったから、娘をください云うん々ぬんに関してはあながち噓うそでもない。

「ともかく俺とリリーは正真正銘の婚約者同士だよ。皆みんなも知っての通りにな」

「なるほどね。いやー面白いね、オリドっち」

『面白い』。この言葉を聞いて、俺は少しホッとしたような気持ちになった。

　結局のところ、俺の穴だらけの噓を皆が信じているのはこのためだ。中学生で、婚約者。この設定は、このおかしな田舎いなかでも充分に面白い。そして面白さよりも信しん憑ぴよう性せいを重要視する人間など、ここには一人だっていなかった。

　そう、ドクターだってそれは変わらない。だから俺は危機を逃れたと安心していたのだが──どうやらこの少女の目には、それを上回る何かが見えていたらしい。

「じゃあついでに、これも聞いておこうかな。三つ目の質問なんだけど──」

　そしてドクターは、何気ない質問のようにこう言った。




「どうしてオリドっちはみんなにそんな噓を吐ついてるのかな？」




「なっ……！」

「オリドっち、オリドっち」ドクターは俺の目を真まっ直すぐ見据える。「信じろっていう方が無理な話だよ。それはオリドっちもわかってるよね？　二ヶ月前に初めて出会って、それで婚約者だなんて、騙だまされやすいここのみんなが相手でもちょーっと噓が雑すぎるんじゃない？」

「そ、そんな、噓だなんて……」

「まだ言うかなー、オリドっちは。その程度の噓があたしにも通用すると思ってるんだとしたら、悲しーよ。泣いちゃうからね」そう言って、また笑みを見せるドクター。「ただ、あたしにもわかんないのがさ、どーしてオリドっちがそんなヘンテコリンな噓をついたのかってところ。そこんとこ、ちょっと教えてもらいたいんだけど、いいかな？　いいよね？」

　額にドッと溢あふれる、冷たい汗。俺はフリーズしかけた脳みそをどうにか絞って、この窮きゆう地ちを抜けられるような冴さえた一言を探す。しかしこの噓のいい加減さは、俺自身が一番よくわかっていた。加えて眼めの前にいるのは、俺おれの何倍も頭の切れる、この田舎いなか随一の天才──

　この俺に何ができるだろうか。扉の外から聞こえた物音さえ神の救いに思えた、この俺に。

「お、今なんか音がしなかったか？　ドクター、誰だれか来たんじゃ……」

「オリドっち」

　ドクターは、しかし、俺の顔から少しも視線を外さない。

「そういうの、いいから」

　──駄目だ。

　この少女からは、逃げられない。

「……わかった、わかったよ」俺は観念して、言ってしまった。

「全部話すよ。あれは、あの噓うそは──アイツを守るために吐ついたものなんだ」

「よーせーさんを、守る？」

「ああ」俺は言った。「ここの皆みんなは基本的にオープンな性格をしちゃいるが、ヨソモノの扱いに慣れてるとは言えない。リリー一家みたいになんの縁もない人間が突然移り住んできたとして、皆がどう反応するか、リリーを連れてくるとき、俺はそれが心配だった。だから俺は、あの噓で俺とリリーの間に無理矢理関係性を作ったんだ。誰にでもわかりやすい関係性をな。曲がりなりにも、俺はこの土地じゃ有名人だ。俺の婚約者だと思えば皆もリリー親子を悪くは扱わないだろうし、何か問題があっても俺が責任を取ればいいことになる。これが、理由だ。俺がアイツを『婚約者だ』なんて紹介した、理由」

「ほぇー、すごいこと考えたね、オリドっち」

「まあ、思いついたのは俺じゃないんだけどな。発案したのは横よこ山やまさんだ」

「あー、なるほど。確かにミッちゃんの考えそうなことだね」ドクターはクスリと笑う。「それじゃ、ミッちゃんに上う手まいこと言い包くるめられちゃったわけだね、オリドっち。いやー、ミッちゃんもなかなか悪いことを考えたねぇ。そりゃ効果はあるだろうけどさ、あとあと『やっぱり噓でした』なんて言うのは大変だよー。なんというか、災難だったね、オリドっち」

「まあ……」

　俺は言いかけて、口を噤つぐんだ。

　ここで「まあな」なんて答えて、全すべてを横山さんのせいにしてしまうのは簡単だろう。しかし今この瞬しゆん間かん、俺にはそれが、単なる繰くり返しのように思えた。

　全部話すと言っておきながら、俺はまた、自分のどうしようもない欲望を見栄えのいいもので隠そうとしていた。リリーを苦しめたあの一件の反省もせずに。

「ん？　どったの、オリドっち？」

　……それに、ドクターになんでもわかったような顔をされるのも、今更ながらなんだか癪しやくだ。

「確かに発案したのは横山さんだが、実際に行動に移したのは俺だ。だから俺はこの一件を横山さんのせいにするつもりはないよ」俺は言った。「正直に話すよ。アイツのことを婚約者だって言うのが、俺おれにはたまらなく楽しそうに思えたんだ」

「オリドっち……？」

「アイツのことを婚約者だって紹介するのは楽しいだろうなって。それで皆みんなに驚おどろかれたり、悔しがられたりするのは楽しいだろうなって。皆にからかわれたり、そのせいでリリーが恥ずかしそうにしているのを見るのは楽しいだろうなって、思ったんだよ。だから俺は、横よこ山やまさんのアイデアに乗ったんだ」

「……それってつまり、みんなを騙だますのが面白そうだったってこと？」ドクターは首を傾かしげる。「それってなんだか……」

「違うよ、そうじゃない」俺は頭を振った。「簡単に言えば、俺は噓うそでもいいからアイツとそういう関係になりたかったんだ。俺は……ハッキリ言うぜ、俺はアイツを自分のものにしたいんだよ。アイツを連れ戻したときからずっと、今でもな」

　驚いた様子で大きく目を見開き、息を吞のむドクター。俺は勝手に動き始めた舌をそのままに、言葉を続けた。

「それで実際、婚約者だって噓を吐つくのは楽しかった。我ながら馬ば鹿かだと思うぜ。俺は結局、どうしようもないくらいアイツのことが好きなんだ。本人にそれを伝える度胸もないくせにな。なんたって、ドクター、この噓のことはリリーも知らないんだ。アイツは、俺がそんな噓を吐いたことも、皆に俺の婚約者だと本気で思われてることも知らない。無茶苦茶だろ？　本当に、我ながら馬鹿だと思うぜ。俺の話はこれで全部だ」

「うわー……なんだか、すごいこと聞いちゃったなぁ」ドクターはそう言って、ちょっと気まずそうに頭を搔かく。「っていうか、これ、あたしに話しちゃってよかったの？」

「わからん。だがここだけの話にしておいてくれると助かる。誰だれにも言わないでくれよ」

「まあそれは、今更もうその必要はないから大丈夫だけど」

「ん？　今更？」

「なんでもないよ、なんでも」ドクターは言った。「あー、それで、ちょっと聞きたいんだけどさ、オリドっちはこれからどうするつもりなの？　事情はわかったけど、さすがにこれ、いつまでもよーせーさんに黙だまっておくわけにはいかないんじゃない？」

「……そう、だよな。俺もそう思う」俺はそう言って、視線を手元に落とす。「一応……一応、考えてはいるんだ。機を見て、アイツにちゃんと話そうって」

「機？　それって、どんな？」

「例えば、そう、俺が今考えているのは……」

　顔を伏せたまま、俺は側そばの棚へ目を動かす。そこにあるのは、船の模型。色違いの、ヴァイスハイト号。

「……船が、船が完成したらその上で全部話そうかと思ってる。丁度、伯はく爵しやくに船の利用権利書を貰もらってるんだ。それを使えば丸一日、ヴァイスハイト号を自由に使える。それに、あの船はきっとリリーに似合う。だから、船の上で二人っきりになったときに、言うつもりだ、全部。噓うそのことだけじゃない、俺おれの気持ちもな」

「それってつまり、よーせーさんに言うってこと？　大好きだよ、って？」

「……そうだ」俺は頷うなずいた。

「わー、なんだかロマンチックだね、オリドっち！」ドクターはその大きな目をキラキラと光らせた。「なーんか、よーせーさんが羨うらやましいなー。よーせーさんもきっと喜ぶと思うよ。ガンバってね、オリドっち」

「いや、それはどうだろうな」俺は言った。「俺はどちらかというと、アイツに嫌われるんじゃないかって心配してるよ」

「え、どうして？」

「だって、考えてもみろよ？　自分のことを婚約者だなんて、事実でもないのに吹ふい聴ちようされて、それで喜ぶ奴やつがこの世にいるか？　しかもそんなことを言ってた男がだ、今度は自分のことが好きだときた。俺がリリーの立場なら絶叫するぜ。だから、正直言ってすげえ恐いよ。これで俺たちの関係も壊こわれちまうんじゃないかなって思うとさ」

「なるほどねー。でもオリドっち、何度も言うけどさ、破は壊かいなくして創造なし、だよ」ドクターは言った。「失敗したら、そりゃー悲しいかもしれないけどさ、成功したら嬉うれしいじゃん」

「まあ、そうだな。成功したら嬉しい、か」俺は言いながら、その場面を想像する。今更ながら、もの凄すごく恥ずかしい気分になった。「なんだかすまないな、変な話しちまって」

「えー？　謝らないでよ、オリドっち。あたしは嬉しかったよ。オリドっちがあたしのことを子供扱いしてないってわかったからさ」ドクターはそう言って、いつもの笑顔を見せた。「それにあたしも恋愛トークは大好きだからねー。むしろお礼を言いたいくらいだよ。あ、そうだ！　お礼にはならないかもしれないけど、オリドっちにアレ、見せちゃおっかな」

「アレ？」

「あたしの新作。じゃ、オリドっち、ちょっと待っててね」

　そう言って、椅い子すからピョンと降りるドクター。ドクターはそれから部屋の出口まで静かに歩くと、ドアノブに手をかけ、なぜか一呼吸置いてから半分だけ開いた。

　瞬しゆん間かん、誰だれかがバタバタと走り去る音がドアを通して部屋に響ひびいた。

「……誰かいたのか？」

「んー、ねずみさんが一匹。オリドっちは気にしなくていいよ」ドクターは言った。「じゃ、取ってくるからね、オリドっちは大人しくこの部屋で待ってるんだよ」

　そして、ドクターは軽い足取りで行ってしまった。

　一人ＣＥＯ室に残された俺は、妙な不安を感じながらも言いつけ通りにしばらく待った。時間にして、五分ほど。すると不意に、廊下の方からガチャガチャという耳慣れない音が聞こえてきた。目を向ければ、ドアを開けて入ってきたのは案の定ドクター。ただし、その上半身に奇妙な機械を装備していた。背中から伸び、肩の大きなリンクを経て腕の外側を這はう金属製の角材、関節部から出張るモーターのようなもの。ワイヤー。ハーネス。

「じゃじゃーん。オリドっち、なんだかわかる？」両腕を広げて、ドクターが言った。「これね、パワードスーツっていうんだ。最近はいろんな論文が出てるから、真ま似ねして一つ作ってみたんだ」

「パワード……ってことは、重たいものを持ち上げられるようになったりするのか？」

「そーゆーこと。どう？　ロボットみたいでカッコいいでしょ？」ドクターは言いながら、腕をいろいろな方向に動かしてみせる。そのたびに唸うなるモーター音。滑らかな動き。俺おれは素直に格好いいと思った。

「凄すごいな、本当に」

「プロジェクトに使おうかなーって思ってさ。これがあれば一人で──」




　と、そのときだ。突然、ドクターの顔からいつもの笑みが消失した。いつか見せた、真剣な表情。ドクターの視線は俺の頭上を越え、ガラス窓の外に向けられている。俺は振り返って、ドクターの注意を引いた物体の正体を知った。

　窓の外では、四枚のプロペラを高速で回転させる小型のドローンが一機、カメラをこちらに向けながら空中に静止していた。




　背後で物音がした。視線を戻すと、ドクターが棚を開け、そこから機関銃型の巨大なエアガンを取り出していた。

「まったく、あと少しだっていうのにね！」

　恐らくこれがパワードスーツの力なのだろう。ドクターは五、六キロはありそうな金属製のエアガンを片腕で構え、窓に走り寄った。そして素早く開け放つと、ドローンに銃を向けて引き金を絞った。破裂音とともに銃口から飛び出る無数の弾。だがドローンは八の字を描くようにして飛び回り、全すべての弾をかわした。

　ドローンはそのまま機体を大きく傾けて急速に距きよ離りを取る。ドクターは窓枠に片手をかけてヒョイと乗り越え、遠ざかるドローンに弾を浴びせ続けた。しかし結局、ドローンを墜おとすことはできなかった。ドローンは校舎の陰に消え、ドクターは引き金から指を離はなした。

「ドクター、あれは一体……」俺は言った。しかしドクターは俺の方など見向きもしないで携けい帯たい電話を取り出し、誰だれかに電話をかけた。口を小さく動かし、ボソボソと会話をするドクター。俺は窓の側そばに立ち、ドクターの電話が終わるのを待った。

　三分ほど経たっただろうか、ドクターは唐突に通話を切って、はーっと長いため息を吐ついた。そして俺の方に向き直ったときには、もういつもの表情に戻っていた。

　ただ、そのドクターから出てきた言葉は少し予想外なものだった。

「……ねえオリドっち、ちょっと残業してもらいたいんだけど、いいかな？　一晩ここに泊まって、誰だれかが忍び込んできたらとっ捕まえて欲しいんだけど、いいよね？」

　断るどころか、上う手まく理由を聞き出すことさえできなかった俺おれは、結局なんの情報もないままこの依い頼らいを引き受けてしまった。そして俺とリリー、達たつ彌み、玲れい子この四人は十二号児遊館に宿泊し、一晩ここの警備をすることとなった。




「ドクターに布団を出してもらったのはいいけど、はてさて、寝る時間なんてあるのかな？　夜更かしはお肌の大敵らしいんだけど」と、玲子。言葉とは裏腹に、楽しそうな表情。「あ、でもそのクリーム色の布団は私が使うよ。リリネットちゃんはそっちのピンク色、男子諸君は残りの変な色のやつを使いたまえ。いいかい？　窓から順に私、リリネットちゃん、利り一いち、達彌の順だよ？　そうだ、お菓子を買ってこないと。つまむものが何もないじゃないか」

「なんでもいいけどよ、見回りの順番を決めちまおうぜ」達彌が言った。「異論がなけりゃ、二人一組で交代交代に一時間半ごとに校舎を一周しようと思うんだが、どうだ？」

「ああ、それでいこう。ペアはどうする？」

「んー、相手が何者かわからない以上、どっちのペアにも男がいた方がいいだろ。俺たち二人が、それぞれリリネットちゃんか玲子のどっちかと組む。構わないな？　そんじゃ、リリネットちゃんに選んでもらうか。リリネットちゃん、俺と利一、どっちがいい？」

「えっ、わ、わわわたし？」横に立っていたリリーが、上ずった声を上げる。「わ、わわたしはそ、そのっ……！」

　そして俺を見上げるリリー。次の瞬しゆん間かん、リリーの顔が熟したトマトみたいに真っ赤に染まる。

「リリー？　どうした？」

「ふぇ？　ぁ、や、な、ななななななんでもないわよ！」

「『なんでもないわよ』じゃねえよ。早く選んでくれ」

「え、あ、わっ、わたしは、その、あの、あの、あぅぅ……」

　リリーはゴニョゴニョそう言うと、それきり黙だまってしまった。しかし妙に熱っぽいその手が、俺の服の裾すそをチョンと摘つまんでいた。

「決まり、だね」玲子が言った。

　それから俺と達彌がジャンケンをして、見回りの順番が決まった。勝負ごとに弱い達彌のおかげで、見回りに行くのは玲子たちが先となった。玲子と達彌、俺たち、玲子と達彌、俺たち、玲子と達彌……の順番で一時間半ごと、夜が明けるか、侵入者とやらをとっ捕まえるまで見回りを繰くり返すというわけだ。

「仕方がないね。それじゃあ行ってくるけど、利一、本当に相手が誰だかわからないのかい？」

「ああ。自分にもわからない、ってドクターは言っていた。『誰だかわかんないんだけどさ、何かよからぬことを企たくらんでるねずみさんがいるらしんだよねー』ってな」俺は答えた。

「しかし何が目的でここに忍び込もうとしてるんだ？」達たつ彌みが首を捻ひねる。「何か武器でも盗もうとしてるのか？　そうじゃなけりゃ……もしかしてあの船をブッ壊こわそうとしてるとか？」

「えっ！　だ、だめよそんなの！　絶対だめっ！」突然、リリーが叫んだ。甲高い声が俺おれの鼓膜に突き刺さる。「だって、だって、あの船が、あの船がなかったら……！」

「おいリリー、一体どうしたんだ？　お前何か変だぞ？」耳を押さえながら、俺は言う。するとリリーはハッと我に返った様子で俺たち三人の顔を見回し、今度は首元まで真っ赤にしてヘナヘナとへたり込んでしまった。

「な、なんでもないからっ、み、見ないでよぉ……」

「……まあ、船を壊されるのは俺も嫌だな」俺は言った。「もしそんなことを考えている奴やつがいるとしたら、なんとしてでも阻止したい。俺たちがあれだけ頑張って造り上げた船を、それも完成直前に壊されるだなんて、俺は絶対に嫌だ」

「うーん、でもその可能性は低いんじゃないかな」神妙な面持ちで腕を組みながら、玲れい子こが言った。「だって、完成前に壊すよりも完成後の船と戦って壊した方が格好いいだろう？　今壊しちゃったら、ドラマが足りないよ。それくらいの計算、誰だれにでもできるはずだ」

「となるといよいよ謎なぞだな」と、達彌。「ま、ふん縛じばって吐かせればいいことか。そんじゃ、俺たちは行ってくるぜ。何かあったら電話するからよ」

　そして玲子と達彌の二人は行ってしまった。

　これで部屋には俺とリリー、二人きり。まあ、場所は違うが、この時間に二人でいるのはいつものことだ。だから俺は何か他愛ない話でもして暇を潰つぶそうと思い、リリーに顔を向けた。しかし改めて俺の目に映ったリリーは、なんというべきか、いつも通りではなかった。

　リリーは床にしゃがみ込んだまま、頰ほおに両手を当てて何やらブツブツと呟つぶやいている。髪の間から覗のぞく耳は触ったら火傷やけどしそうなくらいに赤く、肩には小刻みな震ふるえ。少し心配になってリリーの名前を呼ぶと、リリーは「ひゃ、ひゃい！」なんて叫んでその場にひっくり返りそうになった。

「おい、本当に大丈夫かよ」

「だ、大丈夫、だいじょうぶだから……」と、リリー。全く大丈夫そうには見えない。しかし俺はこれ以上なんて声をかけたらいいのか迷って、つい黙だまり込んでしまった。

　壁かべに背をもたれ、俺は床に腰を下ろす。一方、リリーはすっかり落ち着きを失ってしまった様子で動き回り始める。大人しく座っていたかと思えば急に立ち上がり、しばらく部屋を歩き回っていたかと思えば今度は布団に寝転がり、丸まってみたり、寝返りをうってみたりしてからまたムクリと起き上がると、俺の顔にチラッと視線を寄越す。目が合うと、リリーはすぐにプイッと顔を背け、再び立ち上がって部屋をウロウロし始める。

　これではまるで飼い始めたばかりのハムスターだ。俺はいい加減鬱うつ陶とうしくなって、リリーが側そばにやってきたタイミングを見計らってその手を摑つかみ、強引に俺の前へ座らせた。

「……なあ、リリー」

「え、ぁ、ちょ、ちょっとまってリーチ！　わ、わたしまだ心の準備が……っ！」

「心の準備？　なんの話だ？　リリー、お前熱でもあるんじゃないのか？」

　そして俺おれは、身を捩よじるリリーの肩を両手で摑つかんで、自分の額をリリーの額に押しつけた。

「……んー、イマイチわからないな。熱はなさそうだが……リリー、具合が悪けりゃ言ってくれよ。頭が痛いとか、吐き気がするとか」

　しかし額を離はなしても、リリーからは返事がなかった。リリーは全身から力が抜けてしまったかのようにフニャフニャになって、口だけ金魚みたいにパクパク動かしていた。

　……本当に具合が悪いとしたら問題だが、まあ、静かになっただけよしとしよう。

　俺はリリーの体を自分の腹へもたれさせ、その状態のまま玲れい子こたちが戻ってくるのを待った。この妙な姿勢のせいで玲子には散々茶化されたが、しばらく大人しくしていたおかげか、リリーは多少いつもの調子を取り戻した様子だった。

　さて、それから三十分ほど四人で話していると、俺とリリーが見回りに行く時間がやってきた。俺たちは布団に潜もぐり込む玲子と達たつ彌みを『仮眠室』と名づけられた三階の一室に残し、校舎のパトロールに出発した。

　三階の教室を一つずつ確認しながら、廊下を端まで歩く。それから二階、一階へと下り、同じように部屋を見て回る。校舎が終われば、次は工場、体育館だ。塗装作業中の体育館内には壁かべ、床ともにビニールが張り巡らされ、窓やドアは全すべて開け放たれていた。

　俺は、侵入者が現れるとしたら、目的地はやはりこの体育館なのではないかと考えていた。玲子はああ言っていたが、悪戯いたずらをするなら今最も『アツい』のはこの中に鎮ちん座ざしている伯はく爵しやくの軍ぐん艦かんに間違いない。確かに、コッソリ忍び込んで壊こわしてしまってはドラマが足りない。だが解釈の仕方を変えれば、こういう風にも言えるのではないだろうか──完成した船と戦ってドラマチックに勝つために、今から『仕込み』をしている、と。

　そういうわけで俺は、緊きん張ちよう感かんにソワソワしながらマスクを着け、まだ塗料の匂においが残る体育館へ恐る恐る足を踏ふみ入れた。侵入者を見つけたらどうしようか。どうやって取り押さえようか。相手が体のデカい高校生だったりしたらどうしようか。そしてその俺の緊張は、塗装を終えたヴァイスハイト号の姿を見た瞬しゆん間かん、吹き飛ばされた。

　建造中の様子を見ていなければ、これがダンボールの貼はり合わせでできているとは信じられないだろう。そう思わせるくらい完かん璧ぺきに整えられた船体の表面に、眩まばゆいばかりの白が厚く塗装され、高窓から差し込む月明かりを浴びて荘厳な輝かがやきを放っている。

　船の姿に見み惚とれた俺はつい足を止め、入口の暗がりを後ろからついてきたリリーに体当たりされた。不平を鳴らすリリー。しかし体を退けて体育館の中を見せると、そのリリーも、ただ一言「きれい……」という呟つぶやきだけを残して言葉を失っていた。

　俺たちは体育館の中を注意深く見て回った。器具庫の中も、舞ぶ台たい袖そでも覗のぞき、船にも悪戯の痕こん跡せきがないか懐かい中ちゆう電灯の光を当てて確認する。しかしこれといった異常は見当たらなかった。俺おれたちは最後にもう一度入口に立って船の姿を眺めてから、体育館をあとにした。そして校舎の周りをぐるりと一周し、三階の仮眠室に戻った。

　仮眠室では、寝相の悪い玲れい子こが三人分の布団に跨またがって寝息を立てていた。リリーは優しく肩を叩たたいて起こそうとしたが、まるで反応がない。仕方がないので俺は玲子の体を蹴けり転がし、二人分のスペースをどうにか作って疲れた体をそこに横たえた。そして目覚ましをセットし、リリーと船の感想をしばらく言い合ってから、意識を失うように眠りの淵ふちへと転がり落ちていった。時刻は十時半。そろそろこの辺へん鄙ぴな田舎いなかの『深夜』を迎えようとしていた──




　頰ほおに感じた、プニッとした、柔らかな感触。

　まどろみの中、俺は自分の頰に手を当てる。指先に触れたのは、液体のような、冷たい何か。俺はそのまま頰を拭ぬぐい、片目だけ開いてその指先を見つめた。一体なんだろうか。特別、色はない。無色透明。

　まあ、気にするようなことではないだろう。俺は指同士を適当に擦こすり合わせ、再び瞼まぶたを閉じる。まだアラームは鳴っていない。俺は側そばにあった温かいものを抱き寄せて、心地よい眠りに戻ろうとした。

　……ん？　温かいもの？　なんだこれは、湯たんぽにしてはやけにデカいな。というか、湯たんぽなんて使っていただろうか。こんな夏の盛りに。

　俺の脳みそはゆるゆると覚かく醒せい状態を取り戻す。目を開ければ、そこには青色の物体。ツヤツヤと光沢を放つ、滑らかで肌触りのよい、青色の髪。リリーの髪。

「ああ、クソッ」マズい、寝ぼけてリリーの布団に入り込んじまったらしい。俺はそう思って起き上がり、自分の布団を探して首を捻ひねった。しかし俺の横にあったのは、玲子と共に見回りに出かけたのだろう、空になった達たつ彌みの布団。俺が収まっているのは、ちゃんと、自分の布団。

　──つまり、俺じゃない。人の布団に入り込んだのは、俺じゃなくて、リリーの方だ。

「おいリリー」俺は声をかける。しかしリリーからの返事はない。寝ているのだろうか……いや、よくよく耳を澄すませてみれば、寝息の間隔が妙に短い。これは──狸たぬき寝入りだ。

　俺はリリーの頰をピシャリと叩いた。

「……何するのよ、リーチ」

「何するのよ、じゃねえよ。なんで人の布団に入ってるんだ？」

「い、いいじゃない、それくらい」

「っていうかお前、俺に何かしなかったか？　なんか頰のあたりが濡ぬれてたんだが」

「べ、別に何もぉ？」

「……なんだか怪しいな。まあいい、とにかくほら、自分の布団に戻れよ」

「……やだ」

「やだ、ってお前……」

「いいじゃない、一緒に寝るくらい。さっきはわたしのこと、だ、抱き締しめてたくせに」

「う、そ、それは……」

「リーチはさ」寝返りを打つリリー。俺おれはリリーの顔を見て、驚おどろいた。耳まで真っ赤、真っ赤っ赤だ。

「リーチはわたしと一緒に寝るの、い、嫌なの？」

「いや、そういう問題じゃ……」

「じゃあ、どういう問題なの？　わ、わたしは、わたしはリーチのこと……」

　そう言うと、リリーは突然俺の服を摑つかんでグイと引っ張った。布団に倒れる俺の体。反対に起き上がるリリー。そして気づけば、リリーは俺の腹の上に馬乗りになっていた。

「おい！　お前やっぱり何か変だぞ！　どうしちまったんだよ！」

「い、いいじゃない、いいじゃないこれくらい！」俺の胸に手をついて、リリーは叫んだ。「だって、だって、ぅ、わ、わたしたちって、こ、ここ、こっ、こん、こんにゃくにゃにゃっ！」

　……は？

「……コンニャク？」

　俺たちの間に立ち込める、気まずい沈ちん黙もく。謎なぞの言葉を最後に黙だまり込むリリーと、事態を飲み込めずに思考停止状態の俺。小刻みな震ふるえが、リリーの手を通じて俺の胸にまで届く。俺がリリーから目を離はなせずにいると、リリーは両目にジワジワと涙を溜ため始めた。そしてその涙がリリーの大きな瞳ひとみを完全に覆おおったとき、リリーは俺おれの腹からすっくと立ち上がって、声にならない悲鳴を上げながら部屋の外へと飛び出した。
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「ま、待てリリー！」

　俺は慌てて起き上がり、三階の廊下を疾走するリリーを追いかける──単純な足の速さでは、リリーの方が上だ。しかしリリーは階段の手前で足を滑らせ、俺はその隙すきにリリーに追いついた。四つん這ばいになって転倒を免れ、なお走り続けようとするリリーを、俺は両腕で捕らえた。

「わ、忘れるのよリーチ！　お願いだから、全部忘れて！」

「忘れろって、何を！」

「全部よ全部！　全部全部ぜーんぶ！」リリーはそう言って、俺の腕の中で激しくもがく。リリーの手が俺のズボンに当たり、その拍子にポケットから携けい帯たい電話が弾はじき出された。

　俺は咄とつ嗟さにその携帯を摑つかむ。拘束が一いつ瞬しゆん緩ゆるみ、すかさず俺の腕から抜け出すリリー。マズい、と手を伸ばすが、リリーはそれをヒラリとかわして階段へ大きく踏ふみ出す。このままでは、逃げられる──

　と、そのときだ。

　俺の手の中で、携帯電話がけたたましい着信音を鳴らし始めた。

　足を止めるリリー。俺はリリーの手を捕まえて、それから携帯のディスプレイに目を向けた。そこには『岩いわ科しな達たつ彌み』の文字があった。

「達彌からだ」俺はリリーにそう言って、携帯の応答ボタンを押した。

『お、早かったな。起きてたのか？』と、達彌の声。

「いろいろあってな。何かあったのか？」

『ああ。吉報だぜ、利り一いち──奴やつこさんが遂ついに現れたらしい』

「……らしいってのはどういうことだ？」

『玲れい子こが校舎の近くで青っぽい光を見たって言うんだよ』達彌は少し早口で言った。『今丁度工場から出てきたところなんだが、第一工作室のあたりで光が動くのを見たらしい。目の錯さつ覚かくか、玲子が幻を見たっていうんじゃなけりゃ、誰だれかが携帯か何かを開いたってことだろう。お前とリリネットちゃんは三階にいるんだよな？』

「そうだ」

『じゃ、いよいよ噂うわさの誰かさんの登場ってわけだ。利一、とっ捕まえるぞ。お前は校舎の中を探してくれ。俺たちはこのまま外を見回ってくる。上う手まくいけば挟み撃うちにできるぜ』

「……ちょっと待て、確認させてくれ。お前たちは体育館にいて、その妙な光は職員室の近くに見えたんだな？」俺は言った。「逆じゃないんだな？」

『ああ、逆じゃない。光が見えたのは工作室の外だ。つまり奴さんは設計図か何かを狙ねらってるんだろう。とにかく利一、任せたぜ』

　達たつ彌みはそう言って電話を切る。俺おれは不安そうな顔をこちらに向けるリリーに、達彌の話を要約して伝えた。

「ちょ、ちょっと、ほんとなの？　侵入者って？」と、リリーは言う。俺は正直に「わからん」とだけ返し、リリーの手を引いて静かに階段を下りていった。

　一階に着いた俺は、携けい帯たいで時間を確認する。午後十一時三十分。なるほど、忍び込むには丁度いい時間だろう。俺は壁かべに備えつけられていた非常用の懐かい中ちゆう電灯を取り、それからステルスアクションゲームの主人公のように物陰に隠れつつゆっくりと職員室へ近づいた。廊下に人ひと影かげはない──しかしどこからか、机を漁あさるような物音が聞こえていた。

「ね、ねえ、まさかさ、魔ま法ほう使つかいさんとかじゃないわよね？」リリーが小声で言った。「もしあの人だったら、わたしたち四人じゃ束になっても勝てないと思うんだけど」

「そりゃまあそうだろう。しかしなんで兄アニさんを疑うんだ？」

「え、だってほら、伯はく爵しやくくんの邪じや魔まをするとしたら、一番それっぽいのはあの人でしょ？」

「まあ、そういう観点で考えるのなら的を射ているとも言えるが、あの人は基本的にこういうせせこましいことを好まないからな」

「じゃ、じゃあさ、リーチは誰だれが一番怪しいと思ってるの？」リリーは、声色になんだか少し好奇心を覗のぞかせながら言った。

「そうだな……」俺は、廊下に面している職員室のガラス窓の下に張りつき、達彌宛あてのメッセージを打ち込みながら少し考えた。「……わからん。『相手が誰か』って話を抜きにして考えれば、真っ先に想像するのは伯爵なんだが」

「あー、なんとなくわかるわそれ」リリーは言った。「こういうスパイみたいなこと、好きそうだもんね」

「実際好きだよ、あの男は。だが、アイツがドクター相手にそういうことをするとは考えられない。伯爵はドクターのことを過剰なくらい信用してるし、肝心の船ももうほとんど完成してる。今更疑うことなんて何もないはずだ」

　俺はショート・メッセージの送信ボタンを叩たたいて、しばらく待った。数十秒後、達彌からは『了解』というシンプルな答えが返ってきた。

「まあ、疑わしいヤツは他ほかにも山ほどいるんだがな」片手に懐中電灯を握り、反対の手に持った携帯電話の時刻表示を見つめながら、俺は言った。「伯爵は軍ぐん艦かんを造ったんだ。試しにちょっと攻こう撃げきしてみようって考えるヤツは腐るほどいるだろう。そんなヤツらの誰かが、そうだな……船の弱点を見つけるために設計図を盗もうとしてるっていうんなら、体育館じゃなくて校舎の方を狙ねらったっていうのも納得できる」

「ね、ねえ、本当にその人は船のことを狙ってるの？」リリーは言う。「わ、わたし、絶対に嫌よ？　あの船を壊こわされちゃうなんて、絶対……」

「俺だってそんなのは嫌だよ。だが俺はその可能性が高いと睨にらんでる。ともかくあと二十秒だ。そしたら答えが出る」

　そしてデジタル表示の時計が十一時三十二分を告げた。瞬しゆん間かん、俺おれは懐かい中ちゆう電灯を点灯させて素早く立ち上がる。第一工作室を挟んで向かい側、校舎の外にも同じように動く人ひと影かげ。俺と達たつ彌みは、懐中電灯の光をガラス越しに室内へ照射した。

　そこには、人の姿も、荒らされた形跡も、何もなかった。

　俺は再び懐中電灯の光を消し、耳を澄すませた。音はまだ、ゴソゴソと聞こえ続けていた。

「どうやらドクターの部屋に忍び込んだらしい」俺はリリーに聞こえるようにそう言ってから、携けい帯たい電話を確認した。ディスプレイに一行、達彌からのメッセージ。『十一時三十四分』。

「リリー、三十四分になったら俺の背中を叩たたいてくれ」俺はそう言って、リリーに携帯電話を渡した。闇やみの中でコクリと頷うなずくリリー。月明かりを宿した髪が小さく揺れる。俺はそれから廊下を忍び足で移動し、ドクターの部屋、ＣＥＯ室のドアノブに手をかけた。

　部屋の中から発せられている小さな音と、自分の心臓の鼓動。俺はその二つを聞きながら、時が来るのを待った。そして永遠とも一瞬とも思える十五秒ののち、俺は背中にトンという軽い衝しよう撃げきを感じた。

　俺はドアノブを捻ひねり、扉を押し開けた。同時に右手の懐中電灯を点灯させ、室内に向ける。左寄りに設けられた入口から斜め前、デスクの向こうに、果たしてその姿はあった。

「利り一いち！」という、達彌の鋭するどい叫び声。と同時に、スカーフで顔を隠した侵入者が机を飛び越え、こちらに向かって駆け出してきた。服装から察するに、恐らく男。背丈は、俺よりも幾分小さい。中学生か、そうでなければ高学年の小学生だろう。しかし入口に立ち塞ふさがる俺を前に、その少年は臆おくする様子を微み塵じんも見せなかった。

　俺はみぞおちに力を入れ、両腕を広げた。少年は肩を突き出して真まっ直すぐ俺に突っ込んでくる。肋ろつ骨こつの中央を叩く、硬い感触。息が詰まる。しかし俺はどうにか腕を畳んで、少年の体をガッチリと捕まえた。瞬間、少年の勢いを全すべて受け止めなければならなくなってしまった俺の体が、少年もろとも後方へ飛んだ。板張りの廊下と少年の体に挟まれ、心臓が止まるんじゃないかと思うほどの衝撃が俺の体を貫く。それでも、俺は少年を離はなさなかった。

「クソッ！　大人しくしやがれ！」

　少年は腕の中で必死にもがく。俺は振り払われないように、少年の服をグイと絞るように摑つかんだ。運良く、今は少年の腕を抑え込むことができている。しかし少年は足をバタバタと動かして、俺の太ももに何度も膝ひざ蹴げりを加えてきた。

「リリー、リリー！　なんとかしてくれ！」

　リリーにはどうすることもできないだろうとわかりながら、俺は叫んだ。すると慌てた様子のリリーは、何を考えたか、少年のスカーフに手をかけた。

　少年が、一層強く暴れた。そして、リリーの手を振り解ほどくためだろう、強く振られた少年の頭が勢い余って俺の顎あごにぶつかる。予期せぬ突然の痛み。俺はつい力を緩ゆるめる。その隙すきを突いて、少年が俺おれの胸を思い切り突っ張った。俺の手が、少年の服から外れた。

「マズい！」

　少年は跳ねるように立ち上がる。その拍子に、顔を隠していた布がパサリと落ちた。だがこの暗がりでは顔の判別ができない。俺は自分の上に落ちてきたその布を払いのけ、手元に転がっていた懐かい中ちゆう電灯を摑つかんだ。そして廊下を走り去ろうとする少年にその光を向けた。

　ほとんど同時に、廊下の先にも光が現れる。響ひびき渡った、達たつ彌みの「いたぞ！」という声。達彌と俺に挟まれた少年は、焦りの色を見せながら一度振り返る。ライトに照らし出される、少年の顔──しかし少年はまたすぐに体の向きを変え、廊下の窓に駆け寄った。そして窓を開け、達彌が追いつくよりも早く、少年はそこから飛び出していってしまった。

「ヤロウ！」達彌は鋭するどく叫び、同じように窓から飛び出した。達彌のあとからやってきた玲れい子こは、一度窓の外を確認したあと、少し苦いような表情を俺に向けた。

「……追いつくのは無理そうだね。まさか歩いてここまで来たわけではないだろう。流石さすがの達彌も、馬より速くは走れない」玲子は言った。「利り一いち、大丈夫かい？」

「ああ、なんとかな」リリーに助け起こされながら、俺は答えた。立ち上がると、変な咳せきが何度も出て、口の中に血の味がした。「クソ……しかしこりゃ、どういうことなんだ？」

「私にはわからないよ」玲子が言った。と同時に、外から悔しそうな達彌の叫び声が聞こえてきた。

「ねえ、あれってさ……」リリーが俺の顔を見上げる。ハの字に曲がった眉まゆ毛げ。手には、少年が残していったスカーフが握られていた。「いっつも馬車を操ってる、あの子よね？　伯はく爵しやくくんの、友達の……」

　ライトに照らされた幼い顔を思い返しながら、俺は頷うなずいた。

　侵入者の正体は、伯爵の親友で活動仲間としても最古参の一人である、御者の石いし田だ君だった。

　俺たちはそれから三階へ戻り、朝が来るまで同じように見回りを繰くり返した。しかし二度と侵入者が現れることはなかった。それでも石田君が現れた意味を延々考えてすっかり目が冴さえてしまった俺は、それから一睡もできぬまま金曜日の朝を迎えた。

　そして金曜の朝、俺とリリーは事の次し第だいを説明するため、ドクターの部屋を訪れていた。




　朝早く出勤してきたドクターは、俺たちに声もかけずに自分の部屋に篭こもっていた。いつもの人ひと懐なつこさから考えると少し違和感のある行動だ。もっとも、いよいよ納品期日を迎えた主砲のことを思えばそうおかしな話ではないのだが、ともかく俺は変な緊きん張ちよう感かんを覚えながらＣＥＯ室の扉をノックした。ドクターの返事は、いつもより少し遅れて返ってきた。

「おはよー、オリドっち。よーせーさんも、おはよー」扉を開けた俺たちに、ほんの一いつ瞬しゆんだけ視線を寄越すドクター。ドクターは、引き出しにしまわれていたであろう書類を机の上に山積みにして、何やら確認作業に励んでいた。

「ドクター、昨日の警備のことなんだが……」

「あー、ごめんねー、オリドっち。面倒なこと頼たのんじゃってさ」ドクターは反射的とも感じられる口調で言った。そこに、手を止めようとする気配はない。「大変だったでしょ、疲れてたらもう少し休んでてもいいよ？」

「いや、俺おれは大丈夫だ。それよりも、昨晩のことについて話したい」俺は言った。「ドクターの言った通り、夜中にここへ侵入してきたヤツがいた。それでなんとか取り押さえようとしたんだが、すまない、あと一歩のところで逃げられちまった」

「みんなに怪け我ががなかったらそれでいいよー」ドクターは言った。「取られたものも特にないしね。それじゃあオリドっち、ごくろーさま」

「……侵入者の正体、聞かないのか？」

「え？　だってオリドっち、取り逃がしちゃったんでしょ？」ドクターはようやく、俺に視線を向ける。ただそれも、瞳ひとみをチラッと上に向けただけだった。怒っているという様子ではない。むしろ真逆の、何もない、興味もないといった雰囲気だ。

　リリーがそっと、俺の腕を摑つかむ。こういう重苦しさが、リリーは何よりも苦手なのだ。

「ああ、取り逃がしはした。だが顔は確認できた。あれは……」

　俺は意図的に間を置いた。しかしドクターは、身を乗り出すわけでも、手を止めるわけでもなかった。

　そして俺は石いし田だ君の名前を口にしたのだが、ドクターから返ってきたのは「へー」という気のないただの音だけだった。ドクターはそれから視線を戻し、再び手元の作業に集中し始めた。




「──一体そりゃ、どういうことなんだ？」

　ドクターの反応を一通り説明すると、達たつ彌みがしかめっ面を作ってそう言った。

「思うに」未いまだ布団で眠りこけている玲れい子こを挟んで向かい側に座り、俺は言った。「ドクターは最初から誰だれが侵入しようとしていたのか知っていたんだろう。多分、その目的も」

「じゃあなんで俺たちにはそれを伏せていたんだ？　意味がわからん」

「何か事情があって、隠しておきたかったとか？」

「だったら、そもそも俺たちに見張りなんて頼むべきじゃなかっただろ」達彌は言った。「謎なぞだ。まあドクターの考えることだから、俺たち常人には理解なんてできやしないんだろうがな。でもこれだけは言えるぜ、ドクターは目的もなしに何かをやるような人間じゃない」

「ドクターの目的、か……」

　俺は少し考え込んだ。今回、俺たちに侵入者の正体も明かさずに見回りを頼んで、結果何が起こったか。恐らくそれが、ドクターの求めていたものだろう。しかしどう考えてみても、結果といえば俺たちがドクターに妙な不信感を抱いたことくらいだ。

　……いや、俺たちが不信感を抱いた相手は他ほかにもいる。侵入者にその命令を下したであろう人物、伯はく爵しやくである。

「ねぇ、ドクターちゃんのことも確かに気になるけど、まずはあの伯爵くんの友達を探してみるべきじゃない？」リリーが言った。「あの子に会って、なんでここに忍び込んだのか聞きましょうよ。あの子がもしも船を狙ねらってるとしたら、わたし絶対に止めたい」

「俺おれもリリーに賛成だ。だが俺は、最初に伯爵に会いにいくべきだと思う」俺は言った。「伯爵なら石いし田だ君の居所も知ってるだろう。それに、恐らく石田君をここに送り込んだのは伯爵だ。なんでそんなことをしたのか、理由を知りたい」

「確かにそいつは疑問だな」渋い顔で、達たつ彌みは頷うなずく。「アイツがドクターのことを疑うなんて、そりゃとんでもなく珍しい話だ」

「伯爵のことだから遅くても昼までには現れるだろう。俺たちも、それまでに最後の仕事を終えられるかもしれない」俺は言った。「主砲はもう組み立てを待つばかりだ。それが終われば、任務完了、いよいよドクターの手伝いもおしまいだ」

　間もなく、ドクターが仮眠室にやってきた。俺たちは体育館脇わきの空地へ移動し、そこで砲身の数が三本となった新たな真空砲を組み立てた。

　最初の連装主砲を組み立てたときの経験と工作そのものへの慣れのためだろう、なるべく丁てい寧ねいに作業したのにもかかわらず、この組み立ては想像よりも余程早く終わった。侵入者に関わる懸けん案あん事項のことを考えればこれは嬉うれしいことのはずなのだが、不思議と俺が感じていたのは単純な喜びばかりではなかった。

「いろいろあったけどさ、いよいよ終わっちゃうと思うと少し寂しいわね」前よりも迫力の増した主砲の姿を見つめながら、リリーはそんな風に呟つぶやいた。

　そして、午前十一時半、最後の調節作業に勤いそしむドクターとそれを手伝わされている達彌、玲れい子この三人を残し、俺とリリーはコッソリと体育館へ入り込んだ。

　体育館には、伯爵を含めても僅わずかに四人ほどしか人の姿がなかった。伯爵はステージの上にあぐらを搔かき、ぼんやりと船を眺めている。手元には、湯気を立てるカップが一つ。中身はいつもの激甘ココアに違いない。早足で近づくと、伯爵は船を見つめたままこう発した。

「見たまえ、織おり戸ど殿、ブルーグラス殿。美しいとは思わないか？　これこそ私が求めていたものだ。純白の船。正義の船。理想通りという言葉が相応ふさわしい」

「さすがドクター、ってか？」ステージの下に立ち、伯爵を見上げながら俺は言った。

「わかっているじゃないか、織戸殿」伯爵は満足そうに口元を歪ゆがめる。「もちろん君たちも含めて、この船のために尽力してくれた皆みなのおかげではある。しかし設計図に線を引いたのも、作り方を我々に指導したのも彼女だ。彼女がいなければ、このように私の夢が実体を成して眼前に現れることはなかった。彼女はまさに──」

「じゃあなんで、ドクターのところにスパイなんか送り込んだんだ？」伯爵の言葉を遮るように、俺は言った。伯爵の視線が、初めて船を外れ、俺の方を向いた。「伯爵、ドクターの何を疑ったんだ？」

「スパイ？　疑う？　織おり戸ど殿、一体なんの話をしているんだ？」眉み間けんに深い皺しわを寄せる伯はく爵しやく。俺おれにはその表情が、怒っているようにも、戸惑っているようにも見えた。

「とぼけないでくれ。昨日の晩、石いし田だ君がドクターの部屋に侵入したのを俺たちは知っている。命令したのは……」

　お前だろう。そう言おうとした俺を、今度は伯爵が遮った。

「ちょっと待て、君は今石田と言ったか？　もしかして、君たちは石田の居所を知っているのか？」伯爵は驚おどろいたような口調で言った。「今朝から奴やつの姿が見えなくて少々困っていたところなのだが」

「そんなの、俺が知るわけないだろ。ＣＥＯ室にいるところを見つかったあと、俺たちから逃げてどこかに消えちまった」伯爵の言葉に動揺を覚えながら、俺は言った。「伯爵、本当に何も知らないのか？」

「君のいう『スパイ』というものが一体なんであるかまだ正確には理解していないが、恐らく私が指示したことではない。そのような覚えはない」伯爵は言った。「特に彼女に関わることであれば、違うと断言できる。それは君もわかっているだろう？」

「それじゃあ、石田君は一体なんの目的でドクターの部屋なんかに入り込んだんだ？」

「ふむ……」伯爵は口元に手を当てて、しばらく考え込むような素振りを見せた。「わからんな。しかし気になってきたぞ。石田は信用に値する男だ。あのように思し慮りよ深い男でなければ、馬の気持ちを解してやることなどできようもない。それに、石田は我々の内でも特に船の完成を楽しみにしていたはずだ」

「船の設計に不満があったとか？」

「いいや、それはないだろう。船の構想段階では石田の意見も多分に取り入れた。船が完成したら、私はあれに舵かじ取とりを任せるつもりだったからな。そしてドクターは、我々の要望の全すべてを設計に組み入れてくれた。芸術的なまでに。結果を見たまえ、結果を」

　伯爵はおもむろに立ち上がると、ステージを降りて俺たちの側そばにやってきた。

「……石田は、彼女の部屋で一体何をしていたのだ？」伯爵は言った。

「ドクターのデスクを漁あさってた。何かを探している様子だった」

「ふむ、彼女は取りかかっている仕事に関する全ての書類を机に入れておくからな。設計図、仕様書、注文書……あと入っているものといえば筆記用具くらいだろうか。すると君がスパイと呼ぶように、石田は何らかの情報を得ようとしていたのだろう。我々の注文に関することか、あるいは……あるいは別の……」

　伯爵は顎あごに手を当て、俺の顔を見ながらしばらく静止した。それから、何か思いついたような顔をして、口を開いた。

「織戸殿、君は──」

　と、そのとき、伯はく爵しやくの名を呼ぶ声が、俺の脳みそに突き刺さった。

　空気ではない別の何かを振動させているかのような、独特の声音。伯爵は口の動きを止め、キョロキョロと声の発生源を探す。有あり坂さか先せん輩ぱいは、いつもの流れるような優雅な足取りで船の陰からその姿を現した。その後ろに、ドクター、達たつ彌み、玲れい子この三人を従えながら。

　ドクターたち三人は、協力しながら二台の大きな台車を押していた。完成したばかりの三連装真空砲が、その二つの台車にまたがるように載っていた。

「いやー、間に合ったね」ドクターが満面の笑みを見せながら言った。「お待たせ、伯爵。主砲ができあがったよ！」

「おお！　遂ついに！」伯爵が、感激した様子で声を上げた。その双そう眸ぼうも、まるで小学六年生のように輝かがやく。「なんと見事な！　やはり君に任せて正解だったようだな、ドクター！」

「支払い分の働きはするよー、誰だれに対してもね」ドクターは言った。「まだテストはしてないんだけどさ、砲身の気密性もちゃんとチェックしたし、もう船に載せちゃっていいよ。万一不具合があっても、載せたままちゃちゃっと直しちゃうから」

「そうか！　それでは早速作業に入ろう！」伯爵は言った。その言葉と同時に、点検作業にあたっていた小学生たちが手を止めて集まってくる。伯爵は自分もヘルメットを被かぶると、その仲間たちに早口で指示を飛ばした。指示を受けた小学生たちは二つの班に分かれ、一方の班は船の甲板に上り、もう一方は主砲に鎖くさりをかけ始めた。

「……織おり戸ど殿」電動クレーンのリモコンを手に取り、伯爵は静かな声で言った。「石いし田だも一人の男だ。自分が何をすべきかは自分でわかっているはずだ。それが私の意に添うものであるか否かは、奴やつにとっても、私にとっても、どうでもよいことだ。石田は私の友人であって、部下ではないのだからな」

「伯爵、それじゃあ──」

「心配するな、織戸殿」伯爵は言った。「我々には彼女がついている」

　鎖をかける場所についてあれこれ口を挟んでいたドクターが、伯爵の視線に気づいたのだろう、こちらに顔を向ける。伯爵に向けるのは、いつも通りの笑顔。人ひと懐なつこい、見ているだけで心の温かくなるような笑顔。以前は、この一種類しか表情を持たないんじゃないかとさえ思っていた、いつもの笑顔。俺たちをこのドクター・コープへ招いたときに見せた、あの笑顔。

　それを見た瞬しゆん間かん、どういうわけか、俺は心の奥に言い知れぬ不安を覚えた。




　主砲を甲板に載せ、船は遂にその姿を完成させた。あとは最後の点検を残すのみである。そしてこの日の夕刻、俺の携けい帯たい電話に『石田慶けい一いち』と名乗る人物からメッセージが届いた。














　　その十　猜さい疑ぎの目、手の平の上






「なあリリー、本当に登るのか？」

「当然でしょ。あの子の目的、知りたくないの？」

「そりゃまあ、もちろん知りたいが……」

「じゃあ、他ほかに選択肢はないじゃない。ほら、リーチ、行くわよ」

　そう言って、リリーはロープの先端を俺おれに突き出す。俺はそのロープを自分のベルトに結びつけながら、目の前にそびえる巨大な塔を見上げた。自然と口から漏れる、ため息。二十階建てのビルと同等の高さを誇る給水塔は、夜を迎えてその先端を七色に淡く光らせている。

「なあ、本当に……」

　と、言いかけたそのとき、俺は腰のベルトが引っ張られるのを感じた。目を向ければ、既に梯はし子ごを登り始めたリリーの姿。ベルトに縛しばりつけたロープの反対側は、リリーが身につけるハーネスに繫つながれている。ピンと張ったロープと、俺を見下ろすジトッとしたリリーの目。俺は仕方なく覚悟を決めて、給水塔の外がい壁へきを這はうように登る梯子に手をかけた──




　日暮れに届いた石いし田だ君からのメッセージは至極簡単なものであった。ただ一言『給水塔で待っている』と述べられていただけで、口止めを請こうような言葉もそこには一切なかった。だから俺は玲れい子こや達たつ彌み、伯はく爵しやくとも相談してから会いにいこうと考えたのだが、リリーはそのメッセージを見るなり血相を変えて「そんな悠長なことしてたら逃げられちゃうでしょ！」などと言い放ち、リュックサックだけ摑つかんで家を飛び出していった。

　このリリーの行動には俺も少なからず驚おどろかされた。今までそういう素振りはあまり見せていなかったのだが、どうやらリリーは俺以上にあの船に愛着を抱いているらしい。そしてそんなリリーに引かれるように、俺たちは給水塔まで急行したのであった。




　冷たい風が頰ほおを撫なでる。八月も半ばになると、夜の空気には既に秋の色があった。俺は上着を着てこなかったことを少し後悔しながら、一歩、また一歩と手足を動かし、少しずつ自分の体を持ち上げた。梯子の表面に浮いた、汚れと錆さび。何度もそれを握っていると、次し第だいに手の表面がゴワゴワとしてきて、鈍い痛み以外何も感じなくなった。

　しかし寒さや手の痛み以上に辟へき易えきしたのが、目の遣やり場だ。既に地上三十メートルを超え、俺にはもう下を覗のぞく勇気がない。だが、そうかといって上に目を向ければ、俺の目に映るのは……そう、夢中で梯子を登り続けるリリーは、自分がヒラヒラしたスカート一枚しか穿はいていないことをすっかり失念している様子なのだ。そういうわけで、俺は自分の手元を延々睨にらみ続けていなければならなくなっていた。

　そんな辛つらさを我慢しながら登り続けること数十分、身も心もすっかり疲れ果てたところで、俺おれたちは遂ついに頂上へと到達した。給水塔に登るのはこれが初めてであったリリーは、恐らく想像よりもキツかったのだろう、梯はし子ごを登り切ると、そのままペタンとコンクリートの床面に腰を落とした。

「体力には、それなりに、自信が、あったんだけど……」リリーは息を切らせ、紅潮した顔を俺に向けながら言った。

「そりゃまあ一千メートル以上も標高が違うんだ、気圧も外界よりは当然低い」

「そんな高いところにこんな塔まで建てちゃうなんて、なんていうか、狂気の沙さ汰たね」

「全くだ」俺はそう言って、光りに包まれた周囲の空間をグルリと見回した。

　この田舎いなかで最も高い建造物である給水塔は、その先端に王冠のような構造物を備えている。無数の電灯を埋め込んだこの構造物、内側には直径五メートルほどのスペースがあり、塔の頂上から田舎の全ぜん貌ぼうを望むことができた。このスペースがなんのために設けられているのか、俺にはわからない。しかしこの田舎の連中は、極々自然に、各おの々おの好きな使い道をこういったわけのわからないものに見出すのであった。

　丁度、件くだんの石いし田だ君のように。

　石田君は、転落防止用の鉄てつ柵さくに寄りかかりながら、頂上に現れた俺たちを見つめていた。

「……二人だけで来たのか？」

「他ほかに誰だれか連れてきた方がよかったか？」俺は言った。すると石田君は僅わずかに口角を上げて鼻を鳴らし、俺たちに近づいてリリーの側そばに腰を下ろした。

「利り一いちさんも座ってくれ。少し長い話になりそうだ」

「それってつまり、昨日あんな風にドクターちゃんの机を漁あさってた理由を話してくれるってこと？」そう言って身を乗り出すリリー。石田君は静かに顎あごを引いて答えた。

　俺はリリーの隣となりにあぐらを搔かいた。それを見たリリーも慌てたように居住まいを正す。石田君は腕を固く組んでしばらく黙だまり込んでから、唐突にこう言った。

「今回の計画、俺はあの女のことを信用してない」

「ドクターちゃんのことを？　なんで？　あの子はちゃんと……」

「違う、栖すみかさん、アンタらの生徒会長のことだ」石田君は頭を振る。「あの女、俺たちに隠れて何か企たくらんでいやがる。それも、俺たちの船に関わる何かだ。利一さん、リリネットさん──」

　そして前のめりにグイと顔を近づけ、数段低くした声でこう続けた。

「──多分、あの女は俺たちの船を沈めようとしてる」

　息を吞のみ、目を見開くリリー。石田君のこの言葉は、俺の頭にも鈍器で殴られたかのような衝しよう撃げきをもたらした。

「先せん輩ぱいが？　どうしてそんなことを？　あの人も仲間の一人じゃなかったのか？」

「仲間？　それは違うな。いや、伯はく爵しやくは皆みんなと同じ友達の一人だと思ってるみたいだが、俺おれからすれば少し違う」石いし田だ君は言った。「利り一いちさんも知ってるだろう？　俺や他ほかの皆は同じ目的を持ってるから仲間として団結してる。だが、あの女は違う。あの女が俺たちと一緒にいるのは、もっと別の理由があるからだ。伯爵の近くにいることだけが、あの女の目的なんだ。そういう意味で、あの女は俺たちの仲間じゃない」

　なるほど、と俺は思った。確かに、有あり坂さか先輩が小学生たちとは異なる目的に駆動されていることは明らかな事実である。俺は、有坂先輩が伯爵を指して『あの人』と言うときの、背筋がゾクゾクとするような響ひびきを思い返していた。

　でも、だ。

「でも、それって変じゃない？　それなら船を壊こわすなんて伯爵くんが怒りそうなこと、するはずがないんじゃないの？」

「俺も最初はそう考えていた。だが事実として、あの女は俺たちの裏でドクターに何かを依い頼らいしたんだ。よりにもよって、あの炎ほのおの魔ま法ほう使つかいまで巻き込んだ何かを」石田君は答えた。

「……兄アニさんを？」

「一昨日のことだ、俺は偶然見ちまった」膝ひざに手をつき、石田君は真剣さを感じさせる口調で続けた。「あの女がドクターの部屋で炎の魔法使いと一緒にいるところを。あの女がドクターに何かを手渡して、ドクターがそれを書庫に投げ込んだところを。それから、三人で手を重ねて声を上げてるところを。利一さんにもこの意味はわかるだろ？」

「そういえば……」石田君の言葉に呼び起こされたかのように、頭に浮かんだ一つの記き憶おく。その記憶を辿たどりながら、俺は言った。「俺も一度見たことがあるぞ、その三人が一緒になってドクターの部屋にいるところを」

「……決まり、だな」石田君は言った。「決定的だ」

「しかし、何かグランプリに関することでも話していただけなのかもしれない。船を狙ねらっていると決めつけるのは早計じゃないか？」

「いいや、間違いない」石田君はそう言って首を振る。「炎の魔法使いとドクターが合わされば、この世に起こることは一つしかない──際限のない、破は壊かいだ」

「際限のない、破壊……」

「それに、ドクターは利一さんたちに夜中の見回りなんかさせてまでその仕事を俺たちの目から隠してやがる。俺たちに関わることでなければ、そんなことをする必要はないはずだ」

　石田君は一呼吸置いて、こう続けた。

「利一さん、リリネットさん、俺はあの女が具体的にどんな依頼をしたのかを探るためにＣＥＯ室へ侵入したんだ。だが結局、何も摑つかめなかった。どうも俺の行動は全部筒抜けだったらしい。デスクの中にあの女に関係する書類はなかったし、十二号には利一さんたちもいた。昼の内にドローンを使って他の部屋も覗のぞいてみたが、それらしいものはどこにも見当たらなかった。恐らくドクターは依い頼らいに関わるものを全すべてどこか別の場所に移して作業してるんだ。俺おれたちに見つからないようにするために。なんで俺たちに見つかっちゃいけないのか、それはつまり、俺たちに関係することだからだ。つまり──船を狙っているからだ」

「そんな……！」

「俺たちは気づくのが遅すぎた。利り一いちさん、リリネットさん、俺はあの船を守りたい。俺は二人も同じように思ってると信じてる。だから、頼たのむ。何か知ってることがあったら、なんでもいいから教えてくれ」

　今度は俺が黙だまり込む番だった。不安げに俺を見つめるリリーの視線を感じながら、俺は頭の中で石いし田だ君の話を一つずつ整理し直す。確かに、理には適かなっているように感じられる。だがストンと腑ふに落ちるかと問われれば、そうではなかった。

「……今ひとつ、信じられないな。兄アニさんはともかくドクターや先せん輩ぱいが船を攻こう撃げきしようとしてるだなんて、俺はやっぱり信じられない。憶おく測そくが過ぎるというか、知恵遊びが過ぎるというか、そんな感じがする」

　俺は答えた。そしてまた少し考えて、こうつけ足した。

「でも、そうだな……万一その予想が当たって、俺たちの作ったものまで池の底に沈んじまうのは、確かに嫌だ。俺が知っていることなんてほんの僅わずかだが、それでよければ、話すよ」

「頼む」石田君はそう言って、頭を下げた。

　そして俺は、この三週間に遭遇した二つの出来事と最近のドクターの様子について、石田君に詳しく話して聞かせた。有あり坂さか先輩、ドクター、兄さんの三人がＣＥＯ室に集まって何やら話し込んでいたこと。見回りのこと。ドクターの反応。それから、ドクターの友人たちを近ちか頃ごろあまり十二号で見かけないこと。ドクター自身もたびたび外出していること。この一週間、船とは関係のない部品作りが多かったこと。

　石田君は岩のように静まり返って俺の話を聞いていた。俺は、伯はく爵しやくが石田君に信しん頼らいを寄せる理由がわかったような気がした。全てを話し終わると、石田君はこうコメントした。

「とにかく、また一つハッキリしたことがある。読み通り、ドクターは十二号以外に作業場を構えて、そこに人とモノをすっかり移しちまったというわけだ。ということは、その場所さえ見つけられれば全ての疑問は晴れる。利一さん、俺に手を貸してくれないか？」

「俺に何をしろと？」

「簡単なことだ。ドクターのあとをつけて、その場所を見つけ出して欲しい」

「……それって、簡単なことなのか？」

「多分、俺のやろうとしてることよりは」石田君は言った。「俺はもう一人の要注意人物、炎ほのおの魔ま法ほう使つかいを探ってみようと思ってる」

「……なるほど」

「無理にとは言わない」石いし田だ君は立ち上がり、衣服を整えながら言った。「だけど、夏休みを半分も費やしたあの自由工作が水底に沈んじまうのを黙だまって見ていたくはないのなら、俺おれに協力してくれ。確かに、俺の杞き憂ゆうなのかもしれない。だがそれならそれで別に構わないだろ？」

「そりゃ確かに、その通りだ」俺は言った。

「話は以上だ。利り一いちさん、リリネットさん、できたらまた明日、この時間、ここで会おう」石田君は言った。「くれぐれも気をつけてくれ。俺も、死なないように気をつける」

　チラッと覗のぞかせた、不器用な笑み。石田君は俺たちの脇わきを通って梯はし子ごに手をかける。俺はふと思い立ち、その後ろ姿に向かって一つだけ問いかけた。

「ところで、船の仕様にはアンタの意見も盛り込まれてるらしいじゃないか。伯はく爵しやくが言ってたぜ？　一体何を要求したんだ？」

「主砲だ」石田君は即座にそう答えた。「船に武装を施すことは、最初から俺と伯爵の間で意見が一致していた。それで俺は、主砲のアイデアを出したんだ。ドクターが車に載せてたあの真空砲を船に積めたら格好いいんじゃないかと思ってな。いいアイデアだったと思わないか？」

　そして石田君は梯子を降り、闇やみの中にその姿を消してしまった。




「リーチ、あんたはあの子の言ってたこと、どのくらい信じてるの？」翌朝、十二号児遊館へ向かう道すがら、リリーが俺の顔を見上げてそう言った。

「……正直を言うとな、俺は結構あり得るんじゃないかと思ってる」俺は答えた。「話の筋は通ってた。疑問なのは有あり坂さか先せん輩ぱいの動機だが、まあ先輩もこの田舎いなかの人間だ。頭の中で何が起こっているかなんて俺らにはわかりっこない」

「……わたしはさ、なんとなく、会長さんの考えてること、わかるような気がするんだけど」リリーは視線を落とし、ポツリポツリと少し躊躇ためらうような様子でそう言った。「なんていうかさ、会長さんは伯爵くんの気を惹ひきたいだけなんじゃないのかなーって。だからちょっと伯爵くんを困らせてみたいだけなのかなって、なんか、そんな感じ」

「ガキが好きな子に悪戯いたずらする的なアレか」俺は言った。「それをあの有坂先輩がねえ。しかしもしそうだとしたら激しい悪戯だ。なんたってあの二人を一緒に引っ張り出しちまったんだからな」

「ねぇリーチ、何度もいうけどさ」リリーは言った。「わたしはあの船が壊こわされちゃうなんて、そんなの絶対に嫌。だって、あの船はわたしたちにとって大切なもの。そうでしょ？　だからもし、本当にあの会長さんがそういうことをするつもりなら、なんとかしてわたしたちで止められないかしら」

　再び俺を見つめる、リリーの瞳ひとみ。俺はそこにリリーの決意が映っているように感じた。リリーは本当にあの船を守りたがっている。俺が最後の舞ぶ台たいにしようと考えている、あの船を。

　恐らくリリーの意思は、俺や石田君のものよりも強い。その理由がなんなのかはわからなかったが、俺おれはそのリリーの姿、小さな手をキュッと握り締しめたリリーの姿が堪らなく愛おしくなって、思わずリリーの頭を自分の胸元に抱き寄せた。

「相手が相手だが、やってみよう。俺も簡単に諦あきらめるつもりはない。それにもし止められなくても、俺たちには最後の手段が残ってる。この土地の伝統に従って、体を張って船を守ろうじゃねえか。こっちには二ツ名持ちが三人に、船の大砲まであるんだからな」

「そうね」リリーはそう言ってちょっと笑った。




　十二号に着くと、そこでは既に大勢の小学生たちが慌ただしく活動していた。監かん督とく役らしく一歩下がった位置であれこれと口出ししていた伯はく爵しやくを捕まえて話を聞いてみると、現在は最終点検の真っ最中だとか。それが終わり次し第だい、船を体育館から出してしまうつもりらしい。

「明日が進水予定日だからな。今日中に船を貯水池まで運んでしまいたい」とのことである。

「ところで伯爵、ドクターがどこにいるか知らないか？」

「ドクター？　彼女なら、中だ。船の中」伯爵はそう言って船を指差す。すると丁度そのとき、船べりからドクターの顔がチョコンと覗のぞいた。

「伯爵ー、中の点検は終わったよー！　問題なーし！」というドクターの言葉に、伯爵は手を振って応じる。間もなくして、数人の小学生たちがバタバタと船から降りてきた。

「さて、まずは工場の中から出そう」伯爵は言った。そして俺たちを含めた数人に、船を支える台車の車輪止めを外すよう指示した。

　船は現在、その船体よりも大きな台車に載せられている。このためだけに造ったらしい、巨大なタイヤを無数に備えた台車で、平らな天板の上には船体を支えるフレームが組まれていた。俺たちは台車の周りをグルリと一周し、タイヤごとにはめられた車輪止めを全すべて取り除いた。平行して、他の小学生たちは牽けん引いんロープのようなものを台車の前方に取りつけ、伯爵は自らの手で体育館と台車を繫つなぎ止めていた鎖くさりを外した。

「ドクター！　動かすぞ！」伯爵が船に向かって叫んだ。船べりから、親指を立てたドクターの手が覗く。同時に、馬の嘶いななきが体育館の外から聞こえてきた。見ると、牽引ロープの先端は隊列を組んだ六頭もの馬に繫がれていた。

「前進！」伯爵がもう一度叫んだ。この号令に合わせ、牽引のために繫がれた馬が足並みを揃そろえて前に進む。ロープが張り詰めると、ミシミシという音がどこからともなく聞こえ、次の瞬しゆん間かん、台車はゆっくりと動き始めた。

　体育館にいた小学生たちが、我先にと台車の背後に取りつき、船を押し始める。すると台車は徐々に速度を増し、最終的には徒歩くらいの速度となって体育館から外へ滑るように出ていった。

　体育館から十メートルほど離はなれたところで、船は再び停止した。伯爵は再び車輪止めをはめるよう指示を出し、自分はフレームを登って船に乗り込んだ。

　俺おれとリリーは、船から少し距きよ離りを取って、その全体像を眺めた。豊かな曲線を描く船体は、離はなれて見るとまた少し違った美しさを備えていた。伸びやかな起伏が強烈な太陽光をところどころで遮り、生み出された不規則なグラデーションは白一色で塗装されたはずの船に驚おどろくほど多彩な表情を与えている。そしてその船体の上には、誇らしげに、俺たちの汗と涙と夏休みの結晶である主砲やロケット砲が並んでいた。

「……なんにしてもさ、なんていうんだろ、凄すごいわよね。わたしたち、こんなものを作っちゃっただなんて」リリーがそんなことを言った。俺は黙だまって、首を縦に振って答えた。俺は心臓のあたりに、ゾクゾクするような、未いまだかつて味わったことのない強烈な何かを感じていた。それは、嬉うれしさとはまた別のもの、劇薬のような達成感だった。

　そうしてしばらく船を眺めていると、甲板の上でドクターと話をしていた伯はく爵しやくがこちらを向き、手招きしながら俺たちの名前を呼んだ。俺たちは船に駆け寄り、伯爵と同じようにフレームをよじ登って甲板の上に立った。

「君たちがこれを作ったのだ。君たちが最初に試してみるべきだ。違うかね？」主砲に手を置き、伯爵はそう言った。

「いいのかよ？　俺たちはアンタに雇われた身だぜ？」

「いいに決まっている」伯爵は言った。「正直を言えば、少し申し訳なく思っているのだ。あの紙ペラ一枚で君たちに随分な面倒を押しつけてしまったことを。そうだ、もし今あの紙が手元にあれば、出したまえ」

　俺は、バッグに入れたきりそのままになっていた船の利用権利書を取り出して、伯爵に渡した。伯爵は主砲を机代わりに、万年筆で権利書の『二十四時間』という表記を『四十八時間』と書き直した。

「懐なつかしい数字だな」伯爵はそう言って鼻を鳴らした。「ささやかではあるが、感謝の印だ」

「さーて、それじゃあパパッと試し撃うちしちゃいましょーか！」ドクターが言った。「実は弾も新型を用意してあるんだ。こっちの方がみんなには使い勝手がいいと思うんだよね」

　ドクターは足元のバッグから主砲と同じ太さの透明の筒を取り出した。長さは二十センチほど、内部では二つの円筒形の物体がＢＢ弾らしきものを挟んでいた。

「……散弾か」

「そういうこと！　もう装そう塡てんしてあるからさ、バーンと撃ってみちゃってよ。じゃ、よーせーさん、砲身を目一杯上に向けてくれる？」

　リリーは頷うなずくと、主砲の横に立ってジョイスティックを握り、手前に倒した。水平状態から徐々に持ち上がり、四十五度上方を向いて停止する砲身。俺が引き金のレバーを引くと、その先端から無数のプラスチック弾が勢いよく飛び出た。少しずつ拡散しながら空を舞まう散弾。伯爵が横で、感心したようなため息を吐ついた。

「……石いし田だも惜しいことをしたものだな。何をしているのか知らないが、この瞬しゆん間かんを見逃すとは」空を仰ぎながら、伯はく爵しやくは言った。「しかし見事なものだ。この砲も、船も。本当に、できることなら自分の部屋に飾っておきたいくらいだ」

　それから伯爵はドクターの方に向き直り、いつもより子供らしさを感じさせる笑みを見せた。

「感謝している、ドクター。君のおかげだ。ありがとう」

「あはは、その言葉はちょーっと早いかな。まだ、全部が終わったわけじゃないからね」ドクターは言った。「……ねえ伯爵、あたしはさ、伯爵が欲しいものが何か、ちゃーんとわかってるからさ」

「それはこの船を見ればわかるよ」伯爵はそうとだけ答えて、主砲を満足そうに何度か撫なでた。

　俺おれたちが船から降りると、船は伯爵の号令に従って再び動き始めた。十二号に残ったのは俺とリリー、ドクターの三人。ドクターは俺たちの方を向くと、腰に手を当てていつもの調子で言った。

「オリドっち、よーせーさん、お疲れ様。長かったけど、いよいよ明日でおしまいだね。たまにはさ、こういう風に何か作ってみるってのも面白いでしょ？」

「ああ。俺はむしろ、伯爵とドクターに感謝してるくらいだ」

「いつでも遊びにきてくれていいからね？　ロッカーの鍵かぎは渡したままにしておくからさ」ドクターは言った。「じゃ、あたしはちょっとやることがあるから、今日のところはこれまでね。明日は大事な一日になるから、みんなもよーく覚悟しておくんだよ？　それじゃ、また明日！」

　そして、ドクターは校舎へ向かって駆け出した。俺たちはロッカールームへ戻るかのように装いつつ、そのあとを追った。




　俺たちはシャワー室へ忍び込み、開け放たれていた窓から中庭を覗のぞいた。ドクターは飼い犬をしつこいくらいに撫なで回し、犬が前足を畳んでお腹なかを見せるようになってから木に結ばれたリードを解いた。

「静かにねー。今日はみーんな外をウロウロしてるからねー」リードを握ったドクターはそんなことを呟つぶやきながらキョロキョロと周囲を窺うかがい、それから校舎裏の森の中へ消えていった。俺とリリーはシャワー室の窓から這はい出し、姿勢を低くして同じように森の中へ足を踏ふみ入れた。

　ガサガサと草木を搔かき分ける音に耳をそばだててしばらく追いかけると、再びドクターの姿が目に入った。ドクターはリードが木に絡まないよう短く持ち、二頭のハスキー犬を自分の体にピッタリと寄り添わせていた。

「ねぇ、なんでこんな獣けもの道みちを通るのかしら？」横で、リリーが言った。

「他ほかの連中に見られたくないってことだろう」俺は答えた。「いつものスケボーでもうもうと砂煙を立てながら爆ばく走そうしてたら嫌でも目立つ」

　実際、ドクターが人目を気にしているということは他の行動からも窺えた。ドクターは頻ひん繁ぱんに立ち止まり、その都度あたりを見回していた。森の中、隠れる場所がたくさんあるのが幸いだったが、それでも俺おれたちは数回危うく見つかりそうになった。

　ともかくそういう調子でノロノロと森の中を進んでいくと、いつしか前方に巨大な緑の壁かべが見え始めた。何十年も前に土と木だけで造られた、最早遺跡と呼んでも差し支えのない湖こ畔はんの要よう塞さい。ドクターは少しホッとした様子を見せ、歩調を速めて要塞に向かう。俺たちもドクターのあとを追い、遂ついには要塞に足を踏ふみ入れた。

　そして、俺は要塞内部の異様な雰囲気にかなり驚おどろかされた。

　いつもは死んだように静まり返っていた要塞が、人の気配に満たされていたのである。

　児遊館を始めとして、この土地には自由に使える建物がいくらでもある。そのため、ジメジメとした要塞はあまり人気のある場所ではなかった。少し前まではそれでもサバイバルゲーム好きの連中がたびたび使っていたのだが、専用フィールドが作られるとそれもなくなり、最近の要塞は蛇や狸たぬきの巣も同然となっていた。

　そんな要塞が、今この瞬しゆん間かん、人の話し声と物音に包まれていたのである。

　内部の入り組んだ構造のせいで、ドクターの姿は既に見えなくなっていた。要塞の内部は、簡単に表現すると三層構造の迷路となっている。一階建てから三階建てまでの小さな建造物が立ち並び、それらを無数の壁と橋が不規則に繫つないでいるのだ。そして五つある三階建ての塔の内、三つの上には木製の平衡錘投石機トレビユシエツトが据えられていた。

　俺とリリーは要塞の最下層を奥へ奥へと進んだ。人目につかないよう、なるべく細い通路を探して通る。それでも俺たちは幾度となく人とすれ違いそうになり、そのたびに近くの小部屋へと身を隠した。そして通り過ぎていった連中の後ろ姿を見てみると、驚いたことに、そのほとんどが一中の生徒であった。どういうわけか、全員揃そろって手を黒く汚していた。

「クソッ、どうやら石いし田だ君の予想は当たってたみたいだな」

「ねえリーチ、ちょっとこっち見て」リリーが言った。「この部屋、何かあるわ」

　俺は首を捻ひねって、リリーの方に目を向けた。リリーはその両手に、戦せん闘とう機きの形をしたラジコン飛行機らしきものを抱えていた。

「この一つだけじゃないわ、もっと大きいやつとか、他ほかにもたくさん……これって、ドクターちゃんの作ったものよね？」

「……ああ、間違いないな」俺は言った。ラジコン飛行機の翼つばさにはアルファベット二文字と数字三桁けたの型番、ドクター・コープの製品であることを示すモデルネームがペイントされていた。

「それに、このペンキ、何に使うものかしら」リリーは言った。見れば、整然と並べられたラジコン飛行機の側そばには巨大なペールが置かれ、ドス黒い液体をなみなみと湛えていた。

「チクショウ、一体何を企たくらんでやがるんだ」俺は言いながら、ペールの脇わきに転がっていた水風船を拾い上げた。水風船にはペールの中身と同じ黒色の液体が、今にも割れてしまいそうなほど大量に詰められていた。

「とにかくドクターを見つけ出す必要があるな。急ごう」

　そして小部屋を出た俺おれたちは、石いし田だ君の予想を証明する決定的な証拠を見つけた。塔の屋上に、投石機の修理に勤いそしむ人ひと影かげを認めたのだ。背格好と服装からみて、ドクターの友達に間違いない。要よう塞さいを造り上げた歴史ファンのこだわりにより、投石機はほとんど木材だけでできていた。そのため数十年の時を経てすっかり朽ち果てていたのだが、今は無数の補強材があてがわれ、応急処置的ではあるが使用可能な状態にまで修復されていた。

　俺たちは要塞の隅に小さな梯はし子ごを見つけ、それを一息に最上階まで登っていった。ドクターの居所がわからない以上、見通しのいい三階から探した方が効率的だろうと踏ふんだのだ。

　そして三階に頭が届いたとき、俺は肝を潰つぶして危うく梯子から落ちそうになった。俺のあとから梯子を登っていたリリーが、俺の名前を心配そうに呼んだ。

　梯子の上では、有あり坂さか先せん輩ぱいが、いつものスクールバッグを肩にかけて少し退屈そうな顔をしながらこちらを見ていた。














　　その十一　ユー・ゴー・ユア・ウェイ






「遅かったですね、織おり戸どさん。私たちにもあまり時間が残されていないので、今は一分一秒が惜しいのですが」

　テレパシーのような、有坂先輩の声。リリーの耳にも届いたのだろう、小さな悲鳴が足元から上がる。有坂先輩は梯子に歩み寄り、俺の手を取って三階まで引き上げた。そしてリリーにも同じように手を貸して梯子を登らせると、俺たち二人に向かって言った。

「ドクターが貴方あなたたちを待っています。私のあとについてきてください」

「……わたしたちがつけてることに、気づいてたってこと？」

「あるいはもっと別の言い方もできますよ、ブルーグラスさん」有坂先輩はそう言って踵きびすを返す。「理解することは難しいでしょう。彼女の能力は私たちのそれを超えていますから。しかしおかげで、最後のピースが揃そろいました」

　有坂先輩はいくつかの橋を渡り、外がい壁へき沿いの小部屋の一つに俺たちを案内した。銃眼から貯水池を一望することのできる、比較的明るい部屋。その部屋の、更に壁かべ際ぎわに、ドクターはいた。寝そべる二頭のハスキー犬の側そばで、手を後ろに組み、銃眼から差し込む日の光を浴びながら、いつもより少し柔和な笑みを見せていた。

「ごめんねー、アリスちゃん、小間使いみたいなことさせちゃってさ」

「構いませんよ。今はもう、私にできることといえば貴方あなたの手伝いくらいしかありませんから」有あり坂さか先せん輩ぱいは答えた。「貴方の予想通り、第三防衛塔の奥の梯はし子ごから登ってきました」

「あはは、やっぱり。あそこが一番目立たないからね。ま、それはともかく、オリドっちによーせーさん、遠路はるばるご苦労さま。疲れてると思うんだけど、ごめんね、この部屋椅い子すがないんだ」

「……ドクターちゃん、会長さん」目の前の少女をキッと睨にらみつけながら、リリーが言った。

「こんなところで、何をしてるの？」

「そんな怖い顔しないでよー、よーせーさん」ドクターはケラケラと声を上げる。「お仕事だよ、お仕事。前から言ってるでしょ？　伯はく爵しやくの船以外にもやることはあるってさ。まあこのお仕事も、言ってみればあれの一部みたいなものなんだけどね」

「お仕事、か……その依い頼らいをしたのは、有坂先輩なんですね？」

　俺おれは言った。しかし小部屋の入口を塞ふさぐように背後に立った有坂先輩は、俺の言葉を特にどうとも感じていない様子で、ため息を吐つくようにこう答えた。

「ええ。あるいはパトロンや出資者という言い方もできるのかと思いますが、私が基点であることに変わりはありません」

「パトロン？　出資者？　それって……」

「織おり戸どさん、先に一つ確認させてください」先輩は俺の言葉を遮るように言った。「私が一体どのようなことを彼女に依頼したのか、ご存じですか？」

「オリドっちは知らないよー、正確にはね」ドクターが、俺が口を開けるよりも早くそう答えた。「でもイッシーのおかげで色々想像してくれてるんじゃないかな？　それで、多分だけどさ、オリドっちはあたしたちが『伯爵の船を沈めようとしてる』なんて思ってるんじゃないかな？」

　ドクターの大きな瞳ひとみに、小さな自分の姿が映る。俺は、何も答えられなかった。

「よかった、当たってたみたいだね」ドクターはそう言って、今度はいつものような満面の笑みを見せた。「オリドっち、半分正解だよ、半分正解。あたしたちはね、伯爵にあの船を使う機会を提供してあげようと思ってるんだ。つまり、軍ぐん艦かんの活かつ躍やくする場所、戦場をね」

「せん、じょう……？」

「私たちは、進水と同時にあの船を強きよう襲しゆうします」有坂先輩が言った。「手段は色々と用意しました。今日織戸さんに見ていただいたのはその一例です。そして攻こう撃げきの指揮は相応ふさわしい能力を備えた方に依頼しました」

「……つまり、兄アニさん、炎ほのおの魔ま法ほう使つかいですか」俺は言った。有坂先輩はうっすらと穏おだやかな笑みを見せ、それからコクリ、と顎あごを引いた。

「……一体、何が目的なんですか？　俺おれにはわかりません、先せん輩ぱい。兄アニさんまで引っ張り出して、伯はく爵しやくがあれだけ楽しみにしていた船を壊こわすことに、なんの意味があるんですか？」

「不思議なことを聞くのですね、織おり戸どさん。もちろん、あの人に喜んでいただくために他ほかなりません」まるで言葉を舌先で弄もてあそぶかのように、有あり坂さか先輩は言った。

「伯爵が喜ぶ？　船を壊されて？　悲しむの間違いじゃないんですか？」

「あの人が何を欲しているのか、私はきちんと理解しているつもりです。織戸さん、貴方あなたよりも正確に」先輩は言った。「そして、彼女も」

「単純なことだよ、オリドっち」ドクターが言った。「伯爵が本当にあの池の掃除をしたいと思ってるだけだったらさ、あんな大きな主砲も、機関銃も、いらないよね？　他に役立つものをいろいろつけられたはずなのに。もっと大きいクレーンとか、センサー満載のラジコンヘリとかさ。でも伯爵が選んだのは艦かん砲ほうつきのコルベット。なんだかんだ言ってたけど、伯爵が心の底で何を望んでいるかなんて明らかだよね。それに、伯爵だけじゃないんだよ？　イッシーだって船の重武装化には大賛成だったんだから」

「だからって……」

「だからこそ、だよ」ドクターは後ろ手を組んだまま、犬を跨またいで、俺たちに一歩近づく。ドクターの影かげが目元をよぎったミッドナイトは、耳をピンと立て、キョロキョロとあたりを見回した。

「あたしは中途半端な仕事なんてしたくない。伯爵が何を欲しがってるのかわかってるんだったら、あたしはちゃんとそれを渡したい。ドクターの二ツ名にかけてさ。今回は運がよかったよ。アリスちゃんの依い頼らいはまさに渡りに船だったもん。あたしはあの船の設計に手なんて抜いてない。あの子の能力は本物だよ。ダンボールでできた船としては世界最強。掛け値なしでね。だからあの船と互角の戦いをするなら、こっちの準備にも相応の資金が必要だったんだ」

「それを、先輩が提供したと？」

「得られるものを考えれば、そう高い買い物でもありません。織戸さん、この言葉の意味がわかりますか？」有坂先輩は言った。「きっと、今はまだわからないでしょう。それで構いません。しかし織戸さん、貴方が今ここにいることの意味は理解していただきたいと思っています」

　有坂先輩は、アネモネの花のように美しい立ち姿を保ったまま、俺の目をじっと見つめてくる。俺は思わず、その視線を避けて顔を逸そらした。

「さて、もうお気づきのことでしょう。貴方たちが今ここにいるのも、貴方たちや石いし田ださんの自由意志によるものではありません。発端はあの人。結末を決めたのは私。そして全すべてを整えたのは彼女。貴方たちはここまで導かれたのです。私の計画の重要な一部分であるがために。貴方たちの役割は、まだ終わってはいません。あるいは、まだ道半ばとも言えるでしょう。さて、織戸さん、ブルーグラスさん、まずは一つ質問をさせてください──」

　先輩は一呼吸置き、それからこう言った。

「──貴方あなたたちは、あの船を守りたいですか？」

「もちろんよ！」まるで脊せき髄ずい反射のごとく、人差し指を突きつけてリリーが答えた。「あんたたち、人の大切なものを壊こわしてただで済むと思ってるんじゃないでしょうね！」

「俺おれも、あの船を壊されるのは許せません」俺は言った。「仮に伯はく爵しやくがそういう戦いを望んでいるとしても、俺は絶対に嫌です」

「そうですか……貴方たちなら、きっとそう答えると思っていました」有あり坂さか先せん輩ぱいは言った。「しかし貴方たちには、今一度私に協力していただかなければなりません。私たちにはまだ足りないものがあります。そしてそれを、織おり戸どさん、貴方のみが所持しているのです。大義を得るために、私たちはそれをいただかなければなりません。織戸さん、何かわかりますか？」

「俺だけが、持っているもの……？」

　俺は先輩の言葉を何度も咀そ嚼しやくして、その意味を飲み込んだ。俺が持っているもの。先輩が欲しているもの。渡すことができるということは、実体を持った何かだろう。俺は頭の中で自分の携けい行こう品ひんをリストアップした。そして夏休みの宿題を雑多に詰め込んだ通勤バッグの中に、この田舎いなか中で恐らく俺のみが所持しているであろう紙が一枚、入っていることを思い出した。

「……船の利用権利書、ですか？」

「ピンポーン、だいせーかい！」ドクターが言った。「いやー理解が早くて助かるよ」

「でもそんなもの、なんのために？」

「言ったでしょ？　大義を得るためだよ」ドクターはそう言って、また一歩進む。今度はヤングスターが首をもたげ、その青い瞳ひとみを俺たちに向けた。「いやー、アリスちゃんは天才だよ。船を守るのにも攻こう撃げきするのにも、人がたくさんいてくれた方が楽しいでしょ？　だからね、アリスちゃんはこの戦いをグランプリの競技にしようとしてるんだ」

「織戸さんもご存知でしょう、次の競技は私たち第一中学校の主催です。これも、偶然などではないのです」有坂先輩は言った。「私たちは明日、グランプリの一競技として船の攻撃を敢行します。しかしそのためには貴方の持つ『船を自由に利用できる権利』が必要なのです。貴方の権利書さえあれば、あの人の承認なしに船をグランプリの舞ぶ台たい装置の一つとして組み込むことができるのですから」

「そういうわけでさ、オリドっち、あの権利書を、あたしたちに頂ちよう戴だいっ！」爛らん々らんと輝かがやく瞳を俺たちに向けて、ドクターは言った。その声に驚おどろいたのか、足元に寝そべっていた二頭のハスキー犬はムクリと起き上がり、小さな飼い主を見上げた。

「織戸さん、私からもお願いします」四十五度の綺き麗れいなお辞じ儀ぎを添えて、有坂先輩も言った。「第一中学校の一員としてグランプリの開催を支援する。そうおかしな話ではないでしょう？」

「おかしいですよ！」俺は言った。「先輩もドクターも、自分が何を言ってるのか本当にわかってるんですか？　船を壊すために権利書を寄越せだなんて、そんな無茶苦茶な話に俺が乗るとでも？　あの紙は俺とリリーのものです！　絶対に渡しませんよ！」

「……そうですか」有あり坂さか先せん輩ぱいはそう言って、少し落胆したような表情を見せる。「貴方あなたがここで拒絶することも織り込み済みではありますが、それでも面倒が増えては嬉うれしい気持ちにもなりませんね。残念です。織おり戸どさん、ブルーグラスさん、貴方たちも──私がこのまま引き下がると期待してはいらっしゃらないでしょう？」

　有坂先輩の言葉に宿る、異様な雰囲気。それを感じてか、リリーが俺おれの服の裾すそを小さく摘つまむ。そして、ドクターの飼い犬も人間たちの間で張り詰める緊きん張ちようを嗅かぎ取ったのだろう、落ち着きを失ってドクターの周りをウロウロと歩き始める。

「期待くらいはしてますよ、先輩」俺は言った。

「であれば、織戸さん、そのような期待は持つべきではないと、忠告いたしましょう」有坂先輩は言った。「さて、どうぞ後ろを、ドクターをご覧になってください」

　俺とリリーは揃そろって振り返る。ドクターは数秒前と同じ位置に立っていて、その表情にも、まとわりつく飼い犬にも変化はない──しかし背中で組まれていた手が解かれて、そこに隠していたものを、俺たちの視線に晒さらしていた。

　それは、一冊のノートだった。古ぼけてクタクタになった、Ａ５サイズの大学ノートだった。

「これが何か、もちろん二人にはわかるよね？」

「ぇ……ぅ、うそ、噓うそよそんな……！」

「動かないで！」リュックサックを下ろそうとするリリーに向かって、ドクターが鋭するどく叫んだ。その小さい体からは考えられないような剣幕。同時に、飼い主のただならぬ声に反応した二頭のハスキー犬が耳も瞳ひとみもリリーに向けて低く唸うなり始める。リリーは「ひぅっ」と悲鳴を漏らして、その手を止めた。

「まさか、クソ！　一体どうやって！」

「あはは、マジシャンみたいでしょ。あたしに不可能はないんだよ、オリドっち、」ドクターは言いながら、ノートのページをペラペラと捲めくってみせる。そこに描かれていた絵も、文章も、リリーの設定ノートのもので間違いなかった。

「よーせーさん、もしかして、このボロボロのノートってさ、よーせーさんにとって命の次くらいに大事なものだったりするのかな？」

「……ぁ、ゃ、ち、違うわよ！　全然違うわ！　そそそんなの、ただの、ただのノートよ！　残念だったわね！」と、リリーは叫ぶ。リリーとしては機転を利かせたつもりなのだろう。しかし変に上ずった声やモジモジと動く手元から、恐らく、ドクターは言葉の裏にあるものを理解してしまう。ドクターはわざとらしく驚おどろいたような顔を作って、こう言った。

「え、そうなの？　なーんだ。じゃあ別に、あたしが何をしても大丈夫だよね？」

　そしてドクターはホットパンツのポケットから小振りなライターを一つ取り出した。瞬しゆん間かん、リリーが言葉にならないような悲鳴を上げた。

「あはは、心配しなくても大丈夫だよ、よーせーさん。ノートが必要なら、こんな古ぼけたやつの代わりにあたしが新しいのをプレゼントしてあげるからさ」

　ドクターはニヤリと口角を上げ、ライターに火を灯ともす。俺おれは反射的に、ノートを奪い返そうと一歩足を踏ふみ出した。すると二頭のハスキー犬が俺とドクターの間に素早く立ち塞ふさがり、その巨体に相応ふさわしい大声で怒りを爆ばく発はつさせるかのように強く吠ほえた。

「オリドっち、あたしだってほんとはこんなことしたくないんだよ？　でもウジウジ手をこまねく他ほかにできることがあるんだったら、あたしはそれをやる。それがあたしの生き方だからね」ドクターは言いながら、ライターの炎を一センチ、また一センチと近づける。そしてノートに黒いススがつき始めたとき、俺はいよいよ他に選択肢がないことを悟った。

「わかった、ドクター、わかった！　やめてくれ！　権利書は渡す！」俺は言った。ドクターは手を止め、リリーはほとんど泣き出しそうな顔を俺に向ける。それから俺は自分のバッグを下ろし、中から権利書を取り出して有あり坂さか先せん輩ぱいに渡した。

「取引成立だね、オリドっち。オリドっちは自分の意志であたしたちに権利書を渡した。間違いないね？」ライターの火を消し、ドクターは言った。

「ああ、間違いない」俺は答えた。「だから早く、そのノートを返してくれ」

「あはは、返すっていうのはちょっと変だけど、このノートが欲しいならあげるよ」ドクターは言った。そして手に持ったノートを、俺に放る。いい加減な投げ方だ。俺は転びそうになりながらもなんとかそれを受け止め、表紙の無事を確かめてからリリーに渡した。リリーは『ありがとう』と『ごめんなさい』の中間くらいの変な声を出しながら震ふるえる手でそれを受け取り、ススを指で擦こすってからページを捲めくる。見覚えのある《精せい霊れい種族》のイラストと、国語教師が書いたかのような整った文字。俺はホッと胸を撫なで下ろす──

　しかしリリーは、眉まゆをハの字に寄せたまま、指で何度もページを撫でながらこう呟つぶやいた。

「……あれ、なんだろ……なんか、違う？」

　リリーはリュックサックの背負い紐ひもを肩から外し、中身を確認した。リリーのリュックサックには──古ぼけた設定ノートが一冊、いつも通り収まっていた。

「ッ、ドクター！」

「ごめんねー、オリドっち」顔の前で手を合わせ、ドクターは言った。「上う手まくいってよかったよ。あたしもさすがに人の宝物までは傷つけたくないし、そもそもスリのテクニックなんて持ち合わせてないからね。いやー、でも、オリドっちももうちょっと頭を使ってもよかったんじゃない？　あたしが何を得意としているか、オリドっちは充分わかってるでしょ？」

　俺はリリーの手からノートを摘つまみ上げ、中身の紙に触れた。普通のノートよりも明らかに滑らかな質感。そして鉛筆書きのはずなのに指で擦ってもぼやけることのない文字。絵も文章も、このノートにあるものは全すべて印刷されたものだった。

「何よこれ……よく見たら全然違うじゃない！」リリーが、本物の設定ノートとドクターの偽物の表紙を見比べて言った。ドクターの偽物は、色合いや全体的な雰囲気については非常によく似ている。しかしシミや皺しわといったものの正確な位置は、全くと言っていいほどデタラメだった。

「人間ってさ、そういう細かいところなんてまるで覚えてないんだよね」ドクターは楽しそうに言う。「だから雰囲気だけ似せておけば、あとはシチュエーション次し第だいでどうにでもなるってわけ。いやー、中身のデータのありかをオリドっちに教えてもらえてよかったよ。スキャンデータがあることは知ってたんだけど、あれは伯はく爵しやくだけが持ってると思ってたからね」

「クソッ！」

　俺おれは有あり坂さか先せん輩ぱいの方に向き直る。咄とつ嗟さに、力尽くでもあの権利書を取り返そうと思ったのだ。しかし有坂先輩はその手に別のものを持って、それを真まっ直すぐ俺に向けていた。巨大な懐かい中ちゆう電灯のような形をした、黒色の装置。伯爵が揃そろえている、防犯用品の一つ。先輩はその装置の後端についていたタグを引いた。

　発砲音。と共に、放射線状に飛び出す小さなおもりと、それに引かれて円形に広がる目の粗い網。発射されたネットは、一いつ瞬しゆんの内に俺と俺の横にいたリリーをまとめて包み込んだ。

「わ、な、何よこれっ！」

「ッ！　リリー、落ち着け！　動いたら余計に……」

　俺は言った。だが突然の事態にパニックを起こしたらしいリリーは手足を滅茶苦茶に動かす。するとネットは複雑に絡み始め、俺たちはあっという間に二人まとめてきつく拘束されてしまった。俺たちはバランスを崩し、最終的に頭から地面へ転倒した。

「失礼します」有坂先輩はそう言って俺たちに歩み寄り、網の目から手を入れて俺のポケットとリリーのリュックサックから携けい帯たい電話を抜き出した。

「さてと、これでオリドっちの方は一丁上がりだね！」ドクターは言った。「アリスちゃん、イッシーの方が片づくまで、ここで待っててもらっても構わないかな？　多分そんなにかからないと思うんだけど」

「承知しました」有坂先輩は答えた。ドクターはそれを聞くと「じゃ、お願いね！」と元気よく叫び、二頭のハスキー犬を従えて小部屋から出ていってしまった。

「……どれほど密接な関係を得ても、彼女には驚おどろかされることばかりですね」ドクターが消えていった出入口を見つめながら、先輩がそんなことを呟つぶやいた。「織おり戸どさんもそう思うでしょう？　彼女には、私たちには感知することのできない別の一次元を見ることができるのかもしれませんね」

「先輩！　そんなことはどうでもいいですから、早くこれを解いてください！」俺は言った。今や限界まで絡み合った網のせいで、俺の体はリリーと完全に密着していた。

「それはできません」先輩は言った。「貴方あなたたちには明日の朝までここにいていただかなければなりません。大人しくしていていただけるのであればその網を解いて差し上げてもよいのですが、きっと貴方たちにはできないでしょう」

「クソッ！」俺おれは体を動かし、近くに落ちていた自分のバッグを取ろうとした。しかし少しでも身を捩よじると、リリーが痛みに悲鳴を上げた。

「織おり戸どさん、下品な言葉も愚かな行動も、少し控えた方がよろしいかと存じます」有あり坂さか先せん輩ぱいは俺を見下ろしてそう言い、バッグを拾い上げて俺の手の届かないところに放った。

「先輩！　本当にこんなことをして伯はく爵しやくが喜ぶと思ってるんですか！」俺は先輩を睨にらみつけて言った。「あなたもドクターに上う手まいこと言い包くるめられただけなんじゃないですか？　あなたも、伯爵の口から本当の気持ちを聞いたわけじゃないでしょう？　作ったものは使わなきゃ気が済まないってのは、そりゃドクターの性分です！　もしその当てが外れて、伯爵に嫌われるようなことがあれば、損をするのは先輩です！　違いますか？」

「それは愚問というものですよ、織戸さん」少し不機嫌そうに目を細めて、先輩は言った。「その程度のリスクを取らずに発展することが、この世の中にありますか？」

「ッ……！」

「織戸さん、貴方あなたの言う通りです。もしあの人の望みを思い違いしているのなら、結果は惨さん憺たんたるものになるでしょう。しかしもしも私たちの推測が正しければ、得られるものはそのリスクに見合ったものとなるはずです」

　先輩は膝ひざを下ろし、俺の顔を見据えた。

「それにこうとも言えるでしょう。織戸さん、『作ったものは使わなければ気が済まない』というのが彼女の性格であるとしたら、『作ったものは傷つかないように大事にしまっておくべきだ』と考えるのは貴方の性格です。それをあの人に当てはめるのもまた、利のない賭かけでしかないのです。停滞の先には希望など、待ってはいないのですから」

　それから、有坂先輩は俺の頭に手を伸ばし、子供をあやすかのように網の上から髪を撫なでた。細い指の、僅わずかな温もり。俺はそれを振り払おうとしたが、絡まり合ったネットのせいで首が動かなかった。

「……なんて、すみません、織戸さん。格好をつけすぎました」有坂先輩が、ポツリ、と呟つぶやいた。「本音を言えば、私も少し恐れています。自分の欲望のためにあの人の宝物まで傷つけてしまうことを。だから私は、貴方たちに甘えようとしています。私には、貴方たちが必要なのです。織戸さん、ブルーグラスさん、貴方たちの役割はまだ終わってなどいないのです」

「先輩、一体何を……」

「織戸さん、私は何も船を壊こわしたいわけではないのです」先輩は言った。「私の目的はあくまで戦いの場をあの人に提供すること。あの人の船が水底に沈むような結果は、なるべくなら避さけたいと思っています。ですから競技のルールには多少の工夫を施してあるのですが、かの炎ほのおの魔ま術じゆつ師しまで巻き込んだ戦いの末に船がまだ浮いていると、確信を持って言うことはできません。あの人にも、味方が必要です。あの人の心を満足させられるほどの激しい戦いの中で、あの人に勝利を与えることのできる、強力な味方が。船を守りたいと心から願う味方が、必要なのです。私が何を言わんとしているのか、わかりますか？」

　俺おれは心の中で、先せん輩ぱいの言葉を何度も反はん芻すうした。そしてようやく、俺は自分たちに残された役割というものを理解した。なるほど、確かに道半ばだ。俺たちはただの期間従業員でも、ましてやただの権利書の運び屋でもなかったらしい。

　そして俺は唐突に、気づいてしまった。この状況を招いたものが結局は俺の臆おく病びようさ、生ぬるい安あん寧ねいから抜け出すことへの恐れ、先輩の言う、作ったものは傷つかないように大事にしまっておこうと考える俺の性分であることに、気づいてしまった。

　突然、ドクターの名を呼ぶ叫び声が要よう塞さい全体を揺さぶるかのように響ひびき渡った。俺はリリーを潰つぶさないように慎重に姿勢を変え、小部屋の入口に目を遣やった。縄なわで縛しばり上げた人体らしきものを肩に担いだ長身の男が、丁度、部屋に入ってくるところだった。

「アリャ、なんだ、いねぇじゃねぇか」兄アニさんは部屋を見回して、不機嫌そうに言った。「言われた通りにガキをとっ捕まえてきたってのによ」

「お疲れ様です」有あり坂さか先輩は言った。「ドクターは準備状況を確認しにいきました。もうこの部屋には戻らないでしょうから、彼は織おり戸どさんたちと一緒にここへ残していきましょう。どうぞ、どこでも構いませんから降ろしてください」

　兄さんは鼻をフンと鳴らすと、担いでいたものを乱暴に床へ下ろした。ロープでグルグル巻きになって死んだように動かないこの人物は、果たして、石いし田だ君に間違いなかった。

「全く、堪たまんねぇぜ、どこ探しても見つからないと思ったらこのヤロウ、コソコソ俺のことをつけ回していやがった。おかげで余計な時間を喰くっちまったぜ」兄さんは言った。「それに比べて、こっちは何もかも順調だったみてぇだな。妖よう精せいさんも古い顔オールド・フエイスも見事に網にかかってやがる。さすがは天下のドクター様様ってか」

　兄さんは俺たちの側そばにしゃがみ込み、リリーの頭をワシワシと撫なでてからなんの目的もなさそうなデコピンを一発俺の額に放った。長い指から繰くり出されるその一いち撃げきは、軽い挨あい拶さつにしては随分痛い。兄さんはそれから、ベルトに引っかけていた長い鎖くさりを三本、ジャラジャラと床に落とした。その中の一本には、先端に見覚えのある首輪がついていた。

「で、アレは持ってきたか？」兄さんは有坂先輩に尋ねた。

「ええ」と、有坂先輩は答えると、自分のスクールバッグから手て錠じようを三つ取り出して兄さんに渡した。手錠を受け取った兄さんは、それをキーホルダーのように使って床に落とした鎖くさりの先端と、部屋の中を通る細い柱を繫つなぐ。そして首輪を持たない二本の鎖には反対側の端にも同じように手錠を取りつけ、それを俺の手首と石田君の足首にそれぞれはめ、最後に、嫌がるリリーの首に無理矢理首輪を繫いだ。それが終わると、兄さんは有坂先輩から小さなニッパーを受け取り、それを俺の手に持たせた。

「一丁上がり、っと」兄さんは立ち上がって満足そうに言った。「しっかし、古い顔、とんだ災難だったな、こんな悪わりぃ女に目ぇつけられるとはよ。まあでも、明日は楽しみにしてるぜ。テメェと妖よう精せいさんがあのときみてぇに本気を出してくれりゃ、オレも少しは楽しめる。そんじゃ、また明日」

「あ、ま、待ってくれ！」俺おれは叫んだ。しかし兄アニさんは俺の声などすっかり無視して、踵きびすを返して行ってしまった。有あり坂さか先せん輩ぱいもまた、半身だけこちらに向けて早口で次のように言ってから、兄さんのあとを追って行ってしまった。

「期待していますよ、織おり戸どさん、ブルーグラスさん。貴方あなたたちにならきっと、この酷ひどい停滞から私たちを救っていただけるでしょう。あとで食事と毛布を届けます。それでは、よい夜を」




　俺はニッパーを使ってチマチマとネットを切り、十分ほどかけてようやく網から脱出した。しかし手錠と鎖に対しては、前回同様、できることなど何もなかった。俺は石いし田だ君がちゃんと生きてることを確認してから、ロープを解いてやった。石田君は結局、日が暮れるまで目を覚まさなかった。そして目を覚ましてからも、難しい顔をして黙だまり込んでいた。きっと石田君も自分の行動がドクターによってコントロールされていたという事実を知ってしまったのだろう、と、俺はなんとなくそう思った。














　　その十二　アイル・ゴー・マイン






　夢を見た。

　奇妙な短い夢だ。夢の中で、俺は船の上に立っていた。ヴァイスハイト号よりもずっと大きな、美しい船だ。その船は波一つないガラス板のような黒い水面の上にポツリと浮かび、周囲には薄うすい霧きりが立ち込めていた。

　俺は自分の手に何か固いものが握られているのを感じた。見ると、それは三センチ角ほどの小さな箱だった。余程長い間握りしめられていたのだろう、金色の蝶ちよう番つがいが体温ですっかり温まっていた。

　そしてその箱を見た瞬しゆん間かん、俺はその中にとても大切なものが入っていること、それをリリーに渡さなければならないことを理解していた。

　幸い、リリーはその船の上にいた。十メートルほどの距きよ離りを空け、何もない甲板の中央に立つリリー。正面を向いているのに、俺にはなぜかその顔が見えなかった。

　俺は箱を片手に、リリーへ一歩近づいた。するとリリーは、その足を小さく動かして同じ距離だけ後ずさった。変に思って、俺はまた一歩近づく。同じように後退するリリー。何歩進んでも、同じことの繰くり返し。俺おれは次し第だいに焦りを感じて、歩調を速めながらリリーに声をかけようとした。しかし何かが俺の首をグイと締しめつけて、その声が俺の喉のどから出ることはなかった。

　俺の首には、金属製の重い首輪が嵌はめられていた。振り向くと、その首輪は甲板に鎮ちん座ざする巨大な主砲、俺たちが夏休みをかけて作り上げたあの主砲に繫つながれていた。

　突然、俺は足元から沸き上がるゴポゴポという不気味な音を聞いた。驚おどろいてあたりを見回せば、目に映ったのは甲板に出現した無数の穴。その穴という穴から、黒い液体が猛烈な勢いで溢あふれ出していた。

　俺は咄とつ嗟さに、首輪から伸びる鉛色の鎖くさりを力いっぱい引いた。鎖を引き千切ろうとしたのだ。しかし鉄製の鎖も、主砲も、俺の力ではビクともしない。そうこうしている内に甲板は黒い液体で満たされ、船はその胴体を湖面へと沈めていった。

「リーチ」リリーが、俺の名を呼んだ。リリーはすでに膝ひざまで水に浸けている。「リーチ」俺は何度も鎖を引っ張るが、ジャラジャラと音を立てるだけで少しも外れようとはしない。「リーチ」リリーの声は段々と大きくなる。「リーチ」俺はリリーの方を向いた。リリーは腰まで液体に沈め、表情のない顔で俺を見つめていた。「リーチ──」

　いつの間にか、俺はその手に一振りの斧おのを握りしめていた。

　俺はもう一度、主砲に体を向けた。砲身に絡みつく、鎖。瞬しゆん間かん、俺は理解した。自分がしなければならないことを。選択を、迫られているということを。

　気づけば俺は、斧を振り上げていた。リリーと一緒に作り上げた、大切なものに向かって。

　そして俺は目を覚ました。




　目の前には、リリーの心配そうな顔があった。

「やっと起きたわね、リーチ。大丈夫？　なんか凄すごい顔してたけど……」

「凄い顔って、どんなんだ？」俺は仰向けに寝転がったまま尋ねた。

「どうって、なんか、こう……」リリーはそう言って、思い切り眉まゆをひそめてみせる。リリーがやると眠そうな猫くらいにしか見えないが、俺が同じように皺しわを作っていたとしたら相当老け込んだ顔になっていたことだろう。確かにそれは凄い顔だ。俺は猫をあやすかのように、無意識に、リリーの頭に手を置いてクリクリと撫なでた。リリーは片目を開けて訝いぶかしげに俺を見つめてきたが、特に何も言わず、振り払おうともしなかった。

　しかし俺の手を止めようとする声は、別のところから飛んできた。

「利り一いち、仲がいいのはいいことだと思うけどね、今はイチャイチャしている時間なんてないんじゃないかな？」

　俺は首を捻ひねって、声の方を向いた。そこにあったのは腕を組んで唇をへの字に曲げた玲れい子この姿。横には達たつ彌みもいる。俺は急速に覚かく醒せい状態を取り戻し、跳ね起きた。そして自分の腕からもリリーの首からも鎖が消えていることに気づいた。

「お前ら……」

「朝早くに栖すみかさんが来てよ、俺おれにコイツをくれたんだ」達たつ彌みはそう言って、片手に摘つまんでいた鍵かぎ束たばを軽く揺らした。「利り一いち、一体何があったんだ？」

「……はめられたんだよ、その有あり坂さか先せん輩ぱいとドクターにな」俺は答えた。そして一昨日の夜から今に至るまでの話を搔かい摘んで二人に説明した。達彌と玲れい子この二人は呆あつ気けにとられたような顔をして、俺の話が終わると二人揃そろって「さすがドクター……」などと呟つぶやいた。

「しかしこれで、このカードの意味もわかったな」達彌はそう言って、胸のポケットから白いカードを一枚取り出した。見ると、そこには銀色の文字で『集合場所　統一小学校グラウンド　午前八時半』と書かれている。「多分、栖さんは参加者全員にこのカードを配ってチームを二つに分けたんだろう。恐らく俺たちは、伯はく爵しやく側だ」

「それで、今は一体何時なんだ？」

　俺がそう言うと、玲子が自分の携けい帯たい電話を俺に向けた。ディスプレイに表示されていた時刻は、丁度七時三十二分から三十三分へと変わるところだった。

「俺たちはこれから小学校へ向かうつもりだ。利一、お前も一緒に行くか？」達彌が言った。

　俺はリリーの顔を一いち瞥べつし、それから首を横に振った。

「俺たちは伯爵に会って、船が攻こう撃げきされそうになってるってことを伝えてくる」

「……俺も一緒に行く」後ろで声がした。振り向くと、昨日と同じ難しい顔で俺のことを睨にらむ石いし田だ君の姿があった。「あの女の好きなようにさせるつもりはない」

「そういうことなら、よし、利一、戦場で会おう。ウチの生徒会長がわざわざ用意してくれたらしい戦場でな」達彌は言った。「利一、リリネットちゃん、頼たのんだぜ。俺だってあの船がブッ壊こわされちまうのは看過できねぇ。なんとか伯爵を助けてやってくれ」

「ああ、任せとけ」俺はそう言って立ち上がり、リリーの手を取った。そして達彌たちと別れ、石田君と共に船の側そばにいるであろう伯爵の下へと向かった。




　船はまだ、陸の上にあった。船を載せた台車は池の畔ほとりに停とめられ、伯爵はその上に立って対岸に見える要よう塞さいを見つめている。俺たちが名前を叫ぶと、伯爵は首だけこちらに向けて船に乗り込むよう合図を送ってきた。俺たちは昨日と同じように台車の枠組みをよじ登り、船の舳へ先さきで仁王立ちになっている伯爵に駆け寄った。

「……石田、遅かったではないか。一体今まで何をしていたのだ？」伯爵が、今度は視線も寄越さずに言った。「どうだね、まだこの船の舵かじを取る気はあるのか？」

「当たり前だ」石田君は答えた。

　伯爵は小さく鼻を鳴らすと、振り返って俺たちの方を向いた。そしていつも以上にゴテゴテと装飾のついた乗馬服を俺たちに見せながら、堂々と落ち着き払った様子で言った。

「ならば配置に着きたまえ。出港する」

「了解」石いし田だ君はそう返答すると、俺おれの耳元で「例の件は任せた」と囁ささやき、それから後方にある操そう舵だ席へ向かって駆け出した。石田君が操そう縦じゆう桿かんを握って頷うなずくのを確認すると、伯はく爵しやくはもう一度船の前方へ向き直り、雷鳴のような大声で船出を告げた。

　池上に展開していた数隻のゴムボートが船外機のエンジンを高鳴らせる。同時に後ろから台車を押す小学生たちも声を上げ、船はゆっくりと動き出した。船体を揺さぶる、決して小さくはない振動。どんどんと迫る貯水池の水面。そして一際大きな縦揺れのあと、船の振動は突如として収まった。

　ヴァイスハイト号は今、全長二十メートルを超えるその巨大な船体を水面に浮かべていた。

「エンジン始動、微速前進！」

　伯爵が叫んだ。後方からスターターを引く音が聞こえ、間もなく、船はゆったりと水上を進み始める。船の絵を見たときから心に描き続けてきた映像、それが今は現実のものとなって、俺の視界を流れていた。

　俺はこの光景から目を離はなせなくなった。俺は途方もなく強大なエネルギー、夢や想像を現実のものに変えてしまう、ドクターや伯爵、リリー、果ては自分の秘める熱量が、この船を中心にどこまでも広がっていくのを感じた。今まで何一つ作り上げたことのない俺は、いよいよこの感情につける名前すら持ち合わせてはいなかった。

　そうしてしばらくぼんやりしていると、リリーが俺の肩を叩たたいた。そうだ、こんな風にしんみりと浸っている場合ではない。実際、今は巨大なエネルギーが船を取り巻いているのだ。この田舎いなかの狂った子供社会が持つ、破は壊かい的てきなまでのエネルギー。それが、グランプリという口実を得て、この船目がけて解放されようとしているのである。

　俺は主砲を離れ、もう一度伯爵の名を呼んだ。伯爵はやはり前方を見つめたまま、いつもと少し違った声音で「なんだ？」とぶっきらぼうに返した。

　俺は伯爵に、自分が知っていることの全すべてを伝えた。有あり坂さか先せん輩ぱいがドクターに船の攻こう撃げきを依い頼らいしたこと、ドクターが要よう塞さいを隠れ家に攻撃の準備を整えたこと、指揮官に兄アニさんを迎えたこと。それらが全て、伯爵のためであること。伯爵は返事も相あい槌づちもせず、ただただ黙だまって聞いていた。そして話が終わると、ポケットから一枚のカードを取り出した。

「……なるほど、それがこのカードの意味か。グランプリとは、考えたものだな」

　伯爵はそのカードを、くしゃり、と握り潰つぶす。丸められた白いカード。俺はそこに伯爵の気持ちが隠れているような気がして、少し罪悪感を覚えた。

「すまない、伯爵。俺たちも止めようとしたんだが……」

　──しかし伯爵は、俺の想像とは異なる、どこか晴れやかな口調でこう返した。

「いや、構わぬさ。それに……私がそれを求めていると、彼女が判じたのだろう？」

　丸められたカードを、池に向かって投げ捨てる伯爵。それから、奇妙な威厳を身に纏まとったこの少年は、快活そうに声を上げて笑った。

「いやはや、織おり戸ど殿、自分が何を求めているのかなど、自分でもよくわからぬものだな」

「伯はく爵しやく……？」

「言ったであろう、彼女は間違いなく客が最も欲しているものを創つくり上げると。彼女が戦いの場を用意したということは、私が本当にそれを欲しているということだ」

「……伯爵、本当にいいのかよ」俺おれは言った。「船の完成、楽しみにしてたんだろ、やっと進水できたのに、そんな……」

「それも含めて、私の望んだことなのだろう」伯爵は言った。「あるいは、私だけの望みではないのかもしれん。私の友人、石いし田だ、それに君たちも。織戸殿、君はどうだ？　これは、君の望んだことか？」

「……どうだろうな、残念ながら、違うと思う」俺は答えた。「折角作ったものを、傷つけられたくはない。俺はやっぱりそう思う」

「それでは、君にももう一頑張りしてもらわなければ。私も、船が壊こわされることを望んでいるわけではない。それは本当だ」伯爵は言った。「力の限り戦い、この船を守る。何、彼女の作ったものだ、簡単に沈みはしないさ。さて、どうやらお出ましのようだ」

　いつしか船は、貯水池の中央、かつて〝紅あかき青春の血ち汐しお〟号が沈んでいた場所まで進んでいた。伯爵は石田君に船を止めるよう指示し、前方から迫る一隻のゴムボートを待ち受けた。ボートの上では、有あり坂さか先せん輩ぱいが、船の利用権利書を両手で広げこちらに向けていた。

　ボートは船の脇わきに止まり、船から降ろされた縄なわ梯ばし子ごを使って有坂先輩が甲板に登った。大きなリュックサックを背負い、そこに伯爵愛用の刺又まで括りつけた先輩は、乗組員全員の注目を集めながら伯爵の前まで歩み寄り、恭うやうやしく権利書を差し出した。

「……なるほど、本物に間違いないな」権利書に目を通し、伯爵は言った。「さて、有坂殿、君の考えは織戸殿から聞いている。私のためにまた一つ、気遣いをしてくれたそうではないか」

「私なりのサプライズのつもりなのですが、喜んでくださいましたか？」先輩は言った。

　伯爵は曖あい昧まいな笑みを作って、イエスともノーとも答えず、受け取った権利書を畳んで上着のポケットにしまった。

「ルールを説明します。今回は十歳以上の児童、生徒全員を、貴方あなたと炎ほのおの魔ま術じゆつ師しの二つの陣営に分けました。貴方の陣営は小学生を中核に、魔術師の陣営は高校生を中核に編成されてはいますが、どちらも四校の混成チームとなります。そしてこの船がどれほど現在の『姿』を留めているか、つまり、一定時間が経過するかどちらかの陣営が戦せん闘とう不能に陥るかの間に、この船がどれだけ純白の状態を保っているか、その程度によって両陣営の勝利を決定します。白か黒か、基準は五割としましょう。しかしグランプリ・ポイントは個人ごとの戦闘への貢献度を元に付与され、その合計値によって全校の順位を決定いたしますので、陣営の勝敗が必ずしも高得点に繫つながるわけではないということをご留意ください。何かご質問はありますか？」

　伯爵は首を横に振った。

「採点のために、私はこの船に残ります。それでは、こちらをどうぞ」有あり坂さか先せん輩ぱいはそう言って、背負っていた荷物を下ろした。リュックサックの中身は全員分のゴーグルと、数丁の拳けん銃じゆう型がたエアガン、それに俺おれとリリーの携けい帯たい電話だった。伯はく爵しやくは側そばにいた仲間の一人に声をかけ、ゴーグルを配るように指示を出し、それから先輩が捧げる刺又を手に取った。

　そしてなんのつもりか、伯爵はその刺又を有坂先輩に突きつけた。

「……ご不満でしたか？」有坂先輩は言った。「しかしこのような振ふる舞まいは、あまり貴方あなたらしくありませんね」

「いいや、そうでもないさ」先輩を舳へ先さきへ追いやるように回り込みながら、伯爵は言った。「私のためにしてくれたことに関しては、感謝している。しかし織おり戸ど殿の話を聞いて、私は一つ気づいてしまったのだ。君には他ほかにも目的がある。君の本当の目的は、もっと別のもの、私とはなんの関係もないものだろう？　そのようなもののために私やこの船を利用したというのであれば、私もいい気はせん」

「……やはり、わかってしまいますか」刺又を見つめて後ずさりながら、先輩は言った。「さすがは貴方、といったところでしょうか」

「いや、気づかんのはそこの織戸殿くらいのものだろう」伯爵はそう言って、なおも先輩を追い詰める。

「……私がいなくなれば、船の上にいる方々の採点をする者もいなくなります。それはつまり貴方や皆みなさんの無得点を意味しますが、それでも構いませんか？」有坂先輩は言った。今や先輩は船の舳へ先さき、あと一歩で水に墜おちるというギリギリのところに立っていた。

「何、心配するな。梯はし子ごは下ろしておいてやる。自分で登ってこい」伯爵は言った。そして伯爵は素早く刺又を引き──観念したかのように目を瞑る有坂先輩を一突きした。

　宙を舞まう、有坂先輩の体。着水の衝しよう撃げきで巻き上がった水しぶきが、伯爵の顔に水滴を散らした。

「改めて言うが、私のためにしてくれたことに関しては感謝している。だからこの件は、これまでとしよう。すまなかったな」水面から顔を上げた有坂先輩に向かって、伯爵はそう言った。先輩は、それを聞いてだろう、どこか嬉うれしそうな顔をしてみせた。

　俺は残されたリュックサックから自分の携帯電話を取った。するとほぼ同時に、その携帯が音を立てて震ふるえ始めた。ディスプレイには伊い座ざ並なみ八や千ち代よの文字。電話に出ると、ドクターは通話をスピーカーモードに切り替えるよう指示してきた。

『ヤッホー、伯爵、船の具合はどうかな？』ドクターの声が携帯電話の小さなスピーカーから響ひびいた。『なんの問題もない？』

「君か。今のところ、何も」俺の手にある携帯電話に向かって、伯爵は言った。「ただ聞くところによれば、君がその問題を起こそうとしているそうではないか。それもあの阿あ呆ほうを使って。織戸殿が全すべて教えてくれたぞ」

『うーん、問題っていうか、修正って言った方がいいかな？』ドクターは言った。『やっぱりさ、あたしにはどーしても一個不満に思ってるところがあるんだよね。軍ぐん艦かんを造るんだったらさ、色はやっぱり黒じゃないと。だから最後の仕上げに、今からその船、伯はく爵しやくごと真っ黒に染めてあげるから、楽しみにしててね』

「それが今回の設定か。相変わらずの凝こり性だな」伯爵はそう言って、携けい帯たい電話に背を向けた。伯爵の視線の先には、一面緑に覆おおわれた、不気味ささえ感じられる要よう塞さいの姿があった。

『設定？　なんのことかなー？　あたしは本気で黒い方がいいと思ってるんだよー？　まあとにかくさ、お互い、頑張ろうねー』ドクターはとぼけた調子でそう言い、通話を切った。無機質な電子音を鳴らす携帯電話。俺おれは携帯をポケットにしまって、伯爵の言葉を待った。

「……発電機を始動させよ」伯爵は言った。どこからか返事が上がり、しばらくしてくぐもったエンジンがまた一つ増えた。

「総員、戦せん闘とう準備」伯爵は続けて言った。「各自兵装の装そう塡てん状態を確認せよ。織おり戸ど殿、ブルーグラス殿、君たちは有あり坂さか殿が持ってきたピストルを使いたまえ。他ほかの者は全員ライフルなり短機関銃なりを装備している」

　俺は指示通りリュックサックからエアガンを二つ取り出し、片方をリリーに渡した。リリーは自分のバッグのサイドポケット、俺はズボンのベルトにそれぞれエアガンを引っかけ、それから二人揃そろってシューティング・ゴーグルを身に着けた。

「……ときに、織戸殿、私は君に主砲を任せたいと思っている。正直を言うと、まだ他の誰だれもそれを扱ったことがないのだ」顔を半分だけこちらに向け、少しトーンを落とした声で伯爵は言った。「君たち以上の適任者は、この船にはいない。どうかね？」

「ああ、伯爵、任せてくれ」リリーが頷うなずくのを確認してから、俺は答えた。伯爵は口元に笑みを見せると、更にこんなことを言った。

「そうだ、一つお願いがある。今は私のことを『艦かん長ちよう』と呼んでくれたまえ。その方が気分が乗る。そうだろ、砲術長？」

「砲術長……」

「それでは、主砲、散弾装塡！」

　伯爵が鋭するどく叫んだ。俺たちは主砲へと戻り、すぐ後ろに設置されていたコンテナから散弾を取り出して砲身に詰め、真空ポンプのスイッチを入れた。

　リリーは操そう縦じゆう桿かんを手前に引き、砲身を高々と上方へ向けた。朝日を浴びて、まるで太陽がそこに移ったかのように光り輝かがやく三つの砲口。そしてその砲口の向こう、要塞の上空に、無数の黒点が蠢うごめいていた。

「さあ皆みな、期待しているぞ。華々しく初うい陣じんを飾ろうではないか」




　要塞の上に見える黒い粒は、恐らくドクターが用意していたあのラジコンだろう。三機の大型爆ばく撃げき機きと、それを取り巻く無数の小型機。ラジコン飛行機たちは旋回しながら徐々に隊列を整えると、進路を俺おれたちの船に向けた。

「織おり戸ど殿、主砲は再さい装そう塡てんに時間がかかると聞いている。最初の一発は私が合図するまで撃うつなよ」伯はく爵しやくは言った。「だが機銃の撃ち惜しみはなしだ。敵が接近し次し第だい、適宜射撃を開始し弾幕を張り続けろ」

　俺は引き金を握り、空を睨にらみ続けた。足の遅い大型機を追い越して、数機の小型機がまず俺たちの船に迫る。腹に爆弾のようなボール状の物体を抱えた小型機の編隊。リリーはジョイスティックを動かし、飛行機の進路に照準を合わせた。

「主砲、撃て！」

　編隊が射程圏内に侵入したところで、伯爵が叫んだ。同時に、俺は発射レバーを引く。放たれる大量のプラスチック弾──徐々に広がりながら飛ひ翔しようするその小さな粒は、先頭の一機を見事に捉とらえた。錐きり揉もみしながら落ちていく、小さな機体。しかし残った三機の先行隊は、その上空を何事もなかったかのように通り抜けていった。

　船に設置された四挺ちようの機銃が、銃口を前方へ向けて対空射撃を開始する。秒間五十発の弾幕。だが小型機たちは臆おくすることなく真まっ直すぐ弾幕へ突入し、更に一機を失いつつも機体に備えたボール状の物体を二つ、船の甲板へと投下した。

　二つの物体はほとんど跳ねもせず、転がりもせず、僅わずかに変形して着弾地点に留まった。ゴルフボールほどの大きさ。見たところ、塗料をビニール袋に詰めたものらしい。恐らく着弾の衝しよう撃げきでビニールが破れ、中身を撒まき散らす予定だったのだろう。ドクターらしくないミスだな、と俺は思った。そして俺はコンテナの後ろに回り、側そばに落ちた片方のインク玉を拾おうとした。誰だれかが踏ふみつける前に捨ててしまおうと思ったのだ。しかし俺が手を触れる直前に、伯爵が鋭するどい声で叫んだ。

「触るなッ！」

　俺は驚おどろいて手を引っ込めた。次の瞬しゆん間かん、大きな破裂音と共に黒色の飛ひ沫まつが上がった。

　俺は少しの間、何が起こったのかわからなかった。インク玉が落ちていたはずの場所から半径五十センチ、更には自分の服にも顔にも、塗料らしきものがベットリと付着している──どうやら内部に火薬でも仕込まれていたのだろう、あの物体は本当に爆ばく弾だんだったらしい。俺の背後ではまた一発、爆発音が上がった。

「リ、リーチ！」

　リリーがそう叫んで、俺に駆け寄ろうとする。が、俺は手の平を突き出してそれを制した。リリーの声に気づいて顔を上げた俺の目は、視界の隅に九つの機き影えいを捉えていた。内八機は先行隊と同じ小型機、そして直後に続く一機は、大量のインク爆弾を抱えた例の爆撃機であった。

「かわすぞ、面おも舵かじ一杯、全速前進！」

　伯爵が大声で号令を発した。ゆっくりと動き始める船。遠心力を受けて船体が傾く。リリーは転回する船の上でなんとか主砲を操り、迫り来るラジコン飛行機たちに砲口を向け続ける。俺おれはコンテナを飛び越え、立て続けに二発、主砲を放った。一発目は小型機を二機巻き込む大当たり、しかし二発目は、両りよう翼よくにエンジンを備えた大型機の翼端を少しかすめただけだった。

「クソッ！」

　俺はすぐに主砲へ散弾を装そう塡てんし直した。しかし真空引きが終わるまでは次の砲ほう撃げきができない。編隊は船の動きに合わせて緩ゆるやかに旋回しながら機銃の弾幕を突破し、腹に抱えた爆ばく弾だんを全すべてばら撒まいた。全部でおよそ二十発、その半数以上が甲板の上に落ちる。そして続けざまに爆音が上がり、船体が一瞬黒いもやに包まれた。

「このままでは分が悪いな」伯はく爵しやくが苦々しそうに言った。「織おり戸ど殿、ブルーグラス殿、君たちはあの爆撃機に攻撃を集中しろ。機銃程度では歯が立ちそうにない」

　俺は空を見上げた。攻撃を終えた飛行機が要よう塞さいへと戻っていく一方で、まだ爆弾を残している飛行機たちは船を中心に大きな円を描いて旋回している。全部でおよそ二十機。先ほどと同じように爆撃機中心の攻撃を加えてくるとすれば、敵の攻撃はあと二回。

　そして俺の推測を証明するかのように、半数が旋回円を離はなれて攻撃進路についた。

「リリー、ギリギリまで近づくのを待ってから撃うつぞ、なんとか照準を合わせてくれ！」

　俺は言った。リリーは小さく頷うなずき、小刻みに操そう縦じゆう桿かんを動かし続ける。船の対空射撃は船尾のロケット砲を加えて一層濃こさを増し、四機の小型機を撃ち落とす。俺は残りの五機を無視し、その背後からやってくる巨大な機影に合わせて引き金を引いた。至近距きよ離りの一撃──散弾は小さなまとまりを保ったまま大型機の後端を直撃し、尾び翼よくを削ぎ落とした。

「やったか！」

　雑音の中から伯爵の声が聞こえた。俺も撃げき墜ついを確信し思わずガッツポーズを作る──が、飛行機は、バランスを崩して確かに墜落したのだが、運の悪いことに落ちた先が船の上だった。翼幅が二メートル以上もある大型飛行機は、その衝しよう撃げきで甲板に凹みを作り、それから盛大に腹の爆弾を爆発させて真っ二つに裂けた。

「ッ！　総員、とにかく撃ち続けろ！　今はそれしか手がない！　航空攻撃はあと一波だ、撃って撃って撃ちまくれ！」

　伯爵は叫んだ。しかし三度に渡る攻撃を受け、船の防御力はすっかり低下していた。弾切れを起こしたのは乗員の自衛火器やロケット砲だけではない。数千発のＢＢ弾を装塡できる機銃さえも弾倉を空にし、船のあちこちで弾薬袋を抱えた乗員が走り回っていた。そして追い打ちをかけるかのごとく、更なる攻撃が俺たちを襲おそおうとしていた。

「リーチ！　要塞の方からまた何か来るわ！」

　主砲の再装塡を済ませた俺に向かって、リリーが叫んだ。俺は顔を上げてリリーが指差す方向を凝ぎよう視しする。要塞の両りよう脇わきに、ゴムボートへ乗り込もうとする大量の人ひと影かげが見えた。

「艦かん長ちよう！　敵のボートだ！　こっちに近づいてくるぞ！」

　俺おれは後方の伯はく爵しやくに向かって声を張った。俺の声に気づいた伯爵は飛行機の残ざん骸がいを飛び越えて主砲の側そばまで駆け寄り、懐ふところから双眼鏡を取り出してボートの集団に向けた。

「……武装しているな。接近して攻こう撃げきするつもりだろう。このままでは少しマズいな」伯爵は呟つぶやいた。「恐らくあの中にヤツもいるのだろう」

「ヤツって、兄アニさんのことか？」俺が言うと、伯爵は首を縦に振った。

「司令官などという役目を負ったところで、ヤツは変わらんさ。指示だけ出して満足するはずがない。こういう馬ば鹿か騒さわぎが起これば、あの馬鹿も必ずその中心に現れる」伯爵はそう言うと双眼鏡を下ろして振り返り、操そう舵だ席に向かって大声で命じた。「石いし田だ！　一いつ旦たん距きよ離りを取って態勢を立て直そう！」

「了解！」石田君の声が響ひびいた。と同時に、船はゆっくりと逆側へ傾き始める。恐らく逆方向へ舵かじを切ったのだろう、船は今、要塞の対岸にあるジャンプ台に向けて進路を取ろうとしている──そして俺たちは、そこにもボートと人の姿が蠢うごめいているのを確認した。

「ヤツら挟み撃ちにするつもりだ！」

　俺は叫んだ。伯爵は素早く双眼鏡をその目に戻し、ジャンプ台の方角を見つめる。水面に浮かぶ人ひと影かげ。反対側から迫る連中と同じように、背中に武器らしきものを背負っている──

　しかし伯爵は、どういうわけか緊きん張ちようしていた表情を少し緩ゆるめ、俺に双眼鏡を突き出してこう言った。

「救われたぞ、あれは味方だ。先頭の人物を見たまえ」

　俺は双眼鏡を受け取り、先頭を駆けるボートへ向けた。八倍に拡大された光景の中で、バズーカのような長尺の武器を片手に大きく腕を振っているのは、果たして、明るい髪を無造作に散らした俺の友人、達たつ彌みだった。その横には玲れい子この顔もあった。

「ともかく彼らの下へ辿たどり着こう。織おり戸ど殿、ブルーグラス殿、もう一度頼たのむぞ。どうにか次の攻撃を防いでくれ」伯爵は言った。

　空に残った十機の攻撃隊は、船を囲うように旋回しながら三つの編隊へと分かれる。そして俺たちを撹かく乱らんするように、三方向から同時に船へと迫ってきた。しかしリリーは迷うことなく、大型機を含んだ編隊の予想進路に砲口を向けた。

　俺は先行する三機の小型機に合わせて、最初の引き金を引いた。撃うち出された散弾は小型機を一いつ瞬しゆんにして引き裂く。俺は間髪入れず、残りの一発を発射した。狙ねらいはもちろん最後の大型機。弾は拡散しながら、左さ翼よく付近を通過する──羽は健在だ。しかし左翼側のエンジンが、突然バキバキと異音を立てながら火を噴ふいた。どうやらＢＢ弾を数粒巻き込んだらしい。飛行機は大きく機体を傾け、煙の尾を引きながら墜つい落らくしていった。

　船尾の方ではまた三発ほど爆ばく音おんが上がった。無傷とはいかない。しかしこれまでの被害と比べれば、ほんの軽傷であった。

「総員、追いつかれる前に武器の再さい装そう塡てんを済ませろ！」

　伯はく爵しやくが命じた。空にはもう、爆ばく弾だんを抱えたラジコン飛行機の姿はない。俺おれは主砲に通常弾テニスボールを装そう塡てんし、祈るような気持ちで後方を見つめた。背後にはゴムボートの船団。俺たちの船よりも、足が速い。弾を補充し、威い嚇かく射しや撃げきを開始する機銃。船団の上にプラスチック弾の雨が降り注ぐ。そして──

「利り一いち！」達たつ彌みの声が響ひびいた。視線を戻せば、水面を走るボートの上で器用に立ち上がる達彌の姿。達彌は武器を担ぎ、片手を口に当てて叫んだ。「待たせたな！　援軍に来たぜ！」

　達彌を先頭に、一団は二手に分かれて俺たちの船を通り越していく。正面には敵の集団──達彌はもう一度、怒鳴るように声を上げた。

「全軍突撃ぃぃぃいいい！」

　間もなく、二つの船団の間で壮絶な撃うち合いが始まった。開幕を告げたのは達彌のバズーカ。軽い音を立てながら、野球ボールほどの白球を撃ち出す。砲弾は敵の頭上で炸裂し、白色の塗料を周囲に散らした。

「石いし田だー！　私たちも続くぞ！　面おも舵かじ一杯！」

「任せろ！」

　石田君は大声で応じると、舵を時計回りに思い切り切った。遠心力で傾く船体。そしてゆっくりと時間をかけて百八十度転回した船は、ボートの集団が繰くり広げる混こん沌とんの中へ切り込んでいく。双方から飛び交う塗料爆弾、ＢＢ弾、ペイントボール。こちらの陣営には消火器を持ち出してきたヤツもいて、白い煙を滅茶苦茶に吹きまくっている。

「撃てーッ！」

　伯爵の声が甲板に響き渡った。と同時に、頭上を巨大なロケットが飛び越していく。三連装長射程ロケット砲から放たれたこのアルミ製ロケットは、混乱を切り裂くかのように真まっ直すぐ飛ひ翔しようし、敵の高校生を一人、ボートの上から突き落とした。

　敵の攻撃が、一斉にこちらを向いた。大小様々な球体が敵ボートから一斉に発射され、雨のように甲板へ降り注ぐ。爆音、悲鳴。俺は自分の頭を片腕で庇かばいながら、リリーの合図に合わせて引き金を三度引いた。撃ち出されたテニスボールは中学生らしき数人を池に叩たたき落とし、一隻のボートがその弾みで逆さに引っ繰くり返った。

「織おり戸ど殿！　ヤツの姿は見えたか！」

　再び、伯爵の声が聞こえた。伯爵は刺又を巧みに操り、飛来物の中に含まれるインク爆弾を弾はじき返している。ペイントボール弾を何度も喰くらったらしく、服から顔まですっかり塗料にまみれ、その汚れと厳しい表情が伯爵に異様なまでの迫力を与えていた。

　俺はテニスボールを再さい装そう塡てんしながら頭を上げ、周囲を見渡した。視界を埋め尽くす銃弾、砲弾。その向こうに、兄アニさんの姿を探す。この場にいるとすれば、あの人は間違いなく誰だれよりも目立っているはずだ。火を噴ふくなり、爆音を立てるなりして──

　突如、大気を引き裂くような騒そう音おんが響き渡った。俺も、伯爵も、他の乗組員たちも、音を追いかけて同じ方向へ一斉に顔を向ける。背後の岸、池に向かって設置されたジャンプ台の上──俺おれの目は、閃せん光こうのような炎を迸ほとばしらせてスロープを駆け下る一台の自転車、翼つばさとジェットエンジンを備えた一台の自転車飛行機の姿を捉とらえた。

「遂ついに現れたな！　織おり戸ど殿！　ヤツを撃うち落とせ！」

　伯はく爵しやくが吠ほえるように言った。リリーはすぐさま主砲を回し、ジャンプ台から飛び立った飛行機に照準を合わせる。が、主砲の発射準備はまだ完了していない──翼よく幅ふく七メートルを誇るアイリーン号は、ゆったりと旋回しながら高度を落として俺たちの目前に迫った。

「リリー！　伏せろッ！」

　俺はリリーに駆け寄り、後ろからその体に覆おおい被かぶさった。前方から接近するアイリーン号。熱風を俺たちに吹きつけ、主砲の上をスレスレで飛び越える。そして飛行機は、そのまま三連装ロケット砲の上に着艦した。

　まるで自動車が正面衝しよう突とつしたかのような、もの凄すごい音がした。船体が大きく揺れ、どちらのものともわからない破片が俺の背中を叩たたく。振り向くと、衝しよう撃げきで台座から外れたロケット砲が飛行機もろとも甲板の上を滑っていくのが見えた。一塊となった残ざん骸がい。そのまま一挺ちようの機銃までなぎ倒して、池に落ちていく──

　ただ一つ、直前に飛行機から飛び降りた兄アニさんだけを甲板に残して。

「──ヨウ、クソガキ。中々面おも白しれぇオモチャ作ったじゃねぇか。ちょっとオレにも遊ばせろよ」

　兄さんは、強行移乗劇のあととは思えないほど悠々とした態度で、伯爵にそう告げた。




「フン、ようやくお出ましか。待ちくたびれたぞ」兄さんに向けて刺又を構え、伯爵は言った。「ところで、聞くところによると私のために面倒な役目を引き受けてくれたそうではないか。感謝しているぞ」

「そりゃどーも。こっちもテメェに感謝してるところだぜ。こんな興奮、中々味わえるもんじゃねぇ」帽子を直しながら、兄さんは答える。

　甲板に降り立った兄さんは、伯爵以上に奇妙な格好をしていた。革製らしいトリコーンに、仰々しい装飾が施された真紅のコート。眼帯やフックはないが、腰に細身の剣まで下げていることから察するに、これはきっと海賊のつもりなのだろう。

「しかもおまけにこんなもんまで作ってもらっちまった。コイツは中々のお気に入りだぜ。テメェ相手に使うのはちーっと勿もつ体たいないくれぇにな」

　兄さんはそう言うと、腰の剣を抜いた。これまた奇妙な剣だ。刃はないが、代わりに穴だらけの鉄パイプが柄から伸びている。兄さんが指先を小さく動かすと、パチンと弾はじけるような音がして刀身がオレンジ色の炎に包まれた。

「さて、第二幕の始まりだ。気合入れねぇと、テメェもこのボロ船も水底行きだぜ」

　兄さんは腕を突き上げ、燃え盛る剣を高々と掲げる──次の瞬しゆん間かん、俺の下でリリーが叫んだ。

「リーチ！　また何か来るわ！」

　俺おれは視線を前方に戻した。見えたのは、船と要よう塞さいの間でギラリと太陽光を反射した飛ひ翔しよう物体。先ほどのラジコン飛行機と同じように翼つばさを生はやしているが、比べものにならないほど高速だ。そして俺の耳は、パルス・ジェットエンジン独特の連続的な爆ばく発はつ音おんを捉とらえた。

「ッ！　総員、迎げい撃げきせよ！」

　伯はく爵しやくは大声で命じた。船に残った三挺ちようの機銃が前方へ向けられ、弾幕を形成する。しかし飛翔物体は目にも留まらぬ速さであっさりと銃弾をかわし、船の側面にそのまま突っ込んできた。船体を伝わる振動。衝しよう突とつ箇所からは、黒色の液体が盛大に散る──

「さーて、ガンガンいこうじゃねぇか」

　兄アニさんが言った。同時に、要塞からはまた同じものが二発続けて発射される。その内一発は前回とほぼ同じルートを辿たどって船の側面へ飛来し、残りの一発は船の上空でループを描きながら真っ逆さまに落ちてきた。

「このッ！」

　伯爵は声を上げ、ミサイルのような飛翔物体に刺又の一撃を浴びせようとする。しかし振り上げた刺又を、兄さんが剣の一振りで遮った。飛翔物体は甲板の中央付近に着弾し、伯爵を含めた数人の足元を真っ黒に汚した。

「テメェにはオレの相手をしてもらおうじゃねぇか。船を守りたかったら、まずはオレを倒しな」兄さんは、自分を睨にらみつける伯爵に向かって余裕の笑みを浮かべながら言った。

「……貴様、後悔しても知らんぞ」伯爵が、低く轟とどろくような声で言った。そして二人は同時に武器を繰くり出し、壮絶な打ち合いが始まった。

　二人の戦いが始まると、ミサイルは兄さんからの指示を待たずに次々と発射されるようになった。ジェットエンジンを背負い、爆音と共に突とつ撃げきを仕掛けてくる巡航対たい艦かんミサイル。未いまだ船を囲むボートに翻ほん弄ろうされている俺たちは、格好の獲え物ものだ。一分に三発ずつのペースで発射されるミサイルは、今のところ一発残らず船に命中していた。中でも直近の一発は、船尾の短射程ロケット砲へ水平にぶつかってこれを破は壊かいした。

「クソッ、人の作ったものを次々と……」

　俺はボートへの反撃で二本の銃身を空にし、そこへ散弾を装そう塡てんした。ミサイルの迎撃用。大型ラジコン飛行機と同様に、この主砲ならミサイルを吹き飛ばすことができるだろう。真空引きが終わるまでは数分の時間を要する。俺にはその間に、残った一発の通常弾を使ってやりたいことがあった。

「リリー、兄さんに照準を合わせてくれ！」

　俺は言った。パッとこちらに顔を向けるリリー、驚おどろいた様子──しかしリリーは俺の表情からすぐに意図を汲くみ取ったらしく、二の句を継ぐ前に小さく顎あごを引いた。

　俺おれは背後のコンテナを蹴けり飛ばした。ロケット砲も失い、今は遮るものが何もない。リリーは砲身を後方へ向け、水平に寝かせる。兄アニさんと伯はく爵しやくは砲口の先、操そう舵だ席の前に空いたスペースで武器を振るい合っていた。

「オラオラ、どうしたそんなもんかァ！」

　兄さんの声が炎の唸うなりと共に甲板に響ひびく。兄さんの剣は振れば振るほど大きく燃え上がり、伯爵がその剣けん戟げきを受け止めるたびに四方八方へ火の粉を散らす。体格の差か技術の差かはわからない──しかし兄さんは、徐々に伯爵を圧倒しつつあった。

「クッ！」

　伯爵は横よこ薙なぎの一いつ閃せんを浴びせようとするが、兄さんは素早くそれをいなして伯爵の肩を突く。赤熱する刀身が触れ、苦悶の表情を見せる伯爵。兄さんは更に手首を返し、矢継ぎ早に剣戟を繰くり出す。そして一度ならず、炎を纏まとった剣先が伯爵の体を掠かすめた。胸に、足に、伯爵の乗馬服には次々と線のような焦げ跡が増えていく。

「マズイな……リリー、やるぞ！　急いでくれ！」

「待って！　動きが早すぎて狙ねらいをつけられないわ！」

　リリーが叫んだ。リリーは小刻みに操そう縦じゆう桿かんを操作し、照準を定めようとしている。だが踊るような兄さんの動きは、主砲の性能を完全に凌りよう駕がしていた。一発しかない砲弾を確実に当てるには、兄さんの足を一いつ瞬しゆんでも止める必要がある──俺は咄とつ嗟さに、ベルトからエアガンを抜いた。

「こっちを向け！」

　銃口を兄さんへ向け、小さな引き金を何度も引き絞る。無数に撃うち出される弾丸。その内一発が兄さんの帽子に当たる。連れん撃げきを止め、こちらへ視線を向ける兄さん。同時に、ピタリと静止する砲身。俺は反射的に、腕を振るって発射レバーへ叩たたきつけた。

　大気圧に押されたテニスボールが、砲身内を稲妻のように駆け抜ける。驚きよう愕がくに見開かれる兄さんの目。放たれた蛍光グリーンの一撃は、兄さんの脇わき腹ばらを強烈に叩いた。

「ぐぁッ！」

　痛みのためか、兄さんが体を折る。その隙すきを突いて、伯爵が刺又を繰り出した。二又に分かれた先端が、兄さんの体を捉とらえる。伯爵は更に一歩、船を揺らすほど強く踏ふみ込み、兄さんの体を突き飛ばした。バランスを崩して三歩、四歩と後ずさる兄さん。すぐ後ろには、船の縁ふち──しかし兄さんは、その縁に足を引っかけてギリギリのところで踏み留まった。

「ッ！　しぶといヤツめッ！」

　伯爵は刺又を引き戻し、更なる追い打ちを仕掛ける。胴体を狙った一撃。だが兄さんはその攻撃に素早く剣を合わせ、強烈に打ち合った。金属同士がぶつかる、激しい衝しよう撃げき音。そしてこの瞬間、伯爵の右手から刺又が落ちた。

「ハッ！　貰もらったァ！」

　兄アニさんが叫び声を上げる。振り被かぶられた剣は、まるで兄さんの狂熱を表すかのように激しく炎を噴ふく。武器を失い、両腕を交差させて頭を庇かばう伯はく爵しやく。俺おれは思わず顔を背ける。が、そんな俺に向かって、リリーが叫んだ。

「リーチ！　今よ！」

　俺は主砲へ視線を戻した。散弾を装そう塡てんした中央の砲身が、真まっ直すぐ兄さんへ向けられている──リリーが照準を合わせ続けていたのだ。俺は瞬しゆん時じに、自分がすべきことを理解した。俺は再び腕を振るい、引き金を思い切り引いた。

[image: ]

　砲口から放たれる、数千発の散弾。真空度は理想的とは言えない。しかしこの至近距きよ離りでは充分すぎるほどの威力だ。一塊となって飛ひ翔しようしたＢＢ弾の砲火が、振り上げられた兄さんの手を包み込む。そして散弾が過ぎ去ったあとのその手に、剣の姿はなかった。

「艦かん長ちよう！」

　俺は叫んだ。伯爵は驚おどろいたような顔で俺を一いち瞥べつしてから、剣の行く先を目で追っていた兄さんに向かって猛然と駆け出した。腕はクロスさせたまま。伯爵が甲板を踏ふみ締しめるその音に気づいてか、兄さんが視線を戻す。直後、伯爵の腕が兄さんの体を押し飛ばした。

　大きく船の外へ傾く兄さんの体──瞬時に、兄さんの手が伯爵へ伸びる。が、結局その手は空を切り、兄さんの体は池へと落ちていった。そして上がった大きな水柱が、伯爵と兄さん、二人の戦いの決着を告げた。

　だがそれは、船を巡る戦いの終しゆう焉えんを示しているわけではなかった。俺おれは爆ばく音おんに気づき、要よう塞さいへ視線を向けた。再び射出された三発のミサイルが、俺の目に映った。

「リリー、合わせてくれ！」

　俺は言った。リリーはすぐに砲身を先頭の一発へ向ける。エンジンを赤熱させ、水面スレスレを矢のように飛ぶミサイル。その速度から考えれば、砲ほう撃げきが命中する確率はごく僅わずかだろう。だが俺は迷いを振り払って、主砲に残った最後の一発を放った。

　撃うち出された散弾は、ミサイルの翼つばさを掠かすめるように叩たたく。突然加えられた力。翼が傾き、水面に触れる──瞬しゆん間かん、機体からその翼がちぎれ落ちた。そして激しい回転を起こしたミサイルの機体は、水面に激突して瞬またたく間にバラバラになった。

「やったわ！　リーチ！」

　リリーが声を上げ、嬉うれしそうな顔をこちらに向ける。一方で俺は、空へ目を向け、残りのミサイルの行方ゆくえを探した。俺たちが撃ち落としたのは、僅か一発。そしてその一発と進路を分かった二発のミサイルは、勢いよく上昇しながら俺たちの真上を通りすぎていった。

　前後に数メートルの距きよ離りを空け、大きなループを描くミサイル。俺は瞬時に、この二発が主砲を狙ねらっているということを察知した。今の主砲に、自衛の手段はない──咄とつ嗟さに、俺は伯はく爵しやくへ視線を向けた。伯爵はその手に再び刺又を握り、こちらに向かって駆け出していた。

「織おり戸ど殿！　肩を借りるぞッ！」

　伯爵は俺が蹴け飛とばしたコンテナを踏ふみ締しめ、片足で強く跳ちよう躍やくする──そして宣言通り、俺の肩を踏み台にした。主砲の上、高々と飛び上がった伯爵の体。そこへ真っ直ぐ落ちてくる、閃せん光こうのような二発のミサイル。伯爵は大きく肩を回し、流れるように二度、刺又を振った。

　激音が、あたりに響ひびく。舳へ先さき近くに着地する伯爵。その後ろで、ミサイルは大きく軌道を逸そらして池へと落ちていった。船の上から、大きな歓声が上がった。

「石いし田だ！　この混こん沌とんを抜けるぞ、全速前進だ！」伯爵はそう命じた。そして船は再び要塞へ向けて進路を取り、ボートが熾し烈れつな戦いを繰くり広げる水域を抜けた。




　俺は次の攻撃に備えて散弾を再さい装そう塡てんしたが、兄アニさんを撃退した直後の三発を最後に、ミサイルによる攻撃はピタリと止やんでしまった。久方ぶりに訪れる静寂。伯爵は兵装の整備を命じると、疲れた様子でコンテナへ腰を下ろした。焦げ跡だらけの衣装から、ポタポタと塗料が垂れる。俺はかけるべき言葉に迷い、リリーと一緒にただ黙って伯爵の姿を見つめた。

　俺たちの格好も、散々なものだ。俺は半身が頭から足まですっかり真っ黒に染まり、片目の視界もほとんど塞ふさがれている。リリーも頰ほおに大きな汚れを作り、塗料を浴びた長い髪はところどころで黒く固まっていた。

「利り一いちー！」達たつ彌みの声が聞こえた。視線を上げると、俺たちを追いかけてくる一隻のボートが目に入る。その上には達彌と玲れい子こ。達彌はボートを近づけると、船外機の騒そう音おんに負けないよう声を張ってこう言った。

「船は無事かー！　俺おれの、俺のロケット砲はどうなってる！」

『俺のロケット砲』とは、兄アニさんに破は壊かいされたあの三連装ロケット砲のことだ。実を言うと、達たつ彌みはほとんど一人であの組み立てを担当していた。俺は真実を隠しておくべきか少し迷ったが、万一ボートから見えてしまえばその意味もないと思い、正直に言った。

「スマン！　兄さんに轢ひかれて潰つぶされちまった！」

「おい、マジかよ！　クソッ、人があれだけ頑張って……！」達彌が叫んだ。「あのヤロー、なんでもかんでもブッ壊こわしやがる……まあいいや、多少は活かつ躍やくしたか？」

「発射したのは一度だけだったが、それでもボートから一人叩たたき落としたぜ！」俺は言った。これを活躍と呼んでもいいのか俺には自信がなかったが、達彌は嬉うれしそうな声で「そうか、それならよかった！」と返した。

「岩いわ科しな殿！」達彌の方に首を捻ひねって、伯はく爵しやくが言った。「味方はあれで全すべてか？」

「いや、ボートに乗ってるのは全体の半分だ！」達彌は答えた。「俺たちはチームを水上部隊と地上部隊の二つに分けた！　地上部隊は二中の将軍が指揮してる！　トラブルがなけりゃ、もうすぐ要よう塞さいに辿たどり着くはずだ！」

「なるほど、それで水上軍は君が指揮しているというわけだな？」

「ああ！　そんで俺たちの総司令官は伯爵、アンタだ！」達彌は言った。「俺たちに命令したいことがあったらなんでも言ってくれ！」

「それでは……」伯爵は刺又を杖つえのように使って、ゆっくりと立ち上がった。「君たちには引き続き敵水上部隊の対処を頼たのみたい！　その間に我々は……」

　伯爵は俺の顔を一いち瞥べつし、それからこう続けた。

「我々は、要塞へ接近して地上部隊を支援する！　それでは、頼んだぞ！」

「了解！　任せてくれ！」額に手を当て、達彌はそう応じた。そしてボートを反転させると、水上部隊の戦せん闘とう水域へと戻っていった。

「伯爵！」俺は言った。「正気か？　敵の懐ふところに飛び込もうだなんて、そんなの、いたずらにこの船を危険に晒さらすだけだ！　俺たちがすべきは、可能な限りこの船を守ること、違うか？　この船はもう充分すぎるほどダメージを負ってる。見ろよ！」

　俺は、甲板に水みず溜たまりを作る塗料や台座だけが残ったロケット砲を指差した。朝日を浴びて眩まぶしいばかりに輝かがやいていたはずのヴァイスハイト号が、傷と汚れにまみれ、今はその美しさの大半を失っている。これは俺が心に描き続けてきた理想の姿とはかけ離はなれたものであった。そう、かけ離れたものであったはずだった。だから俺は、言葉を続けた。

「今だってもう、俺たちが優勢かどうかは怪しい。伯爵、ここは一いつ旦たん引こう。ドクターの攻こう撃げきが届かないところまで逃げるんだ。そうすれば俺たちはこの船を守れるし、グランプリにだって勝てる。悪くはないだろ？」

　伯はく爵しやくはしばらく黙だまっていた。静まり返る船の上。伯爵は船の傷をじっと見つめ、それからこう言った。

「……まあ、それも悪くはないだろう。だが、心から歓迎しようという気にもならんな」

「ッ、どうして！」

「どうして、か……」伯爵は視線を遠くへ向けた。遠く、後方の戦場へ。「わかりやすい理由を挙げるとすれば、可能な限り早くこの戦いを終わらせて、この貯水池を守るためだ。当初の目的を思い出してみたまえ。君にも話しただろう？」

「……あ、池の、お掃除」リリーが呟つぶやく。伯爵は静かに顎あごを引いた。

「彼女のことだ、この塗料も危険なものではないのだろう。しかしだからといって無ぶ遠えん慮りよに流してよいわけではない。これ以上ダラダラと戦いを続けてこの池が汚れていくのを見過ごすわけにはいかないのだ。そして君にとってはわかりにくいであろう理由を挙げるとすれば……」

　伯爵は視線を俺おれに戻した。

「やはり彼女は正しかったのだ。これは理屈などではない。私も、自分が何を望んでいるのか気づかされたのだ。一度それを知ってしまえば、やるべきことは一つ。準備したまえ。艦かん長ちようは私だ。船の行き先は私が決める」伯爵は言った。

「……わかったよ」俺は言った。「だが、この状態でどうやって戦うんだ？　兵装の三分の一がなくなっちまったっていうのに」

「何、元より君の主砲以外に戦せん闘とう力りよくなど期待していない。他ほかはオマケのようなものだ」伯爵は言った。「それに、どうだね？　君も、自分の生み出したものが役に立つところをもっと見たいとは思わんかね？　君の主砲にとっても、この戦いは最高の舞ぶ台たいだ。そして実際に、君が作り上げたものは最高の働きを見せてくれている。君はどう感じた？　織おり戸ど殿、君は本当にこの主砲が、船が、ただ漫然と、埃ほこりにまみれて静かに腐っていくのを望んでいるというのかね？」

「俺はもちろん……」

　俺は脊せき髄ずい反射のごとくそう発した。そして続きを言おうと口を開け──

　驚きよう愕がくした。

　俺の口からは、なんの言葉も出てこなかったのだ。

　どういうわけか、俺の本能は、深層心理は、反射的に続けられる言葉を一つも持ち合わせていなかった。

　俺は主砲と、その側そばで少し心配そうな表情をしているリリーに視線を向けた。俺の作ったもの。綺き麗れいなもの。大切なもの──だが、どうやら俺は、心の底から本当に何も起こらないことを、何も変わらないことを望んでいたわけではなかったらしい。

　船は確かに、傷ついていた。俺が思い描いていた姿形からは変わってしまっていた。それは事実だ。しかし船が、主砲が、戦いの中で見せた、獅し子し奮迅と言ってもいいほどの活かつ躍やくが、まるで見えない勲くん章しようのように、新たな価値を、俺が今まで目を向けたことのなかった価値を、それぞれに与えていた。そして俺おれは、この目に見えない何かが、俺の中で重要な意味を持ち始めているということに気づいた。

「石いし田だ！」伯はく爵しやくが叫んだ。「出力全開のまま要よう塞さいへ向かうぞ！　他ほかの者も持ち場へ着け！　激しい戦いになるだろう、気を引き締しめてかかるぞ！」

　呼応するように、船のあちこちから雄叫びのような声が上がった。そして船は、舳へ先さきを真まっ直すぐ要塞へ向けてゆっくりと進み続けた。




「我々がすべきことは一つ。敵の攻こう撃げきを引きつけ、地上部隊の作戦を支援する。予想される敵戦力は、航空機およそ二十、誘導ミサイル、投石機三基」伯爵は言った。「運用には相当の人員が必要だろう。攻撃を分散させることができれば地上部隊の進軍も楽になるはずだ」

「砲弾はどうする？　通常弾に切り替えるか？」

「いや、散弾のまま砲撃用意だ。見たまえ」伯爵はそう言って、要塞上空を指差す。そこには再び、例のラジコン飛行機の姿が見えた。

　しかし集まったラジコン飛行機は、俺たちの方にはやってこなかった。代わりに飛行機は、要塞の右側、木がまばらに生える荒地の上空を飛び交い、粒のようなインク爆ばく弾だんを降らせ始める。伯爵は双眼鏡を取り出し、空爆を受ける一帯へ向けた。

「……あそこに地上部隊がいるようだ。装備は……やはり貧弱だな。彼女が守っているというのに、小銃だけではどうすることもできまい」

　小銃というのは、つまりライフルや機関銃型のエアガン、ペイントボールガンのことだ。これがただのサバイバルゲームであれば充分な装備だろう。しかし今は相手を脅かす以外に使い道もない。対してドクターの方は、伯爵の言うように、他にどのような武器を用意していても不思議ではなかった。

「この距きよ離りではどうすることもできない。とにかく近づくぞ」伯爵は言った。

　だが、それからすぐに要塞では新たな動きがあった。最初の爆撃を終えて補給に戻るラジコンを見つめていた伯爵が、突然血相を変えてこう叫んだ。

「マズい、来るぞ！」

　そして俺は、要塞の外がい壁へきから覗のぞく塔の上に、ゆっくりと腕を回す三基の平衡錘投石機の姿を見た。放たれる黒色の物体は、もちろん、岩石などではない。宙を舞まいながら散弾のように大きく散らばっていった水風船は、船を十メートルほど逸それたところへバサバサと音を立てて降り注ぎ、一面を沼のように黒く染め上げた。

「あんなものを喰くらったらひとたまりもないな……」伯爵は言った。「しかし狙ねらいは正確ではないようだ。石田、ジグザグに動きながら接近するぞ！」

「了解！」石田君は答えた。そして命令通り、船は進行方向を斜めに切り替える。遠心力で傾く船。そこへ向かって、要塞からミサイルが二発、放たれた。

「リリー、やるぞ！」

　俺おれは言った。ミサイルは二手に分かれ、左右から挟み込むように飛来する。リリーは右側面に回り込んだ一発へ照準を合わせ、俺は三発全すべての散弾を続けざまに発射した。そして最後の一発が、ミサイルの弾頭をまともに捉とらえて叩たたき潰つぶした。

　船の左側面からも、衝しよう撃げきの代わりに歓声が上がった。どうやら機銃と自衛用エアガンの集中砲火で残る一発の迎撃に成功したらしい。だがこの歓声が、次の瞬しゆん間かんには悲鳴に変わった。再び投石機から放たれたクラスター爆ばく弾だんのような水風船が船尾を捉え、船に残った最後のロケット砲を破は壊かいしたのだ。

「まぐれ当たりだ！　このまま進め！」伯はく爵しやくは叫んだ。それから、俺に向かってこう言った。「織おり戸ど殿、どうだ？　君の砲撃であの投石機を破壊できると思うか？」

「どうだろうな、試してみなきゃわからん」

「それでは試してみるまでだ」伯爵は言った。「的は遠いが、君とブルーグラス殿のコンビネーションなら心配する必要もないだろう。有あり坂さか殿ではないが、私も君たちに期待しているぞ。織戸殿、通常弾を装そう塡てんしろ。敵の攻撃は、私たちに任せたまえ」

「了解だ、艦かん長ちよう」俺は言った。伯爵はニヤリと嬉うれしそうに笑い、船尾に向かって駆け出す。そしてまた二発、要よう塞さいの銃眼からミサイルが放たれた。

　巨大なループを描き、操そう舵だ席せきに向かってトップアタックを仕掛けてくる二本のミサイル。俺は砲身に弾を装塡しながら、行く末を見守った。三挺ちようの機銃、そして十を超えるエアガンが針山のように上空を向き、銃火を間欠泉のごとく噴ふき上げる。おびただしい量のプラスチック弾を浴び、僅わずかに操舵席を逸それる一発目のミサイル。そして残りの一発を、伯爵が刺又の一振りで弾はじき飛ばした。

「織戸殿！　次が来るぞ、準備はできたか！」伯爵が言った。視線を戻せば、錘おもりを上げた投石機の姿が目に映る。

「駄目だ、真空度が足りない！　もう少し待ってくれ！」俺は言った。

　伯爵は険しい表情で投石機を睨にらみ、石いし田だ君に取とり舵かじを切るよう命じた。横向きの力を加えられ、船はミシミシと不気味な音を立てる。しかし舵が効き始めるより早く、一基目の投石機が投射動作を始めた。塗料袋を詰めたバッグが天高く振り上げられ、俺は思わず目を瞑る──

　ボキリ、と、どこか破裂音にも似た大きな音がした。俺は一瞬、急転回に耐えかねた船の竜骨が折れたのかと思った。だが船体に、それを物語るような振動はなかった。そして誰だれかが船の後部で叫んだ。

「倒れるぞ！　投石機が壊こわれた！」

　俺は顔を上げた。俺の目は、支柱を破断させて崩れるように倒れていく投石機の姿と、慌ててその側そばから逃げ去ろうとする人ひと影かげを捉えた。

「なんと脆もろい！」伯爵の声が聞こえた。「織戸殿、希望が見えたな！　勝手に壊れおったぞ！」

　そして二基目の投石機が動作を始める直前に、主砲の発射準備が整った。

「リーチ！　お願い！」

　リリーが叫んだ。向かって右側、三基目の投石機に照準を合わせた主砲、俺おれは引き金にかけていた手を思い切り引く──が、全く同じタイミングで、二基目の投石機から放たれたインク風船が舳へ先さきを掠かすめるように着水し、水面に大きな波を作った。激しく揺られる船。そして撃うち出された砲弾は、投石機の横を掠めるように通り過ぎていった。

「織おり戸ど殿！　もう一発だ！」

　伯はく爵しやくが叫ぶ──しかしリリーが狙ねらいを整え直す前に、三基目の投石機が腕を振り上げた。

　投とう榴りゆうされた黒色の物体が、弧を描き、散らばりながら船へと迫る。まるで船の動きを予測していたかのように、正確に、僅わずかに空を裂く音を立てながら。

　次の瞬しゆん間かん、気を失いそうになるほどの衝しよう撃げきと共に、俺の視界は黒一色に包まれた。

「織戸殿！　ブルーグラス殿！」

　闇やみの中で、伯爵の声が聞こえた。俺は主砲にしがみつき、なんとか体を起こす。手に感じる、ヌルヌルとした感触。独特の匂い。俺は袖そで口でゴーグルを拭ぬぐい、リリーに目を向けた。リリーは甲板に尻しりもちをつき、トレードマークである青髪を毛先まで真っ黒に染めていた。

「クソッ！　リリー、大丈夫か！」

　俺は足を滑らせそうになりながら厚く溜たまった塗料の上を歩き、リリーを助け起こす。ふらつきながらも立ち上がるリリー。そこへ、血相を変えた伯爵が駆け寄ってきた。

「よかった、二人共無事か……」伯爵は言った。「しかし手痛い一撃をもらってしまったな。あのような兵器で、よもやこれほど正確な狙いがつけられようとは。まともに喰くらってしまったが、主砲は大丈夫か？」

「そうだ、大砲！」

　リリーが叫んだ。リリーは俺の手を弾はじくように振り返り、主砲の右みぎ脇わきに備えられたジョイスティックを握る。他ほかのパーツと同じく、操そう縦じゆう桿かんもベットリと塗料を被かぶっていた。

　リリーはジョイスティックを前方に倒した。くぐもったモーター音と共に下降する砲身。動きは正常。俺はホッと胸を撫なで下ろす。リリーも同様に、肩の力を抜いてスティックから手を離はなす。内蔵されたバネの力で、スティックはいつも通り中立位置に戻る──

　しかし一つ、いつも通りでないことが起こった。原理はわからない。だが、スティックが中立位置に戻っても、消えるべきモーター音が消えず、砲身はゆっくりと下降を続けた。

「あれ、なに、何よこれっ！」

　リリーは声を上げ、慌てた様子でガチャガチャとスティックを動かす。だが主砲の動きに変化はない。相変わらずモーター音を立て、徐々に下を向く砲口。下がり切った砲身はそのまま甲板に押しつけられ、ようやく停止した。

「クソッ！」

　俺おれは手についた塗料を拭ぬぐい、制御基板が収められたボックスを開けた。鋭するどく光る、赤色ＬＥＤ。異常状態を告げるそのランプは、電源を入れ直しても消えることはなかった。

「艦かん長ちよう、主砲をやられた！」俺はスイッチを何度も操作しながら、伯はく爵しやくに告げた。「駄目だ！　電気回路をやられたらしい！」

「ッ、修復は可能か？」

　伯爵は言った。投石機は既に次の発射準備を始めている。エラーランプの状態は、変わらない。恐らく、百万回試したとしても。回路のどこかがショートしたのであれば、それを直さない限りこの主砲が再び動作する望みはない──

　俺はそのことをちゃんとわかっていた。ちゃんとわかった上で、俺はなお、どういうわけかスイッチにかけた手の動きを止めることができなかった。

　伯爵が俺の肩を摑つかんだ。注意を引くためだろう、万力のような手で、強く。俺は肩を振ってその手を払い、伯爵を睨にらみつけた。

「……織おり戸ど殿、すまない、君の言葉も聞くべきだった」伯爵は言った。「引こう。主砲を失っては、私たちにできることなど何もない」

　俺は口を開いた。言葉は勝手に、理性からは切り離はなされたどこかから弾はじけるように出てきた。

「何言ってんだ！　引くだなんて、そんなの！」

　伯爵の、驚おどろいたような顔。自分の言葉が、自分の耳を通って、脳みそに到達する。唐突に、俺は自分の行動の意味を理解した。

　主砲が負ったダメージは、軽微だ。確かに今は動かなくなってしまっている。しかし恐らく電子部品をいくつか入れ替えればすぐに直る程度のダメージだ。船を守るためなら、主砲を守るためなら、伯爵の提案は俺の望むべきもののはずだった。だが今の俺は、『引く』という伯爵の言葉に憤いきどおりさえ感じていた。

「織戸殿、困惑させてすまない。だが君が正しかったのだ」伯爵は、俺の態度をどのように解釈したのかはわからないが、そう答えた。「撤てつ退たいしよう。このままでは本当にただの的だ」

「違うんだ、俺は、俺は……！」

　言葉はまた、口をついて出てきた。しかし今の自分にできることなど何もないという事実を前に、俺は二の句を継ぐことができなかった。

「石いし田だー！　このまま取とり舵かじ一杯だ！　反転して要よう塞さいから離れろ！」伯爵が振り返り、大声で命じた。「了解！」という明めい瞭りような声が即座に返ってくる。俺は全身から力が抜けていくような感覚を味わって、遂ついにスイッチから手を離した。

　船は傾きを増しながら少しずつ向きを変える。船体に裂かれ、水面に立つ白波。俺はもう一度ゴーグルを拭った。薄うす汚よごれたレンズの向こうで、肩を落としたリリーが寂しそうな顔をしながらジョイスティックを動かしていた。俺はなんとなく、リリーも俺と同じように感じているのではないかと思った。

　それから俺おれは、要よう塞さいの上に覗のぞく投石機へ目を向けた。二基の投石機はまだ健在で、すぐにでも発射準備を整えそうな状態にある。そこから少し横へ視線をずらすと、支柱部の残ざん骸がいを冠のように乗せた塔の姿が目に入った。他ほか二つとは異なり、兵器を失ったこの塔の上に見える人ひと影かげは、たった一つ。

　ただそれは、少々奇妙な人影であった。腕を、肩を、機械が這はい、身長の倍はありそうな棒状の物体を担いでいた。

　伯はく爵しやくが、懐ふところから素早く双眼鏡を取り出し、その人物へ向けた。俺も、リリーも、目を細め、逆光が浮かび上がらせるシルエットを見つめる。ただし俺は、その顔をハッキリと見るまでもなく、塔の上に現れた人物の正体をわかっていた。

　パワードスーツを身につけたドクターは、肩に担いだ武器、恐らく一本の砲身のみを備えた真空砲を、俺たちの船に向けた。

　そして次の瞬しゆん間かん、黄緑色の物体が、僅わずかな音を伴ってその真空砲から放たれた。

　悲鳴が聞こえた。それから、何か重い物が倒れる音。伯爵が双眼鏡を投げ捨て、船の後部へ向かって走り出す。俺は操そう舵だ席せきの周りに人が集まるのを見た。装甲板の上から常に覗のぞいていたはずの石いし田だ君の顔が、今はどこにも見当たらなかった。

　ドクターは、船の舵かじを取り続けていた石田君の、恐らく頭部を、たった一度の正確無比な射しや撃げきで捉とらえたのだ。

　俺は双眼鏡を拾い、ゴーグルの上から両目に当てた。ドクターは空になった真空砲を足元に放り、これまでに何度か見せたことのある、あの真剣な表情を作って、それ以上何をするでもなく、その大きな双眸をただひたすら真まっ直すぐ俺に向けていた。

　メガネの向こうにある、クリクリとした大きな瞳ひとみを。

　今の俺には、このドクターの眼差しが、千の言葉よりも強力なメッセージであるように感じられた。

　ドクターは俺に、伝えようとしていた。彼女が何を望んでいるか、ではない。この俺が望んでいるもの、俺自身が本当に望んでいる変化を、ドクターはその瞳と、胸の前で組んだ手と、この船と、シチュエーションと、これまで一緒にやってきた全すべてのことをもって、俺に伝えようとしていた。

　そして俺は、丸裸にされた自分の心が本当に望む結末を知った。昨日までの俺が見れば頭がイカれたとしか思わないだろう結末だが、今この瞬間、壊こわれた主砲の横で頭から黒い雫しずくをポタポタ垂らしている俺には、合理性さえ見出せるのであった。

　俺は双眼鏡を捨てた。ゴトリという音。リリーが振り返る。俺はリリーが向ける視線の先で、片足を上げ、砲身を寝かせて動かなくなった三連装真空砲を力いっぱい蹴けりつけた。

「ちょ、リーチ！　何やってるのよ！」

　リリーが甲高い声を上げ、俺の体に後ろからしがみつく。しかし俺はそれを無視して、砲身の駆動部を蹴けり続けた。足の裏に感じる痛み。部品が割れる音。飛び散る塗料と、破片。長大な砲身が、それを保持する部品群を伴ったまま、機構部から外れた。

　俺おれが足を下ろすと、リリーも俺の腰に回した腕を緩ゆるめた。俺はリリーの手を解き、向かい合う。俺の突然の行動に酷ひどく驚おどろいたのだろう、リリーは目め尻じりに涙を溜ためていた。

「リーチ……」

「……すまない、別に、ヤケを起こしたわけじゃないんだ。まあ、似たようなもんなのかもしれないが」俺は言った。「なあリリー、また一つ、わがままを言わせてくれ。俺はこのまま尻尾しつぽを巻いて逃げるのが嫌になっちまった。最後の一発、手伝ってくれないか？」

　そして俺は砲身の下に潜もぐり込み、発射準備の整っていた一門を担ぎ上げた。

　狙うのは、ドクターではない──同じく発射準備を整えた、片方の投石機。

「リリー、照準を合わせる。指示をくれ」

　俺は言った。リリーは、その表情に戸惑いを残しつつも照準器を覗のぞく。リリーの出す「少し右」や「ほんのちょっと上」といった指示、それから船の動きに合わせて、俺は全身の筋肉をつりそうになりながら砲身を動かす。恐らく、チャンスは一回。投石機は、その向きを船の進路に合わせ、錘おもりを積んだバケットをすっかり持ち上げていた。

「リーチ、多分これでいいわ。当たるかどうか、自信ないけど」リリーが言った。「でも、あんたがそこにいて、一体誰だれが引き金を引くのよ」

「それもお前に頼たのみたい、リリー」俺は言った。「なんとか支えてみせる。ブッ壊こわしちまっても構わないから、蹴りでもなんでもいれてくれ」

「……わかったわ、やってみる」

　リリーは答えた。投石機の側そばでは、ロープを握った一人の男が周囲に向かって何やら怒鳴っている。恐らくあのロープが投石機の引き金だろう。男が叫ぶと、周囲の人ひと影かげは投石機から離はなれて背中を向けた。

「いくわ！」

　リリーが言った。この声と全く同時に、投石機の側に残った男がロープを引く。ゆっくりと、しかし徐々に加速しながら落ちていく錘。対照的に、バッグを吊つるした長い腕が勢いよく振り上げられる──俺は衝しよう撃げきに備え、全身に力を入れた。

　砲身全体を後ろに引くような、瞬しゆん間かん的てきな力。心臓の一拍にも満たない一瞬の間を空けて、大気がこすれ合う轟ごう音おんが耳元を掠かすめていく。撃うち出された砲弾は雷光のように残像の尾を引き、空気を貫いて投石機まで到達する。頂点に達した投石機の腕部。衝突──

　果たしてテニスボールの砲弾にどれほどのエネルギーが残っていたのか、俺にはサッパリわからない。もしかしたら、命中してもしなくても、主砲を破は壊かいしてまでこの一発を撃たなくても、結果は変わらなかったのかもしれない。しかし事実は事実として、誰の目にも明らかな結末を示してくれた。

　俺おれは砲身を甲板へ落とし、拳こぶしを空へ突き出して叫んだ。俺の視線の先では、回転軸の近くで真っ二つに折れた投石機の腕が、投とう榴りゆう物ぶつを詰めたバッグに振り回されながら宙を舞まっていた。

　そして俺の目は、更にもう一つ、発射準備を進めていた最後の投石機の下で戦せん闘とうが始まるのを捉とらえた。外がい壁へきを螺ら旋せん状じように登る階段から、塔の屋上に殺到する地上部隊。間もなく、最後の攻こう撃げき兵器は制圧され、同時に、グランプリの終了を告げるサイレンが響ひびき渡った。














　　その十三　白でも黒でも






「織おり戸ど殿、君に、これを返そう」

　伯はく爵しやくはそう言って、一枚の紙をテーブルの上に載せた。何かと思って摘つまみ上げてみれば、それはドクターに騙だまし取られた船の利用権利書だった。

「……チクショウ、しっかりグランプリの時間を引いてやがるじゃねえか」書き足された二重線とその上の数字を見て、俺は言った。「あれはアンタのせいでもあるんだぜ？　それなのにこの仕打ち、ちょっと酷ひどすぎるんじゃないか？」

「だが完全に私のせいというわけでもない」伯爵はココアの入ったカップを手に取る。出航前に有あり坂さか先せん輩ぱいが淹いれてくれた激甘ココアは、まだほんの少し湯気を立てていた。「それに権利書の監かん督とく責任は君にあったのだから、甘く見るというのはなんだか妙な話ではないか」

「……まあ、いいけどよ。最初の約束だった二十四時間はまだ残ってるわけだしな」

「話が早くて助かるよ」伯爵はそう言って、少し遠くに目を向けた。斑まだら模様に汚れた船は、俺と伯爵、石いし田だ君の三人だけを乗せて、天高く登った太陽の下、鏡のように周囲の景色を反射する穏おだやかな貯水池の水面をゆったりと進んでいた──




　嵐のようなグランプリから三日が経たち、内臓が背中から飛び出してくるんじゃないかと思うほどの疲労感も徐々に和らいできたところに、再び有あり坂さか先せん輩ぱいが現れた。前触れもなく俺おれの家を訪ねた有坂先輩は、特に謝罪の言葉を述べるわけでもなく、縄なわ張ばりを侵された猫みたいに警戒心を剝むき出しにするリリーを適当にあしらうと、伯はく爵しやくからの手紙を俺に差し出した。なんだか嫌な予感がしたが、手紙には『改めて礼を言いたいから船まで来い』と書かれていただけだった。

　それでその日の正午にリリーと貯水池まで足を運んだのだが、伯爵はリリーを見ると「織おり戸ど殿と二人で話したいことがある」などと言って繫つないでいた手を離はなさせ、俺だけを伴って船に乗り込んだ。船には操そう舵だ手しゆの石いし田だ君と、有坂先輩の手作り菓子を満載したティーテーブルが一つ。俺と伯爵がそのティーテーブルに向かい合って座ると、間もなく船は出港した。




「それで、二人で話したいことってなんなんだ？」俺は言った。伯爵は顔を余よ所そへ向けたまま、風へ乗せるかのようにため息を吐ついた。

「……忘れた。あるいはこう言った方がいいだろうか。そんなものは元よりなかったと」

「……じゃあなんで？」

「変な話だと思うだろうが……」伯爵はそう言って、視線だけを俺に寄越す。「彼女に頼たのまれたのだ。こうして君と二人になるように、な」

「そりゃ、変な話だ」俺は言った。「理由は聞いたのか？」

「いいや。だが彼女のことだ、その内勝手に理解できるときがくるだろう」

「相変わらずの盲信ぶりだな……まあ、わからなくもないが」

「彼女は天才だよ、彼女は」伯爵は言った。「ともかく、君には礼をいわなければならんな。船のこと、助かった。すっかりボロボロになってしまったが、まあこれも悪くはないだろう。私とはなんの関係もない利益のためにまで利用されたというのは、癪しやくといえば癪だがね」

「それでも、先輩の考えたことだ。九割五分はアンタのためだったんじゃないのか？」

「いや、それは有坂殿という人物を誤解しているよ」伯爵は、少し愉快そうに鼻を鳴らした。「あれも、私やあの男とさして変わりはせん。君の言葉を借りれば、有坂殿も『この土地の人間』なのだ。究極的には自分の得しか考えてはおらん。今は私の世話を焼くのも趣しゆ味みの一つのようだからたびたびそれが私の方へ向くこともあるが、それだけのことだ」

「趣味って……なんだか酷ひどい言い方じゃねえか」

「あるいは愛や恋と呼んでもいいのかもしれないが、結局は自分が満足するかどうかを重要視しているのだからどのように言っても差し支えあるまい」伯爵は言った。「そして有坂殿の一番の趣味は、目下のところ、君たちの生徒会長でいることだ。有坂殿がどれほど熱心に生徒会活動に打ち込んでいるか、君もわかっているだろう。今回の騒そう動どうも、つまりはその一部だったのだ。君も、今朝のあの笑顔を見ただろう？」

「……まあ、嬉うれしそうではあったな」俺おれは、朝方俺の部屋に現れたときの有あり坂さか先せん輩ぱいの表情を思い出しながら言った。

「昨晩ようやくあのグランプリの得点集計が終わったらしい。結果は、何もかも有坂殿の望み通りとなった。主砲を操っていたブルーグラス殿は最多得点、総合優勝も一中だ。そして競技そのものも、過去十年で最高の一つと評されている。この結末を見れば、有坂殿が何を欲していたのかなど容易に理解できよう。私のことは、オマケに過ぎん」

「……俺にはわからねえな、今ひとつ。先輩が一石二鳥を狙ねらってたってことには、俺も追々気づいていたんだが」俺は言った。「しかしだ、本当に俺やリリーのことまで考えてあんな計画を立てたとすれば、とんでもないことだぜ？　俺やリリーに執着心を抱かせて、グランプリで目立った活かつ躍やくをするように仕向けたんだから」

「もちろん、有坂殿一人でできることではなかっただろう。だが、有坂殿には彼女がいた」伯はく爵しやくはニヤリと口角を上げ、言った。「あるいは、もしかすると全すべて彼女がやったことなのかもしれんな。有坂殿も、私や君と同じように自分という存在を彼女の前に晒さらしただけなのかもしれん。彼女がそこから願いを汲くみ上げ、作業台の上に並べて、全てを繫つなぎ合わせたのだ。私の望み、有坂殿の望み、君たちの望み、それに、彼女自身の望みも。ともすればこの結末も、有坂殿が想像していたものとは少し異なっているのかもしれん。有坂殿が君に訪れた変化まで期待していたとは、私には思えんのだ。自分の手で主砲を破は壊かいする君を見たときは、私も心底驚おどろいたぞ。織おり戸ど殿、あれは他ほかの誰だれでもなく、君自身が望んだことなのだろう？」

「……多分、そうだと思う」俺は答えた。「なんて言えばいいんだろう、俺は自分の、変に臆おく病びようだったところを直したかったんだろうな。大事なものを大事にしすぎて何もかも台無しにしちまうようなところを、さ」

「大事なもの、か……」伯爵は顎あごに手を当て、少し考え込むような仕草を見せる。「ふむ、あー、なるほど、なるほど。そういうことか。君の、大切なもの。それで君は、あー……背中を押してもらう必要があった、と、いうわけだな？」

　俺は少し気恥ずかしさを感じながら顎を引いた。

「君はまだあの噓うそのことを片付けていなかったのか。しかしこれでハッキリしたぞ。彼女はそこが不満だったわけだ。それで君にその『告白』の場を用意したというわけだ」

「面白い推理だが、肝心のリリーがここにはいないぞ？　俺とアンタだけでどうしろっていうんだ？」

　俺が言うと、伯爵は鼻を鳴らして操そう舵だ席せきの方を向き、船を止めるように命じた。石いし田だ君は船の動力を切り、間もなく船は水の抵抗を受けて停止した。

「ブルーグラス殿もすぐに現れるだろう。最初から一緒に乗船させなかったのは、つまり私にも何かを期待しているということだ。恐らく、君がまた臆病風に吹かれてタイミングを逃さないようにするためだろう」伯はく爵しやくは言った。

「信用されてねえなあ……なんだか、自分で自分が情けなくなってきたぜ」

「何、それだけ彼女に気に入られているということだ、喜びたまえよ。私は……まあ、とにかく、私は私の役割を果たすとするか」

　伯爵はそう言うと、カップに残っていたココアを一口に飲み干した。

「私は君ではないから、君がこれからブルーグラス殿に何をどうやって伝えようとしているのか、厳密にはわからん。そして知るつもりもない。だがポジティブなことばかりではないということは理解している。ブルーグラス殿は純粋な女性だ。もしかすると、君たちの関係に大なり小なり傷を作ってしまうのかもしれん。万に一つもありえんとは思うが、君たちの関係を一度完全に破は壊かいしてしまう可能性だってある。しかし何もそれは、世界の終わりなどではない。傷を消すことは、できないのかもしれん。起きてしまったことをなかったことにはできないのかもしれん。だが君には、新しいものを作ることができる。その傷の上に立つ、何かもっとよいものを。だってそうだろう？　いつだって、一点の曇くもりもないような完かん璧ぺきなものよりも、不完全さの中に人の息遣いを感じるようなものの方が、ずっと美しいのだ。丁度、このヴァイスハイト号のようにな」

「……そのあたりは、よーく学ばせてもらったよ」俺おれは言った。言ってから、主砲を見つめる。俺が破壊した三連装真空砲は、三日前と全く同じ姿で船首近くにその身を横たえていた。

「ともかく、幸運を祈っているぞ、織おり戸ど殿。運に任せるものでもないとは思うがな」

　伯爵はそう言って、おもむろに立ち上がる。停泊した船の上、南側の岸へ視線を向ける伯爵。同じ方を見てみると、滑るように水面を駆けてくるホバークラフトが一隻、目に留まった。

　後部座席でなびいているのは、長くて綺き麗れいな青色の髪。

「……そういや伯爵、一つだけ変なこと聞いていいか？」俺はホバークラフトに目を向けたまま言った。「伯爵は有あり坂さか先せん輩ぱいのこと、どう思ってるんだ？　案外、苦手だったりするのか？」

「何を聞くかと思えば」伯爵はまた鼻を鳴らす。「賢かしこい女性は私の好みだ。有坂殿を嫌う理由などどこにもない。自分の欲に正直なあの性格も、私は好いている」

「それじゃあ……」

「君の言いたいことは大体わかったぞ。だから私は、もう一度この言葉を使おう。私は、賢い女性が好きだ」

　伯爵は言った。こちらに真まっ直すぐ進路を向け、ファンの音をうるさいくらいに高鳴らせているホバークラフト。そのハンドルを握るのは、ピッグテールの小柄な少女。

「……彼女は、楽しんでくれただろうか。今回のこの馬ば鹿か騒さわぎを」

　そして俺は、ようやく気づいた。伯爵がドクターを呼ぶときの『彼女』という言葉が、有坂先輩の『あの人』ほど露ろ骨こつではないが、特別な響ひびきを持っているということに。

　俺は今更、あまり驚おどろかなかった。

「……アンタが心からそれを望んでいたんなら、きっと楽しんでいただろうよ」俺おれは言った。

　伯はく爵しやくは俺に一いつ瞬しゆん視線を向け、それから満足そうに口元を緩ゆるめた。

　ホバークラフトはその船体を小さくターンさせながら、船へスカートを押しつけるようにしてピタリと停止した。梯はし子ごを抱えていた石いし田だ君が、二人の真上にそれを下ろす。揺れる梯子を、おっかなびっくりといった様子で登ってくるリリーの姿。

　船上に立ったリリーに向かって、伯爵はこう言った。

「祝いの言葉を忘れていた。優勝おめでとう、ブルーグラス殿。これで君は単独三位に浮上だ。私もそろそろあの男を首位に据えておくのは我慢がならなくなってきたところだから、君の活かつ躍やくには期待しているぞ」

「ぇ、あ、えと、あ、ありがとう……」

「それでは、私は去るとしよう。織おり戸ど殿、今更日ひ和よるなよ」伯爵はリリーの肩をポンと叩たたき、それから梯子に足をかける。そんな伯爵に向かって、俺は言った。

「伯爵、船の修理、俺にも手伝わせてくれ。ブッ壊こわした主砲、できたら自分の手で直したいんだ。俺にできるかどうかわからないが、今度はインクを被かぶっても壊れないように改良してみる」

「許可しよう」伯爵は答えた。「ついでに私も一つ、お願いをさせてもらおうか。私はあの男が破は壊かいしたロケット砲の代わりに、主砲をもう一基増やそうかと考えている。君にまた、彼女の手伝いを頼たのめるかな？」

「ああ、もちろん」俺が答えると、伯爵は声を上げて笑った。そして梯子を降り、ホバークラフトの後部シートへ跨またがった。

「オリドっち、そういうことなら、あたしは十二号で待ってるからね」ホバークラフトの上で、ドクターが言った。「よーせーさんも、いつでも来てもらっていいからさ。ま、それじゃ、あたしからの最後の贈おくり物、しっかり有効活用してね。頼んだよ？」

「ドクターも、ありがとな」俺は言った。ドクターはいつもよりちょっと柔らかい笑顔を見せ、そのまま何を言うこともなく伯爵を乗せて行ってしまった。

「……なんか有無を言わさず連れてこられたんだけど、これってどういうことなの？」リリーが、困惑した表情で言った。「リーチ、伯爵くんと何話してたの？」

「あー、なんていえばいいんだろうな。有あり坂さか先せん輩ぱいは俺たちの生徒会長だって話と、ドクターは凄すごいって話と、あとは俺の将来の話かな」

「リーチの将来？」

「ああ。しかも直近中の直近。五分後の未来についてな」俺は言った。「リリー、俺はお前に一つ、話さなきゃならないことがある。上う手まく伝えられるかどうか自信はないが、まあとにかく、聞いてくれ」

　俺の顔を見上げ、小さく首を傾かしげるリリー。長い前髪が揺れる。俺はそこに堪たまらなく愛おしさを覚えた。

　さて、なんて言おうか。俺おれは口を開く。正直を言うと、俺はこの瞬しゆん間かんのために前々から長い台詞せりふを用意していた。しかしいざリリーと向かい合うと、そんなものは一瞬にして俺の頭から霧む散さんしてしまった。そして俺の口は、これも俺に訪れた喜ばしい変化なのだろう、俺の意思から離はなれて、いや、俺の本当の意思に寄り添って、勝手に動いた。

「リリー──俺と、結婚してくれないか？」

　俺は自分の言葉に驚おどろいた。しかし俺のそんな驚きは、恥ずかしそうに顔を真っ赤にして頷うなずくリリーを前に、まるで羽のように軽い何かのように、すっかり吹き飛ばされてしまった。










　　あとがき




　いやー、アメリカっていいところですね。アメリカ。訳あって半年ほど東海岸にいたんですが、ミリオタには天国みたいな場所です。

　近所の川には大和よりも長いアイオワ級戦せん艦かんや百年以上も前に建造された防護巡洋艦なんかが浮かんでましたし、ニューヨークまでちょっと足を伸ばせば空母だって見ることができました（舷げん側そくエレベータに乗ったときの感動といったらもう）。その上バージニアの博物館には旧軍の晴嵐や紫電改、橘花のジェットエンジン、中二心くすぐるトムキャットやブラックバードなんかもあったわけです。加えてシューティングレンジ。向こうの友達とショットガンぶっ放して肩をやられかけたのもいい思い出です（スラッグ弾って強烈なんですね）。拳けん銃じゆうはいろいろ試しましたが、グロックが群を抜いて撃うちやすかったです。買うならオススメしますよ、グロック。撃つまであんまり好きじゃありませんでしたけど。あとＧＢＢのエアガンって結構リアルなんですね。アレに慣れてる日本人は向こうの人間より射しや撃げきが上手でした。

　ここまでに出てきた単語の中でわからないものがあったらググってください。貴方あなたもステキなミリオタになれます。わからない単語がなかった方は既にミリオタです。合掌。

　と、まあそういうわけで本作ができました。決して例のゲームに触発されただけではありません。趣しゆ味み全開ですよ、ホント。

　一応工学系というわけで、登場させたガジェット類については一通り下調べをしています。が、演出上いろいろ問題が出てきて途中で全部ブン投げました。それでも最低限超ギリギリのリアリティは確保しているつもりなので、「ここはあまりにもおかしいだろう」というところがあればご指摘いただけると幸いです。

　ちなみに一番リアリティを感じないであろうドクターですが、実を言うと数人の実在の人物を参考にしています。サッカーロボットの世界大会で欧州の大学生をフルボッコにしたとある兄弟とか、挙動が超リアルなカートレースゲームを作り上げた友人の弟とか。世の中には凄すごい小学生もたくさんいて、彼らを見る度に「何をするにも年齢なんて関係ないんだなあ」とつくづく思います。僕も頑張らないと。この話もこれで終わりだからね。

　以下、謝辞を申し上げます。散々ご面倒をおかけしてしまった担当編集のＡさん、Ｋさん、ありがとうございました。もう足を向けて寝られませんね。前作に引き続きイラストを担当していただきましたえびらさん、ありがとうございました。カリッとした陰影のあるえびらさんの絵が僕は堪たまらなく好きです。我がReadyToCreateのメンバー諸氏（特にＵ、Ｏ、Ｍ氏）、感謝してます。そして本作をお手に取っていただいた読者の皆様、特に貴方に、最上の感謝を捧げます。ありがとうございました。


佐さ々さ山やまプラス









[image: ]







佐さ々さ山やまプラス

カッチカチの工学系男子。「顔は若いのに髪の毛がグレーだから何歳だかわからない」ってクラスメイトのフランス人に煽られました。しかもその「顔が若い」というのも欧州人の基準で考えればという程度。おかげで少し白髪が増えました。
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イラスト／えびら

以前から少し興味もあったので、今回の作画の資料用として手頃な軍艦のプラモを買ってみたのですが作るための時間が作れなかったというオチになりました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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